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「おにーいちゃんっ」

　よく晴れた日曜日の昼食のテーブルで、愛する妹から最上級の笑顔とともにそう呼びかけられて、真っ先に《嫌いやな予感》がピキューンと眉み間けんのあたりに走ってしまうのは、いかに俺おれ──桐きりヶが谷や和かず人との日ひ頃ごろの行いがよろしくないかということの証しよう左さであろう。

　しかしながら、口に運びかけたプチトマトをぴたりと静止させ、

「と……突然何だよ、スグ？」

　と訊たずねた俺は、向かい側に座る妹──正確には従妹である桐ヶ谷直すぐ葉はが隣となりの椅い子すから取り上げたものを見て、己おのれの予感が正しかったことを悟さとった。

「あのね、あたし今け朝さ、ネットでこんな記事見つけたんだけどね？」

　という言葉とともに俺の鼻先に突きつけられたのは、Ａ４版のプリントアウトだった。国内最大級のＶＲＭＭＯゲーム情報サイト、《ＭＭＯトゥモロー》略してＭトモのニュースコーナーのハードコピーらしい。

　太字のヘッドラインには、【ガンゲイル・オンラインの最強者決定バトルロイヤル、第三回《バレット・オブ・バレッツ》本大会出場プレイヤー三十名決まる】とある。

　その下に短めのリード文と、全出場者名のリスト。

　爪を短く整えた直葉の人差し指の先に、【Ｆブロック一位：Ｋｉｒｉｔｏ（初）】という文字列がばっちり並んでいるのを横目で見ながら、俺は空むなしい粉飾を試こころみた。

「へ、へえー、似たような名前の人がいるもんだなあー」

「似たような、じゃなくてまったく同じだよね」

　切り揃そろえた前髪の下で、直葉はいかにもスポーツ少女然とした、きりっと清潔感のある顔を微笑ほほえませる。

　現実世界の彼女は、高校一年生にしていきなりインターハイと玉ぎよく竜りゆう旗きの団体戦レギュラーに抜ばつ擢てきされた剣道選手であり、虚きよ弱じやくなもやしっ子の俺は体力的にはまったく敵かなわない。そして仮想世界でも、直葉は完全スキル制のＶＲＭＭＯ《アルヴＡヘイム・ＬオンラインＯ》に於おいて《リーファ》という名の妖よう精せい剣士を操あやつり、その端たん麗れいかつ剛ごう毅きな剣は時として俺の無む手て勝かつ流りゆう剣法を圧あつ倒とうする。

　よって、もし直葉とケンカになったらリアルでもバーチャルでも速攻謝あやまるしかない俺であるが、もちろん普段はそんな懸け念ねんはまったくない。俺が現実世界に帰き還かんしてからの一年間の、小さい頃ころの疎そ遠えんさを取り戻してお釣りが来るほどの仲の良さには、夏休みにアメリカから一時帰国したオヤジも大いに拗すねて見せたものだ。

　今日──二〇二五年十二月十四日日曜日の昼食も、母さんが例によって編集部に詰つめているので直すぐ葉はと二人で買い物から始め、ポーチドエッグ入りのシーザーサラダとシーフードピラフを協力して作り、テーブルに差し向かいで食べるという実に和なごやかな展開を見せていたのだ。問題のハードコピーが取り出されるまでは。

「……ま、まあ、同じかな、ウン」

　俺おれはくっきりと印刷されたＫｉｒｉｔｏの名前から無理矢理視線を逸そらし、プチトマトを口に放り込んだ。咀そ嚼しやくしつつ不ふ明めい瞭りような声で続ける。

「で、でもまあ、ありがちな名前だしな。俺だって本名の省略だしさ。きっとそのＧＧＯのキリトくんも、きり……霧きりヶが峰みね藤とう五ご郎ろうとか、そんな名前なんだよ、ウン」

　空そら々ぞらしい言葉が胸にチクリと刺ささるのは、もちろん最愛の妹に真まっ赤かな噓うそをついている罪ざい悪あく感かんゆえだ。そう、直葉の指が示すＫｉｒｉｔｏは、百パーセント間ま違ちがいなく俺自身のアバターなのだ。

　なぜそれを隠さねばならないかと言うと、問題のガンシューティングＭＭＯ《ガンゲイル・オンラインＧＧＯ》の大会イベント、その名も《バレット・Ｂオブ・ｏバレッツＢ》に出場するにあたって、俺はホームワールドのＡＬＯで使用しているアバター・キリトをＧＧＯ世界へと《コンバート》してしまったのである。

　コンバートとは、《ザ・シード》プラットフォームにて稼か働どうしている全ＶＲＭＭＯに共通する機能で、あるゲームで育てたキャラクターを他のゲームへと《強さを保たもったまま》移動できるという、数年前までならまったく考えられないシステムだ。

　しかしもちろん一定の制限は存そん在ざいする。その最大のものは、移動できるのはキャラクター単体だけで、所持するアイテムやお金は含ふくまれないというルールだ。ゆえに通常、コンバートは一時的な観光ではなく恒こう久きゆう的てき移住として行われる。

　俺がＡＬＯから他のゲームに引っ越こすなどと言い出したら、あの妖よう精せいの国を深く愛している直葉は大きなショックを受けるだろうことは間違いない。そして一方、なぜ俺が《キリト》をＧＧＯにコンバートせねばならないのかを彼女に説明するのも大いに躊躇ためらわれた。なぜならそこには、ＶＲＭＭＯ世界の暗黒面とでも呼ぶべきものが深く関わっているからだ。

　俺に、ＧＧＯ世界に於おいてとある調査をするよう依頼してきた男の名は、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう。かつて政府の《ＳＡＯ事件対策チーム》に所しよ属ぞくし、現在は総務省のＶＲワールド管かん轄かつ部門、通称《仮想課》に籍せきを置く国家公務員だ。

　一週間前の日曜日、菊岡は俺を呼び出し、とある奇怪な事件について語った。

　ＧＧＯ世界内部の市街地で、あるアバターが他のアバターを、《裁き》という言葉とともに銃撃するという出来事があった。それだけなら何ということもない悪戯いたずらや嫌いやがらせだ。しかし、銃撃された二人のアバターを操あやつる生身のプレイヤーが、まさにその時刻、現実世界に於いて心臓発ほつ作さで死亡していた──というのだ。

　ただの偶ぐう然ぜんだ。九割がたはそう考えた。

　しかし、残り一割の、《何か》があるのかもしれない……という感かん触しよくを俺おれは捨て去ることができなかった。ゆえに菊きく岡おかの、ＧＧＯ世界にログインし、問題の銃撃者と接せつ触しよくして欲しいという面めん倒どうかつ物ぶつ騒そうな依頼を承しよう諾だくしてしまったのだ。

　一から新規キャラクターを鍛きたえる余よ裕ゆうはなかったので、俺はＡＬＯのキリトをコンバートし、銃撃者の目に留とまらんがために、昨日の土曜日に行われたＢｏＢの予選トーナメントへと出場した。初めて体験する銃相手の戦せん闘とうには大いに手こずったものの、一番始めに出会ったプレイヤーが何から何まで手ほどきしてくれるという幸運にも恵まれてどうにか予選を勝ち抜き、俺は遂ついに問題の銃撃者と思われる男とのファースト・コンタクトに成功した。

《死銃デス・ガン》なる名を自称する男が、本当にゲーム内から生身のプレイヤーを殺す力を持っているのかどうかはまだ解わからない。

　だが、たったひとつ明らかになったことがある。

　《死銃》と俺のあいだには、まったく思いもよらなかった因いん縁ねんが存そん在ざいしたのだ。

　俺がそうであるように、《死銃》もまたあのデスゲーム──ソードＳアート・ＡオンラインＯの《生還者サバイバー》だった。それだけではない。俺と奴やつはおそらく、かつて実際に剣を交まじえて互たがいの命を──……

「お兄ちゃん、また怖い顔してる」

　その言葉に、俺はぴくりと体を震ふるわせた。虚うつろに宙を見ていた視線の焦しよう点てんが戻ると、その先に、気き遣づかわしそうに眉まゆを寄せる直すぐ葉はの顔があった。

　俺に突きつけていたハードコピーを卓たく上じように置き、両手を軽く握にぎり合わせて、直葉はじっと俺を見つめた。

「……あのね、あたし、ほんとはもうお兄ちゃん……《キリト君》が、ＡＬＯからＧＧＯにコンバートしたこと知ってるの」

　突然の言葉に、ぎょっと眼を剝むいてしまう。そんな俺を見て、ひとつ年下の妹は、何もかもお見通しと言わんばかりの大人びた笑みを仄ほのかに滲にじませる。

「フレンドリストからキリト君が消えてるのに、あたしが気付かないわけないでしょ」

「……で、でも、この土日が終わったらまた再コンバートする予定だったし……リストなんて、そんな毎日見るもんでも……」

「見なくても、感じるもん」

　そう言い切る直葉の大きな瞳ひとみにはどこか謎なぞめいた色合いの光が揺ゆれていて、俺は場ば違ちがいにも、こいつも女の子なんだなあなどと考えてしまう。そんな思考の照れくささと、黙だまってコンバートした後ろめたさで眼を逸そらす俺に、直葉はなおも穏やかに語りかける。

「……あたし、昨日の夜にキリト君が消えてるのに気付いて、すぐログアウトしてお兄ちゃんの部屋に突撃しようとしたんだ。でも、お兄ちゃんが、何の理由もなくあたしに黙ってＡＬＯからいなくなるなんて有り得ないよね。事情があるんだろうなって思ったから、まずアスナさんに連れん絡らくしてみたの」

「そう……か」

　短く相づちを打ち、俺おれはいっそう首を縮ちぢめる。

　ＡＬＯからＧＧＯにコンバートすることを、俺はアスナ──結ゆう城き明あ日す奈なと、彼女との《娘》である人工知能ＡＩのユイにだけは教えていた。理由は、二日どころかほんの二秒であろうとも、ＡＬＯに於おける俺の消しよう滅めつを、限定的ながらシステムアクセス権を持つユイに隠すことはできないからだ。

　そしてユイは、俺がアスナに隠し事をすることを好まない。無論、事情があるのだと言えば受け入れはしただろうが、その俺の指示がユイのコアプログラムに負荷を掛けると思うととてもできなかった。

　ゆえに俺は、アスナとユイにだけ『菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうの依頼でＧＧＯ世界に行かねばならない』と告つげ、その目的を『ザ・シード連結体ネクサスの調査』と説明した。しかし、調査の核心部分についてはどうしても言えなかった。すなわち、《死銃》によるゲーム内銃撃と、現実世界に於ける二つの死──。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だ。だが、突とつ飛ぴすぎるがゆえのザラリとした違い和わ感かんもまた、確かに存そん在ざいする。そしてそれは、俺が直すぐ葉はや他の友人たちにコンバートのことを言えなかった最大の理由でもある。

　眼を伏ふせ、口ごもったままの俺の耳に、椅い子すがかたりと鳴る音が届いた。

　小さな足音。続いて、両肩に二つの手が触ふれる感覚。

「……お兄ちゃん」

　俺の背中に体を預あずけ、直葉は囁ささやいた。

「アスナさんは、『いつもみたいに、ＧＧＯで一暴れしたらすぐ戻ってくるよ』って言ってた。でも、本心では不安に思ってるみたいだった。あたしもそう。だって……だって、昨日遅おそくに帰ってきた時、お兄ちゃんすごく怖い顔してたもん」

「そう……、かな」

　そんなことしか言えない俺の首筋を、直葉の短い髪がさらりと撫なでる。左耳のごく近くで、吐と息いき交じりの言葉が生まれる。

「ね……、危ないことは、何もないんだよね……？　嫌いやだよ、またどこか遠くに行っちゃったりしたら……」

「……行かないよ」

　今度こそはっきりとそう告げ、俺は左肩に乗る小さな手に自分の右手を重ねた。

「約束する。今夜の、ＧＧＯの大会イベントが終わったら、ちゃんと帰ってくるよ。ＡＬＯと……この家に」

「…………うん」

　こくりと頷うなずく動きが伝わったが、直すぐ葉はは俺おれに上体を預あずけたまま、しばらく動こうとしなかった。

　俺がＳＡＯに囚とらわれた二年もの間、大きな心痛を与えてしまった妹を、再びこんなにも不安がらせるなどまったく許されない話だ。

　菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうに、『依頼をキャンセルする』とメールして全てを忘れる──という選せん択たく肢しもなくはない。しかし、昨日の予選トーナメントを経へたいま、ふたつの理由によってそれは難しくなってしまった。

　俺を女性プレイヤーだと信じたうえで親切にあれこれレクチャーしてくれた、恐ろしく巨大な狙そ撃げきライフルを操あやつる女の子《シノン》との再戦の約束がひとつ。

　そしてもうひとつは、俺と《死銃》とを結びつける因いん縁ねんだ。

　俺はもう一度、あの灰色マントの男と相あい対たいし、確かめねばならない。奴やつの《かつての名前》と──俺が自らの剣で斬きり殺した、奴の仲間二人の名前を。現実世界に帰き還かんしてのち真っ先に果たされるべきだった、それは俺の責務なのだから……。

　肩に乗せられた直葉の手を軽く叩たたき、俺は再び言った。

「大丈夫、必ず帰ってくるよ。さ、食べようぜ。冷めちゃうよ」

「…………うん」
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　先ほどよりやや力の増した声で頷き、直葉は一いつ瞬しゆん強く俺の肩を抱いてから体を離はなした。

　小走りに自分の椅い子すに戻り、腰こし掛けた妹の顔には、すっかりいつもの元気な笑みが戻っていた。ピラフを山盛りすくい、はぐりと頰ほお張ばってから、直すぐ葉ははスプーンを軽く振った。

「そーいえば、お兄ちゃん」

「…………ん？」

「アスナさんから聞いたんだけど、今回の《お仕事》、なんかすっごいバイト料出るんだってねー？」

「うっ」

　俺おれの脳のう裏りに、菊きく岡おかが約束した三〇〇Ｋ円の報ほう酬しゆうと、その使し途とたる最新スペックＰＣの仕様一いち覧らんが、ちーんじゃらじゃらというＳＥとともに展開した。……この際、ストレージ容量が多少削さく減げんされるのもやむなしと判断し、胸をどんと叩たたく。

「お、おう、何でもオゴってやるから楽しみにしとけよ」

「やった！　あのね、あたし、前から欲しかったナノカーボン竹刀しないがあるんだー」

　…………どうやら、メインメモリ容量にも多少の修正が必要なようだった。




　渋じゆう滞たいを避さけるため、俺はやや早めの午後三時に、おんぼろバイクにまたがって自宅を出た。

　川かわ越ごえ街道をひたすら東進し、池いけ袋ぶくろを通過して春日かすが通りで都心を目指す。本ほん郷ごうで南に折れ、文京区から千代田区に入ると、数分で目的地の総合病院が行く手に現れる。

　昨日も来た場所だが、その記き憶おくはやけに遠く感じられた。

　理由は明らかだ。昨夜、自分のベッドで横になってからもどうしても寝付けず、暗くら闇やみのなかで眼を見開いたまま、ひたすらに過去を振り返ってしまったからだ。長いこと心の底に押し込めたまま忘れていた、ＳＡＯ時代の殺人レツドギルド《ラフィン・コフィン》壊かい滅めつ劇げきの一部始終を。

　結局、午前四時前に自力での入眠を諦あきらめて、アミュスフィアを被かぶってローカルＶＲ空間にフルダイブした。ＬＡＮで繫つながる自室のＰＣから《娘》のユイを呼び出し、他愛ない話に突き合ってもらうことでどうにか《寝落ち》に成功したものの、熟じゆく睡すいまではできずに長い夢を見たようだ。

　幸い内容はほとんど覚えていないが、目覚めてから今に至いたるまで、耳の奥にひとつの声がこびりついている。

　──お前がキリトか？

　それは、昨日のＢｏＢ予選トーナメントの最中に、《死銃》らしきプレイヤーが俺に囁ささやいた言葉だ。

　そして同時に、俺が自分の剣で斬きった二人──いや、アスナの護ご衛えいだったあの男を含ふくめれば三人の《ラフコフ》メンバーからの問いかけでもある。

　お前か？　お前が、オレたちを殺した《キリト》なのか？

　その質問に対して、俺はＢｏＢの予選会場でも、そして夢の中でも、『そうだ』と答えることはできなかった。

　恐らく、今日の午後八時から開始される本大会で、俺おれは再びあの亡霊めいた男と対面することになるだろう。もう一度同じことを訊きかれたら、今度こそ肯こう定ていせねばならない。

　しかし、そうできる自信が、今の俺にはない。

「…………こんなことなら……」

　ＡＬＯから《キリト》をコンバートなどせず、まったく別名の新規キャラクターでＧＧＯにダイブすればよかったのだ。

　往おう生じよう際ぎわ悪くそんなことを考えてしまう自分に苦々しい笑みを浮かべつつ、俺はバイクを停とめると入院病棟を目指した。

　自宅を出る前にメールしておいたので、昨日と同じ病室にはもう安あ岐きナースの姿があった。髪型は変わらずざっくりした三つ編みだが、今日は鼻にリムレスの眼鏡めがねを乗せている。ベッド脇わきの椅い子すに掛け、長い脚あしを組んでいまどき紙の文庫本に眼を落としていたが、ドアを開けた俺を見ると勢いよくページを閉じて微笑ほほえんだ。

「や、ずいぶん早く来たね、少年」

「すみません、今日もお手数かけます、安岐さん」

　ぺこりと頭を下げながら壁の時計を見ると、まだ四時にもなっていない。ＢｏＢの本大会が始まるまで四時間以上もあるが、昨日と同じくエントリー締しめ切り寸前にダイブして、中で冷や汗あせをかくのはあまりにも学習能力がなさすぎるというものだ。それなら、早めにログインし、射撃の練習でもしていたほうがずっといい。

　俺は上着をハンガーに掛けながら、安岐ナースに言った。

「あの、本番は八時からなんで、俺の心電図をモニターするのはそれからでいいですよ」

　すると白衣の看護師はひょいと肩を上下させる。

「大丈夫、私きょう夜や勤きん明けの非番だから。何時間でも付き合っちゃうよ」

「え……、そ、それは尚なお更さら申し訳わけないっていうか……」

「そう？　なら、眠くなったらベッドちょこっと貸してもらおうかな」

　などという台詞せりふとともに軽いウインクを浴あびせられれば、リアル経験値の低い重度ＶＲＭＭＯ中毒症患かん者じやとしては、口ごもりつつ視線を泳がせるしかない。そんな俺を見て安岐ナースはからからと笑う。この人には、リハビリ中の俺のへこたれ具合をばっちり見られていることもあり、まったく勝てる気がしない。

　照れ隠しにどすんとベッドに腰こし掛けた俺は、すぐ隣となりにセッティングされた物々しいモニタ機器と、枕まくらの上に鎮ちん座ざする銀色の二重円冠型ヘッドギア──《アミュスフィア》を順に眺ながめた。

　菊きく岡おかが用意したそれはまだ新品で、アルミポリッシュの外装にも、人工皮ひ革かくの内張りにもくすみ一つない。無ぶ骨こつなヘルメットタイプだったナーヴギアに比べれば遥はるかに洗せん練れんされたデザインと質感を持ち、電子機器というよりは装飾品らしくすらある。

《絶対安全》の謳うたい文句どおり、このマシンからは致ち死しのマイクロウェーブは到とう底てい生み出せそうにない。いや、事実ごく微び弱じやくな電でん磁じ波はしか発生できないようなハード設計となっているのだ。

　だから、常識的に考えれば、わざわざ病院で心電図モニターの電極を胸に貼はり、そのうえ看護師に付きっきりでチェックしてもらう必要などない。誰だれがどんな手段を用いようとも、このアミュスフィアを使って俺おれに危害を加えられる可能性はゼロ。皆かい無むだ。

　────しかし。

　しかし、ＧＧＯの有名プレイヤーだった《ゼクシード》と《薄塩たらこ》は、現実世界で確かに死んでいる。

　そして彼らのアバターに向かって仮想の銃弾を発射した《死銃》は、かつてＳＡＯ世界に於おいて、自らの意思でＰＫを行う者……殺レ人ツ者ドプレイヤーだったのだ。

　もし、フルダイブ技術というものに、まだ未解明の危険要素があったとしたら？

　たとえば。ＳＡＯという異常な世界で人を殺したプレイヤーは、ＶＲ環境に最適化されたある種デジタルな《殺気》や《怨おん念ねん》を放つようになり、それがアミュスフィアによってデータ化され、ネットワーク回線を辿たどって、狙ねらわれた者の神経系に何らかの信号となって流れ込み……実際に心臓を止める。

　そう仮定すれば、《死銃》のゲーム内攻撃によって、現実世界のプレイヤーが死ぬということも有り得るのではないか。

　同時に、《キリト》の振るう仮想の剣が、《死銃》あるいは他の誰かを本当に殺すということだって考えられる。

　なぜなら、この俺もまた、アインクラッドでプレイヤーを殺したからだ。その数は、もしかしたら大半のレッドプレイヤーのそれよりも多いかもしれない。

　俺はいままで、自分の剣によって命を絶たれた者たちのことを意識的に忘れようとしてきた。しかし昨日、その記き憶おくの蓋ふたがついに開いてしまった。

　いや、そもそも忘れることなどできようはずもなかったのだ。俺はこの一年、ただ眼を逸そらし、見えないふりをしていただけだ。受け止め、償つぐなうべき罪つみの重さから……。

「どうしたの、少年。怖い顔して」

　不意に、白いスリッポンのつま先がつんと俺の膝ひざをつついた。

　びくっと肩を強こわ張ばらせ、顔を上げると、安あ岐きナースがリムレスの眼鏡めがね越ごしに穏やかな視線を注そそいでいた。

「あ……、いえ、なんでも……」

　小さく首を振りつつも、つい唇くちびるを嚙かんでしまう。ほんの数時間前、まったく同じ理由で直すぐ葉はを心配させたのに、面めん倒どうな依頼で迷めい惑わくをかけている安岐さんにまで気を遣つかわせてしまうとは、腑ふ甲が斐いないにも程ほどがある。

　しかし看護師は、かつてリハビリ中の俺を励はげましてくれた時と何ら変わらない笑みをニッと浮かべ、椅い子すから腰こしを浮かせると俺おれの隣となりに移動して言った。

「せっかくタダで美人ナースにカウンセリングしてもらえるチャンスなんだから、ほれ、ぶちまけちゃいなよ」

「…………それは、断ったらバチが当たるってもんですね」

　俺はふうっと長く息を吐はくと、視線を床に落とし、しばし迷ってから口を開いた。

「あの……安あ岐きさんは、リハビリ科の前は外科にいらしたんですよね？」

「ん、そうだよ？」

「ええと、ぶしつけっていうか、物凄すごく無神経な質問だと思いますけど……」

　ちらりと左を見上げ、いっそう小さな声で訊たずねる。

「…………亡くなった患かん者じやさんのことって、どのくらい憶おぼえてるものですか……？」

　叱しかられるか、少なくとも嫌いやな顔をされて当然の問いだった。医い療りようの現場を知りもしない子供が何を賢さかしらなことを、と逆の立場だったら俺も思う。

　しかし安岐ナースは穏やかな笑みを微び動どうだにさせず、そうだねえ、と言った。病室の白い天てん井じようを見上げ、ゆっくりと口を動かす。

「こうして思い出そうとすれば、顔も名前も浮かんでくるね。ほんの一時間おなじ手術室にいただけの患者さんも……うん、憶えてる。麻ま酔すいで眠ってる顔しか見てないはずなのに、不思議だね」

　それはつまり、安岐さんの参加した手術中に、患者さんが亡くなってしまった……ということなのだろう。気安く触ふれていい話ではない、と理解しつつも、吸い込まれるように訊ねてしまう。

「忘れたい、と思ったことはありませんか」

　そう口にした俺の顔にどのような表情を見て取ったのか、安岐さんは二度続けて眼をしばたかせた。しかし、薄めにルージュの引かれた唇くちびるから微笑ほほえみが消えることはなかった。

「うーん……そうだね。これは、答えになってるかどうか解わからないんだけど……」

　そう前置きしてから、安岐さんは少しハスキーな声で語った。

「人って、それが忘れるべきことなら、ちゃんと忘れてしまうんじゃないかな。忘れたい、と思いすらしないで。だってさ、忘れたいと願う回数が多ければ多いほど、むしろその記き憶おくは強く、確かなものになっていくでしょう？　なら、心の奥底……無意識のなかでは、本当は忘れちゃいけないことだと思ってるんじゃないかな」

　予想外の回答に、俺は小さく息を吸い込んだ。

　忘れたいと思うことほど、本当は忘れられるべきではない……？

　その言葉が胸に染しみ込むにつれ、口中に強い苦みが沸わき起こり、俺はそれを自じ嘲ちようの笑みに変えて吐はき出した。

「……なら、俺はとんでもない人でなしですね……」

　どうして、と問いかけてくる安あ岐きさんの瞳ひとみから視線を逸そらし、両足のあいだの床に落とす。膝ひざに乗せた両腕をきつく握にぎり合わせ、その圧力でどうにか胸から言葉を押し出す。

「…………俺おれは、ＳＡＯの中で、プレイヤー……人を三人殺してるんです」

　嗄かれた声は、病室の白い壁にぶつかり、奇き妙みように歪ゆがんだ反響音となって戻ってきた。いや、響ひびいているのは俺の頭の中だろうか。

　安岐さんは、俺が去年の十一月から十二月にかけて、リハビリのためにこの病棟に入院していた頃ころの担当看護師だ。だから、俺が二年間にわたって仮想世界に囚とらわれていたことを知っている。しかし、あの世界の内部での出来事を話したことはこれまでなかった。

　命を救う仕事をしている人が、理由はどうあれ命を奪うばった話を聞いて忌いまわしく思わないはずがない。しかし俺の口から零こぼれる言葉はもう止まらない。いっそう深くこうべを垂たれ、乾いた声で語り続ける。

「彼らは全員レッド……《殺人者》だったけど、殺さずに無力化する選せん択たく肢しだって俺にはちゃんとあった。でも、俺は彼らを殺しました。怒りや憎しみ……復ふく讐しゆう心しんだけで斬きり殺した。そして俺はこの一年間、彼らのことを綺き麗れいに忘れていたんです。いや、こうして話している今も、二人の顔と名前は思い出せない。つまり俺は……この手で殺した相手のことすら忘れてしまえる人間なんです」

　口を閉じると、固く凝こごった静せい寂じやくが病室を満たした。

　やがて、衣きぬ擦ずれの音と、ベッドのマットレスが揺ゆれる感覚が伝わった。左に座る安岐さんが立ち上がり、病室を出ていくのだろうと俺は思った。

　しかしそうではなかった。不意に、背中越ごしに右肩に手が置かれ、ぐいっと力強く引き寄せられた。体の左側が白衣に密着し、びくんと全身を強こわ張ばらせる俺の耳に、至し近きん距離から落ち着いた囁ささやきが息づかいとともに注そそぎ込まれた。

「ごめんね、桐きりヶが谷や君。カウンセリングしてあげるなんて偉えらそうなこと言ったけど、私には君の抱えた重おも荷にを取り除のぞくことも、一いつ緒しよに背せ負おってあげることもできない」

　右肩から動いた手が、俺の髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「私は、《ソードアート・オンライン》はもちろん、他のＶＲゲームもやったことないから……君の使った、《殺した》って言葉の重さは量れない。でもね……これだけは解わかるよ。君がそうした、そうしなきゃならなかったのは、誰だれかを助けるためなんでしょう？」

「え…………」

　その言葉もまた、俺の予想だにしなかったものだった。

　助けるため。その要素は、確かに存そん在ざいしたかもしれない。しかし──しかし、だからと言って……。

「医い療りようでもね、命を選ばなきゃならない場面があるの。母体を助けるために胎たい児じを諦あきらめる。移植待ちの患かん者じやさんを助けるために脳死の患者さんを諦める。大規き模ぼな事故や災害の現場では、トリアージっていって、患かん者じやさんに優先順位をつけたりもする。……もちろん、正当な理由があれば殺してもいいってことじゃないよ。失われた命の重みは、どんな事情があろうと消えることはない。でも……その結果助かった命のことを考える権利は、関わった人間みんなにある。君にもある。君は、自分が助けた人のことを思い浮かべることで、自分も助ける権利があるんだよ」

「自分を……助ける、権利」

　掠かすれ声でそう呟つぶやいてから、俺おれは、安あ岐きさんの手が乗ったままの頭を激しく振った。

「でも……、でも、俺は、殺した奴やつのことを忘れてしまったんだ。重荷を……義務を放り捨ててしまったんです。だから、救われる権利なんか……」

「本当に忘れてしまったなら、そんなに苦しんだりしないよ」

　毅き然ぜんとした声で言い、安岐さんは左手を俺の頰ほおに掛けると、自分のほうを向かせた。縁ふちなしの眼鏡めがねの奥、切れ長の眼には強い光が浮かんでいる。爪を短く整えた親指で目め尻じりをごしっと擦こすられ、俺は初めて自分が涙を滲にじませていたことに気付く。

「君は、ちゃんと憶おぼえている。思い出すべき時がきたら、全部思い出す。だからね、その時は、一いつ緒しよに思い出さなきゃだめだよ。君が守り、助けた人だっているんだってことを」

　そう囁ささやき、安岐さんは俺の額ひたいに自分の額をこつんとぶつけた。

　ひんやりした接せつ触しよく感かんが、頭のなかで渦うず巻く重苦しい想念を鎮しずめていくようで、俺は肩の力を抜き、そっと眼を閉じた。




　数分後、剝むき出しの上半身に心電図用の粘ねん着ちやくゲル電極を貼はった俺は、ベッドに横たわると両手でアミュスフィアを持ち上げた。

　昨夕からずっと付きまとっていた恐怖と自責の冷たい重みは、今はどこかに遠ざかっている。しかし、《ガンゲイル・オンライン》世界であの男──《死銃》ともう一度遭そう遇ぐうすれば、容た易やすく戻ってきて俺を押しつぶそうとするだろう。

　まるで鋳ちゆう鉄てつ製になってしまったかのようにずしりと手て応ごたえのあるＶＲインタフェースを頭に被かぶせ、電源を入れると、すぐにスタンバイ完了を告つげる電子音が響ひびいた。俺は視線を動かし、モニター装そう置ちの傍かたわらに座る安岐さんに声をかけた。

「監視のほう、よろしくお願いします。……それと、さっきは、その……ありがとうございました」

「なあに、いいってことよ」

　伝でん法ぽうな口調で言い、看護師は薄いブランケットを俺の体にかけた。清せい潔けつな石けんの匂においを吸い込み、ぎゅっと眼を閉じる。

「八時過ぎるまでは何もないと思いますけど……たぶん十時には戻ります。それじゃ、行ってきます。────リンク・スタート！」

　叫さけぶと、虹にじ色の放射光が目の前に広がり、俺おれを吞のみ込んだ。

　遮しや断だんされていく五感の彼方かなたで、安あ岐きさんの声が聞こえた。

「はいな、行ってらっしゃい、《英雄キリト》くん」

　…………なぬ。

　と思う間もなく、俺の意識は現実世界を離はなれ、砂さ塵じんと硝しよう煙えんたなびく荒こう野やへと誘いざなわれていった。










　　　９




「むっかつく……」

　ガツン。

「……あの男！」

　スニーカーのつま先でブランコの鉄柱を蹴けり飛ばしながら、朝あさ田だ詩し乃のは吐はき捨てた。

　自宅のアパートからほど近い、小さな児童公園の片かた隅すみ。すでに空は藍色が濃くなり、またそもそも遊具ふたつに砂場がひとつだけのうら寂さびしい場所なので、日曜日ではあるものの遊ぶ子供は一人もいない。

　立ったままの詩乃の隣となりで、ブランコの片方に腰こし掛けた新しん川かわ恭きよう二じが眼を丸くした。

「め、珍しいね。朝田さんがそんな……ストレートなこと言うの」

「だってさ……」

　デニムスカートのポケットに両手を突っ込み、傾けい斜しやした支柱に背中を預あずけて、詩乃は唇くちびるを尖とがらせる。

「……図ずう々ずうしくて、セクハラやろーで、カッコつけてて……だいたい、わざわざＧＧＯに来てまで剣で闘たたかわなくてもいいじゃないのよ」

　ブツブツと《あの男》に対する怒りを口にするたび、足元の小石を一つずつ蹴け飛ばす。

「そのうえ、最初は女の子のフリして、私にショップを案内させたり装そう備び選ばせたりしたのよ！　危うくお金まで貸しちゃうとこだったわよ。あ～～もう、アイツにパーソナルカード渡しちゃったし……まったく、何が『リザインしてくれ』よ！」

　とうとう周囲から適当なサイズの石がなくなってしまったので、やむなく文句を中断する。ふと隣となりを見下ろすと、恭きよう二じは驚おどろいたような気がかりなような、微び妙みような顔で詩し乃のを見ていた。

「……なに？　新しん川かわ君」

「いや……珍しいって言うより、初めてだから……。朝田さんが、他人のことをそんなに色々言うの……」

「え……そう？」

「うん。朝田さん、普段は、あんまり他人に興味ないって感じだから……」

「…………」

　言われてみれば、そうかも知れない。

　日ひ頃ごろ、他人と積極的に関わろうとすることなど皆かい無むだし、向こうからちょっかいを出してくる──たとえば遠えん藤どうたちのような連中についても、煩わずらわしいとは思えどそれ以上の感情を持つのはエネルギーの無む駄だと切り捨てている。

　そもそも、詩乃は自分の問題だけで手て一いつ杯ぱいで、他人のことを考えている余よ裕ゆうなどない。ないはずなのだが、《あの男》は妙みように詩乃の癇かんに障さわり、昨日の土曜日午後の初接せつ触しよくから二十四時間以上が経けい過かした今でも、意識の何割かを占せん領りようし続けている。

　だがそれも当然と言えば当然だ。

　詩乃がＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ《ガンゲイル・オンラインＧＧＯ》を始めてもう半年が経たつ。しかし、あんなふうに真正面から踏ふみ込んできたプレイヤーは一人もいなかった。それだけではない。予選トーナメント一回戦後のインターバルタイムにいきなり手を握にぎられた時には、あまりの出来事に深く動転してしまって、その後の二回戦では中距離からの狙そ撃げきを二発も外したのだ。

「……私、怒りっぽいのよ、これでも」

　つま先がぎりぎり届く場所からわざわざ小石を引き寄せ、植え込みに向かって思い切り蹴り飛ばしながら、詩乃は呟つぶやいた。

「ふうん……そうなんだ」

　恭二はなおもじっと詩乃を見ていたが、やがて何かを思いついたようにブランコから身を乗り出し、勢い込んで言った。

「じゃあさ……どっかフィールドで待ち伏せて狩る？　狙撃がよければ僕が囮おとりやるし……でも、やっぱり仕返しするなら正面戦せん闘とうがいいよね。腕のいいマシンガンナー、二、三人くらいならすぐに集められるよ。それとも、ビームスタナー使ってＭＰＫするのもいいかも」

　詩乃は少々呆あつ気けに取られてぱちぱちと瞬まばたきした。あれこれとＰＫプランをまくし立てる恭二の言葉を、右手を上げてどうにか遮さえぎる。

「え、えっと……ううん、そういうんじゃないの。何て言うか……ムカつくけど、戦い方だけは馬鹿正直な奴やつだからさ。私も、フェアな条件で、堂々とぶっとばしてやりたいのよ。そりゃ昨日は負けたけど……あれでアイツの戦法も解わかったし、幸いリベンジのチャンスもあるしね」

　度なし眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら、スカートのポケットから携帯端たん末まつを引っ張り出し、時刻を確認する。

「あと三時間半でＢｏＢ本大会だわ。その大舞台で、今度こそあの紛まぎらわしいアバターに風穴空あけてやるんだ」

　右手の人差し指をまっすぐ東の空に向ける。照準線の先に、昇り始めた赤い月を捉とらえる。




　昨夜、十二月十三日の午後に、ＧＧＯの最強者決定イベントである《第三回バレット・オブ・バレッツ》の予選トーナメントが開かい催さいされた。

　Ｋブロックを順調に勝ち上がった詩し乃の／シノンの前に現われたのは、初心者のはずの──しかし心のどこかではそうなると予感していたとおり、《あの男》だった。

　名前は《キリト》。詩乃の知らないＶＲＭＭＯゲームから、《ザ・シード》プラットフォーム特有のコンバート機能を利用してＧＧＯにやってきたプレイヤーだ。

　シノンは、予選エントリーのためにＧＧＯ世界の首都《ＳＢＣグロッケン》の総そう督とく府ふタワーへと向かう道すがら、おそらくはゲームにダイブしてきた直後のキリトと出会った。武器ショップへの道を訊きかれ、いつものシノンなら無ぶ愛あい想そうに方向だけ指さして立ち去るところを、自ら案内を申し出てしまった。

　その理由は──キリトのアバターが、どう見ても女の子でしかなかったからだ。

　後から知ったところによると、ＧＧＯのＭ男性型アバターには《９０００番台》と呼ばれる、ぱっと見では完全にＦ女性型な一群が存そん在ざいするという。ごく稀まれにしか出現しないので、アカウントごと相当な高額で取引されているそうだが、それも当然と思えるほどキリトのアバターは《美人》だった。艶つややかなストレートの黒髪、夜空のような光を湛たたえた大きな瞳ひとみ、雪色の肌はだと華きや奢しやな体たい軀く。はっきり言えば、正しよう真しん正しよう銘めいＦ型のシノンのアバターよりも遥はるかにフェミニンだった。

　シノンは、半年のＧＧＯプレイ歴を通じて、《初心者の女性プレイヤー》に遭そう遇ぐうしたことは一度もなかった。もちろん女性の知り合いもいるにはいたが、彼女らは全員シノンよりも古ふる株かぶ──と言うより古参兵で、交かわした言葉よりも銃弾の数のほうがずっと多い。

　ゆえにシノンは、右も左も判わからない様子で心細そうにしている黒髪の少女──実際には男だったわけだが──を見た途と端たん、かつての自分を思い出し、引き込まれるようにガイド役を務めてしまったのだった。

　大型ショップで武器と防具を見繕つくろい、《弾道予測線》等のＧＧＯ独自の戦せん闘とうシステムをレクチャーし、総そう督とく府ふタワーでは予選エントリーのやり方を手ほどきした。その後、一いつ緒しよにタワー地下の待たい機きドームへと移動し、街用装そう備びを戦せん闘とう用に替えるために控ひかえ室に入って、シノンが下着以外の全武装をアンイクイップした──というそのタイミングになってようやく、今いま更さら、あまりにも遅おそまきながら、キリトは自分の名前と性別を明かしたのだった。

　羞しゆう恥ちと怒りのあまりビンタを一発見舞ってから、シノンは言った。

　絶対に、私と当たるまで予選を勝ち上がってきなさい。レクチャーの締しめくくりに、敗北を告つげる弾丸の味を教えてあげるから、と。

　しかし正直、その機会があるとは思っていなかった。

　キリトはＧＧＯにコンバートしてきたばかりの初心者ニユービーだ。そのうえ何を考えたのか、主武装メインアームに選んだのはライフルでもマシンガンでもなく、《光こう剣けん》という超接近戦用武器だった。

　銃相手に剣で勝てるはずがない。シノンはそう予想し、もうそれきりキリトのことは忘れてしまおうとしたのだが──。

　何たることか、キリトはシノンとの約束を守った。六十四人で争われた予選トーナメントＦブロックの一回戦から五回戦までを光剣一本と副武装サイドアームの小口径ハンドガンだけで勝ち抜き、シノンの待つ決勝まで駒こまを進めたのだ。

　決勝戦の舞台となった夕暮れのハイウェイで、シノンはキリトの恐るべき能力を目の当たりにした。彼は、シノンが相棒の対物狙そ撃げきライフル《ウルティマラティオ・ヘカートⅡ》から放った必殺の50口径弾を、光剣の細いエネルギーブレードで防ふせいだ──いや、斬きって見せた。

　二つの光に分かれて飛んでいく銃弾の間を、猛もう烈れつなダッシュで肉にく薄はくしてきたキリトは、刃やいばをシノンの首元にかざして至し近きん距離から囁ささやいたのだった。

『降参リザインしてくれないかな。女の子を斬るのは好きじゃないんだ』




「～～～～～」

　思い出しただけでその時の屈くつ辱じよくがリアルに再生され、月に向けていた右手を乱暴に下ろす。もっと石ころを蹴け飛ばそうと足元を見渡したが、残念ながらもう全部遠くの植え込みへと移動してしまったあとだった。代わりに、スニーカーの踵かかとで背後の鉄柱を思い切り蹴り付ける。

「……覚えてなさいよ、この借りはぜーったい二倍返しにしてやるから……」

　ふうふうと鼻息を荒くしていると、恭きよう二じがブランコから立ち上がり、なおも気がかりそうに眉まゆを寄せながら詩し乃のの顔を覗のぞき込んできた。

「……な、なに？」

「その……大丈夫なの？　そんなことして……」

　恭二の視線が詩乃の右手に落ちる。見れば、ゆるく握にぎった拳こぶしからは人差し指と親指が伸び、無意識のうちに拳銃を模もした形を作っていた。

「あ……」

　慌あわてて手を開き、軽く振る。確かに、いつもなら、そんな仕草によって《銃》を意識した途と端たんに動どう悸きが跳はね上がっているところだ。だが今は、不思議にその気配はなかった。

「う、うん。なんか……怒ってるからかな、平気だった」

「そう……」

　恭きよう二じは顔を上げ、じっと詩し乃のの眼を見た。不意に両手を伸ばし、詩乃の右手を包み込む。温かく、わずかに汗あせばんだ掌てのひらの感かん触しよくに、詩乃は反射的に俯うつむいた。

「ど……どうしたの、新しん川かわ君」

「なんだか……心配で……。朝あさ田ださんが、いつもの朝田さんらしくないから……。その……ぼ、僕にできることあったら、何でもしてあげたいんだ。本大会は、モニタ越ごしの応おう援えんしかできないけど……その他にも、できること、あったら……って……」

　詩乃は一いつ瞬しゆんだけちらりと視線を恭二に向けた。線の細いナイーブそうな顔立ちの中で、両の瞳ひとみだけが、内側の感情を持て余あますように熱く光っている。

「い……いつもの私、って言われても……」

　普段の自分がどんなふうなのか咄とつ嗟さに想起できず、詩乃は呟つぶやいた。すると、恭二は両手に力を入れ、急せき込むように言葉を並べた。

「朝田さんて、いつもクールで……超然としててさ、何にも動じないで……僕と同じ目に遭あってるのに、僕みたいに学校から逃げたりしないしさ……強いんだよ、すっごく。朝田さんのそういうとこ、ずっと、憧あこがれてたんだ。僕の……理想なんだ、朝田さんは」

　恭二の熱気に気け圧おされ、詩乃は体を引こうとしたが、背中に当たるブランコの鉄柱がそうさせなかった。

「で、でも……強くなんかないよ、私。君も知ってるでしょう……銃とか、見ただけで、発ほつ作さが……」

「シノンは違ちがうじゃない」

　恭二が更さらに半歩踏ふみ出してくる。

「シノンは、あんな凄すごい銃を自在に操あやつってさ……ＧＧＯでももう、最強プレイヤーの一人じゃない。僕、あれが朝田さんの本当の姿だと思うな。きっと、いつか、現実の朝田さんもああなれるよ。だから……心配なんだ。あんな男のことで、怒ったり、動どう揺ようしてる朝田さんを見ると。僕が……僕が、力になるから……」

　──でもね、新川君。

　わずかに視線を逸そらしながら、詩乃は心の中で呟いた。

　──私だって、ずっと、ずーっと昔には、普通に泣いたり笑ったりしてたんだよ。なりたくて《今の私》になったわけじゃないんだよ。

　確かに、現実でもシノンのように強くなりたい、というのは詩乃の切なる願いだった。しかし、それは銃への恐怖を乗り越こえるという意味においてであり、あらゆる感情を捨て去りたいということではない。

　もしかしたら、心の底では、もっと普通に友達と笑い合ったり、騒いだりしたいと思っているのかもしれなかった。それゆえに、グロッケンの街角で道に迷った初心者の少女を見かけた時、普段のシノンからは考えられないほどあれこれと世話を焼いたし、その中身が男だったと知って怒りもしたのだ。

　恭二の気持ちは素直に嬉うれしい。嬉しいが、どこか気持ちの照準がずれているように思えた。

　──私が……私が、欲しいのは……。

「朝あさ田ださん……」

　不意に耳もとで囁ささやかれ、詩し乃のは眼を見開いた。いつの間にか、背後の鉄柱ごと恭きよう二じの両腕に包まれていた。

　無人の公園はほとんど闇やみに落ちているが、葉の落ちた街路樹の向こうの道には人通りがある。今の詩乃と恭二を見れば、誰だれしも恋人同士としか思うまい。

　そう考えた途と端たん、詩乃は反射的に両手で恭二の体を押し返していた。

「…………」

　恭二が傷ついたような瞳ひとみで詩乃を見た。ハッとして、慌あわてて言い訳わけをする。

「ご、ごめんね。そう言ってくれるのは、すごく嬉しいし……君のことは、この街でたった一人、心が通じ合える人だと思ってる。でもね……今はまだ、そういう気になれないんだ。私の問題は、私が戦わないと解決しない、って思うから……」

「……そう……」

　寂さびしそうに俯うつむく恭二を見て、罪ざい悪あく感かんが胸に満ちる。

　恭二は、詩乃の過去──あの事件のことを知っているはずだ。彼が不登校となる前に、遠えん藤どうたちが全校に喧けん伝でんしてくれたのだから。それを知ってなお、こんな自分に心を寄せてくれるのなら、それに応こたえ、すべてを差し出すべきなのだろうか、と思わないでもない。恭二が失望し、離はなれていけば、それは相当の寂しさをもたらすだろうとも感じる。

　しかし、なぜか意識の片かた隅すみにあの男、キリトの顔がよぎる。あの過か剰じようなまでの自信。己おのれの強さに対する絶対の確信。彼と戦い、勝つために、自分ひとりの強さ、力のすべてをぎりぎりまで絞しぼりつくしてみたい。

　そう──今はただ、心を覆おおい包む恐怖の記き憶おく、その硬かたく黒い殻からを打ち破って自由になりたい。望むのはそれだけだ。その為ために、黄昏たそがれの荒こう野やで戦い、勝利する。

「だから……それまで、待ってくれる？」

　ごくかすかな声で囁くと、恭二は無言のままさまざまな感情の渦うず巻く瞳で詩乃を凝ぎよう視ししたが、やがてこくりと頷うなずき、微笑ほほえんだ。ありがとう、と唇くちびるだけで呟つぶやき、詩乃も笑った。




　公園から出たところで恭二と別れ、詩乃は自宅へと急いだ。途と中ちゆうのコンビニエンスストアでミネラルウォーターと、夕食がわりのアロエ入りヨーグルトを買い求める。普段から食事は可能な限りバランスのとれたメニューを自じ炊すいするよう心がけているが、三時間を超えるほどのロングダイブ前にあまりしっかりと胃にものを入れるのはいくつかの理由によって望ましいことではない。

　かさかさ音を立てる小さな袋を片手に階段を駆かけ上がり、部屋に入る。電子ロックを再施せ錠じようするのももどかしくキッチンを横切って、奥の六畳間へ。壁の時計にちらりと目を走らせる。

　ＢｏＢ本大会が開始される午後八時までにはまだしばらく間があったが、なるべく早くログインし、装そう備び・弾薬の点検と精神集中にたっぷりと時間を費ついやすつもりだった。

　手早くデニム地のジャンパースカートとコットンシャツを脱ぎ、ハンガーに掛ける。上の下着も外して隅すみのカゴに放り込み、床上にわだかまる冷気に体を縮ちぢめながら、タンクトップにだぶっとしたトレーナー、ショートパンツの楽な格かつ好こうに着替える。

　控ひかえめな温度に設定されたエアコンと加か湿しつ器きのスイッチを入れると、詩し乃のはほっと息をつき、ベッドに腰こしを落とした。コンビニの袋からペットボトルを取り出し、キャップを捻ひねって、冷たい水を少しずつ口に含ふくむ。

　アミュスフィアの感覚信号インタラプト機能によって、ダイブ中は現実環境からの干かん渉しようをほぼ九十九パーセント排はい除じよすることができるが、それでも快かい適てきなゲームプレイを維い持じするためには色々とノウハウが必要なことを詩乃は経験から学んでいた。ダイブ前の食事を控え、トイレを済ませておくことはもちろん、気温と湿しつ度どに気をつけ、ストレスのない服装を心がけることも重要だ。いちど、夏の盛さかりに、きんきんに冷えた水をがぶ飲みしてからログインしたときは、ニュートラルフィールドでの戦せん闘とう中に猛もう烈れつな腹痛に見舞われて、異常信号を検知したアミュスフィアによる緊きん急きゆうカットオフの憂うき目に遭あった。もちろん、おなかをなだめて再度ダイブした時には、アバターはとっくに死亡して街に転送されていた。

　コアなＶＲＭＭＯゲーマーで、かつ金銭的に相当の余よ裕ゆうがある者は、完全な感覚遮しや断だんダイブを求めて個人用の《アイソレーション・タンク》を導入したりもするらしい。リラクゼーション施設を兼ねるような高級ネットカフェにはすでにタンクを備そなえているところも出始めており、詩乃は先月、恭きよう二じに「代金はオゴるから」と誘われてその種の店に行ってみたことがある。

　ログイン用の部屋は完全な個室で、備え付けのシャワーを浴あびたあと、全ぜん裸らのまま面積の半分を占しめるカプセルに入るという手順になっていた。カプセル内部は意外に広く、比重を調節されたぬめりのある液体が、四十センチほどの深さで満たされていた。

　横たわると体がぷかりと浮かび、首を支えるジェル素材のヘッドレストもほとんど接せつ触しよく感かんが無かった。壁に掛かっていたアミュスフィアを装そう着ちやくし、重いハッチを閉めると、タンク内部は完全な闇やみと静せい寂じやくに包まれた。

　実のところ、その空間に浮遊しているだけでも充じゆう分ぶんに興味ぶかい体験だったのだが、ＧＧＯで恭二と待ち合わせていたのでそうも行かず、詩乃はＶＲ空間にログインした。

　入ってみて驚おどろいたのだが、確かに普段よりも、仮想世界から与えられる五感の情報がわずかにクリアなような気がした。身体感覚が極限まで低下しているので、《インタラプト漏もれ》するノイズが無いせいだと恭きよう二じは言ったが、理り屈くつはともかく、敵のブーツが砂を踏ふむ音まで聞き取れそうなその感覚は、確かに高い料金に見合うだけのことはあるかもしれない、と思ったものだ。

　しかし、同時に詩し乃のはある種の、言葉にしにくい不安を感じていた。

　完全に現実の肉体から切り離はなされることで、逆に向こうのカラダが気になる──とでも言おうか。ＶＲワールドへのダイブ中は、現実の自分は一いつ切さいの知覚を失って人形のように横たわっているだけであるという事実がもたらす、ごくわずかな危き惧ぐをあのタンクは増ぞう幅ふくしたのだ。

　もちろん、《悪魔の機械》ことかのナーヴギアに比べれば、アミュスフィアは過か剰じようなまでの安全対策が施ほどこしてある。感覚インタラプトもあえて百パーセントには設定されていないし──だからこそアイソレーションタンクが有効なのだが──、音・光・振動その他の刺し激げきによって容易にセーフティが作動し、使用者を現実へと放り返す。

　それでも、基本的にダイブ中の肉体は無む防ぼう備びだ。ある意味では睡すい眠みん中と大差ないのだが、アイソレーションタンクからログインした時の詩乃は、どうしても首筋にちりちり弾はじける不安感を振り払うことができなかった。結論としては、たとえ漏れてくるノイズが少々あろうとも、世界で唯ゆい一いつ安心できる場所──自分のちいさな部屋からダイブするのがいちばんだ、ということに落ち着いた。

　とりとめのない思考を彷徨さまよわせながら小さなスプーンを動かしていると、ヨーグルトのカップはすぐに空からになってしまった。シンクでざっと洗ってリサイクルゴミの袋に放り込む。ユニットバスで歯を磨みがき、ついでにもうひとつの用事も済ませ、手と顔を洗って部屋に戻る。

「──よし！」

　ぴたん、と両りよう頰ほおを叩たたき、詩乃はベッドにぽーんと転がった。携帯端たん末まつの着信はシェル点てん滅めつだけモードにしてあるし、ドアとアルミサッシの鍵かぎも掛けたし、月曜提てい出しゆつの宿題も昼間に片付けてある。現実世界のアレコレをとりあえず脳から排はい除じよする用意は万ばん端たんだ。

　アミュスフィアを装そう着ちやくし、壁のスイッチに触ふれて照明を落とす。薄い闇やみの色に変化した天てん井じように、倒すべき敵プレイヤーたちの顔が次々に浮かんでは消える。

　最後に現われたのは、艶つややかな黒髪と紅あかい唇くちびるを持つあの光こう剣けん使い──キリトの姿だった。左手にハンドガン、右手にフォトンソードを下げ、片頰に不敵な笑みを浮かべてまっすぐこちらを見ている。

　詩乃の体の奥底に、ポッと闘とう志しの火が灯ともった。たぶんあの男こそが、殺さつ戮りくの荒こう野やで捜さがし求めた最強の敵だ。詩乃に、忌いまわしい過去を打ち破る力を与えてくれる、ある意味では──最後の希望。

　全力で戦う。そして絶対に倒す。

　大きく息を吸い、ゆっくりと吐はき出して、詩し乃のは目を閉じた。魂たましいをシフトさせるためのキーワードを唱となえる自分の声は、いつになく強く、はっきりと響ひびいた。

「リンク・スタート!!」




　体に対して水平方向にかかっていた重力がふっと消しよう滅めつし、わずかな浮遊感が訪おとずれる。

　次いで天地が前方に九十度回転。柔らかな滑すべり台を降りるように、つま先から硬こう質しつな床へと降り立つ。仮想の体に五感がしっかりとアジャストするまで待って、シノンは瞼まぶたを開けた。

　真っ先に目に入ったのは、星のない夜空に尾を引いて流れていく、巨大なホロネオンだった。【Ｂｕｌｌｅｔ　ｏｆ　Ｂｕｌｌｅｔｓ　３】という真しん紅くの文字列が、ビルの谷間を煌こう々こうと照らしている。

　グロッケン市街を中央に貫つらぬく大通りの北端、総そう督とく府ふタワー前の広場にシノンは出現していた。いつもはあまり人影のないエリアなのだが、今日に限っては無数のプレイヤー達が詰つめ掛けて、飲み物食べ物を手に大騒ぎしている。それも当然、もうすぐ始まるＢｏＢ本大会を対象にしたトトカルチョのせいで、今この広場ではＧＧＯ内に存そん在ざいする通貨の半分以上が飛び交かっているのだ。

　倍率が表示されたホロウインドウを掲かかげた、派手派手しいナリの胴元──恐ろしいことにプレイヤーではなく、運営側の用意した《公式ブックメーカーＮＰＣ》だ──や、怪しげな極ごく秘ひ情報を売る予想屋の周まわりはこの時間から黒山の人だかりだ。ふと気になって胴元ＮＰＣに近づき、ウインドウを見上げると、シノンのオッズはかなりの高倍率だった。やはり、昨日の予選決勝で敗退したのが原因だろう。ならばと思ってキリトの名前を探すと、こちらも相当の大穴っぷりだ。

　ふん、と鼻を鳴らしてから、いっそ全財産を自分に賭かけてやろうかとシノンは思ったが、目的意識の純度が鈍にぶるような気がしてそのままきびすを返し、人込みから離はなれた。もちろんアバターの外見と、ＢｏＢ本大会の常連であることは知れ渡っているので、周囲からは沢たく山さんの視線が追いかけてくるが、敢あえていま近寄ろうとする者はいない。シノンが《一度敵と見なせば容よう赦しやなく牙きばを剝むくワイルドキャット系女子》であることもまた広く周知されているのだ。

　早めに待たい機きドームに入り、精神集中でもしていようと総督府の建物に向かってしばらく歩いたところで、背後から名前を呼ぶ声が聞こえた。

「シノン！」

　ＧＧＯ世界で、こんな風に声を掛けてくるプレイヤーは一人しかいない。振り向くと、予想違たがわず、数十分前に現実世界で別れたばかりの新しん川かわ恭きよう二じのアバター、《シュピーゲル》が手を振りながら駆かけ寄ってくるのが見えた。都市迷彩アーバンカモの上下に身を固めた長身瘦そう軀くのＭ型アバターは、興こう奮ふんのせいかわずかに顔を紅こう潮ちようさせている。

「シノン、遅おそかったじゃない。心配したよ。────どうか、したの？」

　シノンがかすかに笑みを浮かべたのに気付いて、シュピーゲルは首を傾かしげた。

「ううん、何でもない。……ついさっきリアルで会ってた人と、すぐにこっちで顔を合わせるのって何だか妙みような感じだな、と思っただけ」

「……そりゃあ、現実の僕はこのバーチャル体ほどカッコよくないけどさ。そんなことより、どう、勝算は。作戦とか、あるの？」

「勝算、って言われても……がんばるだけ、としか言えないよ。基本的には索さく敵てき・狙そ撃げき・移動の繰くり返しだと思うけど」

「そりゃ、そうか。でも……信じてるよ、絶対シノンが優勝するって」

「ん、ありがと。君は、これからどうするの？」

「うーん……どこか酒場で中ちゆう継けいを観みようと思ってるけど……」

「じゃあ、終わったあとその酒場で祝しゆく杯はいか自や棄け酒ざけに付き合ってね」

　もういちどわずかに微笑ほほえみながらシノンが言うと、シュピーゲルは一いつ瞬しゆん俯うつむき、すぐに顔を上げた。いきなりシノンの右腕を摑つかみ、ぐいぐいと広場の隅すみの物もの陰かげに引っ張っていく。他のプレイヤーたちの視線が全て遮しや断だんされるや否いなや、勢いよく振り向いたシュピーゲルの、どこか切せつ迫ぱくしたようなその表情にシノンはぱちくりと瞬まばたきする。

「シノン……ううん、朝あさ田ださん」

　ＶＲＭＭＯの内部でプレイヤーの本名を呼ぶことがどれほどのマナー違反なのか知らないはずのないシュピーゲルの言葉に、シノンは今度こそ仰ぎよう天てんした。

「な……なに……？」

「さっきの言葉、信じていいんだよね？」

「さっきの、って……」

「待ってて、って言ったよね……？　朝田さんが、自分の強さを確信できたら、その時は、ぼ……僕と……」

「い、いきなり何言い出すの」

　かあっと頰ほおが熱くなるのを感じながら、シノンはマフラーの奥に顔を埋うずめた。だがシュピーゲルは一歩踏ふみ出し、再びシノンの右手首を強く握にぎった。

「僕……僕、ほんとに朝田さんのことが……」

「ごめん、今はやめて」

　少し強い口調で言い、シノンは首を振った。

「今は大会に集中したいの。……力を最後まで絞しぼり尽つくさなきゃ、とても勝ち抜けない戦いだと思うから……」

「……そっか、そうだよね……」

　シュピーゲルの手が離はなれた。

「でも、僕、信じてるから。信じて、待ってるから」

「う、うん。……じゃあ、私、そろそろ準備があるから……行くね」

　これ以上シュピーゲルと話していると、大会まで動どう揺ようを引き摺ずりそうな気がして、シノンは体を引いた。

「頑がん張ばって。応おう援えんしてる」

　尚なおも熱っぽく言葉を続けるシュピーゲルに頷うなずきかけ、ぎこちなく微笑ほほえんでから、くるりと振り向く。建物の陰かげから出て、総そう督とく府ふのエントランスを目指して早足に歩くあいだも、シノンはずっと背中に燃えるような視線を感じていた。

　ガラスのゲートをくぐり、打って変わって人ひと気けのない建物内に入ると、ようやく肩から力が抜けた。

　自分の態度が思わせぶりだったのだろうか、と大きな石柱に体を預あずけながら考える。

　恭きよう二じに好意を感じているのは確かだ、と思いはする。だが正直なところ、今は自分のことだけで手て一いつ杯ぱいすぎる。

　亡父との思い出を持たない詩し乃のにとって、もっとも強く記き憶おくに刻きざまれた男性の顔というのは、事あるごとに甦よみがえり、発ほつ作さを誘発する、五年前の郵便局拳銃強ごう盗とう事件の犯人のものだ。底なし沼のように光のない眼が、周囲の暗くら闇やみのいたるところに潜ひそみ、詩乃を見ている。

　他の女の子と同じように、彼氏を作って毎晩電話したり、週末に遊びに行ったりすることに憧あこがれる気持ちも無いではない。しかし、今のまま恭二と付き合えば、いつか彼の中に《あの眼》を見てしまうかもしれない。それが恐い。

　もし、発作を引き起こすトリガーである《銃》だけでなく、単に《男性》を見ただけでも恐怖を感じるようになったら──その時はもう、ただ生きていくことすらとてつもなく困こん難なんになるだろう。

　戦うしかない。今できること、すべきことはそれだけだ。

　ガッ、と強くブーツの底を踏ふみ鳴らし、シノンはエントランスホール奥のエレベータ目指して歩き始めた。

　しかしまたしても、誰だれかに背後から声を掛けられた。シュピーゲルの渋しぶい低音とはまるで違ちがう、涼すずしげなハスキーボイスが自分の名前を呼ぶのを聞き、思わず瞑めい目もくしてしまう。

　嫌いや々いや振り向いた先に立っていたのは、もちろん──憎にくたらしい《あの男》だった。
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　俺おれが降り立ったのは、ＧＧＯ世界の首都《ＳＢＣグロッケン》の北端、総そう督とく府ふタワーにほど近い路ろ傍ぼうの一角だった。

　憂ゆう鬱うつな黄昏たそがれ色の空をバックに、賑にぎやかなホロネオンの群れが流れていく。そのほとんどは、現実世界に実在する企業の広告だ。ＡＬＯでこんなことをすれば『世界観を壊こわす』とプレイヤーから大ブーイングが起きるだろうが、この頽たい廃はいした未来都市には妙みようにマッチしている。だが、それらのネオンの中でもひときわ目立つのは、間もなく開始される《バレット・Ｂオブ・ｏバレッツＢ》第三回大会の告知だった。真まっ赤かな極太フォントを見た途と端たん、全身に軽く震ふるえが走る。怯おびえているわけではなく武者震い──だと思いたい。

　ふんと息を吐はきながら顔の向きを戻すと、俺は肩に掛かる黒髪を無意識の動作で背中に払った。腕を下ろしてから己おのれの仕草に気付きげんなりとするが、アバターに慣なれた証しよう拠こだと無理矢理納なつ得とくする。

　まずは大会のエントリーを済ませておこうと考え、少し離はなれた総督府目指して歩き始めると、たちまち大通りの両側から幾いくつもの視線が注そそがれた。居心地の悪さに思わず睨にらみ返しそうになるが、必死に堪こらえる。

　彼らは別に、俺にガン付けしているわけではない。いま俺が身をやつしているアバターは、見た目はまるきり女の子──それもかなりの美少女なのだ。逆の立場なら俺だって思い切り凝ぎよう視しする。

　普通なら、見るに留とどまらず声を掛けてくるプレイヤーの二、三人はいそうなものだが、男たちはむしろ俺が近づくとササッと距離を取るようだった。その理由も推すい測そくはつく。昨日のＢｏＢ予選トーナメントで、対戦相手に強ごう引いん極きわまる特攻を仕掛けて光こう剣けんで斬きりまくった俺のバーサーカーぶりがすでに広く周知されているのだろう。

　公開されている出場者のデータは名前と参加回数だけで、性別は伏ふせられていた。《Ｋｉｒｉｔｏ》という名前もどちらとも取れるものだ。だから、おそらくＧＧＯ世界では、俺は《好んで銃でなく刃物を振り回すサイコキラー系女子》と見なされていると思われる。

　甚はなはだ不本意なカテゴライズだが、そのせいで、もうすぐ始まるＢｏＢ本大会のフィールドで少しでも他の対戦者に忌き避ひしてもらえるのなら意味はある。何せ俺の目的は優勝ではなく、あのボロマントの男──《死銃》との再接せつ触しよくなのだから。

　本大会出場者三十人のリストに、《死銃》という名前はなかった。しかし出ていないはずはない。奴やつの目的が、ＧＧＯ世界で己おのれの力を誇こ示じすることなら、ゲーム内に留とどまらない注目を集めるＢｏＢは最高の舞台だ。死銃の本名──というのも変だが、システムには異なるキャラネームを登録しているのだろう。

　まずはその名前を割り出し、大会中にもう一度会話して、ＳＡＯ時代の名前までもを確認できれば、そこから現実世界での本名を割り出せる。菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうなら、極ごく秘ひ情報である旧ＳＡＯプレイヤーのアカウントデータにアクセスできるからだ。そして本名が判わかれば、奴やつが本当に《ゼクシード》と《薄塩たらこ》を殺した、いや殺せたのかどうかも突き止められるはずだ。

　しかしその過か程ていで、俺おれもまた必然的に、自らの罪つみと対たい峙じすることになるだろう。

　怖おそれが消えたわけではない。

　だが、それは必要な感情なのだ。再び忘ぼう却きやくという逃げ道を選んでしまわないために。

　両りよう拳こぶしを強く握にぎり、アサルトブーツの底で激しく路面を蹴けり付けながら、俺は行く手に見えてきた巨大な総そう督とく府ふタワー目指して歩き続けた。

　対Ｐ人ｖ戦Ｐの大会といえば、ＡＬＯはもちろんＳＡＯでのそれですらも俺はワクワクしたものだ。

　それがまさか、今になって恐怖だけを抱えて臨のぞむことになろうとは。

　自じ嘲ちようの笑みを滲にじませ、タワーへと続く広い階段を登り終えた、その時だった。俺は行く手のエントランスホール入り口付近に、見覚えのあるサンドカラーのマフラーが、まるで猫のしっぽのように揺ゆれているのに気付いた。

　クリアな水色のショートヘアと、ジャケットの裾すそからすらりと伸びる両脚あしを見るまでもなく、そのアバターが昨日の予選トーナメント決勝での対戦相手──狙そ撃げき手しゆ《シノン》のものであると解わかる。ＧＧＯ世界におけるほぼ唯ゆい一いつの知り合いなのだが、俺は追い掛けて挨あい拶さつしたものかどうかしばし迷った。

　なぜなら昨日、この世界にダイブしてすぐさま道に迷った俺は、偶ぐう然ぜん出会ったシノンにずうずうしくもガイドを頼たのみ、しかもその際アバターの外見から俺を女性プレイヤーだと思い込んだ彼女の誤ご解かいを敢あえて解かずに《右も左も判わからない初心者ニユービーの女の子》を装よそおってゲームシステムの解説やら装そう備びアイテムのチョイスを頼み、トドメに控ひかえ室で彼女のアバターの下着姿までガン見してしまうという大暴れをやらかしたのだ。

　いや──、それだけではない。

　予選トーナメントの最中、問題の銃撃者《死銃デス・ガン》との唐とう突とつな邂かい逅こうを果たした俺は、奴が《ＳＡＯ生還者サバイバー》であり尚なお且かつ殺人レツドギルド《ラフィン・コフィン》のメンバーであったという事実に巨大すぎる衝しよう撃げきを受けたあまり、その後のシノンとの決勝戦を半なかば放ほう棄きしてしまった。具体的には、戦せん闘とう開始直後から無気力にまっすぐ前へと歩き続け、シノンの放つ致ち死しのライフル弾をわざと喰くらって負けようとしたのだ。

　しかし、シノンは俺を撃うたなかった。

　込められた純じゆん粋すいな怒りによって青白く燃えているような銃弾を六発、立て続けに俺の周囲に撃ち込んだあと、己おのれの有利を捨てて俺と直接顔を向き合わせ、彼女は叫さけんだ。

　ふざけるな、死にたければ一人で死ね、と。この戦いを、たかがゲーム、たかがワンマッチと貶おとしめる価値観に私を巻き込むな──と。

　その言葉は、立ち尽つくす俺おれの胸を深く深く抉えぐった。

　実は、俺自身もずっと以前、それと似たような言葉を人に叩たたき付けたことがあったのだ。

　もう四年近くも昔の話だ。中学二年生になりたてだった俺は、とてつもない幸運、あるいは恐るべき不運によって当選した《ソードアート・オンライン・クローズドβテスト》のプレイヤーとして、まだデスゲーム世界ではなかった浮遊城アインクラッドに、毎日学校から帰るや否いなや翌日の早朝までダイブし続けていた。

　当時の、気恥はずかしいまでに伝説の勇者然とした外見の《キリト》は、ＰｖＰイベントの上位常連としてそれなりに名前が通ってはいたが、現在に輪をかけて人付き合いスキルが低かったせいか、友達と呼べる相手はほとんどいなかった。そんな中で、こいつとはいつか仲良くなれるかもと思えた数少ないプレイヤーの一人が、デュエル大会でよく顔を見かけた、地味な茶色い髪の片手剣使いだった。

　彼の戦い方は、ロジックの厚みとセンスの切れを共に備そなえていた。俺は大会で彼と剣を交まじえる時が来るのをひそかに心待ちにし、ついに訪おとずれたその舞台で──大きなショックを受けた。熱戦の最後の最後に、彼が、避よけられるはずの俺の斬ざん撃げきをわざと受けて負けたからだ。俺はその理由を、巨額の賭かけ金が動くトトカルチョの片八や百お長ちようを請うけ負ったからだと推すい測そくし、怒りのあまり彼を詰なじった。そう、シノンが俺にぶつけた言葉そのままに。

　ＢｏＢ予選決勝のステージで、四年前の自分自身から責められているかのような疼とう痛つうを覚えながら、俺はシノンに謝しや罪ざいした。その後、向き合っての決けつ闘とうスタイルで改めて戦ったものの、あれはシノンにとっては甚はなはだ不本意な決着だっただろう。彼女はあくまで狙そ撃げき手しゆであり、超々遠距離から放つ必中必殺の一弾こそが最大の武器なのだから。今日の本大会バトルロイヤルでは、俺の眉み間けんにリベンジの一撃を叩たたき込まんと燃えているに違ちがいない。

　以上のような、やや込み入った──というよりこちらが一方的にやらかしまくった諸事情によって、俺は数メートル先を歩くシノンに声を掛けたものかどうか逡しゆん巡じゆんせざるを得なかった。

　しかしそれも数秒のことで、躊躇ためらいを蹴けり飛ばすように大おお股またに階段を駆かけ登り、俺は彼女の名前を呼んだ。

「よ、シノン。今日はよろしく」

　マフラーのしっぽがぴたりと止まり、水色の髪がわずかに逆立つ様は、まさしく猫のようだ。右足の踵かかとを軸じくにして振り向いたスナイパーの少女は、実に見事なしかめっつらを作り、フンと鼻を鳴らした。

「……よろしくって、どういう意味」

　藍色の瞳ひとみがギラッと剣けん吞のんに光るのを見てさっそく後悔しかけるが、こちらも目的なく呼び止めたわけではない。ここで選せん択たく肢しを誤あやまり、いきなり門を閉ざされては元も子もないので、せいぜい真剣な表情を作りながら答える。

「そりゃ……もちろん、お互たがいベストを尽つくして戦おうって意味だよ」

「白々しいわね」

　──早くも何かを間ま違ちがったらしいが、ヘコタレずに言葉を重ねる。

「それにしても、えらく早い時間からダイブしてるんだな。まだ大会まで三時間はあるぞ」

「昨日は誰だれかさんのおかげで危うくエントリーし損そこねそうになったから」

　ぷいと顔を背そむけつつ切り返してから、シノンは冷や汗あせをかく俺おれに横目の一いち瞥べつをくれて続けた。

「……だいたい、そっちだって今から潜もぐってるじゃないのよ。アンタに暇ひま人じんみたく言われたくないわよ」

「な、なら、お互たがい待ち時間を有効利用しませんか。本戦開始まで、そのへんでオチャ……じゃない、情報交こう換かんでも……」

　現実世界の生身同士ならとても言えない台詞せりふだ。いや、俺にはちゃんとアスナという相手がいることを考えれば仮想世界でも許容されざる行いであろう。しかしこれは天地神明に誓ちかってＶＲナンパ行こう為いではなく、俺の任務及および使命を果たすため、そしてシノン自身の安全のために必要なステップなのだ。

　──という、俺の内的葛かつ藤とうを察してくれたわけでもなかろうが、シノンは数秒間大いに疑わしそうに俺を睨にらんだあと、ふんと鼻を鳴らし、最小限の動作で頷うなずいた。

「まあ、いいわよ。どうせ私からそっちに一方的にレクチャーすることになるんだろうけど」

「そ、そんなつもりは……なくもないけど……」

　語尾を濁にごしつつ、俺はすたすた歩き始めたシノンの後を追った。




　総そう督とく府ふホール一階の端たん末まつで、今度は余よ裕ゆうたっぷりにエントリー手続きを済ませたあと、シノンが俺を連れていったのはタワーの地下一階に設もうけられた広大な酒場ゾーンだった。環境光量ガンマは限界まで絞しぼられ、無数のテーブルにたむろするプレイヤーたちの顔はほとんど見分けがつかない。天てん井じように設けられた幾いくつもの大型パネルモニタだけが、眩まばゆい原色の映像を垂たれ流している。

　奥まったブース席にするりと腰こしを下ろしたシノンは、無ぶ骨こつな金属板のドリンクメニューを眺ながめ、アイスコーヒーと書かれている横の小さなボタンを押した。すると、同じく金属製のテーブル中央にガシャリと穴が開き、奥から黒い液体を満たしたグラスが出現する。いちいちＮＰＣ店員が注文を受けたり料理を運んだりしていたアインクラッドのレストランとは対極的に素っ気ないシステムだが、ＧＧＯというゲームの雰ふん囲い気きにマッチしているのは確かだ。

　俺もジンジャーエールのボタンを押し、がしゃこんと出てきたグラスを持ち上げると一気に半分ほど飲み下した。仮想のしゅわしゅわ感が喉のどから去るまで待って、会話の口火を切る。

「……本戦のバトルロイヤルってのはつまり、同じマップに三十人がランダム配置されて、出くわすそばから撃うち合って、最後まで生き残った奴やつが優勝……ってことだよな？」

　するとシノンは、コーヒーのグラス越ごしに俺を睨にらみ、言った。

「ほら、やっぱり私に色々解説させようって魂こん胆たんじゃない。だいたいそんなの、運営が参加者に送ってきたメール見れば全部書いてあるわよ」

「い、一応読んだけどさ……」

　正確には、一度ざっと流し読みしたあと、ゲーム内で再度しっかり読み込んでおこうと思っていた、だ。しかしその前に熟練者ベテランのシノンと遭そう遇ぐうしてしまったからには、直接レクチャーしてもらったほうが話が早い……などと言うわけにもいかないので、咳せき払いしつつ誤ご魔ま化かしておく。

「そのぉ、俺おれの理解が正確かどうか、確認しておきたいかなーって……」

「物は言いようね」

　冷ややか極きわまる声にこちらの心しん胆たんも冷えるが、幸いシノンはグラスを卓たく上じように戻すと、やや早口ではあったが本戦のルール説明を開始してくれた。

「……基本的には、いまあんたが言ったとおり、参加者三十人による同一マップでの遭そう遇ぐう戦。開始位置はランダムだけど、どのプレイヤーとも最低千メートル離はなれてるから、いきなり目の前に敵が立ってるってことにはならないわ」

「せ、千メートル？　ってことは、マップは相当広いのか……？」

　思わず口を挟はさむと、再び青いレーザーのような視線が飛んでくる。

「あんた、ほんとにメール読んだの？　そんなの、一番最初の段落に書いてあるわよ。本戦のマップは直径十キロの円形。山あり森あり砂漠ありの複合ステージだから、装そう備びやステータスタイプでの一方的な有利不利はなし」

「じゅ、十キロ!?　でかいな……」

　浮遊城アインクラッドの第一層とまったく同じサイズだ。しかし、それはつまり、実に一万人が同時に狩りをできるあの基部フロアの面積に、わずか三十人がたっぷりと間かん隔かくをあけて配置されるということだ。

「……それ、ちゃんと遭遇できるのか？　ヘタすると、大会時間終了まで誰だれとも出くわさない可能性も……」

「銃で撃うち合うゲームだもの、それくらいの広さは必要なのよ。スナイパーライフルの射程は一キロ近くあるし、アサルトライフルだって五百メートルくらいまで狙ねらえるわ。狭せまいマップに三十人も押し込めたら、開始直後からバリバリ撃ち合いになって、あっという間に半分以上死んじゃうわよ」

「ははあ、なるほどなあ……」

　納なつ得とくして頷うなずく俺に、シノンは丁てい寧ねいな解説を続けてくれた。つっけんどんな物もの腰ごしのアバターの向こう側には、実は親切で心優しい女の子がいるのではないか──などという一いつ瞬しゆんの思考を悟さとられでもしたら大変なことになるのは確実なので、かしこまって耳を傾かたむける。

「──でも、あんたの言うとおり、遭遇できなきゃ何も始まらないしね。それを逆手にとって、最後の一人になるまで隠れてようって考えるヤツも出てくるだろうし。だから、参加者には、《サテライト・スキャン端たん末まつ》っていうアイテムが自動配布されるの」

「サテライト……スパイ衛星か何か？」

「そ。十五分に一回、上空を監視衛星が通つう過かするって設定。その時全員の端末に、マップ内の全プレイヤーの存そん在ざい位置が送信されるのよ。そのうえ、マップに表示されてる輝点ブリツプに触ふれれば名前まで表示されるおまけつき」

「ふむ……つまり、一箇所に潜せん伏ぷくし続けられるのは十五分が上限ってことか。マップに自分の居場所が表示されたあとは、いつ後ろから奇き襲しゆうされてもおかしくないもんな」

「そういうこと」

　短く頷うなずくシノンに向けて、にやりと笑いかけながら訊たずねる。

「でも、そんなルールがあるなら、スナイパーは不利じゃないか？　茂みの中で里さと芋いもみたいにじーっとして、ひたすらライフルを構えてるのが仕事だろ？」

「里芋は余計よ」

　藍色の火花のような一いち瞥べつを俺おれに浴あびせてから、シノンはフンと不敵な笑みを返してきた。

「一発撃うって一人殺して一キロ移動するのに、十五分もあれば充じゆう分ぶんすぎるわ」

「そ……そうですか」

　誇こ張ちようでも何でもない言葉なのだろう。衛星情報を頼たよりにシノンを奇襲しに行こうものなら、逆にそこを遠くから狙ねらい撃たれかねないということだ。肝きもに銘めいじつつ、咳せき払いをひとつして今までの情報をまとめる。

「えー、つまりは、試合が始まったらとにかく動き続けながら敵を見つけて倒して、最後の一人になるまで頑がん張ばる……ってことだよな。そんで、十五分ごとに、全プレイヤーの現在位置が手元のマップ端末に表示される、と。なら、そんときに、あと誰だれが生き残ってるかも判わかるわけだな。──という、俺の理解で合ってる？」

「だいたい合ってる」

　こくりと首しゆ肯こうし、同時にアイスコーヒーを飲み干ほしたシノンは、グラスを音高くテーブルに戻して立ち上がろうとした。

「じゃ、これで用は済んだわね。次にあんたを見つけた時は、容よう赦しやなく引き金を……」

「わあ、待った待った。ここからが本題なんだよ」

　どこかの公務員が言いそうな台詞せりふだな、と思いながらも俺は慌あわてて手を伸ばし、シノンのジャケットの袖そでを引いた。

「…………まだ何かあるの？」

　この上なく嫌いやそうな表情で、わざとらしく左手首のミリタリーウォッチを見るという仕草にもめげずに俺がこくこく頷うなずくと、盛せい大だいなため息をつきつつもシノンは再び腰こしを下ろした。テーブルに両りよう肘ひじを突き、組んだ手の上に小さな顎あごを乗せて、眉まゆの動きだけで俺を促うながす。

「え、ええとぉ、その……変なこと訊きくようだけど……」

　もごもご前置きしながら、俺おれは急いで左手を振り、メニューウインドウを呼び出した。《ザ・シード》規格のＶＲＭＭＯのメインメニューはデザインがほぼ共通しているので、途と惑まどうことなくウインドウを他人にも見えるモードに変え、更さらに素早くタブを移動する。

　表示させたのは、運営がＢｏＢ本戦出場者に送ってきたメールの中の、選手三十人の名前を列挙したページだった。中程には当然、予選Ｆブロック一位通過者【Ｋｉｒｉｔｏ】、二位通過者【Ｓｉｎｏｎ】の名も見える。

　俺が示した窓をちらりと眺ながめ、シノンは細い鼻筋に、猫──いやジャガーが怒った時のような皺しわを刻きざんだ。

「……何よ、昨日の予選決勝について、改めて勝ち誇ほころうってわけ？」

　尖とがった囁ささやき声を受け、俺は大きく息を吸い込むと、できる限りの真剣な表情で首を振った。

「違ちがうよ、そんなつもりはない」

　俺の態度の変化を感じたのか、シノンが形のいい眉まゆを寄せる。

「…………なら、何なのよ。今いま更さら名めい簿ぼなんか見せて」

「ここに載のってる三十人の中で、知らない名前は幾いくつある？」

「はぁ……？」

　思い切り怪け訝げんな顔を作る相手に構わず、俺はそれほど長くもないネームリストを上から指でなぞった。

「頼たのむ、教えてくれ。重要なことなんだ」

「……まぁ、別にいいけど……」

　尚なおも首を傾かしげながらも、シノンは卓たく上じように浮く紫色のホロウインドウに眼を落とした。藍色の瞳ひとみが素早く左右に往復する。

「えっと……、もうＢｏＢも三回目だから、ほとんどの人は顔見知りかな。まったく初めてっていうのは……どっかのムカつく光こう剣けん使いを除のぞくと、三人だけ」

「三人。何て名前だ？」

「ん……《銃ジユウ士シＸエツクス》と《ペイルライダー》、それに……これは《スティーブン》かな」

　シノンがぎこちなく読み上げた名前を、俺は自分でもウインドウ上で確認した。《銃士Ｘ》が日本語表記、他の二つは全てアルファベットだ。眼を閉じ、三つのキャラクターネームを口中で何度も繰くり返す。

　そんな俺に向けて、シノンが訝いぶかしさと苛いら立だちが等量ずつ混じった声を発した。

「あのね、いったい何なのよ？　さっきから私に訊きくばっかりで、あんたは何も説明しないじゃないのよ」

「ああ……うん……」

　曖あい昧まいな返事で間を持たせ、懸けん命めいに頭を回転させる。

　シノンが教えてくれた三つの名前──。

　そのどれかが、恐らくではあるが、俺おれがこの世界を訪おとずれる原因となった二件の変死事件の関係者にして元殺人レツドギルド《ラフィン・コフィン》所しよ属ぞくのＳＡＯ生還者サバイバー──通称《死銃》のキャラクターネームだ。

　そう推すい測そくする理由は、死銃はこれまで本当の名前を徹てつ底てい的てきに伏ふせ続けてきただろうからだ。できるなら《死銃》をそのままキャラネームにしたかったはずだが、それをするとＳＰＡＭめいたメールが大量に送りつけられたり、予選トーナメントの段階でトラブルを招いたりという事態が起きかねない。だからといって真のキャラネームが早々に流る布ふしてしまっては、せっかく作り上げた《死銃》のイメージがぼやけてしまう。ゆえに今日までは、ひたすら本名を誰だれの目にも触ふれさせずに来たはずで、必然シノンも知らないということになる。

　問題は、三つの名前のどれが《死銃》なのかということだが……。

　俯うつむいて考え込む俺の視界に、白い手が映った。人差し指の爪つめで、テーブルの表面をコツコツと強く叩たたく。

　顔を上げると、シノンが細めた両眼でじっと俺を睨にらんでいた。

「……そろそろ本気で怒るわよ。なに？　この会話全部が、私をいらつかせて本大会でミスさせようって作戦だったの？」

「違ちがう……違うんだ。そうじゃなくて……」

　超高温の炎のような視線を受け止め、強く唇くちびるを嚙かむ。

　全てを説明していいものかどうか、すぐには判断できない。ＧＧＯ世界では、『《死銃》を名乗るプレイヤーが街中の酒場や広場で銃撃を行い、撃うたれた相手がそれ以来ログインしていない』という噂うわさこそ広く流る布ふしているが、本当に殺されたのだと信じている者はほとんど存そん在ざいしないようだ。眼前のシノンもそれは同様だろう。

　実のところ、俺だって全面的に信じているわけではない。ゲーム内で放たれた銃弾が現実世界のプレイヤー本人を殺す──。そんなことはいかなるロジックを用いようとも不可能だと、先日菊きく岡おかとの会話で結論が出たではないか。

　しかし同時に、今の俺は死銃の力を一笑に付す気にはなれない。奴やつが元《ラフィン・コフィン》の主要メンバーであるならば、浮遊城アインクラッドで数多くのプレイヤーの命を積極的に奪うばった、まぎれもない殺人プレイヤーだ。その恐るべき経けい歴れきが、俺や菊岡の信じる常識を超える、何らかのロジックを生み出したということだって絶対に無いとは言えないのではないか。

　仮に、俺がここで知る限りのことをシノンに告つげ、死銃の力は本物かもしれない──撃たれたら本当に死ぬかもしれないから本大会出場をキャンセルしろ、と言ったら彼女は受け入れるだろうか？　いや、有り得ない。昨日、俺の買い物に付き合ってくれたせいで予選エントリーに間に合わなくなりかけた時の、シノンの必死な横顔が脳のう裏りに浮かぶ。恐らくはこの少女も、ＢｏＢ本大会にどうしても出なければならない、重大な理由を抱えているのだ……。

　口を閉ざし続ける俺をきつく睨む藍色の瞳ひとみが──ふと、わずかに和やわらいだ。

　色の薄い唇くちびるが、ほとんど動かずに言葉を紡つむぐ。

「…………もしかしたら、昨日の予選で、あんたの様子が急におかしくなったことと何か関係あるの？」

「え…………」

　俺おれはシノンとまっすぐ視線を合わせたまま、しばし言葉を失った。

　しかしやがて、あらゆる理屈や計算を忘れ、吸い込まれるように頷うなずいていた。自分の口からも、ごくひそやかな声が漏もれ出でる。

「……ああ……、そうだ。俺は昨日、地下の待たい機きドームで、昔同じＶＲＭＭＯをやってた奴やつにいきなり声を掛けられたんだ……。あいつもきっと今日の本戦に出てくる。さっきの三つの名前のどれかが、恐らく奴だ……」

「友達、だったの？」

　シノンの問いに、長い髪を乱して激しく首を振る。

「違ちがう。その逆……敵だ。俺は、奴と本気で殺し合ったことがあるはずだ。なのに……俺は奴の、当時の名前を思い出せない。思い出さなきゃだめなんだ。本戦のフィールドでもう一度接せつ触しよくして……奴がなぜここにいて、何をやっているのかを…………」

　そこまで口にしてしまってから、ようやく、シノンにはまるで理解してもらえないだろうことを言っていると自覚する。通常のＶＲＭＭＯゲームなら、たとえ対立するギルドに所しよ属ぞくするライバル同士でも、広い意味では同じタイトルを遊ぶ仲間なのだ。《敵》などという言葉はあまりに大おお仰ぎようすぎる。

　しかし──。

　水色の髪の狙そ撃げき手しゆは、俺の言葉を笑うでもなく、ただ小さく両眼を瞠みはった。有声音としてぎりぎりシステムに認識されるかどうかの、秘ひめやかな囁ささやきが零こぼれる。

「……殺し合った……敵……」

　続けて、同じく極小ボリュームの、しかし俺の意識の奥底にまで届くような問い。

「……それは、プレイスタイルが馴な染じまないとか、パーティー中にトラブって仲違たがいしたとか、そういうゲーム上での話？　それとも……」

　そこまで聞いた時点で、俺は反射的にかぶりを振っていた。

「違う。互いの命を懸かけた、本当の殺し合いだ。奴は……奴の属した集団は、絶対に許されないことをしたんだ。和解は有り得なかった。剣で決着をつけるしかなかった。それ自体を後悔してはいない。でも……」

　言えば言うほどシノンを呆あきれさせるだけだと解わかっていたが、口を止めることはできなかった。

卓たく上じようで強く両手を握にぎり締しめ、対面する藍色の瞳ひとみの奥を覗のぞき込むようにして、軋きしむ喉のどから声を押し出す。

「……でも、俺は、負うべき責任から眼を逸そらし続けてきた。自分の行いの意味を考えようともせず、無理矢理に忘れて、今日まで来てしまった……。だから、もう逃げることは許されない。今度こそ、正面から向き合わなきゃいけないんだ」

　それはもう、自分自身に対して発した言葉だった。当然、シノンにはまるで意味不明だったはずだ。俺おれが口を閉じると、シノンは無言で瞳ひとみを伏ふせた。胸中では、おかしな奴やつに関わってしまったという思いをいっそう強くしていることだろう。

「…………変なこと言ってすまない。忘れてくれ。つまりは、ただ、昔の因いん縁ねんが……」

　意識して苦笑いらしき表情を作り、俺は話を単純化しようとした。

　しかしその言葉を、シノンの低い呟つぶやきが遮さえぎった。

「────『もしその銃の弾丸が、現実世界のプレイヤーをも本当に殺すとしたら、それでも君は引き金を引けるか』」

「…………！」

　鋭するどく息を吞のむ。

　それは、昨日の予選トーナメント決勝戦で、俺がシノンに向けて感情のままに発した問いだ。

なぜ自分がそんなことを言ってしまったのか、今でもよく解わからない。しかし、シノンに『どうすればその強さを身につけられるの』と訊きかれた瞬しゆん間かん、火花が弾はじけるように、逆に問い返していたのだ。

　仮想のゲーム世界で行われた攻撃が、現実世界のプレイヤーを殺す。《死銃》の噂うわさを誰だれも信じていないことからも解るように、常識的には有り得ない話だ。だが、今はもう存そん在ざいしない、一つの世界に於おいてのみそのルールは現実となった。

　沈ちん黙もくを続ける俺の両眼を、シノンは鋭えい利りな瞳でじっと覗のぞき込み──小さく唇くちびるを開いた。

「あなたは……、キリト、あなたはもしかしたら、あのゲームの中に……」

　ほとんど無音の問いかけは、そこで酒場の乾いた空気に溶けるように消えた。藍色の眼が揺ゆれ、伏ふせられ、顔がそっと左右に振られる。

「…………ごめん。訊きいちゃいけないことだったね」

「…………いや、いいんだ」

　思いがけない謝しや罪ざいに、どうにかそれだけを答える。そのまま俺たちは、硬かたく張り詰つめた沈黙のなか、しばし視線を合わせ続けた。

《ソードアート・オンライン》の元プレイヤー、つまり《ＳＡＯ生還者サバイバー》であるという経けい歴れきを、俺は自らシノンに明かすつもりはなかった。しかし、明かさなければ、先刻の俺の説明も永遠に理解されなかっただろう。

　これでシノンも悟さとったはずだ。俺が使った《敵》という言葉の意味を。《殺し合い》という言葉が具体的に何を指すのかを。

　少女の眼に、忌き避ひと嫌けん悪おの色が浮かぶのを、俺はひたすら待ち受けた。

　しかし──。

　シノンは眼を逸そらすことも、テーブルを立つこともしなかった。代わりに、わずかに身を乗り出し、俺おれを食い入るように見つめた。サファイアのような瞳ひとみの奥に、何かを……もしかしたら、助けを求めるような光を見た気がしたのは、俺の錯さつ覚かくだろうか？

　と、次の瞬しゆん間かん、シノンは両眼をぎゅっとつぶった。唇が震ふるえ、きつく嚙かみ締しめられた。

　俺が眼を瞠みはる暇ひまもなく、緊きん張ちよう状態はすぐに消え失せる。細長く息を吐はいてから、狙そ撃げき手しゆの少女はごく仄ほのかな笑みを浮かべ、俺に囁ささやいた。

「…………そろそろ、待たい機きドームに移動しないと。装そう備びの点検やウォーミング・アップの時間がなくなっちゃう」

「あ……ああ。そうだな」

　頷うなずき、俺はシノンに続いて立ち上がった。左手首の簡かん素そなデジタルウォッチを見れば、時刻はいつのまにか午後七時に近づいている。本大会のスタートまで、あと一時間。

　巨大な酒場の隅すみにある無骨なエレベータまで辿たどり着くと、シノンは下向きのボタンを押した。金かな網あみのドアが軋きしみながらスライドし、鋼鉄の箱が現われる。連れ立って中に入ると、今度は俺が一番下のボタンを押す。

　仮想の落下感覚と機械音に満たされた狭せまい空間に、小さな声が生まれた。

「あなたにも、あなたの事情があることは理解したわ」

[image: ]

　後ろに立つシノンが、一歩近づく気配。直後、俺の背の中央に、トンと何か押し当てられる。銃口──ではなく指先だ。少しだけ強さを増した声が続く。

「でも、私との約束はまた別の話よ。昨日の決勝戦の借りは必ず返すわ。だから、私以外の奴やつに撃うたれたら許さないからね」

「…………わかった」

　俺おれは小さく頷うなずいた。

　ＧＧＯにダイブした最大の目的は、《死銃》との接せつ触しよくとその謎なぞの解明だ。菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうに依頼されたからというだけでなく、今やそれは俺自身の因いん縁ねんともなってしまっている。だから、冷静に考えれば、俺はシノンという恐るべきスナイパーとの戦せん闘とうは全力で回かい避ひし続け、目的の遂すい行こうを優先すべきなのだろう。

　しかし、俺はこの世界で彼女と出会い、言葉を交かわし、戦うことで新たな関係性を築きずいた。それを無視し貶おとしめることはできない。なぜなら、いかなる仮想世界に於おいても《キリト》はまず剣士でなくてはならないのだから。たとえ、腰こしに下がるのが、実体の刃やいばを持たない光こう剣けんであろうとも。

「……君と出会う時まで、必ず生き残る」

　俺がそう告つげると、背中から指先が離はなれ、小さな声が応じた。

「ありがとう」

　その言葉の意味を問い質ただすよりも先に、エレベータが乱暴な制動とともに停止した。開いた扉の先の薄うす闇やみから、鉄と硝しよう煙えん──紛まぎれもない戦いの匂においが押し寄せ、俺を包んだ。
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　細く長く、息を吸い込む。仮想の肺を満たした冷たい空気を、同じだけの時間をかけて吐はき出す。

　ゆったりとした呼吸と心しん拍ぱくのリズムに同期して、グリーンの着弾予測円バレツトサークルも収しゆう縮しゆくと拡大を繰くり返す。

　覗のぞき込むスコープの視界中央では、ひとりのプレイヤーが身を屈かがめ、灌かん木ぼくの茂みの中をじわじわと移動していた。両手で抱えているのはコンパクトな《ヤティ》短機関銃、サイドアームの類たぐいは見当たらない代わりに、全身がやけにごつごつと膨ふくれている。武器の重量を最低限に収め、かわりに高出力の対光学銃防ぼう護ごフィールドと高性能の対実弾銃複合アーマーに装そう備び容量をつぎ込んでいるのだろう。頭にまでフェイスガードつきの分厚いヘルメットを装そう着ちやくしている様は、まるで巨大な猪いのししのようだ。確か名前は《シシガネ》、ステータスをＶＩＴに一極振りした防御型構成ビルドのプレイヤーで、前回も出場していたはずだが直接戦う機会はなかった。

　千二百メートル以上の距離があるこの状じよう況きようでは、いかな対物狙そ撃げき銃の《ウルティマラティオ・ヘカートⅡ》と言えども、あのアーマーを貫かん通つうして致ち命めい的てきダメージを与えるのは難しいと思われた。立て続けに二発ヒットできれば話は別だが、敵も素人しろうとではない。狙撃されれば即座に遮しや蔽へい物ぶつの陰かげに姿を消し、しばらく出てこないだろう。再び頭を出すのを悠ゆう長ちように待っていれば、初弾の発射音を聞きつけたほかのプレイヤーがわらわら寄ってきてマシンガンで蜂はちの巣にされるのは必至だ。

　シノンは大きな岩と低木の間に腹ばいになり、トリガーに指を掛けたまま、声に出さずに呟つぶやいた。

「……こっち、来い」

　距離が八百メートルを切れば、装甲が薄く被ダメージ係数も高い顔面に一撃見舞って、ステージから叩たたき出してやる自信がある。

　しかしテレパシーは届かず、男は体の向きを変えて徐じよ々じよに遠ざかっていく。ご丁てい寧ねいに背中もきっちりと装甲されており、隙すきはない。残念ながらこのターゲットは諦あきらめて、次の敵が近づいてくるのを待ったほうが良さそうだ、とスコープから右眼を外そうとしたところで、男の右腰こしにぶら下がる丸いものにシノンは気付いた。

　大型のプラズマグレネード。それも二個。サブアームを持たない代わりのお守りだろうか。確かに、掩えん蔽ぺい物ぶつの多いフィールドでの近距離戦では頼りになる代物だが、このゲームに於おける《安価で有効なアイテム》の常つねとして、ちょっとしたリスクが仕掛けてある。シノンは再び全身を緊きん張ちようさせ、スコープに当てた眼を細めた。

　今まで男の背にポイントしていた照準を、少し右下に動かす。ゆらゆら揺ゆれる金属球を照準線レテイクルの十字で捉とらえる。

　息を吸う。吐はき出す。もう一度吸い──ぐっ、と止める。

　すべての雑念が消しよう滅めつし、腕の中の鋼鉄と自分が一体化したその瞬しゆん間かん、予測円が急速に凝ぎよう集しゆうしてピンポイントの光点となった。意識せず指が動き、トリガーを絞しぼった。

　全身を叩たたく衝しよう撃げき。マズルフラッシュによって一いつ瞬しゆん視界が白く染まる。それはすぐに回復し、色彩を取り戻したスコープの中で、男の右腰こしにぶら下がったグレネードのひとつがパッと弾はじけた。シノンは銃から顔を離はなした。

「ビンゴ」

　囁ささやいたのと同時に、遠く離れた丘の中腹で鮮あざやかなブルーの炎が噴ふき上がり、周囲のブッシュをなぎ倒した。数秒遅おくれて、遠雷のような爆発音が届く。確認するまでもなく、男のＨＰバーは跡あと形かたもなく消滅していることだろう。

　その時にはもうシノンは立ち上がり、二脚バイポツドを畳たたんだヘカートを背せ負おっていた。発射音や発射炎によって位置が露ろ見けんしてしまうため、スナイパーにとって最も危険なのは狙そ撃げき直後からの数分間だ。素早く左右に眼を走らせながら、あらかじめ決めてあったルートを一目散にダッシュする。

　周囲には、びっしりと灌かん木ぼくが密生していて見通しが悪い。その上、付近の敵プレイヤーの注意はイノシシ男の派手な爆発に引きつけられるだろうから奇き襲しゆうを受ける可能性は低い、と頭では解わかっていても足を緩ゆるめる気にはならない。一分以上走り続け、ようやく辿たどり付いた巨大な枯かれ木の根元にうずくまって、ふうっと一息つく。顔を上げると、厚い雲の隙すき間まに、傾かたむきつつある血の色の太陽が見えた。




　バレット・オブ・バレッツ本大会の開始から、すでに三十分近くが経けい過かしている。

　シノンの狙撃によって退場した敵プレイヤーは、さっきのイノシシ男で二人目だ。しかし全体で何人が生き残っているかは、十五分ごとに上空の監視衛星が送信してくるデータを見ないと判わからない。腰のポーチから薄べったい《サテライト・スキャン》の受信端たん末まつを取り出し、全体マップを表示させて、位置情報の更新を待つ。

　左手首のクロノグラフが現実時間で午後八時半を示すと同時に、高精細な地図上に幾いくつもの輝点ブリツプが点灯した。その数──二十一。現時点で九人が倒された計算だ。食い入るように画面を眺ながめ、状じよう況きようを頭に叩たたき込む。

　大会の舞台となっている特設フィールドは、直径十キロの真円を描く孤島だ。地形は、北部が砂漠で南部が森林および山岳。そして中央には廃はい墟きよとなった都市が横たわる。いまシノンがいるのは、マップの一番南にそびえる岩山の麓ふもと。少し北側には大きめの川が流れ、山岳エリアと森林エリアを区切っている。

　周囲一キロ圏けん内ないに存そん在ざいする光点は三つだった。一つずつ指先でタッチし、名前を確認する。もっとも近いのが、北東に六百メートル離はなれた位置を西に向かって移動中の《ダイン》。そのやや東を追つい随ずいするのが《ペイルライダー》。そして、八百メートル南の岩山の頂ちよう上じよう付近で静止する光点が《獅し子し王おうリッチー》。

　リッチーは、《ビッカース》重機関銃を装そう備びする高火力型だ。フィールドで最も高い場所に立てこもり、近づくプレイヤーを掃そう射しやしようというハラだろう。たしか前回の大会でもまったく同じ作戦に出て、結けつ局きよく弾たま切れで死亡という冴さえない退場の仕方をしたはずだが、そのへん何か対たい策さくをしてきたのだろうか。ともあれ、動かない敵ならとりあえず放置。

　問題は、輝点の移動速度からして全力で逃げているらしい《ダイン》と、それを追う《ペイルライダー》だ。ダインは、シノンがここしばらく所しよ属ぞくしているスコードロンのリーダーで、ＢｏＢ本大会に連続三回出場しているベテランである。高性能な《ＳＧ５５０》アサルトライフルを装備し、ミドルレンジの戦せん闘とうを得意としている。人間的にはあまり尊そん敬けいする気になれないが、腕のほうはけっして侮あなどっていい相手ではない。

　そんなダインを、まるで子ネズミのように遁とん走そうさせているペイルライダーのほうは、戦ったことはおろか顔を見たこともなかった。それほどまでに強いのか、あるいは武装や地形の相性なのか。シノンが首を傾かしげたその時、上空の監視衛星が飛び去ったらしく、端たん末まつのマップに表示される全ての輝点が点てん滅めつしはじめた。あと十秒で情報がリセットされてしまう。

　シノンは、反射的に右手を持ち上げ、遠くに存そん在ざいする残り十八個の輝点を片端からクリックしかけた。しかし指先が画面に触ふれる直前、ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。自分が、特定の一つの名前を探そうとしていたことに気付いたからだ。

「…………知るもんか、あんな奴やつ」

　小声で呟つぶやく。あんな奴──憎にくたらしい光こう剣けん使い《キリト》が、現時点まで生き残っているかどうか心配してやる義理など一いつ切さいない。意識すべきは、ヘカートの射程距離に入ってきた獲え物ものだけだ。もしレンジ内にキリトが現われれば、その時はただ無感情に狙ねらい、撃うち、倒す。それでいい。

　明滅していた光点たちが、音もなく消えた。シノンは端末をポーチに戻すと、周囲を警けい戒かいしつつ立ち上がった。

　眼下のなだらかな丘の向こうには、深い森が広がっている。あの奥を、ダインとペイルライダーが、右手から左手へと移動中のはずだ。二人の向かう先にはステージを二分する大河と、そこに架かかる橋があった。慎しん重ちよう派はのダインはきっと、森の中でのリスキーな戦闘を避さけ、見通しのいい橋で追いすがるペイルライダーを迎え撃つつもりだろう。

　橋には二人よりシノンのほうが近い。今すぐ走れば、先んじて狙そ撃げき位置につくことができるはずだ。彼らの戦闘を見守り、勝者が一いつ瞬しゆん気を緩ゆるめた瞬しゆん間かんを狙い撃つ。

　右肩のヘカートを背せ負おい直すと、シノンは姿勢を低くし、灌かん木ぼくの間を再びダッシュした。

　赤茶けた山さん麓ろく地帯を無事に駆かけ抜け、最後のブッシュの下に飛び込んだシノンの視界に、真っ赤な反射光の帯おびが飛び込んだ。

　川だ。南の山から流れ出し、マップの中央を大きく蛇だ行こうしながら北に向かって、遥はるか彼方かなたに霞かすむ遺い跡せき都市へと消えている。

　対岸は、巨大な古木が立ち並ぶ森。鬱うつ蒼そうとした梢こずえの下に、石いし畳だたみの細道がくねくねと伸びているのが見える。道は、シノンの潜ひそむ位置からほんの二百メートル北で川にぶつかり、そこに無ぶ骨こつな鉄橋が架かかっている。いまこの瞬しゆん間かん、あの細道を二人のプレイヤーが全力疾しつ走そうしているはず──

　と思った、まさにその時。細道と鉄橋の境さかい近くに生えるひときわ太い古木の陰かげから、一直線に飛び出す人影があった。急いでヘカートを地面に設置し、スコープのフリップアップカバーを跳はね上げるのももどかしく覗のぞき込む。

　ウッドランド迷彩の上下。ヘルメットの下に覗く四角い顎あご。そして、両手で抱えたＳＩＧ。間ま違ちがいなくダインだ。ベテランらしい滑なめらかなフォームで石敷じきの小道を疾走している。数秒で森から飛び出すと、そのまま錆さびた鉄橋へと突入。五十メートルほどの川かわ幅はばを横切る橋を、シノンが隠れている側の岸きし辺べまで一気に渡り終えるや否いなや、地面に身を投げ出して伏ふく射しや姿勢を取る。

「……ナルホドね」

　シノンはやや感心しながら呟つぶやいた。確かにこの状じよう況きようなら、橋を渡ろうとする敵を一方的に撃うちまくれる。だが、残念ながら脇わきが甘い。川のこちら側にいるかもしれない敵に対しては、無む防ぼう備びに背中を晒さらしてしまう。

「どんな時も後ろに注意チエツク・シツクスよ、ダイン君」

　レティクルの交点に無骨な横顔を捉とらえながら、シノンは呟いた。これはもう、ダイン対ペイルライダー戦の決着を待たずに撃ってしまってもいいのではないか。撃てばペイルライダーのほうはシノンの存そん在ざいに気付くだろうが、強きよう襲しゆうするにも橋を渡らねばならない。橋まではたった二百メートルしかないので、たとえ標的が全力疾走中でも仕し留とめる自信はある。

　──中ちゆう継けいを観みてるギャラリーには悪いけど、ね。

　脳のう裏りでそう付け足し、ヘカートのトリガーにそっと指を添そえた、その瞬間。

　シノンは首筋に、ぞくりと冷たい戦せん慄りつが疾はしるのを感じた。

　自分のすぐ後ろに、誰だれかいる。

　──バカ！　自分こそ、狙撃のチャンスに夢中になって、背中の警けい戒かいを怠おこたった！

　そう頭の奥で絶ぜつ叫きようしながら、ヘカートから右手を離はなす。バネ仕掛けのように体を百八十度捻ひねりざま、左手でサイドアームの《ＭＰ７》短機関銃を抜く。その動作の間にも、脳裏では断続的な思考がスパークする。

　──でも、誰もいるはずがない。数分前に《サテライト・スキャン》をチェックした時は、後方にいるのは立てこもり男の獅し子し王おうリッチーだけだった。あいつが山の頂上から降りてくるわけがないし、重機関銃を抱えた敵の足音に気付かなかったのも信じられない。といって、リッチー以外の何者かに、この短時間で背後に回り込まれたとも考えにくい。いったいどうして──誰だれが──。

　圧あつ倒とう的てきな驚きよう愕がくと疑問を抱えながら、真後ろにＭＰ７を突き出すのと、目の前に黒い銃口が出現したのはまったく同時だった。やはり気のせいなどではなく、何者かにこれほどの近距離まで肉にく薄はくを許してしまったのだ。

　どうあれ、もう回かい避ひは不可能。あとは互たがいのＨＰを削けずりながら、それぞれのマガジンが空からになるまで弾たまをバラ撒まくしかない──と覚かく悟ごして、シノンはトリガーを引き絞しぼろうとした。

　だが、ファイアリングピンが初弾を叩たたく、その寸前。

　襲しゆう撃げき者しやが、シノンを制するかのように素早く右手を上げ、低く囁ささやいた。

「待て」

「っ……!?」

　両眼を見開き、視線の焦しよう点てんを銃口から相手の顔へと移動させる。

　背中まで伸びる、艶つややかな黒髪。夕陽を受けてもなお白い肌はだ。強きよう烈れつに輝かがやく、切れ長の黒い瞳ひとみ。

　仇きゆう敵てきキリトが、シノンに半なかばのし掛かるように、左手に握にぎったファイブセブンを構えていた。

　それを認識した途と端たん、シノンの内側で、幾いくつかの感情が複合した炎がぱあっと弾はじけた。眼前の銃口を忘れ、意識せず獰どう猛もうに歯を剝むき出して、左手のＭＰ７を斉せい射しやしようとする。

　だが、再びキリトが冷静な声で囁き、シノンの指にかかった重さをギリギリのところで停止させた。

「待つんだ。提てい案あんがある」

「……何を今いま更さらッ……」

　シノンはごく小さな声で、しかし燃え上がる殺気を込めて言い返した。

「この状じよう況きようで提案も妥だ協きようも有り得ない！　どちらかが死ぬ、それだけよ！」

「撃うつ気なら、いつでも撃てた！」

　キリトの言葉の、やけに切せつ迫ぱくした響ひびきに、シノンは思わず口をつぐむ。まるで、銃を突き付けあったこの状況よりも重要なことが他にあるかのようだ。

　それに、悔くやしいが確かにキリトの言葉は真実だった。こんなゼロ距離まで接近する余よ裕ゆうがあったのなら、いつでも背後から銃弾を打ち込むなり、光こう剣けんで斬きるなりできたはずだ。

「…………」

　押し黙だまったシノンに向かって、キリトは更に囁いた。

「今ハデに撃ち合って、銃声を向こうに聴かれたくないんだ」

　キリトの視線がほんの一いつ瞬しゆんだけシノンの背後、今まさにもうひとつの遭そう遇ぐう戦せんが発生しようとしている鉄橋に向けられる。

「……？　どういう意味……」

「あの橋で起きる戦せん闘とうを最後まで観みたい。それまで手を出さないでくれ」

「……観て、それからどうするの。あらためて撃うち合うなんて、間抜けなこと言わないでよね」

「状じよう況きようにもよるが……俺おれはここから離はなれる。君を攻撃はしない」

「私が背中から狙そ撃げきするかもよ？」

「それならそれで仕方がない。諒りよう解かいしてくれ、もう始まる！」

　キリトは気が気でないように再び鉄橋のほうを見ると、驚おどろいたことに左手のファイブセブンを下ろした。サブマシンガンを眉み間けんに擬ぎせられた格かつ好こうのまま、銃を腰こしのホルスターに収める。

　シノンは怒りながらもほとほと呆あきれかえり、肩の力を抜いた。

　このままトリガーに掛かる指にほんの少し力を加えれば、ＭＰ７の四・六ミリ弾二十発が、キリトのＨＰをあっけなく吹き消すだろう。だが、最大の敵と見込んだこの男との戦いが、こんな不ふ明めい瞭りような形で決着するのはシノンの本意でないことも確かだった。

　キリトなら、予測線なしでもヘカートの遠距離狙撃を回かい避ひしてのけるかもしれない、そう予想して正面戦闘の対策もあれこれと、頭から湯気が出そうなほど考えてきたのだ。どうせなら、三十人の出場者中で最後の二人になるまで勝ち残り、エネルギーの最後の一いつ滴てきまで絞しぼり尽つくすような死し闘とうを演じてみたい。

「……仕切り直せば、今度はちゃんと戦ってくれる？」

「ああ」

　頷うなずくキリトの瞳ひとみを半秒ほどじっと凝ぎよう視ししてから、シノンは短機関銃を下ろした。まさかとは思いつつも、その途と端たんに斬きりかかってくることを警けい戒かいしてトリガーから指は離はなさなかったが、キリトはあっさり体から力を抜くとすぐさまシノンの左隣どなり、ブッシュの陰かげに腹ばいになった。ベルトポーチから小型の双眼鏡を引っ張り出し、そそくさと眼に当てる。

　こちらのことなど二の次三の次と言わんがばかりのその態度に、ムカつくやら呆れるやら複雑な感情が改めてこみ上げる。この男は、何のために他人の戦闘なぞ見物しようというのか？　そもそも、いったいどこから現われたのだろう？　ほんの数分前に《サテライト・スキャン》を確認した時は、周囲一キロ圏内には間ま違ちがいなくキリトの名前はなかったはずだ。

　しかし、それらの疑問はとりあえず吞のみ込んでおいて、シノンもＭＰ７を左腰に戻した。再び両腕でヘカートを抱え、スコープを覗のぞき込む。

　長い鉄橋の、こちら側のたもとには、まだ伏ふく射しや姿勢を取ったままのダインの姿があった。頰ほお付づけしたＳＧ５５０を小こ揺ゆるぎもさせずに構え続けるその集中力は、やはり中々のものだ。ダインをここまで追い立ててきたペイルライダーも、これではおいそれと対岸の森から出てこられるまい。

「……あんたがそうまでして観たがってる戦闘、このままじゃ起きないかもよ」

　シノンは、隣のキリトに向けて皮肉混じりに囁ささやきかけた。

「ダインも、いつまでもああして寝転がってないだろうし。もしあいつが立って移動しようとしたら、私その前に撃うつからね」

「その時は、そうしてくれて構わない……、いや、待った」

　応じたキリトの声が、鋭するどく緊きん張ちようした。シノンは反射的にスコープから眼を外し、肉眼で鉄橋全体を捉とらえた。

　向こう岸、深い森の底に伸びる細道の奥から、ゆらりと一人のプレイヤーが姿を現わしたところだった。

　瘦やせた長身を、奇妙な青白い柄がらの迷彩スーツに包んでいる。黒いシールド付きのヘルメットを被かぶっているため顔は見えない。武装は、右手にぶら下げた軽量な《アーマライト・ＡＲ17》ショットガンだけだ。恐らく──いや、間ま違ちがいなくあの男がダインを追っていた《ペイルライダー》だろう。

　橋の反対側で、伏ふせるダインが両肩を緊張させる。ぴりぴりと張り詰つめた気配が、遠く離はなれたシノンにまで伝わってくる。対照的に、ペイルライダーの立ち姿には力みがほとんど感じられない。ダインの構えるＳＩＧを怖れる様子もなく、するすると橋に近づいていく。

「……あいつ、強い……」

　シノンが思わずそう声に出すと、隣となりのキリトが軽く身じろぎした。一瞬視線を向ければ、少女と見み紛まごう横顔には異様に張り詰めた気配が滲にじんでいる。つまり、キリトが注目しているのはあのペイルライダーなのだろうか。その名前も、アバターの姿も共にシノンは初見だが、身のこなしから実力はある程てい度ど推おし量れる。

《弾道予測線バレツトライン》という、現実世界では有り得ない未来予知的アシストが存そん在ざいするＧＧＯだが、それでもフルオートのマシンガンを構える敵に近づくのは楽な仕事ではない。普通は、掩えん体たいから掩体へと全力でダッシュし、ジグザグに距離を詰めていくものだ。

　しかしペイルライダーは、全身を無む防ぼう備びに晒さらしたまま、滑すべるような足取りで橋に踏ふみ込んだ。これでもう、銃弾を防ふせいでくれる地形オブジェクトは何もない。この状況を狙ねらって橋まで逃げてきたはずのダインすら、伏せた背中にわずかな途と惑まどいを滲ませる。

　とは言え、さすがに長いあいだ対人スコードロンのリーダーを張っているだけあって、踏ん切るのも早かった。一秒後、ダインのＳＧ５５０アサルトライフルが、スイス製らしい堅実な作動音を川面かわもに響ひびかせた。

　発射された、最低でも十発の五・五六ミリ弾を──ペイルライダーはシノンの意表を突く手段で避よけてみせた。なんと、橋を支える幾いく本ものワイヤーロープの一本に飛びつくや、左手だけでぐいぐいと登り始めたのだ。ダインは慌あわてて銃口で追おうとするが、伏ふく射しや姿勢は上方を狙いにくい。二度目の射撃は照準が乱れ、その隙すきをついてペイルライダーはワイヤーの反動を利用してのロングジャンプ。橋のかなりダインよりの位置に着地する。

「ＳＴＲ型なのに装そう備び重量を抑えて、三次元機動力をブーストしてるんだわ……しかも、軽業アクロバツトスキルがかなり高い」

　シノンの呟つぶやきと同時に、ダインが同じ手は食わないとばかりに膝ひざ立ちになり、三み度たびトリガーを引いた。しかし、今度もその攻撃はペイルライダーに読まれていたようだった。やや上向き加減に放たれた火線の真下のわずかなスペースに、青白いシルエットが頭から飛び込む。しかも転倒してしまうことなく、左手で地面を突き離はなしてコンパクトな前転。立ち上がった時にはもうダインからわずか二十メートルの距離にまで達している。

「なろっ……！」

　聞き覚えのある罵ののしり声を上げ、ダインは空からになった三十連マガジンを素早く交こう換かんしようとした。だが。

　腹に響ひびくような発射音とともに、ペイルライダーの右手のアーマライトが火を吐はいた。

　あの距離なら、ショットガンが全弾外れるということは有り得ない。ダインの体の各所にぱぱっと着弾エフェクトが閃ひらめき、大きく後ろに仰のけ反ぞる。しかし流石さすがと言うべきか、手を止めることなくマガジン換かん装そうを終え、再度頰ほお付づけしようと──した所で二度目の轟ごう音おん。

　更さらに距離を詰つめていたペイルライダーの一撃は、またしてもダインの体勢を大きく崩くずした。あれがショットガンという武器の恐ろしさだ。ダメージもさることながら仰デけイ反レりイ効果が高く、何もできないまま連続で撃うたれ続けてしまうのだ。

　──ＳＩＧを頰付けしようとせずに、腰こし溜だめで全弾ばら撒まけばよかったのに。

　というシノンの思考は無論ダインには届かないし、そもそももう遅おそい。ペイルライダーは更に距離を詰めながら悠ゆう々ゆうとＡＲ17をリロードし、ほとんど目と鼻の先のダインに向けて三度引き金を引いた。12ゲージのショットシェルが炸さく裂れつし、放たれた散弾の雨が、残りわずかだったＨＰを完全に吹き飛ばした。

　背中からどうっと大の字になって倒れたダインのアバターは完全に動きを止め、その体の上に【Ｄｅａｄ】という赤い立体文字列が出現、ゆっくりと回転を始める。これでダインはバトルロイヤルから脱落、ということになったわけだ。参加者がリアルで情報のやりとりをするのを防ふせぐため大会中はログアウトできず、あの《死体》に意識を残したまま、中ちゆう継けい画面を観みながらひたすら決着を待たねばならない。

「あの青い奴やつ、強いな……」

　傍かたわらで、キリトが声ならぬ声の呟きを発した。無意識のうちに頷うなずきを返そうとしたシノンは、続いた言葉を聞いて小さく眉まゆをひそめた。

「……あいつが……あのマントの中身なのか……？」

　一いつ瞬しゆん途と惑まどい、すぐに気付く。《ペイルライダー》は、キリトが気にしていた三つの名前のひとつだ。つまり、彼が以前プレイしていたというＶＲＭＭＯの中で敵対し、殺し合った、かもしれない相手。そしてそのゲームのタイトルは、もしかしたら──いやきっと、もはや伝説となっている、あの…………。

　そこで、シノンは思考を無理矢理にせき止めた。

　キリトにも、彼なりに抱えた事情があるのだろう。だがその重みは彼だけのものだ。他人が背せ負おってやることはできないし、またそんなことはするべきではない。

　刹せつ那なの迷いを振り切るかのように、シノンはヘカートの安全装そう置ちを解かい除じよすると、短く囁ささやいた。

「あいつ、撃うつわよ」

　そして返事を待たず、トリガーに指を添そえる。見事な猛もう攻こうでダインを仕し留とめたペイルライダーは、すでに橋のたもとから離はなれ、川沿いに北へ向かおうとしている。その細い背中を十ク字ロ照ス準ヘ線アで捉とらえてから、風向きと距離を考こう慮りよして微調整。

　その時、キリトがようやく掠かすれた声を返した。

「ああ……解わかった。でも、もし、あいつがあの男なら……」

　──あの男なら？　スナイパーの特権である《弾道予測線なしの第一射》を、たった三百メートル足らずの距離で、しかも背中を向けた状態からかわしてみせるとでも？

「……冗じよう談だんじゃないわ」

　唇くちびるの動きだけでそう応じ、一いつ切さいのためらいなくトリガーを絞しぼろうと──

　した、その、寸前。

　まったく予想だにしなかった光景を、シノンはスコープの中に見た。

　ペイルライダーの、青白い迷彩服の右肩に小さな着弾エフェクトが閃ひらめき、同時に瘦そう身しんが弾はじかれたように左へ倒れ込んだのだ。

「「あっ……！」」

　シノンと、左で双眼鏡を覗のぞいていたキリトが、同時に声を上げた。

　狙そ撃げきだ。シノン以外の誰だれかの。川の対岸、深い森の中から。間ま違ちがいない。

　驚きよう愕がくしつつも、反射的に全集中力を聴覚に向ける。ペイルライダーを狙ねらったライフルの発射音の方向と音色を捉えるためだ。しかし。

　どれほど耳を澄まそうと、届いてくるのは乾いた風鳴りと川のせせらぎだけだった。

「……聞き逃のがした……？」

　呟つぶやいたシノンに、同じことを考えたらしいキリトが小さく応じた。

「いや、間違いなく何も聞こえなかった。どういうことだ……？」

「考えられるのは……作動音が小さな光学レーザーライフルか……あるいは、実弾銃ならサプレッサーつきだったか、だけど……」

「さ、さぷ……？」

　首を傾かしげるキリトを横目で睨にらみ、いったいいつまでこいつの先生役をしなきゃならないんだろうと思いながらも解説を加える。

「減音器よ。銃の先っぽにつけて発射音を抑える装そう置ち」

「あ、ああ……サイレンサーのことか」

「そうとも言うけど。ともかく、それをつけたライフルなら、相当に発射音を抑えられるわ。命中率や射程にマイナス補正がかかるし、消しよう耗もう品ひんのくせに馬鹿高いけどね」

「なるほど……」

　頷うなずいたキリトは、視線をちらりとシノンの構えるヘカートⅡの先端に走らせた。そこには大型のマズルブレーキだけが装そう着ちやくされ、それがサプレッサーでないことは素人しろうとのキリトにも判わかるだろう。何か言われる前に、早口で付け足す。

「別に、お金をケチってつけてないわけじゃないわよ。あたしの趣しゆ味みじゃないってだけ」

　ふん、と鼻を鳴らして再びスコープを覗のぞく。地面に倒れたペイルライダーは、そのまま起き上がろうとしない。と言って、一撃死してしまったわけでもないようだ。もしそうなら、少し離はなれた場所に倒れるダインと同じく、体の上に赤いＤｅａｄタグが浮かぶはずだ。生きているのに、なんで逃げも反撃もしないのか──。

　疑問は、他にもある。十分ほど前、《サテライト・スキャン》のマップで、周囲一キロ圏けんに誰だれもいないことをシノンは確認している。つまり、謎なぞの狙そ撃げき者しやは相当の遠距離からペイルライダーを狙ねらったということだ。であれば、用いたライフルはかなりの大口径だろう。しかしＧＧＯでは、銃器が大きくなればなるほどサプレッサーの減メ音リ効ツ果トは減少し、命中率・射程減少効果デメリツトばかりが強くなる。銃声がまるで聞こえなかったことが、どうにも腑ふに落ちない。

　そこまで考えた時、シノンは、数分前に似たような疑問をすぐ隣となりのプレイヤーにも感じたことを思い出した。たまにはこっちから質問してやろうと、顔を向けずに囁ささやく。

「……そういえば、キリト、あんたいったいどこから現われたのよ？　十分前の衛星スキャンの時には、この山の周囲にはいなかったでしょ」

「え……？　俺おれはあのペイルライダーって奴やつを、五百メートルくらいの距離から追ってたから、スキャナには映ってたはずだけど……いや、ああ、そうか」

「何よ？」

「そういえば、十分前は、ちょうどあの川を泳いで渡ってたかもしれない。ずっと潜もぐってたから、それで衛星に見つからなかったってことかな……」

　──お、泳いで渡ったぁ!?

　と叫さけびそうになるのを、シノンは必死に堪こらえた。

　確かにこのゲームでは、川や湖などは進入禁止ゾーンではないし、落ちても即そく死しはしない。しかし水中ではＨＰが継けい続ぞく的てきに減げん少しようするし、また全身の装そう備びが重すぎてまともに泳げないので、あの幅はばの川を自力で渡河するのは、呼吸補助装そう置ちを背せ負おったフロッグメン型プレイヤーでもない限り絶対に不可能だ。

「ど、どうやって……？」

　やっとそれだけ訊たずねると、キリトは何でもないように肩をすくめて答えた。

「もちろん、装備はいったん全部外したよ。ステータス窓から解かい除じよした武装はアスイトテレムー欄ジに戻るから手で運ぶ必要がなくなるのは、《ザ・シード》規格のＶＲＭＭＯの共通ルールだからな」

「………………」

　驚おどろき呆あきれる、とはこのことだ。川を泳いで渡ろうという発想もさることながら、戦場で全ての武器防具をデータ化する大だい胆たんさがそもそも信じられない。ため息混じりに呟つぶやく。

「……そのアバターのアンダーウェア姿を披ひ露ろうしたなら、外で中ちゆう継けい観みてるギャラリーは大喜びだったでしょうね」

「あれ、外部中継ってのは、原則的に戦せん闘とうシーン以外は映さないんだろ？」

　一本取った、と言わんがばかりのキリトの台詞せりふに、フンと鼻息をひとつ返す。

「……ともかく、川の底に潜もぐってれば《サテライト・スキャン》には捕ほ捉そくされないってことね。覚えとくわ。でも、あんたがそこまでして追ってきたペイルライダー、強いことは強いけど、そう大した奴やつでもなかったみたいよ。一発大きいのを喰くらっただけでビビって立てなくなるようじゃ、とてもこの先……」

　勝ち残れない、と続けようとしたシノンの言葉を、もう一度双眼鏡に両眼をつけたキリトが遮った。

「いや……、ビビってる、ってのとは違ちがいそうだぞ……。よく見ろ、あいつのアバターに、妙なライトエフェクトが……？」

「え……」

　慌あわててシノンもスコープの倍率を上げる。夕日のライティングが強すぎて判別しにくいが、確かにペイルライダーの青白い迷彩服を、同じく青いスパークが細く這はい回っているようだ。あのエフェクトは、前に何度か見たことがある。あれは確か──

「で……電でん磁じスタン弾……!?」

「な、何だよそれ？」

「名前のとおり、命中したあとしばらく高電圧を生み出して、対象を麻痺スタンさせる特とく殊しゆ弾。でもかなりの大口径ライフルでないと装そう塡てんできないし、そもそも一発の値段がとんでもなく高いから、対人戦で使う人なんかいない。パーティーでの大型Ｍｏｂ狩り専用の弾たまなの」

　実際、そう説明している間にも、ペイルライダーを拘こう束そくするスパークは薄れはじめている。あと数十秒で効果は消えるだろう。ＨＰはほとんど減っていないはずで、これでは何のために高難度の遠距離狙そ撃げきを成功させたのか判わからない──……

「────！」

　びくん、というその振動が、自分の体が生んだものか、それとも隣となりのキリトから伝わったものなのかは判別できなかった。

　二人の潜ひそむブッシュから、北に二百メートル離はなれた地点で、東西方向に掛かる大きな鉄橋。その西側のたもとには、すでに死亡判定されたダインのアバターが転がっている。東の森から電磁弾で撃うたれたペイルライダーは、更さらに五メートルほど北で横倒しになり、今にも起き上がろうとしている。

　その二人のちょうど中間、橋を支える鉄柱の陰かげから、ゆらり、と滲にじみ出した黒いシルエットがあった。

　一見、人プレイヤーとは思えなかった。アバターの輪りん郭かくが奇き妙みように暈ぼけているのだ。懸けん命めいに注視して、ようやくその理由を悟さとる。全身を覆おおう濃い灰色のフードマントがぼろぼろに毛け羽ばだっている上に、それが風になびいてまるで小生物の群れのように不規則に動いているからだ。スナイパーが着るギリースーツならぬ、《ギリーマント》とでも言うべきか。だが──。

「……いつから、あそこに……」

　シノンは無意識のうちにそう呟つぶやいていた。あのぼろマントが、ペイルライダーを撃うったスナイパーなのはほぼ間ま違ちがいない。だが、いつの間に森から出て橋を渡ったのか。いくら隠いん蔽ぺい効果の高いギリーマントを着ていると言っても、何もない鉄橋の上を移動していれば絶対に気付いた。それとも、キリトのように川を泳いで渡った？　だとしても、ウインドウを出して装そう備びフィギュアを操作している姿を見落とすなど有り得ない。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。それらの疑問を吹き飛ばすほどの新たな衝しよう撃げきが、シノンを襲おそった。

　ぼろマントがゆるりと歩を進め、これまで体に隠れていた、右手の主武装メインアームが露あらわになったのだ。

「──《サイレント・アサシン》」

　喘あえぐように声を漏もらす。

　ヘカートに迫せまるほどの全長を持つ、大型のライフルだ。比べれば銃身はやや細身だが、機関部を横切る幾いくつものボルト孔あなや、親指穴サムホールを備そなえた先進的なグリップ一体型ストック、そして全体を染める艶つや消しのダークグレーが、ぞっとするような冷れい徹てつさを醸かもし出している。だが何よりも特とく徴ちよう的てきなのは、銃の先端に装そう着ちやくされた長い減音器サウンド・サプレツサーだ。いや、装着された、という言い方は正確ではない。あのライフルは、最初から、サプレッサーの使用を前ぜん提ていとして設計されているのだ。

　正式名、《アキュラシー・インターナショナル・Ｌ１１５Ａ３》。使用する弾たまは３３８ラプア・マグナム。ヘカートⅡの使う50ＢＭＧ弾に比ひ較かくすれば絶対的な威い力りよくでは劣おとるが、Ｌ１１５は対物ライフルではない。専用サプレッサーが標準装備となっていることからも解わかる通り、人間を狙そ撃げきするために作られた銃なのだ。最大射程、二千メートル以上。撃たれた者は、射手の姿を見ることなく、死にゆく間ま際ぎわにも銃声を聞くことすらない。ゆえに、与えられた通り名が──《沈黙の暗殺者サイレント・アサシン》。

　あの恐るべきライフルが、ＧＧＯ世界に存そん在ざいするという噂うわさは聞いていたものの、実物を見たことはこれまでなかった。そもそも、ソロでまともに戦えるスナイパーを、シノンは自分以外に知らなかったのだ。だが、あのぼろマントは、対岸の森の奥深くからペイルライダーを正確に狙ねらい撃った。心しん拍ぱくと連動する着弾予測円バレツトサークルをコントロールする技術と精神力がなければとてもできることではない。

　────何者なの。

　反射的に左手首の時計を見る。午後八時四十分。三回目の《サテライト・スキャン》発動までには、まだ五分もある。この状じよう況きよう下かではとてつもなく長い。

　スコープの中で、謎なぞのぼろマントは、生気のない動きでＬ１１５を右肩に掛けた。ライフルに、所しよ属ぞくスコードロンのステッカーか何か貼はっていないかと眼を凝こらしたが、銃身の下に太めのクリーニング・ロッドを装そう着ちやくしている以外は特にカスタマイズされている様子はない。シノンが見つめる中、ぼろマントは滑すべるような歩行で、倒れたままのペイルライダーに近づいていく。
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　ダインをほぼ無傷で倒したペイルライダーも、充じゆう分ぶんに強者のオーラを持ったプレイヤーだ。シノンは名を知らなかったが、恐らく遠い北部大陸では、ミニガン使いの《ベヒモス》と同じくらいの有名人に違ちがいない。だがこうして同一視野に収めると、ぼろマントの存そん在ざい感かんは更さらに桁けた違いだった。かつて、ヘカートを入手した時にソロで倒した巨大ボスモンスターと同じくらい──いやそれ以上の戦せん慄りつを、シノンは背筋にぴりぴりと感じた。

　しかし、ぼろマントの強さを確信するほどに、ひとつの疑問も深まる。

　あれほどの希レ少アライフルとそれに見合う狙そ撃げき技術を持っていながら、なぜ実弾ではなく電磁スタン弾など使ったのか？　３３８ラプアを頭か心臓に命中させれば、軽装のペイルライダーを一撃死させることも可能だったはずだ。いや、麻ま痺ひさせてから改めて精密狙そ撃げきするという戦法ならまだ理解できなくもない。だがぼろマントは、スタン弾を一発当てただけで森から出てきて、まだＨＰゲージがたっぷり残っているペイルライダーの前に全身を晒さらしている。これでは、高難度の狙撃を成功させた意味などまったくないではないか。

　相手の真意を憶おく測そくすらできない気持ち悪さに、シノンは唇くちびるを強く嚙かんだ。

　そういえば、左隣どなりのキリトもやけに静かだ。様子を見たい気もするが、ぼろマントから眼を外すのも躊躇ためらわれ、そのままヘカートのスコープを覗のぞき続ける。

　ペイルライダーのすぐ目の前まで移動したぼろマントは、Ｌ１１５を肩に掛けたまま、右手をマントの中に差し込んだ。ああ、副武装サイドアームで止とどめを刺さすつもりだったのか、とシノンは即座に考えた。たとえ小型のサブマシンガンでも、あの零距離からマガジン一本分を撃うち込めば充じゆう分ぶんにＨＰを削けずりきれるだろう──

「……え……」

　しかしシノンは、またしても驚おどろきの声を上げていた。

　ぼろマントが取り出したのは、どう見てもただのハンドガンだったのだ。西日の作るコントラストが強すぎるうえに、すぐに体の陰かげに隠れてしまったので種類までは判別できないが、シルエットからだけでも何の変へん哲てつもない自動拳銃だと断言できる。

　ハンドガンは、弾たま一発あたりのダメージはサブマシンガンと遜そん色しよくないが、引き金を引き続けても全自動フルオートの射撃はできない。敵のＨＰを削けずり切れるだけの回数を撃つのには相当の時間がかかる。しかし横たわるペイルライダーは、今にも麻ま痺ひから回復しようとしている。動けるようになるや否いなや、右手のショットガンをぶっ放すに違ちがいない。そうなったら、吹っ飛ばされて即そく死しするのはぼろマントのほうだ。

　なのに、夕風にギリーマントの裾すそを靡なびかせて立つ謎なぞのプレイヤーの背中には、一いつ切さいの焦あせりも動どう揺ようもない。銃を持った右手を地面のペイルライダーに向けたまま、今度は左腕をマントから抜き出す。その手はまったくの空からだ。どういうつもりか、ぼろマントは何も持たない左手の指先を、フードの額ひたいに当てる。次いで胸へと動かす。さらに左肩へ。最後に、右肩へ。

　いわゆる、十字を切る──という奴やつだ。死にゆく敵へのはなむけのつもりなのか。でも、あんなことをしている時間的余よ裕ゆうはないはず。至し近きん距離で炸さく裂れつするショットガンすら避よける自信があるのか？　それとも、運良くレア銃をゲットしただけの、単なるお調子者だったのか……？

　あまりにも多くの違い和わ感かんに苛さいなまれ、強く唇くちびるを嚙かんだシノンの左耳に、不意に小さな囁ささやきが飛び込んだ。

「……シノン、撃て」

　キリトの声だ。だが、その短いひと言は、これまでになかったほど強く張り詰つめている。思わず問い返す。

「え？　どっちを？」

「あのぼろマントだ。頼む、撃うってくれ、早く！　あいつが撃つ前に!!」

　あまりにも切せつ迫ぱくしたその声は、シノンの右手人差し指をヘカートのトリガーに移動させるだけの力を秘めていた。これまでなら反射的に文句の一つも言っていた状じよう況きようだが、それを省はぶき、シノンは十ク字ロ照ス準ヘ線アの交点をぼろマントの背中に合わせた。周囲の砂すな埃ぼこりエフェクトの具合から風と湿しつ度どを割り出し、照準を微調整する。トリガーに力を込めると、狙ねらい違たがわず緑色の着弾予測円バレツトサークルが対象をぴたりと覆おおう。

　セオリーから言えば、このまま二人の戦せん闘とうが終わるまで待ち、勝ったほうを撃つべきだ。いまぼろマントを撃てば、麻ま痺ひから回復したペイルライダーは即そく座ざに左側のブッシュ地帯に逃げ込み、二度と狙そ撃げきのチャンスは来ないだろう。

　そう解わかっていても、シノンは指の力を抜かなかった。なぜか、撃たねばならないのだという気がしたのだ。呼吸を止め、胸に仮想の寒風を溜ためる。その冷たさが、心しん拍ぱくを落ち着かせる。どくん……どくん……脈みやくと連動して拡かく縮しゆくする予測円が、最小のサイズで敵の背中の中央を捉とらえ──

　轟ごう音おん。

　大型マズルブレーキから、火竜の吐と息いきの如ごとく迸ほとばしる巨大な炎。

　対象との距離はわずか三百メートル。外すはずがなかった。シノンは、背中に大穴の空あいたアバターが激しく吹っ飛ぶ光景を幻げん視しした。

　────しかし。

　実際には、シノンがトリガーを引き始めたのとほとんど同時に、ぼろマントのプレイヤーは、まるで質量を持たない本物の幽霊でもあるかのような動きで上体を大きく後ろに傾かたむけたのだった。必殺の弾丸は、その胸を掠かすめて飛び去り、彼方かなたの大地に空むなしく大穴を穿うがった。

「な…………」

　絶句したシノンは、直後、確かに感じた。相手の顔がこちらを向き、ぼろぼろのフードの奥から放たれた視線が、スコープ越ごしに自分の眼を捉とらえるのを。そして闇やみに隠れた口が、確かにニヤリと笑みを浮かべるのを。意識せぬまま、喘あえぐように声を押し出す。

「あ……あいつ、最初から気付いてた……私たちが隠れてることに……」

「まさか……！　奴やつは一度もこっちを見なかったはずだ！」

　同じく深い動揺を滲にじませるキリトの声に、小こ刻きざみに首を振る。

「あの避よけ方は、弾道予測線バレツトラインが見えてなければ絶対に不可能。それはつまり、どこかの時点で私の姿を目視して、それがシステムに認識されたってこと……」

　そう言う間に、右手は自動的に動いてヘカートに次弾を装そう塡てんしている。改めて狙撃体勢に入りつつも、シノンは迷った。あれほどの反はん応のう速度を持つ相手に、予測線ありの単発攻撃をしても九く分ぶ九く厘りん当たらない。ならば、マガジンに残る四発を立て続けに撃てば。でもそうして全弾外せば、逆に距離を詰つめられ、反撃される危険がある。どうする……どうすれば。

　という一いつ瞬しゆんの迷いをまるで見透すかしたかのように、ぼろマントは体を戻し。

　再度右手の自動拳銃をペイルライダーに向けると、親指でハンマーをコッキング。グリップに左手を添そえ、半身の姿勢で、何の気き負おいもなくトリガーを引いた。

　小さな閃せん光こう。わずかに遅おくれて、かぁんと乾いた銃声がシノンの耳に届く。

「あっ……！」

　隣となりで、キリトが何かに怯おびえるように呻うめいた。

　銃弾は、外れるわけもなく、ペイルライダーの胸の中央に命中した。クリティカルポイントではあるが、この世界では、どこに当たろうと九ミリパラベラム弾一発での即死は有り得ない。いや、むしろペイルライダーのＨＰはまだ九割近く残っているだろう。しかしなぜか、ぼろマントはそれ以上撃うたない。拳銃をウェーバー・スタンスで構えたまま、悠ゆう然ぜんと立っている。シノンが狙ねらっていると知っているはずなのに、身を隠そうとする気配すらないのは、何度撃たれようと回かい避ひできると確信しているからか。

　一秒、二秒、三秒──。

　ここでついに、ペイルライダーを拘こう束そくしていた電でん磁じスタン弾の効果が切れた。

　青白い迷彩服の全身がばね仕掛けのように跳はね、ぶんっと霞かすむような速度で持ち上げられた右手のＡＲ17ショットガンが、ぼろマントの胸に食い込まんばかりに突き付けられた。文字通りの零距離だ。あれなら散弾の全てが心臓に当たる。自動拳銃と違ちがって、一撃死してもおかしくない。

　シノンと、隣となりのキリト、そして恐らくは全ＧＧＯ世界やその外側の現実世界でこの大会の中ちゆう継けいを観みている無数のギャラリーも、固かた唾ずを吞のんで両眼を見開いた。

　反撃の銃声は──響ひびかなかった。

　代わりに、どさりという小さなサウンドがシノンの耳に届いた。ペイルライダーの右手から零こぼれたＡＲ17が、足元の赤茶けた砂地に転がった音だ。

　続けて、まるで関節の壊こわれた人形のような動きで、両りよう膝ひざが地面に落ちる。アバターはそこでも止まらず、ゆっくり、ゆっくりと右に傾かたむき、やがて地面に横倒しになる。

　シノンの位置からは、ヘルメットのシールドの下に覗のぞくペイルライダーの口もとだけが見えた。いっぱいに開かれたその口は、無音の悲ひ鳴めいを迸ほとばしらせているようにも、空気を求めて苦しんでいるようにも思えた。

　これまでとは打って変わった弱々しい動作で左手が持ち上がり、胸の中央をぎゅっと摑つかむような仕草を見せた、その直後──。

　青白い迷彩服に包まれた全身が、ノイズを思わせる不規則な光に包まれ、突とつ如じよ消しよう滅めつした。

　最後に残った光が、【ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ】という小さな文字列を作り、それもたちまち夕日に溶けるように消えた。




「………………なに、今の」

　数秒後、シノンはようやく、そのひと言だけを音にした。

　ぼろマントのプレイヤーが、ハンドガンで一回だけペイルライダーを撃うった。その時点では、まだＨＰは残っていた。それは間ま違ちがいない。直後ペイルライダーの麻ま痺ひが解け、ショットガンで反撃しようとしたが、その寸前に運悪く回線にトラブルが起き、ゲームから切断されてしまった。

　自分の眼で見たことを合理的に説明しようとすれば、そうなる。

　だが、ああもタイミングよく接続が切れるものだろうか？　それに、危うく大逆転の一撃死に見舞われるところだったぼろマントのほうも、運良く助かったと言うより、まるであの切断が起きることを事前に予期していたかのように感じられる。いや、もっと言うなら──

　まるで、自分の意思でペイルライダーをゲームから切断させた、かのような。

　有り得ない。ゲーム内から、他プレイヤーの接続経けい路ろに干かん渉しようできるはずがない。

　しかし、ぼろマントは、ペイルライダーが消えたことにまったく驚おどろくふうもなく、悠ゆう然ぜんと左手をマントの懐ふところに戻している。続けて拳銃を握にぎった右手を持ち上げ、空中の一点をまっすぐ照準する。そこに何があるのか、シノンはすぐに悟さとった。大会を中ちゆう継けいしているバーチャル・カメラのレンズだ。プレイヤーにも撮さつ影えいされているのが判わかるように、淡あわい発光体としてオブジェクト処理されている。つまりあのアクションは、無数の観客たちへのアピールなのだ。だが、何を？　いまのペイルライダーとの一戦は、回線トラブルによる、いわば不戦勝。とても誇ほこれるような勝ち方ではない。それとも──やはり、あの消失こそが、ぼろマントにとっての勝利だったということか？　つまり……

「あいつ……他のプレイヤーを、サーバーから落とせるの……？」

　シノンの掠かすれた呟つぶやきに。

　隣となりのキリトが、まるでうわごとのような声を返した。

「……違ちがう。そうじゃない。そんな生なま温ぬるい力じゃない…………」

「ぬるい？　どこがよ、大問題でしょ。チートもいいところだわ、運営ザスカーは何してるん……」

「違う！」

　突然、キリトがぎゅっとシノンの左腕を摑つかんだ。反射的にふりほどこうとするが、続いた声が、シノンの全身を凍こおらせた。

「あいつは、サーバーから落としたんじゃない。殺したんだ。たった今、ペイルライダーは……ペイルライダーを操あやつっていた生身のプレイヤーは、現実世界で死んだんだ！」

「…………な…………」

　何を言っているの。

　そう応じようとしたシノンの口は、再びキリトの言葉に押しとどめられた。

「間ま違ちがいない。あいつが……、あいつが《死銃》──《デス・ガン》だ」

　その名前には聞き覚えがあった。曖あい昧まいな知識が記き憶おくの底から浮かんでくるままに呟つぶやく。

「…………デス……ガン。それって、あの、変な噂うわさの……？　街の酒場や広場で、確か、前の大会で優勝した《ゼクシード》と上位入賞の《薄塩たらこ》を撃うって、撃たれた二人がそれっきりログインしてないっていう……」

「そうだ……」

　頷うなずいたキリトは、そこでまっすぐにシノンの顔を見た。大きな黒い瞳ひとみの奥は、かつてないほど深い衝しよう撃げきと恐怖、そしてそれ以外の何かの感情に激しく揺ゆれ動いているように思えた。

「俺おれも……最初は有り得ないと思っていた。昨日、待たい機きドームであいつと遭そう遇ぐうしてからも、まさかと否ひ定ていし続けていたんだ。でも、もう疑いようはない……あいつは、何らかの方法で、プレイヤーを本当に殺せる。実際に、《ゼクシード》と《薄塩たらこ》の二人は、少し前に死体で発見されている……」

「………………」

　──何でそんなことを知っているの？　あなたは誰だれなの？　そして、あなたとあのぼろマントは、どういう関係なの……？

《死銃》の実在を告つげられた驚おどろきよりも先に、まずキリトという人間への疑問が胸の奥で吹き荒れ、シノンは息を詰つめた。

　いや、実のところ、すぐには信じられなかったのだ。ゲームの中から本当に人を殺す？　あまりにも突とつ拍ぴよう子しもない……と言うより、矛む盾じゆんした話ではないか。本物の命をやりとりするなら、それはもうゲームではない。だが、キリトの、とても仮想のアバターとは思えないあまりにも真剣な声、表情、そして眼まな差ざしを見ていると、馬鹿馬鹿しいと笑い飛ばすこともできない気がする。本当に──いったい、何者なのか……。

　混乱極きわまる思考を抱えて押し黙だまるシノンから、ようやく射い貫ぬくような視線を外したキリトは、再び彼方かなたの鉄橋に眼を向けた。つられるようにシノンもそちらを見る。

　ペイルライダーを《退場》させた謎なぞのぼろマントは、カメラに突き付けていた銃を降ろすと、少し南に転がるダインのアバターを一いち瞥べつした。腹の上に【Ｄｅａｄ】タグを乗せたダインは、まだログインを継けい続ぞくさせているはずだが、何かを言うことはもちろん表情を動かすことすらできない。だから、すぐ間近で行われた奇怪な戦せん闘とうに対して彼が何を感じたのかを知るすべはない。

　拳銃をホルスターに戻し、肩のＬ１１５を背せ負おい直したぼろマントが、じゃり、と音を立ててダインの方に歩き始めた。まさか、《死体》のダインをも撃つつもりなのか、とシノンは小さく息を吞のむ。キリトも同じことを考えたようで、細い体がぴくりと動く。今にもブッシュの下から飛び出していきそうだ。

　だが、幸い──と言うべきなのだろう、ぼろマントは再び自動拳銃を取り出そうとはせずに、ダインのすぐ横を通り過ぎて鉄橋へと向かった。橋を渡るのではなく、最初に姿を現わした時と同じく、太い鉄柱の向こう側を回って姿を消す。一段低くなった川岸に降りたのだろう。いっとき見失ったが、あの位置からは川沿いに北か南へ向かうしかない。移動を始めれば、すぐにまた視界に入るはず──……。

「…………出てこないな……」

　キリトが低く囁ささやいた。シノンも無言で頷うなずく。ぼろマントは、十秒経たっても現われない。つまり、橋はし桁げたの陰かげに潜ひそんだままだということだ。シノンの狙そ撃げきを警けい戒かいしているのだろうか。

　その時、左手首にアラームの振動がかすかに伝わり、シノンは時計を見た。八時四十四分五十秒。あと十秒で、三回目の《サテライト・スキャン》が行われる。ポーチから端たん末まつを取り出し、画面を見る。

「キリト、あんたは橋を監視してて。私はこれであいつの名前を確認する」

「わかった」

　即そく座ざに戻る返事を聞きつつ、マップの更新を待つ。あと三秒……二、一、スキャン開始。遥はるか上空を飛ぶ宇宙大戦時代のスパイ衛星が、地表をくまなく走査していく。その電子の眼は、ちょっとした隠いん蔽ぺい物ぶつなら容た易やすく貫つらぬく。洞どう窟くつに隠れるか、あるいはキリトが実証したように深い水底に潜もぐるかしなければ、監視から逃のがれることはできない。

　ぱぱっ、と画面に幾いくつかの光点が浮き上がる。ずっと南の山頂には、相変わらずリッチーが立てこもっている。恐らく大会終了まで山を降りてくるまい。

　約八百メートル北、灌かん木ぼく地帯の崖がけ上に、密接して並ぶ二つの光点がシノンとキリト。遠く離はなれたプレイヤーたちは、間ま違ちがいなく近接戦せん闘とう中だと推すい測そくするはずだ。まさか並んでブッシュの下に横たわっているなどとは思うまい。そうであってほしい。

　そして、更さらに二百メートル北に、色のごく薄い光点。死亡状態のダインだ。本来ならばそのすぐ上にペイルライダーの光点もなければならないのだが、表示されていない。そして、ダインの東、鉄橋の下にあのぼろマントの光点が────

「えっ……な、無い!?」

　シノンはそう口走りながら、食い入るように端末の高精細画面を睨にらんだ。

　どれほど眼を凝こらそうと、鉄橋の周囲にはダインの光点しか表示されていない。ぼろマントはすでに移動している。だが、川岸を走れば絶対に気付いたはずだ。どうなってるの、と一いつ瞬しゆん恐きよう慌こうしかけてから、危うく思考を立て直す。

　考えられることは一つだけ。キリトと同じように、川底に潜ってサテライト・スキャンから逃れているのだ。だとすれば、これは……

「……チャンスだわ」

　シノンの囁ささやきに、キリトが眉まゆを寄せた。そちらをちらりと見て、早口で状じよう況きようを説明する。

「あのぼろマントは、端末に映ってない。川に潜ってるのよ。だとすれば、今は武装を全解かい除じよしているはず。岸に上がってからウインドウを出して全身装そう備びしなおすのに、最低でも十秒はかかる。そこを攻撃すれば……」

「拳銃一丁なら？　それくらいは、装備したままでも水中を移動できるんじゃないか？」

　話の途と中ちゆうで同じく早口の質問を返され、シノンは渋しぶ々しぶ答えた。

「試ためしたことはないけど、そこそこのＳＴＲとＶＩＴがあれば、多分……。けど、たとえそうでも、ハンドガン一つくらい楽々押し切れ……」

「駄目だ！」

　不意にキリトは押し殺した声で叫さけび、シノンの左腕を強く握にぎった。

「君も見ただろう、あいつの黒い拳銃が、ペイルライダーを消したのを！　一発でも撃うたれたら、それで本当に死ぬかもしれないんだぞ！」

　爛らん々らんと光る黒い瞳ひとみから、寸すん時じ眼を離はなせなくなる。意識して視線を外し、小こ刻きざみに首を振りながら反はん駁ばくする。

「……でも、やっぱり、私には信じられない。ゲームの中で撃たれただけで、本当に死ぬなんてこと……。ううん、それ以前に、もしその話が事実なら、あのぼろマントは自分の意思で人を殺してるってことでしょう？　有り得ない……信じたくない、そんな人がＧＧＯに……ＶＲＭＭＯの中にいるはずがない……」

　そう、たとえ殺さつ伐ばつとした《ガンゲイル・オンライン》の荒こう野やでも、シノン／詩し乃のにとっては、あくまでここは《優しい世界》だった。

　この世界には本物の悪意や殺意は存そん在ざいしない。銃弾と硝しよう煙えんの形でやりとりされるのは、相手を上回りたい、誰だれよりも強くなりたいという、純化された目的意識だ。なぜなら、この世界で何発、何十発の銃弾を撃ち撃たれようと、一いつ滴てきの血も流れない。痛み、傷、その他あらゆる現実的損害は発生しない。ゆえに、戦いによって悔くやしさは生まれても恨うらみは生まれない。たとえば過か日じつの激戦で、シノンはベヒモスのミニガンに左脚あしを丸ごと吹っ飛ばされ、ベヒモスはシノンのヘカートに全身を打ち砕くだかれた。しかしあの戦いがシノンの中に残したのは、自信と反省、そして強者ベヒモスに対する敬意だけだ。彼もまたそうであろうとシノンは信じる。

　だからこそシノンはこのＧＧＯ世界を、現実世界の弱い自分と、過去の忌いまわしい記き憶おくとの緩かん衝しよう装そう置ちに選んだのだ。ここで戦い続ければ、シノンの築きずいた自信の総量が、いつか詩乃を苛さいなむ怨おん念ねんの深さを超えてくれると願って。

　ＶＲＭＭＯの中に、本物の悪意などあってはならない。それはもう仮想世界ではないではないか。詩乃が怖おそれ、眼を背そむけ続ける、現実世界の暗くら闇やみそのものではないか……。

「私は……認めたくない。ＰＫじゃなく、本当の人殺しをするＶＲＭＭＯプレイヤーがいるなんて」

　シノンのその呟つぶやきに──。

　キリトは、深い痛みを湛こらえた声を返した。

「いるんだ。あのぼろマント……《死銃》は、昔、俺おれのいたＶＲＭＭＯの中で多くの人を殺した。相手が本当に死ぬと解わかっていて剣を振り下ろした。さっき、ペイルライダーを撃うった時と同じように。そして……俺も…………」

　そこでキリトは眼を伏ふせ、続きを口にすることなくシノンの腕から手を外した。

　しかし、いまの重い言葉を、これまでの会話から断片的に知ったキリトの過去と重ね合わせれば、彼が言わなかった部分を推すい測そくするのは容よう易いだった。

　三年前──西暦二〇二二年末に発生し、日本全国を震しん撼かんさせた《あの事件》。当時はまだ、ＶＲＭＭＯなるものに何の興味もなかったシノンですら、毎日長時間の報道が行われたせいでかなり詳くわしい知識がある。当初、仮想世界の虜りよ囚しゆうとなった若者たちは総計一万人以上。二年後に解放され、現実世界に帰還したのが約六千人。つまり、事件によって実に四千もの命が失われたのだ。

　キリトが、あの世界からの《生還者》なのだということはもう疑いようもない。そして彼の言葉が真実ならば、《死銃》もまた然しかり。いや、それだけではない。いまのキリトの告白は、更さらに恐るべき事実を含ふくんでいる。

　ゲーム内での死が現実の死となったあの世界で、《死銃》は自分の意思によって多くのプレイヤーを殺した。相手の、現実世界での命が実際に失われると知った上でそうした。いみじくもシノンが先に口にした、《本当の人殺しをするＶＲＭＭＯプレイヤー》そのものだ。

　そんな奴やつが、ＧＧＯに……今この瞬しゆん間かん《第三回ＢｏＢ本大会》のフィールドにログインしていて、しかもいかなる手段によってか、過去と同じようにプレイヤーを実際に殺している。キリトが言ったのは、つまりそういうことだ。

　混乱した思考の中で、ようやくそこまでを理解した瞬間、シノンは全身がすうっと冷たくなるのを意識した。

　視界が薄暗くなる。中央から徐じよ々じよに闇やみが広がる。その奥に、何かがいる。シノンを見ている。この視線──生気のない、虚きよ無む的てきな、それでいてじっとりと粘ねばつくようなこの視線は…………。

「……ノン。シノン！」

　不意に名前を呼ばれ、はっと両眼を見開く。遠ざかる影の向こうから、気き遣づかうようなキリトの顔が現れる。清せい楚そさと妖よう艶えんさが等しく含ふくまれたその美び貌ぼうを見た途と端たん、条件反射的に湧わき上がってきた小こ憎にくらしさが、パニックの予よ兆ちようを押しのける。

　小さく息を吐はき、シノンは答えた。

「……大丈夫。ちょっと驚おどろいただけ。正直……あんたの話をすぐには信じられないけど……でも、全部が噓うそや作り話だとは思わない」

「ありがとう。それで充じゆう分ぶんだ」

　キリトが軽く頷うなずいたのとほぼ同時に、右手の端たん末まつに表示される光点群が点てん滅めつを開始した。上空の衛星が飛び去ろうとしているのだ。急いでマップに全フィールドを表示させ、光点を数える。明るい、つまりまだ生き残っているプレイヤーが十七人。暗い死亡プレイヤーが十一人。合計、二十八。

「やっぱり、数が合わない……」

　開始時には三十人いたはずなので、回線切断で消えたペイルライダーの他にも、もう一つ光点が足りないことになる。それが恐らく、川底でスキャンされるのを防ふせいでいる《死銃》だ。いや、ただ潜もぐっているのではなく、移動中かもしれない。遠ざかっているか、近づいているか。後者だとすれば、いまこの瞬しゆん間かんにも、シノンとキリトが潜せん伏ぷくするブッシュのすぐ東の水面から姿を現わし、強きよう襲しゆうしてくる可能性もある……。

　そこまで考えた時、ついに画面から全光点が消えた。これで、また十五分、自分の五感だけを頼りに索さく敵てきせねばならない。

　ちらりと東側に視線を向けたが、何かが動く気配はなかった。恐らくぼろマントは川底を北に向かったのだ。奴やつの主武装、Ｌ１１５Ａ３《サイレント・アサシン》は恐るべき武器だが、あくまでヘカートⅡと同じボルトアクションの狙そ撃げき銃なので中～近距離戦には向いていない。二人を相手に強引なアタックはせず、一度距離を取って自分の位置情報をデリートする気なのだろう。

　そこまで思考したシノンは、吐と息いきに乗せて囁ささやいた。

「……とりあえず、私たちもすぐにここから動かないと。あんたと私が戦せん闘とう中だと思った遠くのプレイヤーが、漁ぎよ夫ふの利狙ねらいで近づいてくる」

「……そうだな……」

　キリトは一いつ瞬しゆん眼を伏ふせると、すぐにシノンを見て言った。

「大会が終わるまで、どこか絶対安全な場所に隠れててくれ……って言っても、無駄だよな」

「あ……当たり前でしょ！」

　即そく座ざに、許される限りのボリュームで叫さけび返す。

「そんな《立てこもリッチー》みたいな真ま似ね、冗じよう談だんじゃないわよ！　だいたい、絶対安全な場所なんてこの島にはないわ。北部の砂漠地帯には、衛星にも映らない洞どう窟くつがあるみたいだけど、そこもグレネードを投げ込まれたりすれば即そく死しだし」

「……解わかった。じゃあ、ここで別れよう」

「え…………」

　思いがけない言葉に、つい絶句してしまう。何度か瞬まばたきしてから、どうにか平静な声を続ける。

「あ、あんたはどうするのよ」

「俺おれは、奴を……《死銃》を追う。これ以上誰だれかをあの拳銃で撃うたせるわけにはいかない。それに……直接対面すれば、きっと思い出せるはずだ。あいつの、昔の名前を。そうすれば……」

　そこでキリトは、艶つややかな唇くちびるを強く引き結んだ。一呼吸置いて、シノンを正面から見る。

「……シノン、君は極きよく力りよく、あのぼろマントには近づかないでくれ。約束は守る。次にこの島のどこかで出会った時は、全力で戦う。……さっき、俺おれを撃うたずに話を聞いてくれてありがとう」

　小さく頭を下げ、黒衣の光こう剣けん使いはするりとブッシュの下から滑すべり出た。

「あ……ちょっ……」

　シノンが反射的に声を掛けようとした時にはもう、アサルトブーツで赤茶けた砂さ礫れきを踏ふみしめて立ち上がっている。そのまま、振り向きもせず北の橋目指して走り始める。

　みるみる遠ざかる細い背中を眼で追いながら、シノンは一度強く両眼をつぶった。

「～～～～～………………」

　いっぱいに吸い込んだ空気を、もう！　という無音のひと言とともに吐はき出し、その場でブッシュを突き破って立ち上がる。その乱暴なアクションで破は壊かいされた灌かん木ぼくオブジェクトが、枝や葉の破片を周囲に散らしながら消しよう滅めつしていく。

「待ちなさいよ！」

　叫さけぶと、既すでに二十メートルほど離はなれていた影がぴたりと止まった。足元を見ずにヘカートを摑つかみ上げ、右肩に背せ負おうと、シノンはダッシュでキリトに追いついた。訝いぶかしさ純度百の視線を向けてくる相手の顔を見ずに、そっぽを向いたまま言う。

「……私も行くわ」

「え……？」

「だって、あんた、《死銃》と戦う気なんでしょ？　あいつ、あの拳銃の力を抜きにしても相当強いよ。私と戦う前にあいつに負けたら、再戦どころじゃないでしょ。あんまし気が乗らないけど一時共きよう闘とうして、先にあいつをこの島から……ＢｏＢ本大会から叩たたき出したほうが確実だわ」

　走る間に脳内で用意しておいた台詞せりふを超高速でまくし立て、ちらりと横目でキリトを見ると、光剣使いは眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを綻ほころばせるという微び妙みような表情を浮かべていた。しかし懸け念ねんのほうが勝ったらしく、すぐに黒髪が横に揺ゆれる。

「いや……だめだ。シノンもさっきの戦せん闘とうを見たろう？　あいつは本当に危険なんだ。撃たれたら、現実世界の君自身に危害が……」

「《死銃》がどこに行ったのか判わからないんだから、一いつ緒しよにいようがいまいが危険度は同じでしょ。だいたい、こんなオープンスペースを周まわりも見ずに走ってくような素人しろうとに心配されたくないわよ」

「…………それは、そうかもしれないけど……」

　キリトは更さらに数秒間迷う素振りを続けたが、やがて肩の力を抜き、ごく小さく頷うなずくと──。　突とつ如じよ、霞かすむほどの速度で右手を閃ひらめかせた。腰こしのカラビナから光剣を抜いたのだ、と気付いたのは、握にぎられた柄つかから青紫色のエネルギーブレードが伸長した後だった。

　あっ、こいつまさか、この場で不意打ちして約束を守ったことにする気!?　とシノンは息を吞のんだ。しかしキリトは、あっさり視線を外すと西に向き直る。つられるようにシノンがそちらを見たのと、百メートルほど離はなれた大きな岩の陰かげから何本もの赤いライン──弾道予測線が殺さつ到とうしたのはほぼ同時だった。

　何者かの銃が全自動フルオートで吼ほえ、伏ふせる暇ひまもなく襲おそいかかってきた銃弾の嵐あらしを、キリトの光こう剣けんが無数の残像を描いて片端から叩たたき落としていく。いまだかつてＧＧＯの中で見たことのない光景に圧あつ倒とうされ、シノンはしばし棒立ちになってしまったが、一秒ほどでどうにか思考を立て直しその場に身を投げ出した。空中で肩のヘカートを降ろし、伏ふく射しや姿勢になると同時に二脚を砂地に突き立てる。

　襲しゆう撃げき者しやの銃がフルオートだった時点で確信していたが、スコープの向こうに見えたのは《死銃》のギリーマントではなかった。頭頂部に房飾りがついた奇妙なオープンヘルメットと、右眼に装そう着ちやくされた眼帯型の照準補正デバイスには憶おぼえがある。前回、前々回の大会にも出場していた《夏カ侯コウ惇トン》というアサルトライフル使いだ。武器は《ノリンコ・ＣＱ》。かなりの古ふる強つわ者ものだが、今はその剛ごう毅きなアバターの顎あごをがくんと落としている。無理はあるまい、不意打ちでばら撒まいたマガジン一本分の弾たまを、誰だれもが趣しゆ味み武器だと思っていたフォトン・ソードで完かん璧ぺきにはじき返されたのだ。

「うっそぉ！」

　いかにも古代中国の武将っぽい厳いかつい髭ひげ面づらに似合わぬ声を残し、夏侯惇が岩いわ陰かげに引っ込む。キリトがシノンをちらりと見下ろし、肩をすくめて言う。

「まずはアイツからだな。俺おれが突っ込むから、バックアップよろしく」

「…………了りよう解かい」

　妙みような成り行きになったなあ、なんでこんなことに。

　と思いつつも、シノンは愛銃のウッドストックに頰ほおを付けた。
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「お兄ちゃん、なかなか映らないねー」

　薄くグリーンがかった金色のポニーテールを背中で揺ゆらして言うリーファに、その隣となりに腰こし掛けるシリカが、ライトブラウンの髪から突き出した三角の猫耳を動かして応じた。

「ほんとに……意外ですねえ。キリトさんのことだから、てっきり最初から飛ばしまくると思ったのに」

「いやいや、ヤローはああ見えて計算高ぇからな。参加者がテキトーに減るまで、どっかに隠れてる気かもよ？」

　と、これは部屋の隅すみのバーカウンターに陣取ったクラインの台詞せりふだ。リーファ、シリカと並んで中央のソファに掛けていたアスナは、それを聞いて思わず苦笑した。

「幾いくらキリトくんでもそこまではしないわよ。……しないと思う、なあ」

　やや小声の付け足しに、左肩に乗る掌てのひらサイズの小妖よう精せい──アスナとキリトの《娘》である人工知能のユイが、薄膜のような羽をぱたぱたさせながら言った。

「そーですよ、パパならきっと、カメラに映る暇ひまもないほど一いつ瞬しゆんで敵の後ろからフイウチしまくりです！」

　その現実的な推論に、今度は左隣のリズベットが笑う。

「あっはは、それはありそうだね。しかも、銃ゲーなのに銃じゃなくて剣でね」

　一いつ瞬しゆん、全員でその様子を想像。たちまち朗ほがらかな笑い声が部屋に満ち、シリカの膝ひざの上で丸くなった小竜のピナが耳をぴくぴく動かした。

　久しぶりに集った六人と一匹だが、場所は現実世界ではない。皆でプレイしているＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ、《アルヴＡヘイム・ＬオンラインＯ》の中だ。広大なワールドマップの中心にそびえる巨大な《世界樹》上の空中都市《イグドラシル・シティ》。その一画にアスナがキリトと共同で借りている部屋が、今日の集まりの会場となっている。

　月額二千ユルドの賃料を払っているだけあって、相当に広い。綺き麗れいに磨みがかれた板張りの床の中央には大きなソファーセットが置かれ、壁にはホームバーまで設しつらえられている。棚たなに並んでいる無数のボトルは、仮想世界でも酒吞のみキャラを貫つらぬいているクラインが妖よう精せい九種族の領地から地下のヨツンヘイムまでも巡めぐって集めてきたものだ。中には、『酔よえないことを別にすれば三十年もののスコッチより旨うまい』逸いつ品ぴんもあるらしい。未成年のアスナには、もちろんその価値は解わからないが。

　南向きの壁は一面ガラス張りとなっており、いつもはイグシティの壮そう麗れいな姿が眼下に一望できる。しかし今日ばかりは、都市の夜景を眺ながめることはできない。大型スクリーンを兼ねているガラスに、別世界の光景が映されているからだ。即すなわち──ネット放送局《ＭＭＯストリーム》が生中ちゆう継けいしている、《ガンゲイル・オンラインＧＧＯ》の最強者決定バトルロイヤル大会《第三回バレット・オブ・バレッツ》のライブ映像が。

　今日の集まりの趣しゆ旨しは、予告なくこの大会に殴なぐり込んだキリトの応おう援えん、あるいは糾きゆう弾だんだ。残念ながら、仲間の一人である巨漢の斧おの戦士エギルの顔はない。現実世界で経営する喫茶店兼酒場は、ちょうどこの時間からがかき入れ時なのだ。とはいえアスナは現在、自宅ではなく彼の店《ダイシー・カフェ》の二階からダイブさせてもらっている。大会が終わったら、同じく都心でダイブ中のキリトを速攻捕まえてあれこれ言うためだ。

「しっかし、キリトの奴やつもなんでまた、ＡＬＯからコンバートしてまでこの大会に出ようって思ったのかしら」

　不思議なエメラルド色のワインを満たしたグラス片手にリズベットが首を傾かしげると、左側からリーファがちらりとアスナに視線を送ってきた。キリトが、ＡＬＯ仲間である水妖精族ウンデイーネの魔メ道イ師ジ《クリスハイト》──その中身は総務省仮想課の役人・菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう──からの依頼でＧＧＯに赴おもむいたことを知っているのは、この中ではアスナとリーファ、そしてユイだけだ。リーファの眼に、返事任せますの意を汲くみ取ったアスナは、一いつ瞬しゆん考えてから答えた。

「それがね……、なんだかおかしなバイト引き受けたらしいの。ＶＲＭＭＯの、っていうか《ザ・シード連結体ネクサス》の現状をリサーチする、みたいな。ＧＧＯは、唯ゆい一いつ《通貨還元システム》があるゲームだから、って理由で選ばれたんだって」

　その説明は、キリトから伝えられた内容そのままだ。だが、これが真実の全てであるとは、アスナは思っていない。キリトが噓うそをついているとも思わないが、彼が口にしなかった要素が何かあるはずだ。先日のデートの帰り際ぎわにコンバートの理由を説明された時、キリトの顔や声、態度からそれはすぐに解わかった。

　しかしアスナは、その時は敢あえて訊たずねなかった。キリトが言わないからには、何かそうせねばならない理由があるのだ。そしてその理由が、自分を裏切るようなものではないことを、アスナは固く信じている。

　だからアスナは、「頑がん張ばってね」のひと言だけでキリトを送り出し、こうして気心の知れた友人たちと、遠く離はなれた別世界で中継映像を観みている──のだが。

　ここ数日、胸の奥に、何か奇き妙みようにざわめくものがあることもまた否ひ定ていはできない。

　キリトへの不信ではなく、もっと漠ばく然ぜんとした予感のようなもの。何かが起きる、いやすでにもう起きている、そんな感覚。かつて浮遊城アインクラッドの迷宮区で、索さく敵てき範囲外からモンスターの大群に包囲されつつある時に感じたような、形のない不安──。

　声や表情には出なかったはずのアスナの懸け念ねんを、親友ゆえの第六感で察したのか、リズベットもどこかあやふやな表情で頷うなずいた。

「ふうん……バイト、ね。まあ、どんなゲームでもすぐコツ摑つかむあいつなら適任なんだろうけど……」

「でもよぉ、それがなんでいきなりＰｖＰ大会出場になるんだ？　リサーチってんなら、街で他のプレイヤーに話聞くとかが仕事なんじゃねぇの？」

　壁際からクラインが発した問いに、アスナやリーファも含ふくめた四人が首を傾かしげる。やがてシリカが、おずおずと口を開く。

「もしかしたら……大会で優勝して、手っ取り早く大金を稼かせいで、それを実際に通貨還元してみるつもりなんでしょうか？　確か、還元できる最低額がかなり高いって聞いたことがありますから……」

　その発言を受けて、アスナの肩のユイが即座に情報を補おぎなった。

「公式サイトにレートの記き載さいはありませんが、ネット上の記事によれば還元最低額はＧＧＯのゲーム内通貨で十万クレジット、対ＪＰＹのレートは百分の一なので千円からとなります。プレイヤーの登録メールアドレスに電子マネーのチャージ済みコードが送信される形式のようです。優勝賞金は三百万クレジットとなっているので、全額還元すれば三万円となります」

　立て板に水の発言だが、これはユイがたった今ネット上の膨ぼう大だいな情報をリアルタイム検けん索さくし、まとめたものだ。そのサーチ速度及およびフィルタリング精度はどんな《検索の達人》も敵かなうものではない。キリトなどはちょくちょく、アスナたちもごくたまに宿題のレポート作成の手伝いをお願いしてしまうのもむべなるかなである。

「ありがと、ユイちゃん」

　指先で小妖よう精せいの頭を撫なでてやってから、アスナは考え込みつつ言った。

「……還元システムそのものは、そんなに複雑なものじゃないみたいね。電子マネーをコード化してメールで受け渡しとか、わたしたちもよくやるし。なら、キリトくんが実地に確かめるまでもないよね……」

「賞金の三万にくらっときたっつうセンはあっけどな！」

　クラインの身も蓋ふたもない突っ込みに、一同苦笑。リズベットが即座に「あんたじゃあるまいし」と混ぜ返してから、表情を改めて続ける。

「でも、バトルロイヤル形式のＰｖＰ大会なら普通、どっかに隠れたままで上位入賞狙ねらうなんて手は通用しないよね。ＡＬＯでもそういう大会あるけど、一箇所でハイドしたまま何分か経たつと、自動的に看破魔法サーチヤーが寄ってきて居所バラされちゃうでしょ？」

「……それに、正直、お兄ちゃんの性格的にちょっと違い和わ感かんあります。あのヒトが、他人の戦せん闘とうサウンドを聴ききながら隠れ場所でじっと我が慢まんしてられるとはとても思えません」

　と、これはさすがに長年一いつ緒しよに暮らしているだけあるリーファのコメント。言われてみれば確かにその通りで、皆揃そろってうーんと唸うなる。

　その間にも、現実世界なら三百インチはあろうかという巨大スクリーンでは、多元のライブ映像が華はな々ばなしくフラッシュしている。銃撃戦ゲームだからか、中ちゆう継けいは基本的に一人のプレイヤーを背後から追い掛ける形だ。仮想カメラが追っている間はフレーム下部にそのプレイヤーの名前が表示されるのだが、現在十六分割で表示されている画面のどこにも【Ｋｉｒｉｔｏ】の名はない。原則として戦せん闘とう中の者以外は映さないようなので、キリトは大会が始まってから三十分が経たつ現在まで、一度も戦っていないということだ。

　剣と魔法の世界から、慣なれない銃の世界にコンバートしたばかりで慎しん重ちようになっているのだろうか。でもアスナの知るキリトなら、いかなる状じよう況きようにも真正面から立ち向かおうとするはずだ。リーファの言うとおり、こんな大規き模ぼなイベントに出ておきながら、他の対戦者から三十分も逃げ隠れているというのはしっくり来ない。むしろ、開始直後に優勝候こう補ほと一戦やらかして華々しく討うち死に──のほうが納なつ得とくできるが、スクリーン右端に表示される出場者一覧ではまだキリトのステータスは【ＡＬＩＶＥ】だ。

「…………つまり、大会で活かつ躍やくするより、もっと大事な目的がある……ってこと……？」

　アスナが秘ひめやかな声で呟つぶやいたのと同時に、十六分割画面の中央近くで行われていた戦闘が佳か境きようを迎えた。

　視点プレイヤーの名前は【ダイン】。赤錆さびた鉄橋のたもとで無ぶ骨こつなマシンガンを構え、盛さかんに弾たまをばら撒まいている。しかし、青白い服を着た対戦相手は、猫妖精族ケツトシーのような身軽さで橋の上を縦横に跳び、たちまち接近。よくハリウッド映画の犯罪者が使っているような太い銃を立て続けにぶっ放し、あっという間にダインを仕し留とめてしまった。

　同じ画面を見ていたらしいリズベットが、小さく口笛を吹く。

「おー、あの人強いね。なんか、こうして観みてるとＧＧＯもけっこう面白そうだなぁ。銃って自分で造れるのかな……」

　ＳＡＯ時代に引き続き、ＡＬＯでも工匠妖精族レプラコーンの鍛か冶じ屋やをしている彼女らしいコメントに、アスナは思わず口を綻ほころばせた。

「ちょっと、リズまでＧＧＯにコンバートするなんて言い出さないでよね。新アインクラッドの攻略、まだまだこれからなんだよ」

「そーですよ、リズさん！　もうすぐ、やっと二十層台開放のアップデートがあるんですから」

　ソファーの向こう側からシリカにまで突っ込まれ、リズベットはひょいと両手を持ち上げる。

「わかってる、わかってるわよ。どんなゲームにも強い人はいるもんだなーって思っただけよ。きっとあの青い人が、今回の優勝候補……」

　と、そこまでを口にした瞬しゆん間かん、同じ画面の中で、まさにその《青い人》がばったりと倒れた。

　フレームがぐいっと回り込み、今度は倒れた青服が視点キャラとなる。下部に、【ペイルライダー】なる名前が表示される。

　倒れはしたが、一撃死してしまったわけではないようだ。右肩のダメージ痕こんを中心に細かいスパークが這はい回り、アバターの動きを封じているように見える。

「まるで、風魔法の《封雷網サンダーウエブ》みたい……」

　風妖精族シルフの魔法戦士であるリーファのコメントに、火妖精族サラマンダーの刀使いクラインが、趣しゆ味みの悪いバンダナで逆立てた赤毛を振り振りぼやく。

「オリャ、あれ苦手なんだよなぁ。ホーミング性能良すぎだろどう考えても」

「あんたは弱体化魔法デバフ全部苦手でしょ！　ちっとは魔法抵抗レジスキル上げなさいよ」

「へん、やなこった。侍さむらいたるもの、魔の一文字がついたスキルは取れねえ、取っちゃなんねぇ！」

「あのねぇ、大昔から、ＲＰＧの侍って言えば戦士プラス黒魔法なクラスなの！」

　クラインとリズベットの掛け合いに苦笑しつつ、アスナは右手を伸ばして問題の画面をフォーカスすると、二本の指を左右に開いた。横たわるペイルライダーが一気に拡大され、他の中ちゆう継けい画面は周囲に押しやられる。

　突然の麻ま痺ひ転倒からすでに十秒以上が経けい過かしているが、フレームには他の誰だれも入ってこない。ただ、赤茶けた大地と鉄橋、その下を流れる大河と彼方かなたの森が砂さ塵じんに霞かすんでいるだけ──……

　ばさっ。

　と、突然のサウンド。五人が同時にぴくりと体を動かす。画面の左側から、いきなり黒い布地がフレームインしてきたのだ。カメラが徐じよ々じよに引き、新たな登場人物の全身が大スクリーンに映し出される。

「……ゴースト……？」

　と、掠かすれ声で呟つぶやいたのはリズベットかシリカか──それともアスナ自身か。

　微風に揺ゆれる、ぼろぼろにほつれたダークグレーのマント。内部を完全な闇やみに隠すフード。そして、その奥で鬼火のように赤く瞬またたく二つの眼。それらの出で立ちが、かつてアインクラッドで散々苦しめられた幽霊ゴースト系モンスターに、あまりもよく似ていたのだ。

　一いつ瞬しゆんぎゅっと眼をつぶり、もう一度画面を見る。もちろん、そこに立つのは実存なき霊体などではなく、大会参加プレイヤーの一人だった。マントの裾すそからは二本の脚あしがちゃんと見えるし、右肩にはやけに大きな黒い猟銃を掛けている。恐らくはこのぼろマントが、ペイルライダーを電流で麻痺させた当人なのだろう。遠距離から捕縛系魔法で敵の動きを封じ、接近して物理攻撃で止とどめを刺すスタイルの魔法戦士は、ＡＬＯでもポピュラーな能力構成ビルドだ。

　そのアスナの想像を裏付けるかのように、ぼろマントは右手を懐ふところに差し込むと、これまた黒いピストルを一丁取り出した。だが、あれが主ダメージソースなのだとしたら、何と言うか……少しばかり……

「……ショボくねぇ？」

　と、まるで同じ印象を受けたらしいクラインが、部屋の端はしで声を上げた。相変わらず無ぶ精しようひげを浮かせている顎あごをじょりじょり擦こすりながら続ける。

「どう見ても、肩のでけぇライフルのほうがＡ攻Ｔ撃Ｋ力上っぺぇよな。あっちで撃うちゃいいのに」

「弾たま代が高い、とかかなぁ？　ＡＬＯでも、大魔法は高い触しよく媒ばいいっぱい使うし」

　リーファのコメントに一同がううむと考える間にも、ぼろマントは黒いピストルの後ろ端の金具をきりりと起こし、いまだ倒れているペイルライダーに銃口を向けた。

　しかし、まるで対戦者──あるいは観客を焦じらすかの如ごとく、まだ引き金を引こうとはしない。代わりに左手を持ち上げると、予想外のアクションを見せた。人差し指と中指の先で、額ひたい、胸、左肩、右肩の順に素早く触ふれたのだ。

　瞬しゆん間かん──。

　ちりっ、とアスナの頭の内側で、何かが小さく引き攣つれた気がした。

　ゼスチャーとしては、特に目新しいものではない。いわゆる《十字を切る》仕草だ。洋画ではよく見かけるし、ＶＲＭＭＯの中でも、特に回復師ヒーラー系職業のプレイヤーがロールプレイの一部として行う例は多い。もちろん正式なキリスト教信者からすれば愉ゆ快かいではないだろうが、アスナは別にクリスチャンではないし、いまの感覚は怒りや不快さとは異なるものだった。強いて言うなれば──触れてはいけない紐ひもを、うっかり指先で引っかけてしまったかのような……。

　我知らず全身を強こわ張ばらせ、両眼を見開くアスナの視線の先で、ぼろマントは十字を切り終えた左手をピストルの握にぎりに添そえた。右足を引き、半身の姿勢になって、今度こそペイルライダーに向けて引き金を──

「あっ……!?」

　突然、全員の口から驚おどろきの声が迸ほとばしった。

　ぼろマントが、何を考えてか、いきなり体を大きく後ろに仰のけ反ぞらせたのだ。

　そのアクションの理由は、コンマ一秒後に判明した。ばさりと広がったマントの裾すそを掠かすめるように、フレーム外から巨大なオレンジの光弾が飛来し、直前までアバターの心臓が存そん在ざいした位置を貫つらぬいて再び画面外に飛び去ったのだ。

　多分、ずっと遠くから、何者かがぼろマントを狙ねらい撃うったのだろう。しかもその弾たまは、ぼろマントの左後背から飛んできたようにアスナには見えた。あの角度、あの速度で襲おそってきた遠距離攻撃をああも華か麗れいに避よけるとは、凄すさまじい技術だ。たとえゲーム世界が違ちがっても、それは断言できる。

　突然の銃弾をかわしたぼろマントは、生気の感じられない動きでぬるりと上体を戻しざま、一いつ瞬しゆんだけ左後ろを振り返った。闇やみに吞のまれたフードの奥で、見えない顔が確かにニヤリと嗤わらったのをアスナは感じた。

　再び、頭の奥がちりりと疼うずく。

　──何？　この感じは何なの……？　これは……記き憶おく？　でも、そんなはずはない……わたしは、ＧＧＯ世界に行ったことも、プレイ動画を観みたことすらないのに……。

　まるで、アスナの途と惑まどいを撃ち抜かんとするかの如ごとく、ぼろマントが再びピストルを持ち上げた。

　そして、今度こそ、地面で麻ま痺ひするプレイヤーに向けて無造作に引き金を引いた。

　乾いた銃声。真しん鍮ちゆう色の空から薬やつ莢きようが飛び、足元の荒れ地にちりんと落ちる。

　発射された銃弾は、倒れるペイルライダーの胸の真ん中に命中し、ささやかなフラッシュを生んだ。とても、一撃でＨＰを削けずり切るような大攻撃には見えなかった。

　その印象が正しかったことを、一秒後、ペイルライダー自身が証明した。ようやく麻ま痺ひから回復したアバターをがばっと起こし、右手の大きな銃をぼろマントの胸に突き付けたのだ。

「うわ、大逆転……」

　リズベットがそう口走ったとおりの光景を、アスナも予期した。

　だが。

　轟ごう音おんも、閃せん光こうも、引き金が落ちる音さえも、聴覚に届くことはなかった。代わりに、ペイルライダーの手から銃が滑すべり落ち、どさりと足元に転がった。

　続けて、その持ち主もゆっくりと右に傾かたむき──再度、地面に棒ぼう倒しになる。

　ヘルメットに装そう着ちやくされたスモークカラーのシールドの下に、鋭するどい鼻筋と引き締しまった口が見えた。唇くちびるが震ふるえ、突然いっぱいに開かれる。その奥から、無音の感情が激しく迸ほとばしる。それが、アバターに宿るプレイヤー自身の驚きよう愕がくと恐怖であることをアスナは直感的に悟さとる。

「な……何…………？」

　左手を口に当てたリーファが掠かすれる声を漏もらしたその時、更さらに予想外の事態が引き起こされた。横倒しでもがいていたペイルライダーの全身が、まるで一時停止ボタンを押されたかのようにぴたりと凍こおり、直後ホワイトノイズ的なエフェクトに包まれて消失したのだ。

　エフェクト光は、アバター本体が消えた後もしばし空中に留とどまり、凝ぎよう集しゆうして一つの文字列を形作った。回線切断デイスコネクシヨンと読めるその立体フォントを、艶つやのない黒のブーツが踏ふみ荒らした。ぼろマントが、左手をマントの内側に戻しながら一歩前に進み出てきたのだ。

　どうやら向こうにも生中ちゆう継けいのカメラ視点の場所が解わかるらしく、右手の拳銃がまっすぐ画面のこちら側に向けられる。まるで、ＧＧＯとＡＬＯという世界の壁を──いや、仮想と現実の境界をも飛び越こえて生身の自分を照準されているかのような感覚に、背中がすっと冷たくなる。

　フードの奥の闇やみで、赤く光る両眼がちかちかと瞬またたいた。それと同期して、機械的なぶつ切れの声が画面から流れ出した。

「……俺おれと、この銃の、真の名は、《死銃》……《デス・ガン》」

　冷たい無機質さの奥に生々しい感情の歪ゆがみを押し包んだようなその声を聞いた瞬しゆん間かん、アスナの記き憶おくの深い場所に、これまでで最大の軋きしみが生まれた。

　呼吸が止まる。動悸が速まる。モニタの中央、ぼろマントの見えない顔に向かって視野が落ち込んでいく。再び、声。

「俺は、いつか、貴様らの前にも、現れる。そして、この銃で、本物の死をもたらす。俺には、その、力がある」

　きりっ、と黒い銃が小さく鳴く。もし今あの銃の引き金が引かれたら、仮想のスクリーンを砕くだいて弾たまが飛び出してくるような気がして、アスナは思わず身構える。その恐怖を見透すかすかのように、ぼろマントはフードの奥でにやりと笑みの気配を漏もらす。もう一度──声。

「忘れるな。まだ、終わっていない。何も、終わって、いない。──イッツ・ショウ・タイム」

　そのたどたどしい英語を聞いた瞬しゆん間かん、最後の、そして最大の衝しよう撃げき。

　──わたしは、あいつを知っている。

　間ま違ちがいない。どこかで会っている。言葉を交かわしている。でも、どこで……。

　ううん、その答えも、わたしはもう気付いている。あの浮遊城……アインクラッドの中だ。いまＡＬＯの空に浮かんでいる安全な複製品じゃなく、わたしが二年間を過ごした真の異世界。《ソードアート・オンライン》。終わっていない、というあいつの言葉の前には、あのゲームの名前が隠されている。

　──誰だれ？　あの世界で会った誰が、ぼろマントのアバターを動かしているの……？

　呆ぼう然ぜんと、しかし超高速で思考を回転させていたアスナは、突然右後ろで響ひびいた硬質なサウンドにソファーの上で跳び上がりかけた。

　振り向くと、音源は、床の上で粉こな々ごなに砕くだけてポリゴンの細片を消しよう滅めつさせつつあるクリスタルのタンブラーだった。バーカウンターのスツールに掛けるクラインの右手から滑すべり落ちたものだ。しかし、決して安価ではないプレイヤーメイドのアイテムを破は壊かいしたことにも気付いていない様子で、クラインはバンダナの下の両眼を丸く見開いている。

「ちょっと、何やってんの……」

　リズベットの文句を、クラインの低く嗄しやがれた声が遮さえぎった。

「う……噓うそだろ……あいつ……まさか……」

　それを聞いた途と端たん、アスナは今度こそソファーから立ち上がっていた。向き直り、叫さけぶ。

「クライン、知ってるの!?　あいつが誰なのか!?」

「い、いや……昔の名前までは……。でも……間違いねぇ、これだけは断言できる……」

　そして刀使いは、深い恐怖に彩いろどられた眼でアスナを見て、言った。

「野郎は……《ラフコフ》のメンバーだ」

「…………!!」

　アスナだけでなく、リズベットとシリカまでもが激しく息を吸い込んだ。《ラフコフ》──アインクラッドを数々の凶行で血に染めた殺人レツドギルド《ラフィン・コフィン》の名は、中層で暮らしていた彼女たちの記き憶おくにも染み付いているのだ。

　無意識のうちに二人の肩に手を置き、アスナはクラインにおそるおそる問いかけた。

「ま……まさか……あいつらのリーダーだった、あの包丁使い……？」

「いや……《ＰｏＨプー》の奴やつじゃねぇ。野郎の喋しやべりや態度とはぜんぜん違う。でも……さっきの、『イッツ・ショウ・タイム』ってのは、ＰｏＨの決め台詞ぜりふだったんだ。たぶん、野郎に近い、かなり上の幹部プレイヤーだ……」

　呻うめくようにそう言うと、クラインはもう一度スクリーンを見た。アスナや、他の三人も、つられるように眼を戻す。

　正面の拡大画面の中では、ぼろマントが黒い拳銃をしまい、遠ざかりつつあるところだった。幽霊を思わせる滑すべるような動きでフレーム奥の鉄橋に近づき、しかしそれを渡るのではなく、橋桁げたの外側を通って川岸へと降りていくようだ。赤い夕日が作り出す強いコントラストの中で、ダークグレーのマントはたちまち橋の陰かげに溶け、消えてしまった。

　室内に満ちた重い沈ちん黙もくを、リーファの小さな声が破った。

「あの……、《ラフコフ》って……？」

「ええとね……」

　隣となりに座るシリカが、この場で唯ゆい一いつＳＡＯプレイヤーではないリーファに、かの殺人ギルドの猛もう威いとその消しよう滅めつについて簡略に説明する。

　それを聞き終わったリーファは、一いつ瞬しゆん強く唇くちびるを嚙かむと、翡ひ翠すい色の瞳ひとみでまっすぐアスナを見て、言った。

「アスナさん。お兄ちゃん、きっと、知ってたんだと思います。ＧＧＯに、さっきの人がいること」

「えっ……!?」

「夕べ遅おそくに帰ってきてから、なんだか様子がおかしかったんです……。もしかしたら……昔の因いん縁ねんに、決着をつけるためにＧＧＯに……」

　愕がく然ぜんと立ち尽つくすアスナの手を、今度はリズベットがそっと握にぎった。落ち着かせるように一度力を込めてから、ピンク色のショートヘアを揺ゆらして首を傾かしげる。

「でも、それだと……バイトって話はどうなるの？　キリトは、誰だれかにリポートの依頼されてＧＧＯに行ったんでしょ？」

　そう、その通りだ。キリトに今回の件を依頼したのは、総務省仮想課の菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうのはずだ。いかに元《ＳＡＯ事件対策チーム》の責任者だったとはいえ、菊岡がラフィン・コフィンと攻略組に関する詳しよう細さいを知っているとは思えない。だが同時に、キリトのコンバートとぼろマントの存そん在ざいが単なる偶ぐう然ぜんのリンクだとも信じることはできない。何かがあるのだ。菊岡の眼をＧＧＯに向けさせ、キリトに調査を依頼させるきっかけとなった、何かが。

　アスナは大きく息を吸うと、リズベットの手に触ふれ返し、言った。

「わたし、一度落ちて、キリトくんの依頼主と連れん絡らく取ってみる」

「えっ!?　アスナ、知ってるの!?」

「うん。本当は、みんなも知ってる人なの。……ここに呼び出して問い詰つめるわ。絶対、何か知ってるはず。それとユイちゃん、私がログアウトしてる間に、ＧＧＯ関係の情報をサーチして、さっきのぼろマントのプレイヤーに関係するデータがないか調べてくれる？」

「了りよう解かいです、ママ！」

　肩から黒髪のピクシーが飛び立ち、テーブルに降り立つ。ユイはそのまま瞼まぶたを閉じ、ネットの混こん沌とんから情報を拾い出す作業を開始する。

「……じゃあ、みんな、ちょっとだけ待ってて！」

　そう叫さけぶや、アスナは水色のロングヘアを揺ゆらしてソファーの背を飛び越こえ、素早くメインメニューウインドウを出した。もう一度全員に頷うなずき掛けてから、ログアウトボタンを押す。

　たちまち虹にじ色の光がアスナの体を包み、仮想世界の樹上から遥はるかな現実世界へと魂たましいを飛ひ翔しようさせた。
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　ガンゲイル・オンラインというゲームには、昔ながらのＲＰＧで言うところの《戦士》や《魔法使い》的な職業クラスという概がい念ねんはシステム上存そん在ざいしない。

　各プレイヤーは、筋力ＳＴＲや敏捷ＡＧＩ、耐久ＶＩＴ、器用ＤＥＸといった六種類の《能力値ステータス》、及および火器習熟マスタリーや弾道予測拡張サジエスチヨン、応急手当フアーストエイド、軽業アクロバツトなど数百種類の《技能スキル》を自由な選せん択たくによって上昇させ、自分だけの能力構成ビルドを作り上げる。つまり、ある意味では、このゲームのクラスはビルドの数だけ存在するとも言えるわけだ。

　だがその一方、あまりにも無計画なビルド──たとえば、ＳＴＲが低くて大型火器が持てないのに重機関銃マスタリーを上昇させるなど──は戦せん闘とう力を削そいでしまう。ゆえに、この火器を使うならこのステータスとスキルは必ひつ須す、というようなビルドの定番パターンというものが当然できてくる。選択スキルの細部は違ちがえど、その大まかなパターンが共通するプレイヤーを、便べん宜ぎ的てきに《アタッカー》や《タンク》、《メディック》、《スカウト》などというクラス名で呼ぶこともある。

　シノンのクラス《スナイパー》も、希レ少アではあるがその一つだ。大型のライフルを装そう備びするためにＳＴＲを優先し、照準精度を上げるためのＤＥＸと、撃うったあと高速で離り脱だつするためのＡＧＩもそこそこ上げる。代わりに、見つかったら負けと割り切ってＶＩＴはばっさり捨てる。スキルも、もちろん狙そ撃げき銃マスタリーは必須、その他命中率に関係するものも片端から取る。当然、防ぼう御ぎよ用スキルは全切り。もっとも、そこまでしても例の《心しん拍ぱく連動システム》のせいで外れる時は外れるのが狙撃の難しさなのだが。

　そんなピーキーすぎるスタイルゆえに、実は多人数のバトルロイヤル戦にはあまり向いていない。遠くの誰だれかを狙ねらっているあいだに、他の敵に近ちか間まに潜もぐられてしまいがちだからだ。そして、サブマシンガンやアサルトライフルを装そう備びしたアタッカー型に肉にく薄はくされれば、スナイパーはもう手も足も出ない。破れかぶれに無照準で一発撃うって──たいがい当たらない──次の弾たまを撃つ前に、フルオートの弾だん幕まくで蜂はちの巣にされてエンドだ。

　以上のような理由によって、もしシノンが一人で行動していたら、命中率重視型のミドルアタッカーである《夏カ侯コウ惇トン》にノリンコＣＱの射程まで接近されていた時点で勝ち目はなかっただろう。

　しかし、今回ばかりは事情が違ちがった。妙みような成り行きによって、シノンの隣となりには、ＧＧＯ世界でおそらく唯ゆい一いつの《光こう剣けん使い》クラスである黒髪の少女──にしか見えない少年が立っていたのだ。

　光剣フオトンソードという、運営体ザスカーのプログラマーが趣しゆ味みだけで設定したとしか思えない武器のピーキーさは、狙撃銃の比ではない。

　射程は、刀身の長さである約一・二メートル。ＧＧＯ世界最小の実弾銃《レミントン・デリンジャー》の有効射程はわずか五メートルしかないが、それよりも遥はるかに短い。しかし、その青白く輝かがやくエネルギーの刃やいばには、想像を絶する威い力りよくが設定されている。何せ、至し近きん距離から発射されたヘカートの50ＢＭＧ弾をも切断してのけたくらいだ。

　あらゆる弾を斬きれるということは、見方を変えれば、世界最強の防ぼう御ぎよ兵器だということでもある。とは言え、幅はばわずか三センチの刀身で、音速を遥かに超えて襲おそい来る銃弾の雨を防ふせぐのはいかに《弾道予測線》があるといっても至し難なんの業わざだ。殺さつ到とうする予測線の軌き道どう、順序を見極きわめる冷静さ。ライン上に素早く、正確に剣を動かす反はん応のう力。そして何より、全自動ライフルの銃口を向けられて動じない糞くそ度胸──。

　いったいどういう練習をすれば、そんな技術が身につくのかシノンには想像もつかない。いや、それはもうＶＲゲーム上の技術テクニツクではないのかもしれない。アバターと一体化したプレイヤー自身の経験、信念、そして魂たましいの力。

　リロードを終えた夏侯惇が二度目に乱射したＣＱの弾幕を、空中に光の残像を無数に引きながら命中弾のみ次々弾はじき落とすキリトの背中を見ながら、シノンはそんなふうに感じずにはいられなかった。

　仮想世界と現実世界の壁を越えた強さ。それは、シノンの目指す境地そのものだ。この世界で、狙撃手としての冷静さ、いや冷れい酷こくさ──非情さを身につけ、朝あさ田だ詩し乃のとしての自分に宿る弱さを打ち砕くだく。その強さを与えてくれるターゲットを求めて、半年間この荒こう野やを彷徨さまよってきた。

　全身全霊を振り絞しぼってこのキリトという強敵と戦い、勝てれば、きっと。シノンは、昨日の出会いから今に至いたるまでずっとそう考え続けている。

　でも同時に、もう一つの感情が胸の奥に芽め生ばえつつある気もするのだ。

　知りたい。話して欲しい。キリトがＧＧＯに来る前にいた世界のことを。そこでどんなふうに生き、何を感じ、どう戦い抜いたのかを。いや──現実世界の彼自身がどんな人間なのか、それすらも知りたいと思う。いままで、誰だれかについてそんなふうに感じたことは一度もなかったのに…………

「シノン、今だ！」

　夏カ侯コウ惇トンの第二射をも全弾叩たたき落としたキリトの叫さけびが、シノンの想念を破った。

　半なかば自動的に右手人差し指が動き、ヘカートのトリガーを絞しぼる。集中力に欠けること甚はなはだしい一撃だったが、何せ距離が百メートル以下だ。命中一極型ビルドのシノンが外すわけもなく、放たれた弾丸は夏侯惇の武者風ボディアーマーをど真ん中から貫つらぬいた。

　通常の戦せん闘とうなら、ＨＰが全ぜん損そんしたアバターは硝子ガラスのように砕け散り消しよう滅めつするが、ＢｏＢ本大会に限っては特例ルールによって死体がその場に残る。ヘルメットの房ふさ飾りをたなびかせながら吹き飛んだ夏侯惇は、両手両脚あしを広げて荒れ地に転がると、赤い【Ｄｅａｄ】タグを回転させはじめた。

　ふう、と息をつきながら立ち上がり、残り少なくなったヘカートの七発入り弾だん倉そうを交こう換かんする。相棒を右肩に背せ負おい、ちらりと一時的パートナーの様子を見る。

　手の中で光こう剣けんを器用に回転させ、腰こしのカラビナに戻すキリトの横顔は、赤い夕日を受けてひときわ謎なぞめいて見えた。先ほどの、知りたいという渇かつ望ぼうにも似た感情を深呼吸で胸の奥に押しやり、シノンは早口に言った。

「今の戦せん闘とう音で、もっと集まってくる。どこかに移動しないと」

「ああ」

　キリトは頷うなずくと、鋭するどい視線をすぐ近くの川面かわもに向けた。

「《死銃》は川沿いに北に向かったはずだ。いったんどこかに身を潜ひそめて、九時の《サテライト・スキャン》で次のターゲットを決める気だろう。これ以上の死……被弾者が出る前に奴やつを止めたい。アイデアを貸してくれ、シノン」

　思いがけず頼られ、何度か瞬まばたきしてしまってから、慌あわてて頭を回転させる。いまだこの状じよう況きように意識をアジャストできているとは言えず、まともなアイデアなど出てくるわけがないと思えたが、幸い口はすぐに動き始めた。

「……いくら妙みような力があると言っても、《死銃》は基本的には狙撃手スナイパーだわ。遮カ蔽バ物ーの少ないオープン・スペースは苦手のはず。でも、ここから北に行くと、川向こうの森もすぐに途と切ぎれる。その先は、島中央の都市廃はい墟きよまで、ずっと見通しのいい野原よ」

「つまり、奴やつは次の狩り場に、あの廃墟を選ぶ可能性が高い……ってことか」

　呟つぶやき、キリトは遥はるか北の地平線に霞かすむビル群のシルエットを見やった。遠近エフェクトのせいでかなり遠くに見えるが、直線距離だと三キロ足らずだ。そこそこのＡＧＩがあれば、警けい戒かいしながらでも十分かからずに走破できる。

「よし。俺おれたちも街を目指そう。川岸を走れば、左右からは見えないはずだ」

「……わかった」

　キリトの言葉に頷うなずき、シノンは短く背後を振り返った。

　少し離はなれた鉄橋のたもとには、相変わらずダインの《死体》が転がっている。だが、そのオブジェクトの存そん在ざいは、逆に彼がまだ生きていることを示している。真に死んだ──かもしれない──のは、すでに影も形もない《ペイルライダー》のほうだ。

　正直、まだ全てを信じる気にはなれない。同時に、全てが噓うそだとも思えない。

　でも、ひとつだけ確かな予感がある。それは、この第三回ＢｏＢ本大会のあいだに、自分の何かが変わるだろうということ。望む方向になのか、そうでないのか──そしてその変化を運んでくる相手が、キリトなのか、あの謎なぞのぼろマントなのかはまだ解わからないが。

　今はただ、直感を信じて行動するだけだ。直感インスピレーシヨン、それだけは、いかなるビルドでもブーストすることのできない唯ゆい一いつのスキルなのだから。




　シュピーゲルのような一極型には及およばないが、シノンの敏Ａ捷Ｇ力Ｉは決して低いほうではない。ＳＴＲ優先だというキリトと数値的には大差ないはずだ。

　しかし、こうして一いつ緒しよにダッシュしてみると、たなびく黒髪を追い掛けるのにシノンはほとんど必死にならざるを得なかった。何と言うか、《身のこなし》が違ちがうのだ。川岸に数限りなく転がる大石や、いきなり出現する亀き裂れつを、キリトはまるで位置を暗記でもしているかのようにひょいひょいと避よけ、飛び越こえていく。時折ちらりと振り向き、シノンにスピードを合わせている様子がまた小こ憎にくらしい。

　とは言え、先を行くキリトが走りやすいルートを示してくれたからこそ、予想より早くフィールド中南部の草原地帯を縦断できたのは確かだった。足元の河かわ床どこはいつしかコンクリートに覆おおわれ、見上げれば天を衝つくビル群がもう間近に見える。いよいよ、この島の主戦場たる都市廃墟に侵入したのだ。

「追いつかなかったね」

　足を緩ゆるめたキリトに、シノンはそう囁ささやきかけた。川底に潜もぐって都市を目指したはずの《死銃》に途と中ちゆうで追いつき、非武装状態で水から出るところを攻撃できるのではないかと少しばかり期待していたのだ。

「……まさか、どこかで追い抜いちゃったとか……」

　そう続けると、振り向いたキリトは、難しい顔で背後に伸びる川面かわもを見やりながら答えた。

「いや、それはないよ。走りながらずっと水中をチェックしてたから」

「そ、そう……」

　そもそも、アクアラングを背せ負おっていない限り、一分以上水に潜もぐっていることはできないはずだ。Ｌ１１５などという大型ライフルを持つ死銃にそこまで装そう備び重量の余よ裕ゆうがあるとは思えない。あの鉄橋の下で川に潜り、北への流れに乗ってシノンたちから見えない場所まで泳いだら、そこで岸に上がってあとは走ったに違ちがいない。

「──なら、もうこの街のどこかに潜せん伏ぷくしてるはずだね。川はあそこで行き止まりだし」

　シノンが視線を向けた先では、川が暗あん渠きよとなって都市地下に流れ込んでいる。その入り口には頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子しが設置され、プレイヤーが通り抜けられないのは明らかだ。あの手の障害物オブジェクトは、たとえプラズマグレネードを百発投げ込んでも破は壊かいすることはできない。

「そうだな……。九時のスキャンまで、あと三分か。この廃墟の中にいる限り、衛星の眼をごまかす手段はないってことだよな？」

　キリトの問いに、シノンは一いつ瞬しゆん考えてから強く頷うなずいた。

「うん。前の大会じゃ、たとえ高層ビルの一階にいてもマップに映ったから。隠れるのに大きなリスクがある水中か洞どう窟くつ、それ以外にスキャンを避さけられる場所はないはず」

「ＯＫ。なら、次のスキャンで死銃の場所を特定したら、奴やつが誰だれかを撃うつ前に強きよう襲しゆうしよう。俺おれが突っ込むから、シノンは掩えん護ごを頼む」

「……それはいいけど……」

　シノンは肩をすくめ、久々にキリトから一本取るべく指摘した。

「一つ問題があるよ。《死銃》はあいつの正式なキャラネームじゃないこと、忘れてないでしょうね？　名前が判わからないと、レーダー上で位置を突き止められない」

「う……そ、そうか」

　光こう剣けん使いは形のいい眉まゆをひそめ、考え込む。

「確か……出場者三十人の中で、シノンが知らない奴は三人だったよな？　そのうち、俺が追い掛けてた《ペイルライダー》は死銃じゃなかった。てことは、残りの二人……《銃ジユウ士シＸエツクス》か《スティーブン》のどっちかが奴だ……。街にいるのが片方だけならそいつで決まりだけど……」

「もし両方いたら、迷ってる余よ裕ゆうはないわよ。どっちを攻撃するか今決めておかないと。──あのさ、今ふと思ったんだけどさ……」

　こほん、と咳せき払いして続ける。

「……《ジュウシ》をひっくり返して《シジュウ》。《Ｘ》は《クロス》、あいつがやってた十字のこと……ってのは、さすがに安あん易いすぎ……よね」

「う、うーん……いやまあ、ＶＲＭＭＯのキャラネームなんて基本みんな安易だと思うけどな。俺おれは本名のモジリだし……君は？」

「…………私も」

　お互たがい微び妙みような表情で視線を交かわしてから、同時にもう一度咳せき払い。

　キリトは尚なおも決めかねる様子で、ため息と一いつ緒しよに言葉を吐はき出した。

「いっそ、《スティーブン》のほうが名前のとおり外人さんなら話は早いんだけどな。ＢｏＢには、海外プレイヤーは出てないのか？」

「えっと……」

　腕時計に眼を走らせると、スキャンまであと二分を切っている。シノンは可能な限りの早口で説明した。

「第一回大会の頃ころは、サーバーをＵＳアメリカとＪ日Ｐ本から自由に選べたから、ＵＩインタフエースが日本語のＪＰサーバーにも外人さんは少しだけどいたらしい。私はその頃まだＧＧＯやってなかったから、し……シュピーゲルに聞いた話だけど、最初のＢｏＢで優勝したのはあっちの人なんだって。なんかもう鬼みたいに強くて、ナイフとハンドガンだけで日本人皆みな殺しだったとか……」

「へえ……。名前は？」

「確か、サト……サトリ何とかみたいな変な名前。でも、私がゲームを始めた頃にはもう、ＪＰサーバーには日本国内からしか接続できなくなってたから、第二回とこの第三回に出てるプレイヤーは全員日本人……少なくとも日本在ざい住じゆう。《スティーブン》も、表記はアルファベットだったけど日本の人のはず」

「そうか……」

　キリトは一度強く瞬まばたきすると、意を決したように告つげた。

「よし、廃はい墟きよに両方いた場合は《銃士Ｘ》のほうに行こう。もし俺が、ペイルライダーと同じようにスタン弾に撃うたれて麻ま痺ひしても、慌あわてずその場で狙そ撃げき体勢に入ってくれ。死銃は必ず出てきて、あの黒い拳銃で止とどめを刺さそうとするはずだ。そこを撃つんだ」

「え…………」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、シノンは一分を切っている残り時間のことも忘れ、両眼を見開いていた。間近にある黒い瞳ひとみを見つめ、問いかける。

「……なんで、そこまで……」

　私を信じられるの？　のひと言は音にせず──。

「……だって、私が死銃じゃなく、あんたを背中から撃つかもしれないのに……」

　するとキリトのほうも意外そうに眉まゆを持ち上げ、次いでごく小さく微笑ほほえんだ。

「君がそんなふうに俺を撃たないことくらい、もう解わかってるさ。さあ……時間だ。頼むよ、相棒」

　そして黒衣の光こう剣けん使いは、シノンの左腕をぽんと叩たたき、河かわ床どこから市街地に上がるための階段に向かって歩き始めた。

　触ふれられた場所に、昨日指先に感じたのと同じ奇き妙みような熱と疼うずきを感じながら、シノンも無言でその背中を追った。こいつは倒すべき敵なんだ、と自分に言い聞かせるのが昨日からもう何度目なのか、すでに判わからなくなっていた。




　コンクリートの短い階段の上部、市街地からは見通せない位置にキリトと並んでうずくまり、シノンは今日四度目の《サテライト・スキャン》を待った。

　右手に衛星端たん末まつを握にぎり、左腕のクロノグラフを睨にらむ。現実時間午後八時五十九分五十五秒……六秒……。バトルロイヤルが去年と同じペースで進行しているなら、そろそろ後半戦、つまりプレイヤーが半減している頃ころだ。実際つい先ほどまで、頭上の廃はい都市では銃声や爆ばく発はつ音が繰くり返し響ひびいていた。それも今は一時的に止やんでいる。全員物もの陰かげに身を潜ひそめ、端末を睨んでいるのだろう。

　八秒、九秒、ジャスト午後九時。

　端末のマップ上に、白と灰色の光点が幾いくつも浮かび上がる。

「キリト、あんたは北からチェックして！」

　小声で言い、シノンは市街地の一番南、川の西岸に密接して並ぶ二つの点に触れた。表示された名前はもちろん【Ｋｉｒｉｔｏ】と【Ｓｉｎｏｎ】。近接戦せん闘とうが十五分以上も続くことはほぼ有り得ないので、さすがにもう他のプレイヤーたちも、この二人が戦っているのではなく組んでいるのだと気付いただろう。決してルール違反ではないし、過去の大会でも協力ｃｏ─ｏｐプレイをした出場者はいたはずだが、「あのシノンが」と思われることは避さけられない。せめてこのまま、二人でいるところを中ちゆう継けいカメラに撮とられずにい続けられればいいのだけれど。

　──というような雑念を頭の片端に押しやりつつ、高速で北側の光点群を生死にかかわらずタッチし、名前を確認していく。《Ｎｏ─Ｎｏ》、《闇ヤミ風カゼ》、《ｈｕｕｋａ》、《魔マ鎖サ夜ヤ》……どれも顔見知りの有名プレイヤーたちだ。もし探している二つの名前が両方ともこの街に存そん在ざいしなければ、自分たちの推すい測そくが根本から間ま違ちがっていたことになる──……

　いや。

「「……いた！」」

　と叫さけんだシノンの声は、キリトのそれと完かん璧ぺきにシンクロしていた。

　街の中央、スタジアム風の円形建築物の外周部。見晴らしの良さそうな、絶好の狙そ撃げきポジションに単独で表示されている光点に触れた瞬しゆん間かん、その名前が浮かび上がったのだ。《銃士Ｘ》。

　キリトと一いつ瞬しゆん視線を見交かわし、すぐにそれぞれの端末に眼を戻す。クロスチェックのために、シノンはさらに北へ、キリトは南へと指を走らせる。五秒後、もう一度顔を上げ、同時に頷うなずく。

「今この街にいるのは《銃士Ｘ》だけだわ」

　シノンの囁ささやきに、キリトも張り詰つめた声で応じた。

「ああ、《スティーブン》はいないな。つまり、《銃士Ｘ》が《死銃》だということだ。狙ねらっているのは、多分……」

　キリトが、自分の端たん末まつに指を置いた。示されているのは、中央スタジアムからやや西に離はなれたビル上の光点──名前は《リココ》だ。孤立しているうえに、他の場所に行くためには絶対に銃士Ｘの射界に身を晒さらさねばならない。

　シノンが頷うなずく間にも、リココの光点はビル出口に向かって移動を開始した。道路に踏ふみ出した瞬しゆん間かん、Ｌ１１５ライフルのスタン弾が彼を襲おそうだろう。倒れたところをあの黒い拳銃で撃うたれる前に、死銃を阻そ止しせねばならない。

　端末を収しゆう納のうしたキリトは、シノンを正面から見て何かを言いかけた。しかし一度唇くちびるを閉じ、次いで短いひと言のみを口にした。

「掩えん護ご頼む」

「了りよう解かい」

　シノンもそれだけ答え、体を浮かせた。キリトの前に立って階段を登り、周囲の様子を窺うかがってから、右手で前進のサインを出すと同時に最後の一段を蹴けり飛ばす。

　今大会の舞台となっている島──正式名称《ＩＳＬラグナロク》の中央にそびえる古代都市の廃はい墟きよは、恐らく現実世界のニューヨーク市あたりをモデルに作られているようだった。機能性と伝統美が混在したデザインの摩ま天てん楼ろう群が夕空を衝つき、地上には英語の看板や広告が溢あふれている。無論、それら全てはひび割れ風化し、ツル性植物や砂さ塵じんに見る影もなく覆おおわれているのだが。

　暗あん渠きよとなった川の上に伸びる道を、シノンとキリトは全速で走った。現在この廃墟には、二人と死銃とその標的の他に少なくとも五、六人のプレイヤーがいるが、今は気にしていられない。幸い、先のスキャンでは、すぐにこの道路まで移動できそうなプレイヤーは見当たらなかった。更さらに路上には朽くちた黄色いタクシーや大型のバスが幾いくつも転がり、絶好の掩えん体たいとなってくれている。それらの間を縫ぬうように、北へとひた走る。

　ＡＧＩ補正全開のダッシュで、廃墟の半径である七百メートルを一分かからずに走破した二人の行く手に、巨大な円形建築物が出現した。目的地の中央スタジアムだ。シノンのハンドサインで少し先のバスの陰かげに飛び込み、割れたパノラマウインドウ越ごしに様子を窺う。

　スタジアムの外壁はビル三階ほどの高さで、東西南北に一つずつ入り口が設けられている。衛星スキャンの時から移動していなければ、銃士Ｘの現在位置は西の入り口の真上あたりのはずだ。シノンは見開いた両眼でじっと外壁の上部を睨にらんだ。視力強化ホークアイスキルの補正により、オブジェクトの遠近エフェクトが薄れ、視界の解像感が増す。朽ちかけたコンクリートの縁ふち、まるで銃眼のような三角のひび割れの奥に──。

「……いた。あそこ」

　ちか、と夕日に一いつ瞬しゆん光ったのは、間ま違ちがいなくライフルの銃口だ。シノンの見たものを、キリトも確認したようだった。囁ささやきに、同じく小声を返してくる。

「どうやら、まだ《リココ》が出てくるのを待ってるみたいだな。……よし、今のうちに後ろからアタックする。シノンは、通りを挟はさんだ向かいのビルから狙そ撃げき体勢に入ってくれ」

「え……、私も一いつ緒しよにスタジアムに……」

　思わずそう反論しかけたが、キリトは強い視線で遮さえぎった。

「これが、シノンの能力を最大限に活いかす作戦なんだ。ピンチの時は君がその銃で掩えん護ごしてくれると信じているから、俺おれは怖おそれることなくあいつと戦える。コンビって、そういうものだろ」

「…………」

　その言葉に、シノンは頷うなずくこと以外の何もできなかった。キリトはかすかに微笑ほほえみを浮かべると、腕時計を一いち瞥べつして続けた。

「俺は、君と別れてから三十秒後に戦せん闘とう開始する。その時間で足りるか？」

「……うん。充じゆう分ぶん」

「よし。じゃあ、頼んだ」

　そして黒髪の光こう剣けん使いは、躊躇ためらうことなく背中をバスから離はなし──。

　シノンと一度正面から視線を合わせると、ほとんど足音を立てずにスタジアムの南ゲート目指して駆け始めた。

　その細い背中が遠ざかるのを見つめながら、シノンは胸の奥に奇き妙みような感覚が生まれるのを自覚していた。緊きん張ちよう？　不安？　似ているけど、違ちがう。これは──、そう、心細さ……？

　────何を、馬鹿な！

　奥歯を嚙かみ締しめ、強く自分を叱咤しつたする。

　──私は、ＢｏＢ本大会に優勝しこの世界で最強のプレイヤーになるという目的を達成するめに、ただ合理的に行動しているだけ。未知のシステム外能力で大会進行を混乱させている《死銃》は速すみやかに排はい除じよしておきたいし、それまではキリトと一時的に協力するのもやむを得ない。それに成功すれば、その瞬しゆん間かんからあの光剣使いは敵に戻る。別れ、次に遭そう遇ぐうした時には躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引く。倒し、そして、忘れる。なぜなら、きっともう二度と会うことはないのだから。

　心臓のあたりのちくちくを無理矢理吞のみ下し、シノンも走った。市街地エリアに存そん在ざいする建築物には中に入れるものと入れないものがあるが、入れる場合は必ず判わかりやすい出入口が設置されている。スタジアムから、広い環状路を挟はさんで南西に面するビルも、壁面が大きく崩くずれていた。あそこから入って三階まで登れば、スタジアムの外壁通路を見通せるはずだ。距離が近すぎるので、普通に狙撃しようとすれば気付かれる怖おそれがあるが、さしもの死銃もキリトとの戦闘中に周囲を見回す余よ裕ゆうはあるまい。隙すきを見せれば、躊躇わず撃うつ。その後はもう、キリトと合流することなくこの廃はい墟きよを離れる。それでいい……。

　シノン自身は、あくまで普段と同じく冷静に行動しているつもりだった。

　しかしやはり、心のかなりの部分が、いつもとは違ちがう思考に占しめられていたのかもしれなかった。

　それを自覚したのは、ビル壁面の崩ほう壊かい部をくぐる寸前、背筋に強きよう烈れつな寒気を感じ、振り向こうとし、それすらもできずに路面に倒れた後のことだった。

　────何……どうして……!?

　いったい何が起きたのか、すぐには解わからなかった。

　背中がぞっと粟あわ立って……視界の左のほうで何かが光って……反射的に左手を持ち上げたら、腕の外側に激しい衝しよう撃げきがあった。撃うたれた、そう思って咄とつ嗟さに目の前のビルに飛び込みかけたのに、なぜか脚あしが動かなくて、そのまま路面に棒ぼう倒しになってしまった。

　ようやくそこまでを認識し、シノンは即座に起き上がろうとしたが、体が言うことを聞かない。どうにか動かせるのは両眼だけだ。投げ出された左腕を懸けん命めいに見下ろし、ダメージ感のあった前腕部を確かめる。

　デザートカラーのジャケットの袖そでを貫つらぬき、腕に突き刺ささっているのは──弾たまというよりは、銀色の針のような物体だった。直径五ミリ、長さ五十ミリ程てい度ど。根元部分が甲かん高い振動音とともに青白く発光し、そこから発生した糸のようなスパークが、シノンの腕から全身へと流れ込んでいる。これは────

　電でん磁じスタン弾。

　先に、ペイルライダーを麻ま痺ひさせた特とく殊しゆ弾とまったく同じものだ。アサルトライフルやマシンガン、ハンドガンには装そう塡てんできず、使用可能なのは一部の大口径ライフルのみ。その上、発射音がほとんど聞こえなかった。減音器サプレツサー付き大型ライフル、そんなものを装そう備びしている者がそうそういるはずがない。

　しかしシノンは、そこまで認識したのちも、自分を撃ったプレイヤーが《あいつ》だとは認められなかった。なぜなら、スタン弾が飛来したのは通りの南からだ。でもあいつは、北側のスタジアム外周にいるはずだ。シノンの存そん在ざいに気付くことなく、他のターゲットを狙ねらっているはずなのだ。だいたい九時の衛星スキャンでは、このタイミングで南からシノンを攻撃できるようなプレイヤーは存在しなかったと断言できる。《Ｎｏ─Ｎｏ》も《ｈｕｕｋａ》も《闇ヤミ風カゼ》も、踏とう破はに時間がかかる重度倒とう壊かい地域の向こうにいたのだ。

　理解できない。なぜ──誰だれが──どうやって。

　その問いに答えたのは、言葉ではなく、直後シノンの両眼が捉とらえたひとつの光景だった。

　明らかにそれまで何も存在しなかった、南に約二十メートル離はなれた空間にじじっと光の粒つぶが幾いくつか流れ、まるで世界そのものが切り裂さかれたかの如ごとく、何者かが突然出現したのだ。

　言葉の出ない喉のどで激しく喘あえぎつつ、シノンは無音で叫さけんだ。

　──メタマテリアル光歪曲迷彩オプチカル・カモ!!

　装甲表面で光そのものを滑すべらせ、自身を不可視化するという謂いわば究きゆう極きよくの迷彩能力だ。しかしあれは、一部の超高レベルネームドＭｏｂボスモンスターだけが持つ技だったはず。まさか、この第三回ＢｏＢから、フィールドにＭｏｂが導どう入にゆうされた？　でもそんなアナウンスはなかったのに。

　ばさり。

　と風に翻ひるがえるダークグレーの布地が、シノンの混乱極きわまる思考を遮さえぎった。

　表面がぼろぼろに毛羽だった長いマント。頭部を完全に覆おおう同色のフード。光歪曲迷彩を解き、完全に姿を現わした襲しゆう撃げき者を、シノンはただ呆ぼう然ぜんと見つめた。そこに存そん在ざいするはずのない、あの《ぼろマント》を。

　────《死銃》。

　十数分前にペイルライダーを消し、もしかしたら前回優勝者の《ゼクシード》と大スコードロン主しゆ催さい者の《薄塩たらこ》をも殺したかもしれない、沈黙の暗殺者サイレント・アサシン。

　ゆっくりとなびくマントの内側には、足元近くまで伸びる大型ライフルの銃身と、その先端に装そう着ちやくされたサプレッサーがはっきりと見える。あの大判マントに光歪曲能力があるのなら、構えたライフル全体を覆おおい、不可視状態で狙そ撃げきすることは可能だろう。いや、それだけではない。迷彩中は、衛星スキャンすら回かい避ひできるのだ。そうでなければ、前のスキャンの時、必ずこの道路の周囲に光点が表示されていたはずだ。

　つまりこのぼろマント、《死銃》は、《銃士Ｘ》ではない……？

　…………キリト。

　背後のスタジアムのどこかで、今まさにその銃士Ｘを攻撃しようとしているはずの光こう剣けん使いの名前を、シノンは頭の奥で呼んだ。しかしもちろん、応じる声は聞こえなかった。

　代わりに、ざり、というかすかな足音が耳に届いた。ぼろマントが、滑すべるような動きで近づいてくる。闇やみに吞のまれたフードの奥で、暗い赤の光点が二つ、不規則に瞬またたく。

　幽霊にも似た立ち姿が、転がるシノンのすぐ前、二メートルほどの位置で停止した。

　しゅうしゅうと軋きしむような囁ささやきが、見えない貌かおから流れ出した。

「……キリト。お前が、本物か、偽物か、これではっきりする」

　どうやらぼろマントは、スタジアムにキリトがいることを知っており、シノンではなく彼に語りかけているようだった。切れ切れの声は無機質で、抑よく揚ようがほとんどないのに、内側に秘められたある種の巨大な情炎をありありと感じさせた。

「あの時、猛たけり狂くるったお前の姿を、憶おぼえているぞ。この女を……、仲間を殺されて、同じように狂えば、お前は本物だ、キリト。さあ……、見せてみろ。お前の怒りを、殺意を、狂気の剣を、もう一度、見せてみろ」

　それらの言葉の意味を、シノンはほとんど理解できなかった。

　しかし、ぼろマントの恐ろしい宣せん言げんは、逆にシノンの驚きよう愕がくと自失をわずかながら遠ざけた。

　──殺す？　私を？　光迷彩なんていう文字通りの隠れ蓑みのに頼っているような奴やつが？

　かっと怒りの炎が弾はじける。その熱が、全身の痺しびれを上書きする。

　電でん磁じスタン弾はまだ盛さかんにスパークを生んでいるが、命中しているのが左腕だからか、右手だけは頑がん張ばれば動かせそうだった。幸い、すぐ近くに副武装として腰こしに下げたＭＰ７短機関銃のグリップがある。握にぎり、上向け、トリガーを引くだけなら可能かもしれない。この近距離からマガジン一本分を撃うち込めば倒せるはずだ。

　動け。動け！

　シノンの脳からアミュスフィアに伝わる運動信号の出力がシステム的な麻ま痺ひ状態を超えたか、右手がじりじりと動き始めた。指先に、握り慣なれたＭＰ７のグリップが触ふれる。

　ほぼ同時に、死銃もマントから出した空からの左手を、重々しい動きで持ち上げ始めた。二本の指を、フードの額ひたいに触れさせる。今まで意識しなかったが、死銃の後方上空には薄い水色の三重円が浮かび、中央で【●ＲＥＣ】という文字列を赤く点てん滅めつさせている。中ちゆう継けいカメラだ。ＧＧＯの内と外でライブ映像を観みている無数の視聴者は今、勝ち誇ほこったように例の十字ジェスチャーを行う死銃と、その向こうで無ぶ様ざまに倒れるシノンを見ているわけだ。

　黒い革かわグローブを着けた骨張った右手が、胸を通って左肩へ。

　その間に、シノンはようやくＭＰ７のグリップを掌てのひらで捉とらえた。

　ＧＧＯ内の銃器たちももちろん安全装置セーフテイを備そなえているが、ごく低確率の暴発事故を怖れるよりも咄とつ嗟さの攻撃速度を優先し、戦せん闘とう中は外しっぱなしにしている者がほとんどだ。シノンも例外ではない。あとは照準し、トリガーを引くだけ。間に合う。間に合わせてみせる。

　ついに十字を切り終わった死銃が、右手をマントの内側に差し込み、すぐに引き戻し始めた。シノンも痺しびれた右手でＭＰ７を懸けん命めいに持ち上げていく。何度も取り落とフアンブルしそうになり、そのたびに必死に耐たえる。重量わずか一・四キロの超小型ＳＭＧがとてつもなく重い。しかし、死銃は確か、撃つ前に一度ハンマーをコッキングするはずだ。その一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさず撃つ──……

　────だが。

　死銃がマントから引き抜いた右手、そこに握られた黒い自動拳銃が視界に入った途と端たん、シノンの右腕を含ふくめた全身がぎしっと凍こおり付いた。

　なぜ。何の変へん哲てつもないハンドガンではないか。今まで、あれよりずっと大きい《デザート・イーグル》や《Ｍ５００》を向けられた経験など何度もある。今いま更さらすくんでいる場合ではない。早くＭＰ７を握り直し、銃口を敵に向け、トリガーを引くのだ。

　そう自分に言い聞かせ、シノンが再度右腕を動かそうとした──

　その、寸前。

　死銃が左手をスライドに添そえ、ちょうど銃の左側面がシノンの眼に晒さらされた。正確には、縦に滑すべり止めのセレーションが刻きざまれた全金属製グリップと、その中央に存そん在ざいする小さな刻印が。

　円の中に、星。

　黒い星。

　黒星ヘイシン。五四式。──あの銃。

　なん…………で。なんで、いま、ここに、あの銃が。

　力を失った右手から、最後の望みであるＳＭＧが滑すべり落ちた。だがその音すら、シノンの意識には届かなかった。

　かちっ、と音を立ててハンマーが起こされる。左手はそのままグリップを包み、半身のウェーバー・スタンスでシノンを照準する。不意に、ぼろマントのフード内部の暗くら闇やみが奇き妙みように歪ゆがむ。粘ねん液えきの如ごとく揺ゆれ、どろっと滴したたり、内側から二つの眼が現れる。

　血走った白眼。小さな黒眼。散大した瞳どう孔こうのせいで、深い孔あなのように見える。
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　あの男。五年前、北の街の小さな郵便局に拳銃──五四式を持って押し入り、詩し乃のの母親を撃うとうとしたあの男。幼い詩乃が無む我が夢む中ちゆうで銃に飛びかかり、奪うばい、引き金を引いて殺した──あの男の眼。

　──いたんだ。ここにいたんだ。この世界に潜ひそみ、隠かくれて、私に復ふく讐しゆうする時を待っていたんだ。

　もう、右手どころか全身の感覚が失われていた。夕空の赤も、廃はい墟きよの灰色も消え去り、ただただ闇の中に二つの眼と一つの銃口だけが見えた。

　心臓の音が、やけに大きく聞こえる。いっそこのまま失神してしまえば、アミュスフィアの安全機構によって自動ログアウトできるのに、シノンの意識は途と切ぎれることなく黒星ヘイシンのトリガーが引かれる瞬しゆん間かんを待ち続ける。きりり、トリガーが軋きしむ音。あの指があと数ミリ動けば、ハンマーが撃針を叩たたき、三〇口径フルメタル・ジャケットが発射されるだろう。それは仮想の数値的ダメージ力ではない。本物の銃弾だ。シノン／詩し乃のの心臓を撃うち抜き、止め、殺す。

　あの時、詩乃が男をそうしたように。

　これは運命だ。逃のがれることはできない。たとえＧＧＯをプレイしていなくても、詩乃はどこかでもう一度この男に追いつかれていただろう。無駄だった。何もかも。過去を断ち切ろうと足あ搔がいてきたことに意味など何もなかった。

　そんな巨大な諦てい念ねんの中に──。

　ただ一ひと粒つぶの砂のような、小さな感情。

　諦あきらめたくない。こんなところで終わりにしたくない。だって、ようやく解わかりそうだったんだ。《強さ》の意味。戦うことの意味。あいつの傍そばで、あいつを見ていれば、いつか、きっと…………。

　その思考を、ついに轟とどろいた銃声が断ち切った。

　どこを撃たれたのか解らなかったが、シノンは瞼まぶたを閉じ、自分の意識が消える瞬しゆん間かんを待とうとした。

　しかし────。

　ぐらり、と体を揺ゆらしたのは、目の前のぼろマントのほうだった。

　フードの中の《あの眼》が消え、赤い光点に戻る。右肩に、オレンジ色のダメージエフェクトが瞬またたいている。誰だれかが《死銃》を撃ったのだ。その続きを考えるより早く、二度目の銃声。背後から飛来した弾丸が、今度はマントの左肩を掠かすめた。衝しよう撃げき音からして、相当の大口径銃だ。ぼろマントがさっと身を屈かがめ、傍かたわらのビル壁に空あいた大穴に隠れる。

　シノンの位置からは、まだ死銃の挙動が見えた。右手の黒星ヘイシンをホルスターに戻し、肩からＬ１１５を降ろすと、素早くマガジンを交こう換かん。恐らく、電でん磁じスタン弾を必殺の３３８ラプアにチェンジしたのだ。狙そ撃げき手しゆのシノンから見ても無駄のない動きで長大なライフルを構え、スコープを覗のぞくと、躊躇ためらいなく撃つ。

　しゅこっ、というような減音された銃声が響ひびくのと、背後から三回目の攻撃が行われたのはほぼ同時だった。しかし今回は銃撃ではなかった。シノンと死銃の間の路面に転がったのは、灰色のジュース缶のような物──グレネードだ。死銃がさっとビル内に引っ込む。

　シノンはぎゅっと両眼をつぶった。この距離でグレネードが炸さく裂れつしたら巨大なダメージを受ける。いや、それでも、死銃の黒星に撃たれるよりはマシだ。そうだ、いっそこれでノーマルに死んだほうがいい。大会半なかばで敗退し、そのままＧＧＯを、いやＶＲＭＭＯから引退して、現実世界で息を潜ひそめて暮らす。またいつか、あの男に追いつかれる時をただ恐れながら……。

　だが。今度もまた、事態はシノンの予想を裏切った。

　半秒後に炸裂した金属缶は、プレイヤーが好んで用いる大威い力りよくのプラズマグレネードではなく、ノーマルな火薬やナパームでもなく──無害な煙だけを吐はき出すスモークグレネードだったのだ。

「…………！」

　たちまち視界全てが真っ白な煙に包まれ、シノンは息を詰つめた。

　逃げるなら、これが恐らく最後のチャンスだ。しかしまだスタン効果が消えない。左腕に刺ささる矢弾を引き抜けばすぐ動けるようになるはずだが、そこまで右手を持って行くことすらできない。それ以前に、立つための闘とう志しが根こそぎ奪うばわれてしまっている。

　最も早はや思考らしい思考すらもできず、眼を見開いて転がるシノンの左腕を──誰だれかが摑つかんだ。

　そのまま、乱暴に引き上げられる。誰かは右手に持っていた見慣なれぬ大型銃を捨てると、シノンの背中に掌てのひらを当てる。よろめく暇ひまもなく、そのまま右肩のヘカートごと、二本の腕で抱え上げられてしまう。

　直後、体が潰つぶれそうなほどの加速感。びゅうっ！　と耳元で空気が唸うなる。たちまち周囲のスモークが薄れ、シノンは再び回復した視界に、自分を横抱きにして走るプレイヤーの顔を捉とらえた。

　抜けるような白はく皙せき。黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみと、風になびく長い黒髪。

　……キリ、ト。

　呼びかけようとしたが、声が出なかった。少女と見まごう美び貌ぼうに、あまりにも真剣──いや必死な表情が浮かんでいたからだ。アバターへの運動命令を、神経系が焼き切れんばかりの強さで絞しぼり出しているのがありありと解わかる。

　無理もあるまい。いかにキリトがＳＴＲ先行型で、武装を軽量な光こう剣けんとハンドガンしか持たないと言っても、シノンとヘカートを抱えれば可か搬はん重量は限界ぎりぎりだろう。その状態で、これほどのスピードで走れるのは奇跡的だ。しかも、改めて見れば無傷ではない。右肩と左腕に、真新しいダメージ痕こんが赤いエフェクト光の帯おびを引いている。光の量からして、かなりの大口径弾だ。ＧＧＯは、米国産のＶＲＭＭＯゆえか痛覚緩和機能ペインアブソーバのレベルが低めで、これほどの深手を負うと痛みはしないまでも強きよう烈れつな痺しびれがしばらく残る。

　……もう、いいよ。置いていって。

　そう思ったもののやはり言葉にできない。全身が、いや意識が完全に痺れてしまっている。

　だから、いきなり目の前を、後方から放たれた大口径弾が恐ろしい唸りを上げながら通つう過かしていった時も、シノンは瞬まばたきしただけだった。スローダウンした頭でぼんやりと考える。銃声が聞こえなかったということは、今の弾たまを撃うったのは死銃のＬ１１５だ。スモークグレネードの煙越ごしにしては狙ねらいが正確すぎる。つまり、追ってきているのだ。向こうのビルドは解らないが、シノンを抱いているキリトよりも脚あしが遅おそいということはあるまい。いずれ追いつかれる。

　それくらい、キリトにも解っていないはずはない。だが、光剣使いは脚を止めようとも、シノンを降ろそうともしない。ただただ歯を食い縛しばり、荒い息を漏もらして、懸けん命めいに走り続ける。

　二人は、円形スタジアムの東を回り込み、廃はい墟きよの北側に出ようとしていた。こちら側にも、南と同じくメインストリートがまっすぐ伸びている。やはり壊こわれた乗用車やバスが幾いくつも転がっているが、完全に姿を隠し続けたまま街を脱出できるほどの量ではない。キリトはいったい、何を目指して……。

　その疑問に答えたのは、行く手の道ばたに出現した、半なかば壊れたネオンサインだった。

　夕ゆう闇やみの中に力なく点てん滅めつする文字列は、【Ｒｅｎｔ─ａ─Ｂｕｇｇｙ＆Ｈｏｒｓｅ】。首都グロッケンにもあった、無人営業のレンタル乗り物屋だ。モータープールに停とめてある三輪バギーは、そのほとんどが全ぜん損そん状態だが、中にたった一台まだ走れそうな奴やつが残っている。

　しかし、乗り物はそれだけではなかった。看板どおり、バギーの隣となりに、四つ足の大型動物──ウマが数匹繫つながれている。とは言え、生きた本物ではない。金属のフレームとギア類を剝むき出しにしたロボットホースだ。こちらも、動きそうなのは一匹だけだ。

　キリトは、モータープールに駆かけ込むと、三輪バギーと金属馬のどちらを選んだものか一いつ瞬しゆん迷ったようだった。シノンは強こわ張ばった口から、どうにか囁ささやき声を押し出した。

「馬は……無理よ。踏とう破は力が高いけど……扱あつかいが、難しすぎる」

　マニュアルシフト操作が必要な三輪バギーも乗りこなせる者はほとんどいないが、ロボットホースの気難しさはバギーの比ではない。アバターのスキル値ではなくプレイヤー自身の技術の問題なので、まともに操あやつるためには長期間の地道な練習が必要だ。まだサービス開始してから一年経たたないＧＧＯで、そこまでプレイ時間に余よ裕ゆうのある者がいるはずがない。

　シノンの言葉を聞いてもキリトはなお逡しゆん巡じゆんする様子だったが、すぐに頷うなずくと、一台だけ健在の三輪バギーに走り寄った。始動装置のパネルに触ふれ、エンジンを掛ける。シノンをリアステップに乗せ、自分はシートに跨またがるや躊躇ためらわずアクセルオン。太い後輪が甲かん高く鳴き、バギーは白煙を上げながらターンする。

　フロントが道路の北側を向いたところでキリトは一いつ瞬しゆんマシンを停め、叫さけんだ。

「シノン、君のライフルであの馬を破は壊かいできるか!?」

「え……」

　ようやく痺しびれの薄れてきた右手で、左腕に刺ささるスタン弾を苦労して抜きながら、シノンは瞬まばたきした。背後のロボットホースを振り返り、やっと悟さとる。キリトは、ぼろマント──死銃があの馬で追ってくることを危き惧ぐしているのだ。幾らなんでもそれはあるまい、と思いつつも頷うなずく。

「わ……解わかった、やってみる……」

　いまだ震ふるえの残る両腕で、右肩から降ろしたヘカートを抱える。銃口を、ほんの二十メートルほど先に冷たく佇たたずむ金属馬に向ける。スコープで照準せずとも、スキル補正だけで必ず命中する距離だ。トリガーに指を掛けると、薄緑色の着弾予測円が表示され、馬の横腹にぴたりとフォーカスする。そのまま、指に力を──……

　がちっ。

　という固い手応ごたえに、シノンは眼を見開いた。

　トリガーが引けない。いつの間にか安全装そう置ちが掛かってしまったのか、と愛銃の側面を確認したがそんなことはない。再度人差し指に力を込める。だが再び、引き金が溶接されてしまったが如ごとき硬かたさが右手に跳はね返る。

「え……なんで……」

　がちっ。がちっ。何度やっても同じだ。呆ぼう然ぜんと自分の指先を見る。するとそこに、考えもしなかった光景がある。指が、トリガーに触ふれていない。白い指先と滑なめらかな鋼鉄の間には、数ミリ以上の空くう隙げきが存そん在ざいする。どれほど力を込めようと、その隙すき間まは埋うまらない……。

「……引けない……なんでよ……トリガーが引けない……！」

　自分の喉のどから漏もれた声は、細く掠かすれた悲ひ鳴めいだった。

　まるで、氷の狙そ撃げき手しゆシノンではなく、現実世界の朝あさ田だ詩し乃のが泣き叫さけんでいるかのような。

　と、その時。

　スタジアムの東側にうっすらと残るスモークの向こうに、黒い人影が見えた。

　激しくはためくぼろぼろのマント。右手に下がる長大なライフル。《死銃》──あるいは、その姿を借りた《あの男》。

　すうっと視界が暗くなる。両脚あしから力が抜ける。全身が冷たくなる。

　ああ……、そんな。これは、発ほつ作さの予よ兆ちようだ。この世界で、シノンになっている時は、一度だって起きなかったのに。最初のダイブで、いきなりハンドガンを握にぎらされた時だって平気だったのに……。

「シノン！　摑つかまれ！」

　いきなり強く声が響ひびき、同時に伸びてきた手がきつく左腕を握にぎった。導みちびかれるまま、キリトの胴を抱く。直後、旧式の化石燃料エンジンが猛たける。前輪をウイリーさせ、バギーは弾はじかれたように道路へと飛び出す。

　キリトがシフトペダルを蹴けり飛ばすたび、ぐんっという加速感がシノンを引きはがそうとする。恐きよう慌こうを起こす寸前で意識をどうにか保たもちつつ、懸けん命めいに細い体にしがみつく。仄ほのかに伝わる体温だけが、シノンを吞のみ込もうとする暗くら闇やみを危うく遠ざける。

　たちまちトップギアに達したバギーは、廃はい墟きよに甲かん高い咆ほう哮こうを響かせながら、メインストリートを疾しつ走そうしはじめた。

　──逃げ……切れる……？

　恐る恐るそう考えたが、振り返る勇気はなかった。今になって、体中ががたがたと震ふるえていることに気付く。

　こわばった指を動かし、右手に抱えたままだったヘカートを肩に戻したその時、再びキリトが緊きん張ちようした声で叫んだ。

「──くそっ、まだだ！　気を抜くなよ！」

　反射的に後ろを向くと──。

　小さく遠ざかりつつあるモータープールから、破は壊かいしそこねたロボットホースが飛び出すのが眼に映った。信じられない気持ちで眼を見開くが、乗っているのが誰だれか、確かめる必要もなかった。

　不吉な烏からすの黒翼のように、乗り手のマントが大きくはためく。背中にＬ１１５を背せ負おい、両手で金属ワイヤーの手た綱づなを握にぎっている。鐙あぶみに立って腰こしを浮かせ、馬の動きに合わせて体を上下させている様は、まるで熟じゆく達たつした騎手のようだ。ドカカッ、ドカカッ、という重苦しい蹄ひづめの音が、頭の奥を強く踏ふみ荒らす。

「なん……で……」

　乗れるはずがない。たとえ現実世界で乗馬の経験があっても、この世界の機械馬はそうそう操れないと以前聞いたことがある。しかし、闇やみ色の騎馬は、路上に転がる廃車両を滑なめらかに迂う回かいし、時として飛び越こえ、バギーとまったく同じスピードで追いすがってくる。

　その姿は、もはや自分と同じプレイヤーではなく、シノンの中から溢あふれた恐怖の具現化とも思われた。今すぐ眼を逸そらしたいのに、二百メートル以上後方の騎手の顔に視線を集中せずにいられない。距離的に視認できるはずはないのだが、シノンには、フードの奥の闇に浮かぶ二つの眼と、薄笑いを浮かべる大きな口がはっきりと見えた。

「追いつかれる……！　もっと速く……逃げて……逃げて……！」

　悲ひ鳴めい混じりの細い声で、シノンは叫さけんだ。

　それに応こたえるように、キリトはいっそうアクセルを開けた。しかしその途と端たん、後輪の片方が障害物に乗り上げてグリップを失ったらしく、いきなりバギーの後部が右にスライドした。

　シノンは喉のどの奥から高い声を漏もらしながら、反射的に体を左に倒し、バランスを取ろうとした。ここでバギーがスピンでもしようものなら、死銃は十秒とかからず追いついてくるだろう。キリトは罵ののしり声を上げながら、ふらつく車体を制せい御ぎよしようとする。

　甲かん高いスキール音を上げながら左右に蛇だ行こうを繰くり返したバギーは、数秒後に危うく安定を取り戻し、加速を再開した。しかし、そのわずかなタイムロスの間に、死銃は着実に距離を詰つめてきている。

　廃はい墟きよを貫つらぬくハイウェイには嫌いやがらせのように次々と障害物が現れ、バギーに限界の高速コーナリングを強しいた。その上路面のところどころに砂すな埃ぼこりが薄い層を作り、それを踏ふんだタイヤからグリップ力を奪うばい取る。その度にバギーは小さく真横に滑すべり、シノンの心しん拍ぱくをスキップさせる。

　条件は追跡者も同じはずだが、障害だらけのこのコースでは四つ足の機械馬にわずかなアドバンテージがあるようで、スムーズに廃車両を回かい避ひして追い上げてくる。その上、向こうにはもうひとつ、絶対の有利があった。

　三輪バギーもロボットホースも二人用の搭とう乗じようアイテムだ。その片方には二人が乗っているのに対して、もう一方は一人だけ。現状ではバギーのほうが、明らかに加速が鈍にぶい。

　障害物の陰かげに隠れ、再度姿を現すたびに、騎馬のシルエットはじわじわと大きくなっていく。届くはずはないのに、シノンの首筋を、耳障ざわりな金属音に似た息づかいがしゅうしゅうと撫なでる。

　距離がついに百メートルを割った、と思われた時だった。

　死銃が、右手を手た綱づなから離はなし、まっすぐこちらに向けた。握にぎられているのは──あの、黒いハンドガン。《五四式・黒星ヘイシン》

　全身を凍こおりつかせ、ステップに伏ふせることもできずに、シノンは拳銃を凝ぎよう視しした。奥歯が震ふるえて、かちかちと不規則な音を立てる。ふっ、と音もなく、右頰ほおに弾道予測線の真まっ赤かな指先が触ふれた。思考が命じた結果ではなく、自動的にシノンは首を左に倒した。

　直後、悪魔があぎとを開くが如ごとく、銃口がオレンジ色に発光し──

　かぁん！　と高い衝しよう撃げき音を引きながら、致ち死しの銃弾がシノンの右頰から十センチほどの空間を通つう過かした。

　弾たまがバギーを追い越こし、前方の廃車に命中したあとも、ライトエフェクトの微び粒りゆう子しがちりちりと空間を漂ただよい、頰に触れた。その瞬しゆん間かん、シノンはドライアイスを押し付けられたような冷たい痛みを感じた。

「嫌いやああぁっ!!」

　今度こそシノンは悲ひ鳴めいを上げ、背後の死神から眼を背そむけると、キリトの背中に顔を押しつけた。直後、飛来した二発目がバギーのリアフェンダーに命中したらしく、硬かたい振動が足に伝わった。

「やだよ……助けて……助けてよ……」

　赤ん坊のようにぎゅうっと体を縮ちぢめて、弱々しい言葉だけを繰くり返す。死銃は、バギーに追いついてから確実に弾を命中させる作戦に切り替えたのか、銃撃は止やんだものの蹄ひづめの音がじわじわと大きくなる。

「シノン……、聞こえるか、シノン！」

　不意にキリトに名前を呼ばれたが、返事はできなかった。ただステップの上にうずくまり、細い声を漏もらしつづける。

「シノン!!」

　再び鋭するどい声に全身を叩たたかれ、シノンはようやく悲鳴を止めた。首をわずかに動かして、黒髪を長くなびかせるキリトの後姿を捉とらえる。前方を睨にらみ、限界までアクセルをあおりながら、キリトは強こわ張ばってはいるがいまだ冷静な声で言った。

「シノン、このままだと追いつかれる。──君が奴やつを狙そ撃げきしてくれ」

「む……無理だよ……」

　シノンはいやいやをするように首を横に振った。右肩にはずしりと重いヘカートⅡの感かん触しよくがあったが、いつもなら闘とう志しを与えてくれるその質量も、いまは何も伝えてはこなかった。

「当たらなくてもいい！　牽けん制せいだけでいいんだ！」

　キリトは続けて叫さけぶが、シノンは首を振ることしかできない。

「……無理……あいつ……あいつは……」

　過去から甦よみがえった亡霊であるあの男は、例え十二・七ミリ弾が心臓に命中しようとも止まりはしない──とシノンは確信していた。ましてや、牽制などが通用するとは思えない。

　しかしその時、キリトが振り向き、黒い瞳ひとみを爛らん々らんと光らせながら言い放った。

「なら運転を代わってくれ！　俺おれがその銃を撃うつ!!」

　その言葉は、シノンの中にほんのわずかに残った何か──恐らく、プライドの小さなかけらを揺ゆり動かした。

　──ヘカートは……私の分身。私以外の……誰だれにも扱あつかえない……。

　途と切ぎれ途切れの思考が、回路に流れる微び弱じやく電流のようにシノンの右手を動かした。

　のろのろとした動きで、肩から巨大なライフルを外す。バギー後部を横切るロールバーに銃身を乗せ、恐る恐る体を起こして、スコープを覗のぞき込む。

　拡大倍率は限界まで下げられていたが、それでも百メートル以下の近距離ゆえに、死銃の駆かる機械馬の影は視野の三割以上を埋うめていた。ピンポイントで体の中心線を狙ねらうために倍率を上げようとしてから、シノンは伸ばした手を止めた。

　これ以上拡大したら、フードの下の顔がはっきりと見えてしまう、そう思うと指が動かせなかった。シノンはそのまま右手をグリップに移動させ、狙そ撃げき体勢に入った。

　死銃もシノンの行動に気付いているはずだが、停止はおろか回かい避ひするつもりもないようだ。両手で手た綱づなを握にぎり、一直線に追いすがってくる。舐なめられている、そう気付いても、今にももう一度あのハンドガン──かつて詩し乃のが握った五四式の再生した姿である呪のろわれた武器を取り出すのではないかと思うと、怒りではなく恐怖しか湧わいてこない。

　一発、一発だけ撃つんだ。この距離からなら、たとえ弾道予測線が見えていても、回避に失敗するかもしれない。そんな消極的な、しかしなけなしの戦意をかき集め、シノンはトリガーガードの中の人差し指を動かして引き金に触ふれさせようとした。

　だが。

　またしても、奇き妙みような強こわ張ばりが指を襲おそい、動作を阻はばんだ。

　どんなに力を込めても、指先がトリガーに辿たどり着かない。まるで、無む二にのパートナーであるヘカート自身がシノンを拒こばんでいるかのよう──……

　いや、違ちがう。拒んでいるのは自分だ。シノンの中の詩乃が、銃を撃つことを拒きよ否ひしているのだ。

「……撃てない」

　シノン／詩乃は、掠かすれ声で囁ささやいた。

「撃うてないの。指が動かない。私……もう、戦えない」

「いや、撃てる!!」

　即そく座ざに、強く厳しい声が背中を打ち据すえた。

「戦えない人間なんかいない！　戦うか、戦わないか、その選せん択たくがあるだけだ！」

　最大のライバルと見据えたキリトにそこまで言われ、しかしそれでも、シノンの消えかけた心の火はわずかに揺ゆらいだだけだった。

　選択。なら、私は戦わないほうを選ぶ。だって、もう辛い思いはしたくない。希望を見つけた気がするたびにそれを奪うばわれ、壊こわされるのはもう嫌いやだ。この世界でなら強くなれると思えたのはただの幻想だった。私は一生、あの男の恨うらみと銃への恐怖を抱えて生きるしかないんだ。下を向いて、息を殺して、何も見ず、何も感じず…………

　突然、灼しやく熱ねつの炎が、凍こおり付いた右手を包んだ。

　シノンは閉じかけていた瞼まぶたを見開いた。

　バギーのバイク型シートに跨またがっていたはずのキリトが、体を反転させ、リアステップに立つシノンの背中に覆おおい被かぶさっている。右手をいっぱいに伸ばし、ヘカートのグリップから剝はがれる寸前だったシノンの右手を包み込んで、強く握にぎり締しめている。

　どうやってアクセルを全開状態で固定しているのか、バギーは変わらず全速で走行しているが、遅おそかれ早かれこのままでは路上の障害物に激突するだろう。しかしそれを意に介する様子もなく、キリトはシノンの耳元で叫さけんだ。

「俺おれも撃つ！　だから、一度でいい、この指を動かしてくれ！」

　一丁の銃を二人で撃つなどということがシステム的に可能なのかどうか、シノンには解わからなかった。それでも、キリトの掌てのひらが触ふれる部分から熾おき火びのような熱が染しみ込み、凍った指をわずかに溶かしていくのを確かに感じた。

　ぴく、と人差し指が震ふるえ──関節が軋きしみ──指先が、トリガーの金属を捉とらえた。

　視界にグリーンの着弾予測円が表示される。だがそれは死銃の体から大きくはみ出し、不規則に脈みやく動どうしていた。心しん拍ぱくが乱れ、そのうえ走行中のバギーが激しく振動しているせいだ。これでは、敵の回かい避ひ力を云うん々ぬんする以前に、弾たまがまっすぐ飛ばないかもしれない。

「だ、だめ……こんなに揺れてたら、照準が……」

　弱々しく呻うめくシノンの耳に、すぐ傍そばから落ち着いた応答が届いた。

「大丈夫、五秒後に揺れが止まる。いいか……二、一、今！」

　突とつ如じよ、ばうん！　という音とともに大きなショックが襲おそい、次いで噓うそのように揺れが止まった。バギーが何かに乗り上げ、ジャンプしたのだ。視界の端はしで地上を捉えると、それはちょうどジャンプ台のような格かつ好こうで路面に突つっ伏ぷしたくさび型のスポーツカーだった。キリトは振り向く寸前、この車にバギーの針路を向けていたのだ。

　……この状じよう況きようで、なぜそんなにも冷静でいられるの。

　刹せつ那な、シノンは胸中でそう問いかけた。しかしすぐに、自分の言葉を否ひ定ていした。

　……ううん、冷静とか、そういうことじゃない。この人は、ただ、全力なんだ。自分に言い訳わけせず、全力を尽つくして戦うことを選び続けているんだ。それが──それこそが、この人の強さ。

　シノンは昨日、予選決勝の舞台で、キリトに訊たずねた。それほどの強さがあって、あなたは何に怯おびえるの、と。

　しかしその問いかけは大いなる誤あやまりだった。怯え、悩み、苦しんで、それでも前を見ることが本当の《強さ》。そこにはただ一つの選せん択たくがあるだけだ。立つか、立たないか。撃うつか、撃たないか。

　自分が、キリトと同じようにできるとは到とう底てい思えない。でも、せめて、今は──今だけは。

　シノンは、愛銃のトリガーに掛けた指を、全身全霊を振り絞しぼって引こうとした。

　軽めに調整してあるはずのトリガースプリングが途と方ほうもなく重い。しかし、重ねられた手の熱に後押しされて、指は徐じよ々じよに沈しずんでいく。視界に表示される予測円が、気休め程てい度どに収しゆう縮しゆくする。まだ敵のシルエットは円の半分にも満たない。

　多分、きっと、当たらない。

　スナイパーとして戦い続けた日々の中で、シノンは初めてそう考えながらトリガーを引き切った。

　散々待たされた不満を爆発させるように、愛銃ヘカートⅡはいつになく激しい轟ごう音おんと、眩まばゆい発射炎をマズルから吐はき出した。

　不安定な体勢ゆえに反動を殺しきれず、シノンは大きく後方に弾はじかれたが、キリトが後ろからしっかりと押さえ込む。ジャンプの頂点を過ぎ、下降を始めたバギーの上から、シノンはただ両眼を見開き、放たれた弾丸の行方ゆくえを追った。夕ゆう闇やみに螺ら旋せんの渦うずを穿うがちながら突進するその軌き道どうは、騎馬の死神をほんのわずかに捉とらえそこね、右へと逸それていく。

　──外した……。

　マガジンにはまだ弾たまが残っているが、もうボルトハンドルを引く気力すらも湧わかず、シノンは口中で小さく呟つぶやいた。

　しかし、もしかしたら《冥めい界かいの女神》自身のプライドが完全なミスショットを拒きよ否ひしたのか──。巨大な対物弾は、アスファルトに空むなしく孔あなを空あける代わりに、路上に横転する大型トラックの腹に食い込んだ。

　ＧＧＯのフィールドに配置された人工オブジェクトのほとんどは、プレイヤーが掩えん体たいとして利用するためのものだ。しかし、ＭＭＯＲＰＧロールプレイングでありながらＦＰＳシユーテイングの流れも汲くむゲームだけあって、そこにはちょっとしたリスクが仕掛けられている。ドラム缶や大型機械類は、一定以上のダメージを受けると炎上、爆ばく発はつする可能性があるのだ。路上に放置され朽くちかけた廃車両も、まれにタンクにガソリンを残している場合があり、そこに銃弾が命中すると──。

　ちろっ、と大型トラックの腹から小さな炎が漏もれた。

　ちょうどその真横を通つう過かしようとしていた死銃がそれに気付き、道路の反対側にロボットホースをジャンプさせようとした。

　しかし、それより一いつ瞬しゆん早く。巨大な火球が膨ふくれあがり、トラックと騎馬を眩まばゆいオレンジ色の光に吞のみ込んだ。

　ジャンプを終えた三輪バギーが着地し、激しくバウンドするのと、凄すさまじい衝しよう撃げき波はがメインストリートを揺ゆるがしたのはほぼ同時だった。爆ばく発はつそのものはジャンプ台となったスポーツカーに遮さえぎられて見えなかったが、屹きつ立りつした火柱の中に、ばらばらに千ち切ぎれ飛ぶ機械馬のシルエットが確かに視認できた。

　────倒した……？

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、すぐに内心で打ち消す。たかがオブジェクトの爆発ごときで、あの死神を殺せるわけがない。せいぜい時間を稼かせげた程てい度どだろう。でも今は、それすらも巨大な奇き跡せきに感じられる。

　再び前に向き直ったキリトが、横転しかけたバギーをどうにか安定させ、再度加速させる。

　シノンはへたりとリアステップの上に座り込み、紫色の夕空に立ち上る黒煙を呆ぼう然ぜんと見つめた。これ以上はもう何も考えられず、疾しつ駆くするバギーの振動に、ただただ身を任せ続けた。




　左右を流れていくビルと廃車両の量がどんどん減り、自然岩と奇き妙みような植物がそれに取って代わり、ふと気付くと三輪バギーは島中央の都市廃はい墟きよを抜けて北部の砂漠地帯に突入していた。

　道路もひび割れたアスファルトから、砂を轍わだちが踏ふみ固めただけのものに変わる。振動が激しくなり、キリトはスピードを落とすと、慎しん重ちような運転で砂丘の間を縫ぬっていく。

　シノンは意味もなく、左右を通り過ぎる大きなサボテンの数をかぞえていたが、ふと思いついて左手首の時計を眺ながめた。細い針たちが示すのは、午後九時十二分。驚おどろいたことに、街の南で河かわ床どこから上がり廃墟に突入してから、まだ十分そこそこしか経たっていない。

　しかし、そのわずかな時間のあいだに、シノンのＢｏＢ本大会は──いや、ＧＧＯというゲームそのものが、大きく色合いを変えてしまっていた。

　ある程てい度ど冷静を取り戻した頭で考えれば、あの《死銃》というプレイヤーが、ずっと昔の郵便局強盗事件の時に詩し乃のに撃うたれた男と同一人物であるわけはない。シノンが一瞬にせよそう思い込んだ根こん拠きよとなったハンドガン、《五四式・黒星ヘイシン》は、ＧＧＯではマイナーだが決して希レ少アな銃ではないのだ。むしろ市価は相当に低い。死銃がたまたまあの銃をサイドアームに選ぶことが、絶対に有り得ないとまでは言えない。

　問題は、あの銃を見た途と端たんにすくみ、怯おびえ、発作まで起こしかけたことだ。

　シノンは、この世界で、黒星を装そう備びした敵と戦うことを目標の一つに据すえていた。たとえあの銃を向けられても、怯ひるむことなく冷静に対たい処しよし、これまで撃ち倒した数多あまたのターゲットたちの中に埋まい没ぼつさせられると信じていた。

　でも、現実には、このざまだ。もう電でん磁じスタン弾の効果は完全に消えているはずなのに、まだ全身の感覚は鈍にぶいし、両手の震ふるえも止まらない。両手に抱いたヘカートの慣なれ親しんだ重さすら、今は支えているのが辛つらく思える。

　──全部、噓うそだった。まやかしだった。私が積つみ上げた膨ぼう大だいなキルスコアと、それが証明してくれると思っていた強さには、何の意味もなかった……。

　深く項垂うなだれかけたその時、ざっとタイヤを滑すべらせ、バギーが停止した。背後から、キリトの落ち着いた声が届く。

「……やれやれ、こうも見晴らしがいいと、隠れようにもなぁ……」

　それを聞いて、ぼんやりと考える。確かキリトは、麻ま痺ひしたシノンを救出に来た時点で、かなりのダメージを負っていたはずだ。ひとまずこの砂漠地帯に身を隠し、全員に初期配布されている救急キットを使ってＨＰを回復させるつもりなのだろう。だがあのアイテムは、ヒール速度が相当に遅おそい。安全に態勢を立て直すためには、ただ砂丘やサボテンの陰かげに隠れるだけでは不足だ。

　シノンは重い頭を持ち上げて周囲を眺ながめ、少し離はなれた場所に赤茶けた岩山を見つけると、のろりとそちらを指さした。

「……あそこ。多分、洞どう窟くつがある」

「おっ、そうか。前にも言ってたな、砂漠エリアには衛星スキャンを避さけられる洞窟があるって」

　早口で応じながら、キリトはバギーを回頭させると、道から外れて走らせた。数十秒で岩山に到着し、周囲を回る。予想どおり、北側の側面にぽっかり開いた大きな口が見つかった。速度を落とし、バギーごとその中に乗り込む。

　洞窟の内部はそこそこ広く、入り口から見通せない位置に車体を進めても、まだ畳たたみ二枚ぶんくらいのスペースがあった。奥は暗いが、壁に反射して仄ほのかに届く夕日のおかげで、真っ暗くら闇やみというほどではない。

　エンジンを切り、砂の上に降り立ったキリトは、大きく伸びをしながらシノンを振り返った。

「とりあえず、ここで次のスキャンを回かい避ひしよう。──あっ、でももしかして、俺おれたちの端たん末まつにも衛星の情報は来ないのか？」

　その図ずう々ずうしい言いぐさに、つい薄く苦笑してしまう。力の入らない足でバギーを降り、壁かべ際ぎわまで進んでどさっと座り込みながら、シノンは答えた。

「……当然でしょ。もし近くに他のプレイヤーがいて、山やま勘かんでグレネード投げ込んできたら揃そろって爆死よ」

「なるほどな。まあ、武装全解除して川底に潜もぐるよりはマシかな……。潜るって言えば……」

　バギーから離れ、入り口のほうをちらりと見たキリトは、表情を改めて続けた。

「あいつはさっき、いきなり君の近くに現れたよな。もしかしてあのぼろマントは、自分を透明化する能力があるのか？　橋のところでいきなり消えたり、衛星に映らなかったのも、川に潜もぐったわけじゃなくて、その力で……」

「……たぶん、そう。《メタマテリアル光歪曲迷彩オプチカル・カモ》っていう能力アビリテイ。ボス専用って言われてたけど……その効果がある装そう備びが存そん在ざいしても、不思議はないわ」

　そこまで説明してから、ようやくキリトが何を心配しているか悟さとる。シノンも洞どう窟くつの入り口に眼をやってから、小声で付け足した。

「……ここなら大丈夫、だと思う。下が荒い砂だから。透明になっても足音は消せないし、足跡も見える。さっきみたいに、いきなり近くに現れるのは無理」

「なるほど。じゃあ、せいぜい耳を澄すませてないとな」

　キリトは納なつ得とくしたように頷うなずくと、シノンから少し距離を取って右隣どなりに座った。ベルトポーチを探って筒型の救急治ち療りようキットを取り出すと、ぎこちない手つきで首筋に先端を当て、反対側のボタンを押す。ぷしゅっと小さな音が響ひびき、回復ヒールエフェクトの赤色が一いつ瞬しゆんアバター全体を包む。キット一つでＨＰを三十パーセント回復できるが、百八十秒もかかるので戦せん闘とう中に使ってもあまり意味はない。

　右側から視線を戻し、シノンはもう一度時計を見た。ちょうど九時十五分、五回目のサテライト・スキャンが行われる時間だ。しかし先にキリトに言ったとおり、この洞窟には衛星からの電波は届かないので、端たん末まつのマップを見ても仕方がない。

　前回大会では、同じく午後八時から始まったバトルロイヤルが、最後に残った《ゼクシード》と《闇ヤミ風カゼ》の一騎打ちで決着するのに二時間と少しかかった。進行速度が同じだと仮定すると、そろそろ生き残っているのは十人前後のはずだ。シノンは前回、たった二十分が経けい過かした時点で八人目の死亡者となってしまったので、今回は大おお幅はばに記録を更新していると言える。だが、喜ぶ気には到とう底ていなれない。

　左手を降ろし、洞窟の岩壁に背中を預あずけて、シノンはぽつりと呟つぶやいた。

「…………ねえ。あいつ……《死銃》が、さっきの爆ばく発はつで死んだって可能性は……？」

　その可能性は限りなく薄いと、内心では悟っている。しかし、どうしても訊きかずにいられなかったのだ。しばしの間を置いて、キリトが低い声で答える。

「いや……、トラックが爆発する直前、ロボット馬から飛び降りるのが見えた。あのタイミングなら無傷じゃないだろうけど……あれで死んだとは思えないな……」

　確かに、あれほどの近距離で爆発に巻き込まれれば、普通なら相当の大ダメージを受けるだろう。

　普通のプレイヤーなら。

　でも、きっと、あいつは普通じゃない。《黒星ヘイシン》でゼクシードと薄塩たらこ、そして多分ペイルライダーを本当に殺したというあのぼろマントは、ネットワークを彷徨さまよう本物の亡霊かもしれない。しかしもちろん、そんなことを口には出せなかった。シノンは「そう」とだけ答えると、ヘカートを傍かたわらの砂の上に置き、両腕で膝ひざを抱えた。

　顔を俯うつむけたまま、別の質問を口にする。

「さっき、スタジアムのとこで、どうやってあんなに早く私を助けにこられたの？　あんた、外周の上にいたんでしょう？」

　すると、仄ほのかな苦笑の気配。横目を向けると、光こう剣けん使いは壁に寄りかかったまま、両手を頭の後ろで組んでいた。

「……俺おれたちが死銃の正体だと踏ふんだ《銃士Ｘ》さんが人違ちがいだったのは、一目で解わかったからな……」

「……どうして？」

「どう見ても本物の女のヒトだったから。俺みたいななんちゃってＦ型じゃなく」

　少々予想外の答えに、「へえ」と呟つぶやく。キリトは軽く頭を振り、やや苦い表情になる。

「その時点で、俺たちが何かでかい見落としをしてると解って……死銃がシノンのほうに行くかもしれないと思ったから、堂どう々どうと名乗ろうとした《銃士Ｘ》さんを、強ごう引いんなラッシュで斬きっちまった。あとで謝あやまらないとな……。ちなみに本当は《ジュウシエックス》じゃなくて、《マスケティア・イクス》って読むらしい」

「……へえ」

　もう一度そう相づちを打ちながら、謝りたいのは強引な戦い方をしたからなのか、それとも相手が女性だからなのか、などとつい考えてしまう。しかし声に出す前に、キリトが言葉を続けた。

「こっちも一発喰らったけど何とか倒して、スタジアムの上から南を見たら、シノンが道路に倒れててさ……。やばいと思って、マスケティアさんの落としたでかいライフルと、ついでに煙えん幕まくも拝はい借しやくして、外周から飛び降りて、撃うったり投げたりしながら突っ込んで……」

　あとは知っての通り、とばかりに両肩をすくめる。

　つまり、キリトが体に受けていた二発の弾だん痕こんは、一つが銃士Ｘマスケテイア・イクスのライフル、もう一つが死銃のＬ１１５によるものなのだろう。飄ひよう々ひようと話してはいるが、対夏カ侯コウ惇トン戦であれほど凄すさまじい防ぼう御ぎよ能力を見せた光こう剣けん使いが二発も弾丸を浴あびたのは、シノンを救出するためにそれだけ無茶をせざるを得なかったということだ。

　逆に言えば──あの局面では、シノンは明らかにキリトの足手まといだった。たとえ死銃が《光歪曲迷彩》などという予想外の特とく殊しゆ装そう備びを持っていたとしても、もっと背後に気を配っていれば最初のスタン弾は避よけられたかもしれなかったのだ。そして麻ま痺ひせずにキリトと合流できていれば、逆にあそこで死銃を倒せていた可能性すらある。

　もちろん、あいつが本物の亡霊でなく普通のプレイヤーなら、だが。

　迷いと無力感に苛さいなまれ、抱えた膝ひざにこつんと額ひたいを落としたシノンは、キリトが少しばかり体を近づける気配を感じた。同時に、ボリュームを落とした声。

「そんなに、自分を責めなくていい」

「…………」

　小さく息を吸い込み、次の言葉を待つ。

「俺おれだって、あいつが隠れてることに気付かなかったんだ。もし役割を逆にしていたら、麻ま痺ひ弾を喰らっていたのは俺だった。──そしてその場合は、シノンが俺を助けてくれていた。そうだろ？」

　あくまで穏やかな、その声は──。

　シノンの胸に、鋭するどい痛みと疼うずきをもたらした。ぎゅっと瞼まぶたをつぶり、心の裡うちで呟つぶやく。

　……私、なぐさめられてるんだ。ライバルのつもりだった……対等に戦えると思っていた相手に。くじけて、弱気になってることも全部見透すかされて……子供みたいに、あやしてもらってる。

　そして、いっそう耐たえ難い──あるいは許せないのは、自分の中に、屈くつ辱じよくの痛みと同じくらい強く、このなぐさめに身も心も委ゆだねてしまいたいという衝しよう動どうが存そん在ざいすることだった。

　自分を苛さいなむ恐怖と苦痛を打ち明け、ほんの一メートル離はなれたところに手を伸ばせば、この謎なぞめいた、それでいて芯しんのところはきっと真しん摯しで素そ朴ぼくな光こう剣けん使いは、ありったけの気持ちと言葉でシノン……いや詩し乃のを慰い撫ぶしてくれるだろう。もしかしたら、五年前の郵便局強ごう盗とう事件からずっと詩乃が求め続け、しかし誰だれも与えてくれなかった《赦ゆるし》すらも。

　しかしそれをすれば、詩乃の半身である氷の狙そ撃げき手しゆは、今度こそ完全に消えてしまうかもしれない。いやそれ以前に、昨日出会ったばかりの相手に──しかもリアルでの顔も名前も知らない人間に、どうして胸の裡を吐と露ろできよう。現実世界で、半年以上も仲良くしている新しん川かわ恭きよう二じにすら、詩乃は本当の本音を口にしたことはないのだ。

　焦しよう燥そうや無力感、そして迷いと混乱にとらわれ、シノンはただ強く自分の膝ひざを抱き続けた。

　そのまま、何十秒が経けい過かしただろうか。

　やがて、再びキリトの声が聞こえた。

「……じゃあ、俺は行くよ。シノンはここで、もう少し休んでいるといい。本当はログアウトして欲しいけど……大会中はできないもんな……」

「え……」

　反射的に顔を上げ、隣となりを見る。するとキリトは岩壁から背中を起こし、光剣のバッテリー残量をチェックしているところだった。

「……一人で、あの男……死銃と、戦うの……？」

　掠かすれ声で訊きくと、小さいが確かな頷うなずきが返る。

　しかし、続いた言葉は勝利の確信ではなく、むしろその逆だった。

「ああ。あいつは強い。あの黒い拳銃の力なんかなくても、それ以外の装そう備びやステータス、何よりプレイヤー自身の力が突き抜けている。正直、あの銃を一発も撃うたせないで倒すのは難しいだろう。さっき逃げ切れたのも、半分は奇き跡せきだ。次にあの銃口を向けられたら……怯ひるまずに立っていられる自信はない。今度こそ君を見捨てて、逃げてしまうかもしれない……。だから、これ以上君を付き合わせるわけにはいかないよ」

「………………」

　己おのれの強さに絶対の自信を持っていると思っていた光こう剣けん使いの意外な言葉に、シノンは思わずキリトの顔を見つめた。黒い瞳ひとみに浮かぶ光は、いつになく頼りなげに揺ゆれているように思えた。

「……あなたでも、あいつが恐いの？」

　ぽつりと訊きくと、キリトは光剣を腰こしのカラビナに戻しながら、かすかに苦笑した。

「──ああ、恐いよ。昔の俺おれなら……あるいは、本当に死ぬ可能性があろうと戦えたかもしれない。でも、今は……守りたいものが、いろいろ出来たからな。死ねないし、死にたくない……」

「守りたい、もの……？」

「ああ。仮想世界にも……現実世界にも」

　きっと、誰だれかとの繫つながりのことを言っているのだろう、と感じた。シノンと違ちがって、キリトには、心を繫いだ人たちが沢たく山さんいるのだ。ちく、と胸が疼うずき、口から勝手に言葉が漏もれる。

「……なら、このままこの洞どう窟くつに隠れてればいいじゃない。ＢｏＢ中は自発的ログアウト不可だけど、大会が進んで残りが私たちと誰か一人だけになれば、その時点で脱出できる。自殺して、その誰かを優勝させればいい。それで大会は終わるわ」

　すると、キリトは軽く眼を瞠みはった。すぐに「なるほど」と微び笑しようし、しかしゆっくりと首を横に振る。シノンの予想どおりに。

「確かに、その手もあるな。でも……そういうわけにも行かない。今は死銃もどこかでＨＰを回復させてるだろうけど、このまま大会が終わるまで放っておいたら、あと何人にあの拳銃を向けるか判わからないからな……」

「…………そう」

　────やっぱり、君は強いよ。

　守りたいものがあると言いながら、命の危険を冒おかしてあの死神に立ち向かう勇気も失っていない。私はもう、その両方を失おうとしているのに。

　シノンは力なく微笑ほほえみながら、このフィールドから去ったあとの自分のことを考えた。

　廃はい墟きよの路上で死銃に黒いハンドガンを向けられたあのとき、シノンは完全にすくみあがった。骨の髄ずいまで凍こおり付いた。逃走中も何度となく悲ひ鳴めいを上げ、己おのれの分身であるヘカートのトリガーすら引けなくなった。氷の狙そ撃げき手しゆシノンは、いまや消え去る瀬せ戸と際ぎわにいる。

　たぶん、このまま洞窟に隠れていたら、もう二度と自分の強さなど信じられないだろう。心臓は縮ちぢみ、指は強こわ張ばって、全ての銃弾が標的を外すだろう。

　あの記き憶おくに打ち克かつことはおろか、現実世界でも、夜道の物もの陰かげから──戸口の隙すき間まから、あの男が現われるのではないかと常つねに怯おびえることになる。それが、シノン／詩し乃のを待ち受ける、バーチャルとリアル。

「……私……」

　シノンはキリトから眼を逸そらし、呟つぶやくように言った。

「私、逃げない」

「……え？」

「逃げない。ここに隠れない。私も外に出て、あの男と戦う」

　キリトは眉まゆを寄せ、シノンに少し上体を近づけて低く囁ささやいた。

「だめだ、シノン。あいつに撃うたれれば……本当に死ぬかもしれないんだ。俺おれは完全な近接戦せん闘とうタイプで防ぼう御ぎよスキルも色々あるけど、君は違ちがう。姿を消せるあの男に零距離から不意打ちされたら、危険は俺の比じゃない」

　シノンはしばらく唇くちびるを閉じたあと、静かに唯ゆい一いつの結論を口にした。

「死んでも構わない」

「…………え……」

　再び眼を見開くキリトに向かって、ゆっくり語りかける。

「…………私、さっき、すごく怖かった。死ぬのが恐ろしかった。五年前の私よりも弱くなって……情けなく、悲ひ鳴めい上げて……。そんなんじゃ、だめなの。そんな私のまま生きつづけるくらいなら、死んだほうがいい」

「……怖いのは当たり前だ。死ぬのが怖くない奴やつなんていない」

「嫌いやなの、怖いのは。もう怯えて生きるのは……疲つかれた。──別に、あなたに付き合ってくれなんて言わない。一人でも戦えるから」

　言って、シノンは萎なえた腕に力をこめ、立ち上がろうとした。だが、その手を、すぐ隣となりまで身を乗り出したキリトが摑つかんだ。張り詰つめた声が、低く訊たずねる。

「一人で戦って、一人で死ぬ……とでも言いたいのか？」

「……そう。たぶん、それが私の運命だったんだ……」

　重い罪つみを犯したのに、いかなる裁さばきも詩乃は受けなかった。だから、あの男が帰ってきたのだ。しかるべき罰ばつを与えるために。死銃は亡霊ではなく──因いん果が。決定されていた結末。

「……離はなして。私……行かないと」

　振りほどこうとした手を、しかしキリトは更さらにきつく摑んだ。

　黒い眼がぎらりと光る。小さく優美な唇くちびるに似つかわしくない、激しい言葉が放たれる。

「……君は間ま違ちがってる。人が一人で死ぬ、なんてことは有り得ない。人が死ぬときは、他の誰だれかの中にいるそいつも同時に死ぬんだ。俺の中にも、もうシノンがいるんだ！」

「そんなこと、頼んだわけじゃない。……私は、私を誰かに預あずけたことなんかない！」

「もう、こうして関わりあっているじゃないか！」

　キリトは握にぎったシノンの手をぐいっと持ち上げ、眼前に突きつけた。

　その瞬しゆん間かん、凍こおった心の底に押さえつけられていた激情が、一気に噴ふき上がった。軋きしむほどに歯を食い縛しばり、もう片方の手でキリトの襟えり首くびに摑つかみかかる。

「なら…………」

　慰い撫ぶを求める弱さと、破は滅めつを求める衝しよう動どうが、かつて誰だれに対しても抱いたことのない感情を生み出し、誰にも言ったことのない言葉を胸の奥から絞しぼり出させた。燃え上がるほどの熱量を込めた視線をキリトの眼に注そそぎ、シノンは叫さけんだ。

「──なら、あなたが私を一生守ってよ!!」
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　突然視界が歪ゆがんだ。頰ほおに、熱い感覚があった。自分の眼に涙が溢あふれ、滴したたっていることに、シノンはすぐには気付かなかった。

　握られた右手を強ごう引いんに振り払い、固く拳こぶしを握ってキリトの胸に打ちかかる。二度、三度、力任せにどんどんと叩たたきつける。

「何も知らないくせに……何もできないくせに、勝手なこと言わないで！　こ……これは、私の、私だけの戦いなのよ！　たとえ負けて、死んでも、誰にも私を責める権利なんかない!!　それとも、あなたが一いつ緒しよに背せ負おってくれるの!?　この……」

　握り締しめた右手をキリトの目の前に突き出す。かつて、血に塗まみれた拳銃のトリガーを引き、一人の人間の命を奪うばった手。肌はだを詳しよう細さいに調べれば、火薬の微び粒りゆう子しが侵入してできた小さな黒子ほくろが今でも残る、汚れた手。

「この、ひ……人殺しの手を、あなたが握にぎってくれるの!?」

　記き憶おくの底から、詩し乃のを罵ののしるいくつもの声が甦よみがえってくる。教室で、他の生徒やその持ち物にうっかり触ふれてしまおうものなら、たちまち「触さわんなよヒトゴロシが！　血がつくだろ!!」と罵られ、足を蹴けられ、背中を突き飛ばされた。あの事件以降、詩乃は自ら誰だれかに触れたことはない。ただの一度としてない。

　その拳こぶしを、最後にもう一度思い切り打ちつけた。この島は全体が保護コードのないバトルフィールドであり、恐らくキリトのＨＰは打ちよう擲ちやくのたびにごくわずかに減少しているはずだったが、それでも彼は身じろぎひとつしなかった。

「う……うっ…………」

　抑おさえようもなく、あとからあとから涙が零こぼれ落ちる。泣き顔を見られるのが嫌いやで、勢いよく俯うつむくと、額ひたいがどすんとキリトの胸にぶつかった。

　左手で強くキリトの襟えり首くびを摑つかんだまま、力まかせに額を押し付けて、シノンは食い縛しばった歯の間から嗚咽おえつを漏もらしつづけた。幼おさな子ごのように号泣しながらも、自分の中にこのような種類のエネルギーがあったことが少し不思議だった。最後に人前で泣いたのがいつだったかも思い出せなかった。

　やがて、右肩にキリトの手が触れるのを感じた。しかしシノンは、握ったままの拳でその手を力任せに払いのけた。

「嫌い……大嫌いよ、あんたなんか！」

　叫さけぶあいだも、仮想の涙はあとからあとから零れ落ち、キリトの薄い胸に吸い込まれていった。




　どれくらいそのままでいたのか──。

　ついに涙も枯かれ、シノンは魂たましいが拡散するような虚きよ脱だつ感かんとともに体の力を抜き、光こう剣けん使いの細い体に全身の重みを委ゆだねた。かつて自分に許したことのない、爆ばく発はつ的てきな感情の解放のあとにやってきた甘い痛みが今だけは心地よく、額を肩口に預あずけたまま呼吸だけを繰くり返す。

　更さらにしばらく続いた沈ちん黙もくを破ったのは、シノンのほうだった。

「……あんたのことは嫌いだけど……少し、寄りかからせて」

　呟つぶやくように言うと、キリトはただひと言、うんと答えた。シノンは体をずらし、前に投げ出されたキリトの脚あしの上に横たえた。顔を見られるのはやはり恥はずかしかったので、キリトに背中を向けると、右のリアフェンダーに弾だん痕こんが残る三輪バギーと、洞どう窟くつの外から忍び込む最後の残照の色が眼に入った。

　頭のなかはぼんやりとしていたが、死銃に襲おそわれたときの思考停止状態とは違ちがい、きつく重い服を脱ぬいだような浮遊感があった。いつしか、言葉がぽろりと口から零こぼれていた。

「私ね……、人を、殺したの」

　キリトの反はん応のうを待たず、続ける。

「ゲームの中じゃないよ。……現実世界で、ほんとうに、人を殺したんだ。五年前、東北の小さな街で起きた郵便局の強ごう盗とう事件で……。報道では、犯人が局員をひとり拳銃で撃うって、自分は銃の暴発で死んだ、ってことになってたんだけど、実際はそうじゃないの。その場にいた私が、強盗の拳銃を奪うばって、撃ち殺した」

「……五年前……？」

　囁ささやくようなキリトの問いかけに、こくんと頷うなずく。

「うん。私は十一歳だった……もしかしたら、子供だからそんなことが出来たのかもね。歯を二本折って、両手首を捻ねん挫ざして、あと背中の打だ撲ぼくと右肩を脱だつ臼きゆうしたけど、それ以外に怪け我がは無かった。体の傷はすぐ治ったけど……治らないものもあった」

「…………」

「私、それからずっと、銃を見ると吐はいたり倒れたりしちゃうんだ。テレビや、漫画とかでも……手で、ピストルの真ま似ねされるだけでも駄目。銃を見ると……目の前に、殺したときのあの男の顔が浮かんできて……怖いの。すごく、怖い」

「……でも」

「うん。でも、この世界でなら大丈夫だった。発ほつ作さが起きないだけじゃなく……いくつかの銃は……」

　視線を動かし、すぐ近くの砂上に横たわるヘカートⅡの優美なラインをなぞる。

「……好きにすらなれた。だから、思ったんだ。この世界でいちばん強くなれたら、きっと現実の私も強くなれる。あの記き憶おくを、忘れることができる……って。なのに……さっき、死銃に襲おそわれたとき、発作が起きそうになって……すごく、怖くて……いつの間にか《シノン》じゃなくなって、現実の私に戻ってた……。だから、私、あいつと戦わないとだめなの。あいつと戦って、勝たないと……シノンがいなくなっちゃう」

　両手でぎゅっと体を抱く。

「死ぬのは、そりゃ怖いよ。でも……でもね、それと同じくらい、怯おびえたまま生きるのも、辛つらいんだ。死銃と……あの記憶と、戦わないで逃げちゃったら、私きっと前より弱くなっちゃう。もう、普通に暮らせなくなっちゃう。だから……だから」

　不意に襲ってきた寒気に、深く身震ぶるいした、その時。

「俺おれも……」

　いつになく弱々しい、途と方ほうに暮れた子供のような声で、キリトが呟つぶやいた。

「俺も、人を、殺したことがある」

「え……」

　今度は、背中に密着したキリトの体が一いつ瞬しゆん震ふるえた。

「……前に、言ったろう。俺おれはあのぼろマント……死銃と、他のゲームで顔見知りだった、って」

「……う、うん」

「そのゲームのタイトルは……《ソードアート・オンライン》。聞いた事……ある？」

「…………」

　半なかば以上予想していた名前だったが、シノンは思わず首を動かし、キリトの顔を見上げた。光こう剣けん使いは、背中を洞どう窟くつの岩壁に預あずけ、光の薄れた瞳ひとみをただ宙に向けていた。

　もちろんシノンは、キリトの口にした名前を知っている。およそ日本のＶＲＭＭＯプレイヤーで、聞いたことのない者はいるまい。一昨年から去年にかけて、一万人もの意識をゲーム世界に閉じ込め、そのうち実に四千人の命を奪うばったかの呪のろわれたタイトルを。

「……じゃあ、あなたは……」

「ああ。ネット用語で言えば……《ＳＡＯ生還者サバイバー》って奴やつだ。そして、あの死銃も。俺はあいつと、互たがいの命を奪い合って、本気で戦ったはずなんだ」

　キリトの瞳が、遠い過去を覗のぞくように、茫ぼう洋ようと宙をさまよった。

「あの男は、《ラフィン・コフィン》っていう名前のレッドギルドに所しよ属ぞくしていた。ＳＡＯでは、カーソルの色から犯罪者のことを《オレンジプレイヤー》、盗賊ギルドのことを《オレンジギルド》、って言ったんだけど……その中でも、積極的に殺人を楽しむ奴らは《レッド》って呼ばれたんだ。そういう奴が、いっぱい……ほんとにいっぱいいたんだよ」

「で、でも……あのゲームでは、ＨＰがなくなったら、ほんとに死んじゃったんでしょ……？」

「そうだ。でも……だからこそ、かな。一部のプレイヤーにとって、殺しは最大の快楽だった。ラフィン・コフィンは、そういう連中の集団だったんだ。保護コードのないフィールドやダンジョンで他のパーティーを襲おそって、金とアイテムを奪ってから、容よう赦しやなく殺した。もちろん一般プレイヤーは厳げん重じゆうに警けい戒かいしてたけど、奴らは次々に新しい手口を編あみ出して、犠ぎ牲せい者しやはいっこうに減らなかった……」

「…………」

「だから、とうとう大規き模ぼな討とう伐ばつパーティーが組まれて……俺もメンバーに加わったんだ。討伐って言っても、ラフィン・コフィンのメンバーを殺そうっていう訳わけじゃなくて、全員を無力化して牢獄ジエイルに送るっていう手て筈はずだった。苦労して奴らのアジトを調べて、戦力的にも絶対大だい丈じよう夫ぶ、っていうくらいのレベルのプレイヤーを揃そろえて、夜よ更ふけに急きゆう襲しゆうした。でも……どこかから情報が漏もれていたんだ。向こうはアジトに罠わなを張って待ち構えてて……それでも、どうにか立て直したんだけど、すごい混戦になって……その中で、俺は……」

　再びキリトの体が強く震える。眼が見開かれ、呼吸が浅くなる。

「ラフコフのメンバーを二人、自分の手で殺したんだ。一人は……剣で、首を撥はねた。もう一人は、心臓を突き刺さした。牢獄に送るだけの計画だったのに、何もかも忘れて、無む我が夢む中ちゆうで……いや、それも言い訳わけだな。剣を止めようと思えば止められたはずだ……。でも俺おれは、恐怖と怒りに任せて剣を振り続けた。根っこのところじゃ奴やつらと一いつ緒しよさ。いや、ある意味ではもっと罪つみ深いかもしれない。だって……」

　大きく空気を吸い、長く吐はいてから、キリトは静かにその先を口にした。

「だって俺は、自分のしたことを、無理矢理に忘れてしまっていたんだ。その時殺した二人と、ずっと後に斬きったもう一人の顔や名前を、現実世界に戻ってからも一度として思い出そうとしなかった。昨日、総そう督とく府ふの待たい機きドームで、あの男……死銃に会うまでは……」

「……じゃあ、死銃は、あなたが戦った……その《ラフィン・コフィン》の……」

「ああ。討とう伐ばつ戦で生き残って、牢獄に送られたメンバーの一人のはずだ。雰ふん囲い気きや喋しやべり方に憶おぼえがある。もう少し……もうちょっとで、当時の名前を思い出せそうなのに……」

　そこで強く両眼をつぶり、額ひたいに右拳こぶしの角を押し当てるキリトの様子を、シノンは膝ひざに背中を預あずけたまましばし見つめた。

　このキリトという少年が、《ソードアート・オンライン》のプレイヤーだったこと。

　そしてその世界で、本物の命を賭かけた戦いの日々を二年間も生き延のびてきたこと。

　おぼろげに推すい測そくはしていた。しかしやはり、口から直接発せられた言葉には途と方ほうもない重みがあった。耳の奥に、昨日の予選決勝でのキリトの問いが蘇よみがえる。

　──もしその銃の弾丸が、現実世界のプレイヤーをも本当に殺すとしたら……。そして、殺さなければ自分が、あるいは誰だれか大切な人が殺されるとしたら。その状じよう況きようで、それでも君は引き金を引けるか。

　キリトはまさしく、その極きよく限げん状況をくぐり抜けてきたのだ。ある意味では、五年前に郵便局で詩し乃のを襲おそった事件と、限りなく似通った──。

「……キリト」

　シノンは体を起こし、キリトの両肩を摑つかんだ。少年の視線は微び妙みように焦しよう点てんを失い、いまだ過去の一地点を覗のぞき込んでいるように見えた。それでもシノンは顔を近づけ、無理矢理に相手の瞳ひとみを捉とらえて、掠かすれ声で語りかけた。

「……私、あなたのしたことには、何も言えない。言う資格もない。だから、ほんとはこんなこと訊きく権利もないけど……でも、お願い、一つだけ教えて。あなたは、その記き憶おくを……どうやって乗り越こえたの？　どうやって、過去に勝ったの？　なんで今、そんなに強くいられるの……？」

　己おのれの罪つみを吐と露ろしたばかりの相手に対して、あまりにも配はい慮りよのない、利己的な質問だと思った。でも、どうしても訊かずにいられなかった。キリトは『無理矢理に忘れた』と自分を責めるように言ったが、シノンはそれすらもできなかったのだ。

　──しかし。

　キリトは、二、三度瞬まばたきをすると、シノンの眼をじっと見た。そして、ゆっくりと、首を左右に振った。

「……乗り越こえてないよ」

「え……」

「俺おれはゆうべ、ラフコフ討とう伐ばつ戦や、俺の剣で死んだ三人のことを繰くり返し夢に見て、ほとんど眠れなかった。アバターが消え去る瞬しゆん間かんの彼らの顔……声、言葉を、俺はきっと、もう二度と忘れられないだろうな……」

「そ……そんな……」

　シノンは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「じゃあ……ど……どうすればいいの……。わ……私……」

　──私は、一生このままなのか。

　それは、あまりにも恐ろしい宣せん告こくだった。

　全ては、無駄なのだろうか？　たとえ今、この洞どう窟くつを出て死銃と戦い、万が一勝てたとしても、現実の詩し乃のの苦しみは永遠に続く──そういうことなのだろうか……？

「──でもな、シノン」

　キリトの右手が動き、自分の肩をきつく摑つかむシノンの手をそっと覆おおった。

「それは、たぶん、正しいことなんだ。俺は、我を忘れて、この手で人を殺した。なのに、責められるどころか、称たたえられさえした。誰だれも俺を裁こうとせず、償つぐなう方法も教えてくれなかった。それをいいことに、俺は自分の行いから眼を逸そらして、無理矢理に忘れようとした。でも、それは間ま違ちがいだった。自分のしたこと、この手で彼らを斬きった……殺したことの意味、その重さを、俺は受け止め、考え続けるべきだったんだ。せめてそうすることが、俺にできる最低限の償いなんだろうと、今は思っている……」

「……受け止め……考え続ける。……私……私には、そんなことできない……」

「どんなに遠ざけようとしても、過去は消せないし、記き憶おくも本当には消えないんだ。なら……それをまっすぐ見て、いつか受け入れられるように戦うしかない」

「…………」

　シノンは両手から力を抜ぬき、滑すべり落ちるように再びキリトの脚あしの上に横たわった。背中と頭を預あずけ、洞どう窟くつの天てん井じようを見上げる。

　あの記憶をまっすぐ受け止め、戦う。自分にそんなことができるとは、到とう底てい思えない。キリトの見いだした道はやはり彼だけのもので、自分は自分の解決法を探すしかないのだという気がしたが、それでもキリトの話は、一つだけシノンの迷いを解いてくれたかもしれなかった。薄うす闇やみの中でも仄ほの白い顔に視線を移し、呟つぶやく。

「……《死銃》……」

「ん？」

「じゃあ、あのぼろマントの中にいるのは、実在する、本物の人間なんだね」

「そりゃあ、そうさ。元《ラフィン・コフィン》の幹部プレイヤー、それは間ま違ちがいない。俺おれがＳＡＯ時代の名前さえ思い出せれば、現実世界での本名や住所だって突き止められるはずだ。正直に言えば、俺はそのためにこの世界にやってきたんだ」

「……そう……」

　ならばぼろマントは、少なくとも、詩し乃のの過去から甦よみがえった亡霊ではなかったわけだ。眉まゆを寄せ、考えながら言う。

「じゃああいつは、ＳＡＯ時代のことが忘れられなくて、またＰＫをしたくなっててＧＧＯに来た……ってこと？」

「それだけじゃない気がするな……。あいつは、《ゼクシード》や《たらこ》を撃うった時も、この大会で《ペイルライダー》を消した時も、必ず大勢の眼がある状じよう況きようを選んでいる。あの大げさな十字の仕草といい、不特定多数に対してアピールしてるんだ。多分……自分には、ゲームの中から本当に人を殺す力があるんだ、と……」

「……でも、どうやったらそんなことが……。アミュスフィアは、初代の……ナーヴギア、だっけ？　あれとは違って、危険な電でん磁じ波はは出せない設計なんでしょう？」

「そのはずだ。……でも、俺にこの世界に来るよう依頼した人間の話によれば、ゼクシードとたらこの死因は、脳損そん傷しようじゃなくて心不全なんだ……」

「え……、心臓……？」

　それを訊きいた瞬しゆん間かん、背筋にぞっと冷たいものが走り、シノンは小さく身を震ふるわせた。まさか、と思いつつも、浮かんだ考えを口にしてしまう。

「……それって……何か、呪のろいとか、超能力的な力で殺した……ってこと……？」

　言った途と端たん、きっと笑われると思ったが、キリトも張り詰つめた視線を返してきただけだった。

「……正直、あのぼろマントを操あやつってる現実世界のプレイヤーを突き止めて調べない限り、殺人の手段は見当もつかないな。仮想世界で相手構わず銃撃するだけで、生身のプレイヤーの心臓を止める方法なんて存そん在ざいしない、と思いたいけど……いや、待てよ……そう言えば……」

　キリトは、考え込むときの癖くせなのか、細いおとがいを指でなぞりながら言葉を中断させた。シノンが膝ひざの上から首を傾かしげると、曖あい昧まいな口調で呟つぶやく。

「……ちょっと妙みようだな……」

「何が……？」

「さっきの廃はい墟きよで、死銃はなんで俺をあの黒い拳銃じゃなく、わざわざライフルに持ち替えて撃ったんだ？　距離は充じゆう分ぶん近かったし、攻撃力だって、実は拳銃のほうが上のはずだ。なんたって、一発でも当てれば本当に殺せるんだからな。事実、俺はライフルの弾たまを回かい避ひしきれなかった。あそこで拳銃のほうを使ってれば、あいつは俺を殺せたのに……」

　自分が本当に死んでいた可能性を冷静に検証するその剛ごう胆たんさに少々呆あきれながら、シノンは自分の考えを述のべた。

「十字を切る暇ひまがなかったから……とか？　黒星ヘイシンを……あ、あの拳銃は《五四式・黒星》って言うんだけど……」

　その名前を口にした瞬しゆん間かんの息苦しさをぐっと吞のみ込み、続ける。

「……あれを撃うつ時は、必ず十字のゼスチャーをすると決めてるとか。それか、十字を切らないと殺せない……とか？」

「うーん……でも、バギーで逃げてる時、あいつがシノンを狙ねらって撃ったのは、その黒星のほうだったよな。馬の上で、十字なんか切れないだろ？」

　言われ、シノンはちらりとすぐ傍そばの三輪バギーを見た。右リアフェンダーに穿うがたれた弾だん痕こんのサイズは、明らかに３３８ラプア・マグナムよりずっと小さな七・六二ミリ弾のものだ。そもそもシノンは、死銃が馬上で黒星を取り出し、十字ゼスチャーなしで撃つところを自分の眼で見ている。

「そう……ね。確かに、そうだった」

「つまり、死銃は俺おれを殺せたのに殺さなかったってことになる。でも、敢あえて俺を見逃のがす理由なんかないはずだ。予選トーナメントで優勝したのは俺だし……ぶっちゃけ見た目も俺のほうが目立つし……」

「地味で悪かったわね」

　左肘ひじでキリトの脇わき腹ばらを押すと、こほんと咳せき払いが返る。

「じゃあ、同程度ということにしておこう。でも、ともかく奴やつは、俺を撃てなかったんじゃなくて、何かの理由で撃たなかったんだ……」

「うーん……」

　シノンは体を反転させると、キリトの脚あしの上でうつ伏ぶせになって、組んだ両手に頭を乗せた。この少年に対する反発や警けい戒かい心しんが消えたわけではないが、今だけは触ふれ合うアバターの温度が、黒いものを遠ざけてくれている気がする。仄ほのかな安心感に包まれながら、徐じよ々じよに平静を取り戻してきた頭を懸けん命めいに回転させる。

「……そう言えば、前の時も、妙みようって言えば妙だったわ……」

「前？」

「あの鉄橋のとこ。あいつ、ペイルライダーは黒星で撃ったのに、すぐ傍で無む抵てい抗こうに倒れてたダインは無視したでしょ？　私てっきり、ダインも撃たれると思ったのに……」

「ああ……でも、あの時点では、彼はもう死んでただろ？」

「死んだって言ってもＨＰがゼロになって動けなくなっただけで、アバターは残ってたし、本人の意識もまだ接続してたんだよ。ゲームの枠わくを超えた力があるなら、ＨＰの有無なんて関係なさそうなものじゃない？」

　シノンの指し摘てきに、キリトは短く唸うなった。

「……そうだな。言われてみればその通りだ。廃はい墟きよの時と同じく、鉄橋でも、死銃は何かの理由でペイルライダーは撃うちダインは撃たなかったわけか……」

「つまり……こういうこと？　あなたとダイン、それに私とペイルライダーの間には、それぞれ何か共通点があって、それがターゲットになるプレイヤーとならないプレイヤーを分けている……」

　考え考えシノンが呟つぶやくと、キリトが頷うなずいた動きが体に伝わった。

「うん、そう考えていいだろうな。更さらに言えば、以前に殺されたゼクシードとたらこの二人にも、君とペイルライダーに共通する条件があるはずだ。……単に強さとか、ランキングってことなのかな……」

「でも、ペイルライダーは確かに強かったけど、前の大会には出てないのよ。ＢｏＢのランキングで言えばダインのほうが上だわ」

「じゃあ……何か、特定のイベントに関わってる、とか？」

「それも無いよ。だって私、ダインとはこないだまで同じスコードロンにいて、何度も一いつ緒しよにフィールドに出たけど、ペイルライダーとは会ったことはおろか名前すら知らなかったんだから」

「ゼクシードやたらことは？」

　キリトの質問に、シノンはつい苦笑しながら、再び体を転がした。美び貌ぼうに浮かぶ真剣な表情を見上げ、肩をすくめつつ答える。

「あの二人は、私やダインとはまたひとつふたつランクの違ちがう有名人だから……。ゼクシードは前優勝者だし、薄塩たらこは五位だか六位だったけど、サーバーで最大級のスコードロンのリーダーだしね。喋しやべったことなんて、一、二回くらいしかない」

「むう……じゃあ、やはり装そう備びとか……あるいはステータスタイプ……」

「装備は、全員バラバラだよ。私はこのとおり狙そ撃げき銃だし、ペイルライダーはショットガン、ゼクシードは確か、激レアなＸＭ29アサルトライフル。薄塩たらこはエンフィールドの軽機関銃。ステータスは……ああ」

「ん？」

　首を傾かたむけるキリトに、言い訳わけするように眉まゆを動かしてから続ける。

「共通点とはとても言えないけど……。強ごう引いんにくくれば、《全員ＡＧＩ特化ビルドじゃない》ってことになるかな。でも、やっぱりちょっと無理あるか……。ＳＴＲに偏かたよってたり、ＶＩＴに偏ってたりするから……」

「ん～～……」

　キリトは形のいい唇くちびるをひん曲げ、がりがりと頭を搔かく。

「結けつ局きよく、理由なくターゲットを決めてるだけなのかな……。なんか……何か有りそうな気はするんだけどなあ……。──さっき、薄塩たらことは喋しやべったことあるって言った？　何を話したの？」

「えーと……」

　薄い記き憶おくを辿たどりながら、シノンはキリトの脚あしと自分の頭の間で自分の両手を重ね、枕まくら代わりにした。これもいわゆるヒザマクラの範はん疇ちゆうだろうか、等などと考えてしまい今いま更さらのように気恥はずかしさが浮上してくるが、非常事態を言い訳わけに蹴けり飛ばす。

　思えば、他人と長時間触ふれ合うことなど、この数年間まったくなかった。まるで体重と一いつ緒しよに心の重荷まで預あずけているようで、不思議な穏やかさが心をひたしている。もう少しだけこうしていたい、とぼんやり思ってから、不意に新しん川かわ恭きよう二じの気弱そうな笑顔が浮かんで、なぜか申し訳ない気持ちになる。もし無事に現実世界に戻れたら、彼とももう少し壁を取り払って話してみよう……

「──おい、シノン。たらことは……」

「あ、う……うん」

　ぱちぱちと瞬まばたきして一いつ瞬しゆんの想念を振り落とし、シノンは遠い記憶を手探りした。

「……って言っても、ほんとにちょっと話しただけ。たしか……前の大会が終わって、総そう督とく府ふの一階ホールに戻ったとき、出た場所がすぐ近くだったんだ。で、二、三分、賞品に何を貰もらうかとか喋ったんだけど……フィールドでは直接戦いもしなかったし、世間話程てい度どだよ」

「そっか。前の大会には死銃は出てなかったわけだしな……。まさか賞品を貰えなかった恨うらみじゃあるまいしなあ……。──これ以上、根こん拠きよの薄い推すい測そくを重ねても無駄かな」

　キリトは軽くため息をついた。気分を変えるように何度か瞬まばたきすると、シノンを見下ろしてくる。

「そういや、そこまで調べなかったんだけど……賞品って何が貰えるんだ？」

　唐とう突とつな話題の切り替えに、この状じよう況きようでよく賞品のことなんか気にする余よ裕ゆうがあるものだと感心しながらシノンは答えた。

「あー、選せん択たく式よ。順位に応じていろいろ選べるんだけど……今回は私たちけっこう順位良さそうだから、いい物貰えるかもね。無事に帰れれば、だけど」

「例えば、どんな？」

「そりゃ当然、銃とか、防具とか……街で売ってない色の髪染めとか、服とかね。ただまあ、ほんとに高性能な奴やつじゃなくて、外見が目立つって感じのものばっかりだけど。あとは、突とつ飛ぴなとこだと、ゲーム内の銃のモデルガンとかね」

「モデルガン？　……ってことは、ゲーム内のアイテムじゃなくて、リアルで実際に貰えるの？」

「そ。私、前の大会じゃ順位悪くて、ゲームアイテムじゃあんまりいいもの選べなかったから、それにしたんだけどね。そういや、たらこもモデルガンにするような事言ってたかな……。おもちゃはおもちゃだけど、金属も使ってあって、けっこう出来はいいものらしいよ。しん……シュピーゲルがそう言ってた。まあ、私は……」

　数日前にそのモデルガンを手に取った時の惨さん状じようを思い出し、苦い笑みを滲にじませる。

「──引出しにしまいっぱなしで、ろくに見てないけどね」

　しかしキリトは他に気になることがあるのか、シノンの表情には気付かなかったようだった。

「現実世界で……賞品が……？」

　かすかな独ひとり言に続けて、やけに真剣な声が降ってくる。

「そのモデルガンは、運営体が送ってきたのか？　わざわざアメリカから？」

「うん。国際郵便ＥＭＳでね。けっこう送料かかるよねあれ。儲もうかってるのかな、ザスカー」

　茶化すように言い、再びキリトの顔を見上げて──シノンはぱちくりと眼をしばたかせた。光こう剣けん使いが、きつく唇くちびるを嚙かみ締しめ、宙の一点をじっと睨にらんでいたからだ。とても、自分が何を貰もらえるのか考えているようには見えない。

「な……何よ、どうしたの？」

「……ＥＭＳ……。──でもさ、俺おれがＧＧＯのアカウント作ったのはついこの間なんだけど、プレイヤーのリアル情報は、メールアドレスと性別年ねん齢れいくらいしか要求されなかったぜ。住所は、どうやって……？」

「あんた、もう忘れたの？」

　少々呆あきれ、シノンは横たわったまま両手を軽く広げた。

「昨日、総そう督とく府ふ一階ホールの端たん末まつでＢｏＢの予選にエントリーした時、リアルの住所氏名とかも書く欄らんがあったでしょ？　そこに注意書きがあったはずだよ。住所とかを空欄にしてもエントリーはできるけど、賞品を受け取れない場合がある、って。さてはあんた、書かなかったんでしょう。後から追加入力はできないから、もうモデルガンは貰えない……──って、え、え!?」

　突然、キリトが右肩に手を掛け、顔をぐいっと近づけてきたので、シノンは変な声を出してしまった。何かけしからぬ行こう為いに及およぶ気かと体を固くしたが、もちろんそうではなく──。

　光剣使いは至し近きん距離から、かつてないほど真剣な表情で更さらなる問いを発した。だがその内容は、何がそれほど重要なのか、まったく理解できないものだった。

「その前大会の賞品、ダインは何を選んだ？」

「え、えっと……たしか、ゲーム内の装そう備び。一度見せてもらったけど、何かどぎつい色のジャケットだった」

「ゼクシードは？」

「さ、さあ……話したこともないから判わからないよ。でも……あの人はガチガチの効率主義だって聞いたから、外見だけのお洒落しやれアイテムなんか興味ないんじゃないかな。だとしたら、やっぱりモデルガンかも。優勝とか準優勝だと、すごい大きいライフルとか貰えるらしいしね。でも……それが、何なのよ？」

　だがキリトは答えず、シノンの眼を見ながらもその心は思考の海を彷徨さまよっているようだった。

「仮想世界のアイテムじゃなく……現実世界のモデルガン……。それが、シノンとペイルライダー、ゼクシードとたらこの共通点だとすれば……。ＥＭＳの宛あて先さき……総そう督とく府ふホールの端たん末まつ……あの場所は確か……」

　うわ言のように、低い声で呟つぶやき続ける。

「……光迷彩……もしあれが……フィールドだけじゃなく……」

　突然、右肩に乗せられたキリトの手が、石のように硬かたく強こわ張ばった。両眼が大きく見開かれ、黒い瞳ひとみが小刻きざみに震ふるえた。そこにあるのは──衝しよう撃げき？　それとも、恐怖？

　シノンはわずかに背中を浮かせ、思わず叫さけんだ。

「な……何よ、どうしたの!?」

「ああ……なんてことだ…………なんてことだ」

　紅あかく艶つややかな唇くちびるから、低くひび割れた声が漏もれた。

「俺おれは……とんでもない誤ご解かいを…………」

「ご、誤解？」

「……ＶＲＭＭＯをプレイする時は……プレイヤーの意識は、現実世界から仮想世界に移動して、そこで喋しやべり、走り、戦うんだと……だから、死銃も、この世界で標的を殺しているんだろうと……」

「ち……違ちがうの……？」

「違う。本当は、プレイヤーの体も、心も、移動なんてしちゃいない。現実世界と仮想世界の違いは、脳が受け取る情報の多た寡かだけ。アミュスフィアを被かぶったプレイヤーが、電子パルスに変換されたデジタルな映像を見、音声を聴いてるだけなんだ」

「…………」

「だから……ゼクシードたちは、あくまで死体のあった場所、自分の部屋で死んだんだ。そして……真の殺人者も……その場所に……」

「何を……何を、言ってるの……」

　キリトは一いつ瞬しゆん唇を閉じ、再び開いた。次に発せられた声と吐と息いきは、彼の恐怖を映してか、凍こごえるような冷気となってシノンの頰ほおを撫なでた。




「死銃は、二人いるんだ。一人目……つまりあのぼろマントのアバターが、ゲーム内でターゲットを撃うつ。同時に、現実世界のターゲットの部屋に侵入した二人目が、無む抵てい抗こうに横たわるプレイヤーを殺す」




　キリトの言葉の意味を、すぐには理解できなかった。シノンはふらりと上体を起こし、しばらく放心したあと、何度も首を横に振った。

「でも……だって……そんなの、無理よ。どうやって現実の家を……」

「君がたった今言ったじゃないか。モデルガンが送られてきた、って」

「じゃ……じゃあ、運営体が犯人なの……？　それとも、データベースに侵入して……？」

「いや……その可能性はごく低い。一般のプレイヤーでも、ターゲットの住所を知ることは可能だ。そのターゲットがＢｏＢ本大会の出場者で、しかも賞品にモデルガンを選せん択たくした場合に限っては」

「…………」

「総そう督とく府ふだよ。モデルガンの送付を希望する出場者は、あそこの端たん末まつで、自分の本名や住所を入力する。俺おれが予選のエントリー手続きをした時も、少し気になったんだけど……あの場所は個室じゃなくて、後ろが広いオープンスペースになってたろ……？」

　そこでようやくキリトが何を言わんとしているか悟さとったシノンは、息を詰つめつつ小刻きざみに首を振った。

「まさか……後ろから、端末の画面を覗のぞき見たっていうの？　無理よ、遠近エフェクトがあるからちょっと離はなれただけで文字は読めなくなるし、そんな近くに人がいたら、幾いくら何でも気付かないわけない」

「スコープや双眼鏡を使ったとしたらどうだ？　前に俺の知り合いが、ゲーム内で暗証番号のボタンを読み取るのに、鏡を利用したって話をしてた。何かアイテムを通して見れば、遠近エフェクトは無効化できるんじゃないか？」

「それこそ無茶よ。あんな人がいっぱいいるとこで双眼鏡なんか使ったら、ＧＭに突き出されてアカウント抹消ＢＡＮされかねない。アメリカのゲームだから、ハラスメント関係にはかなり対たい処しよ厳しいのよ」

　しかしキリトは、その反論をも予想していたようだった。いっそう顔を近づけ、ごくごくかすかな囁ささやき声で、光こう剣けん使いは一つの仮説を口にした。

「もし……、もし、だけど。死銃のあのマントの力……《メタマテリアル光歪曲迷彩》が、街中でも使えるとしたら？　総督府ホールの中は相当に薄暗かった。物もの陰かげで透明化したら、もう誰だれも気付けないだろう。その状態で、遠くから大型の双眼鏡なりスコープを使って、端末の画面を覗いたら……エントリーデータの住所や本名を読み取ることも、可能なんじゃないか……？」

「…………！」

　透明化と──望遠アイテム。その二つを合わせれば、確かに可能かもしれない。メニューウインドウは基本的に他人には不可視だが、ゲーム内端末のタッチパネルモニタは複数人で操作する場合もあるため、デフォルトでは誰にでも内容が見える。シノン自身、前大会の時も今回も、可視モードのまま住所氏名を入力している。それを、誰かが……いや、あのぼろマントの死神が、背後から覗のぞき見ていたというのか？　殺しのリストに名前を書き写すために？

　その仮説をどうしても受け入れたくなくて、シノンは必死に反証を挙あげようとした。

「……仮に、現実世界の住所が判わかったとしても……忍び込むのに、鍵かぎはどうするの？　家の人とかは……？」

「ゼクシードとたらこの例に限って言えば、二人とも一人暮らしで……家は古いアパートだった。多分、ドアの電子錠じようも、セキュリティの甘い初期型だろう。それに、標的がＧＧＯにダイブしている間は、生身の体は完全に無意識状態なのが保証されてるんだ。多少侵入に手間取っても、気付かれる心配はない……」

　キリトの言葉に、再び息を吸い込む。

　住宅の鍵が、車と同じ電波式のキーレスエントリー錠に置き換かえられ始めたのはここ七、八年のことだ。物理的なピッキングこそ不可能になったが、初期のタイプはマスターキーならぬマスター電波が解かい析せきされ、それが組み込まれた解かい錠じよう装置がブラックマーケットで高額取引されているというニュースを以前読んだ気がする。それ以来、シノンは電波ロックだけではなく金属鍵と暗証番号を併へい用ようしているが、だからといって背筋を這はい回る冷たさは消えない。

《死銃》は過去から蘇よみがえった亡霊でも、謎なぞの力を持つアバターでもなく、現実の殺人者。

　その推すい論ろんが少しずつ重みを増していくにつれ、先ほどまでとは別種の恐怖が胸に染しみ出してくる。自分でも理解できない抵てい抗こう感かんに衝つき動かされ、シノンは考えられる最後の反はん駁ばくを口にした。

「じゃ、じゃあ……死因は？　心不全って言ったよね？　警察とか、お医者さんにも判わからない手段で心臓を止めるなんてことができるの？」

「何らかの薬品を注射した……んだろうな……」

「そんなの……調べれば分かるでしょう？　注射の痕あととか……」

「……死体は、発見が遅おくれてかなり腐ふ敗はいが進んでいたらしい。それに……残念ながら、コアなＶＲＭＭＯプレイヤーが心臓発ほつ作さで死ぬ例は少なくないんだ。ろくに飲み食いしないで、寝てばっかりいるんだからな……。部屋も荒らされず、金が盗とられてもいなければ、自然死と判断される確率は高いと思う。それでも一応、脳の状態は詳くわしく調べたらしいんだけど、まさか薬品を注射されたなんて……最初からそのつもりで調べないと、判らないだろう」

「…………そんな……」

　シノンは両手でキリトのジャケットを握にぎり、いやいやをする子供のように頭を振った。

　そこまで周しゆう到とうな準備をして、ただ人を殺すために殺す──。そのような行こう為いに及およぶ人間の心は、完全に理解の埒らち外がいだった。感じられるのは、無限の闇やみを満たす膨ぼう大だいな悪意、それだけだった。

「……狂くるってる」

　囁ささやいたシノンの声に、キリトも頷うなずいた。

「ああ……狂ってる。でも……理解はできないけど、想像はできる。あいつは、そこまでしても《レッドプレイヤー》でい続けたかったんだろう。俺おれも……俺の中にもまだ、俺はアインクラッドの最前線で戦い続けた《剣士》なんだっていう意識があるから……」

　聞き慣なれないその名前が、《ソードアート・オンライン》の舞台である空に浮かぶ城のことだとはすぐに想像できた。ほんの一いつ瞬しゆん、シノンは恐れを忘れて頷うなずいていた。

「……それは、私も……何となく、解わかる。私も、自分は狙撃手スナイパーなんだって時々思うことがあるし……。でも、じゃあ、あのぼろマントだけじゃなく、二人目のほうも……？」

「うん、そいつもＳＡＯ生還者サバイバーである可能性は高いな。もっと言えば、《ラフィン・コフィン》の生き残りかもな……。よっぽど上手く連れん携けいできないと、とてもこんな殺人は……──ああ、そうか、もしかして……」

　何かを気付いたようなキリトに、視線で問いかける。

「いや、大したことじゃないんだけど……あのぼろマントの、十字を切るゼスチャー。あれは観客へのアピールであると同時に、腕時計を確認する行こう為いのカモフラージュだったのかも。現実世界の共犯者と、かなり厳げん密みつに《犯行時刻》を合わせる必要があるはずだからな。と言って、撃うつ前にいちいち時計を見るのは不自然すぎる」

「そっか……手首の内側に小型ウォッチを装そう備びしとけば、額ひたいを触さわるときにちょうど目の前だ……」

　つい感心して頷いてしまったシノンの両肩を──。

　不意に、目の前のキリトがぎゅっと摑つかんだ。ひときわ真剣さの増した表情で、ゆっくりと口を動かす。

「シノン。──君は、ひとり暮らしか？」

「う……うん」

「鍵かぎは……それと、ドアチェーンは？」

「いちおう、電波ロックだけじゃなくてシリンダー錠じようも掛けてあるけど……鍵そのものは、うちも初期型の電子錠……。チェーンは……」

　眉まゆを寄せ、懸けん命めいにダイブ前の記き憶おくを探る。

「……してない、かもしれない」

「そうか。──いいか、落ち着いて聞いてくれ」

　キリトの顔に、かつて見たことのない色濃こい懸け念ねんが浮かんでいるのを見て、シノンの胸は氷を詰つめ込まれたかのようにきりきりと冷たくなった。

　嫌いやだ、その先は聞きたくない──。そう思うが、目の前の唇くちびるは止まることなく動き、言葉を紡つむぐ。

「廃はい墟きよのスタジアム近くで、死銃は、麻ま痺ひした君をあの拳銃で撃とうとした。いや……ロボットホースで俺たちを追っているときに、実際に撃った。それはつまり……準備が完了している、ということだ」

「準備……って、何の……」

　ほとんど音にならない声で訊たずねる。キリトはわずかな間を置いてから、同じく囁ささやき声で答えた。

「……今、この瞬しゆん間かんに、現実世界の君の部屋に死銃の共犯者が侵入して、大会の中継画面で君があの銃に撃たれるのを待っている──という可能性がある」

　告つげられた言葉が、意味を成すかたちとなってシノンの意識に浸しん透とうするのには長い時間を要した。

　すうっと周囲の光景が薄れ、見慣れた自分の部屋が脳のう裏りに甦よみがえってくる。幻げん視しのように、高い位置から六畳の自室を見下ろす。

　こまめに掃そう除じ機きを掛けている、フローリング風のフロアタイル。淡あわい黄色のラグマット。小さな木製のテーブル。

　西側の壁に面して、黒のライティングデスクと、同じく黒いパイプベッドが並べられている。シーツは飾り気のない白。その上に、トレーナーとショートパンツ姿で横たわる、自分。眼を閉じ、額ひたいには二重の金属環で構成された機械が装そう着ちやくされている。そして──

　ベッドの傍かたわらにひっそりと立ち、眠る詩し乃のを覗のぞき込む、黒い人影。全身はシルエットのように塗ぬりつぶされているが、ただ一つ、右手に握にぎるモノだけがはっきりと見える。曇くもったガラスのシリンダー、その先端から伸びる銀色の針──致ち死し性せいの液体を満たした、注射器。

「嫌いや……いや……」

　シノンはぎしぎしと強こわ張ばった首を動かし、呻うめいた。幻まぼろしが消え去り、砂漠の洞どう窟くつに戻っても、侵入者の握る注射器のぎらつきだけは眼の底に残った。

「いやよ……そんなの……」

　恐怖──などという、生易やさしいものではない。激げき甚じんな拒きよ否ひ反はん応のうが駆かけめぐり、全身が抑おさえようもなく震ふるえた。動くことも、周囲を認識することもできない無力な自分の体を、間近から見知らぬ人間が見ている。いや──それだけではないかもしれない。肌はだに触ふれ……針を突き刺さす場所を探し…………

　不意に、喉のどの奥が塞ふさがるような感覚とともに、呼吸ができなくなった。背筋を反そらせ、空気を求めて喘あえぐ。

「あ……ああ……」

　光が遠ざかる。ごうごうと耳鳴りがする。魂たましいが、かりそめの肉体から離り脱だつする──

「だめだシノン!!」

　いきなり両腕をきつく握られ、同時に耳もとで凄すさまじい音量の叫さけび声がした。

「いま自動切断したら危ない！　がんばれ……気持ちを落ち着かせるんだ！　まだ大丈夫だ、危険はない!!」

「あ……あっ……」

　焦しよう点てんの合わない眼を見開きながら、闇やみ雲くもに両手を動かし、声の主にすがりつく。確かな温度を持ったその体に両腕を回し、無む我が夢む中ちゆうで抱きつく。

　すぐに、力強い腕が背中を抱え、しっかりと繫つなぎとめるように力が込められた。もう一方の手が、ゆっくり、ゆっくりとシノンの髪を撫なでる。

　再び、今度は囁ささやき声がした。

「死銃のあのハンドガン……《黒星ヘイシン》に撃うたれるまで、侵入者は君に何もすることができない。それが、奴やつら自身の定めた制約だ。でも心しん拍ぱくや体温の異常で自動ログアウトして、侵入者の顔を見てしまうと逆に危険だ。だから、今は落ち着くんだ」

「でも……でも、怖い……怖いよ……」

　子供のように訴えながら、シノンはキリトの肩口に顔を埋うずめた。

　両腕にぎゅうっと力を込めると、かすかに、しかし規則正しくリズムを刻きざむキリトの鼓動が伝わってくる。

　脳のう裏りに広がる恐怖のイメージを打ち消すように、シノンは必死にそのリズムに耳を澄すませた。とくん、とくん、とほぼ一秒に一度のペースで、拍動が体に染しみ込んでくる。狂きよう騒そう的てきなアレグロでわめくシノンの心臓を、メトロノームのようにそっと宥なだめていく。

　気付くと、まるでキリトの精神に同調したかのように、パニックの衝しよう動どうは薄れていた。恐怖は消えないが、それを抑おさえるに足る理性が少しずつ復調してくるのを感じた。

「……落ち着いたか？」

　低い声とともに、背中からキリトの腕が離はなれようとした。だが、シノンは小さく首を振り、呟つぶやいた。

「もう少し……このままでいて」
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　返事はなかったが、再び体がしっかりと包まれた。華きや奢しやな手が頭を撫なでるたび、温ぬくもりが凍こおりついた体の芯しんを少しずつ溶かしていく。シノンは深く息をつくと、瞼まぶたを閉じ、全身から力を抜いた。

　数十秒もそのままでいてから、シノンはぽつりと言った。

「……あんたの手、お母さんに似てる」

「お、お母さん？　お父さんじゃなくて？」

「私、お父さんのこと何も知らないの。赤んぼの頃ころ、事故で死んじゃったんだ」

「……そうか」

　キリトの答えは短かった。シノンは、ぎゅっとキリトの胸に頰ほおを押し付けた。

「──どうすればいいのか、教えて」

　思ったよりも、しっかりした声が出せた。キリトは、シノンの髪を撫でる手を止め、即そく座ざに答えた。

「死銃を倒すんだ。そうすれば、現実世界で君を狙ねらう共犯者は、何も出来ずに姿を消すはずだ。──と言っても、君はここで待たい機きしていればいい。俺おれが戦う。奴やつのあの銃では、俺を殺せないんだからな」

「本当に……大丈夫なの？」

「ああ。俺はエントリーの時に名前も住所も書いてないし、そもそも俺は自宅からダイブしてるわけじゃないんだ。すぐ近くに人もいるしな。だから俺は大丈夫。ただ、ゲームのルールに則のつとってあいつを倒すだけだ」

「でも……《黒星ヘイシン》抜きでも、あのぼろマントはかなりの腕だわ。たった百メートルからの、ヘカートの狙そ撃げきを避よけたのを見たでしょう？　回かい避ひ力りよくだけでも、あなたと同等かもしれない」

「確かに、絶対の自信があるわけじゃない……。他の選せん択たく肢しとしては、前にシノンが言ったとおり、出場プレイヤーが残り三人になるまでここに隠れ続けて俺たち二人が自殺するって手もあるけど……」

　そこでキリトはちらりと時計を見た。シノンもその文字盤を覗のぞき込む。午後九時四十分。いつの間にか、九時半の衛星スキャンもスルーしてしまっている。この洞どう窟くつに逃のがれてから、ほぼ二十五分が経けい過かした計算だ。

　シノンは視線をキリトの顔に移すと、そっと首を左右に振った。

「多分、私もこのままここに隠れてはいられない。そろそろ、私たちが砂漠の洞窟に隠れてることに他のプレイヤーも気付いてる。洞どう窟くつはそんなに数がないから、もういつグレネードで攻撃されてもおかしくない。むしろ、三十分近くも無事だったのはずいぶん運がいいわ」

「──そうか……」

　キリトは唇くちびるを嚙かみ、洞窟の入り口方向を見やった。その横顔に、そっと声を投げ掛ける。

「どうせここまでコンビ組んだんだもの。最後まで、二人で戦おう」

「……でも……もし君が、あの拳銃に撃うたれたら……」

「あんなの、所しよ詮せん旧式のシングルアクションだわ」

　そんな言葉が自分の口から滑なめらかに発せられたことに、シノンは内心少しばかり驚おどろいた。あの拳銃──《五四式・黒星ヘイシン》は長いこと、詩し乃のを苛さいなむあらゆる恐怖の象しよう徴ちようだったはずだからだ。

　いや、恐れが消えたわけではない。死銃が己おのれの分身に黒星を選んだのが偶ぐう然ぜんだとすれば、やはりあの銃は詩乃の人生につきまとう呪のろいそのものだ。しかし、少なくとも、このゲームに於おけるアイテムとしての五四式はさして強力な武器ではない。実像以上に怯おびえていては、戦えるものも戦えなくなる。

「──仮に私が撃たれても、あなたがその剣で楽々はじき返してくれるでしょう？　連射速度なんか、アサルトライフルの何十分の一なんだから」

　震ふるえを押し殺してそう言ってのけたシノンに、キリトは懸け念ねんと安あん堵どがないまぜになった小さな笑みを返してきた。

「ああ……、決して君を撃たせやしない。でもそれを確実にするためには、やはり君は死銃の前に身を晒さらさないほうがいいと思う」

　反論しかけたシノンを手で制し、続ける。

「いや、一いつ緒しよに戦ってくれるという君の提案は有り難く受けるよ。でも、シノン、君はスナイパーなんだ。遠距離からの狙そ撃げきが真しん骨こつ頂ちようだろう？」

「そりゃ、そうだけど……」

「こうしよう。次の衛星スキャンで、俺だけがわざとマップに自分を表示させて死銃をおびきだす。恐らくあいつはまず、遠くに身を潜ひそめてライフルで俺を撃とうとするはずだ。その射撃であいつの位置を割り出し、君が撃つ。どうだ？」

「…………自分が囮おとりになって観測手スポツターをやろうっての」

　あまりにも大だい胆たんな作戦に呆あきれつつシノンは呟つぶやいたが、確かに二人のビルドを考えれば、それが最善手かもしれない。超近距離型と超遠距離型が一いつ緒しよにいては、どちらかの戦力が削そがれてしまうのは自明のことだ。

　大きく息を吸い、シノンは頷うなずいた。

「わかった。それで行きましょう。でも言っとくけど、死銃の最初の一発で一撃死とかやめてよね」

「ど、努力はするけど……でもあいつのライフル、音もしないし最初は予測線も見えないんだよな」

「予測線を予測する、とか言ってたのはどこの誰だれだっけ」

　変わらず密着したままそんなやり取りをしている間だけは、背中につきまとう怖おそれもわずかに遠ざかるようだった。

　現実世界の自分の部屋に、殺人者が侵入しているかもしれない──というあまりにも恐ろしい推すい測そくからは、正直ただ眼を逸そらし、考えないようにしているだけだ。死銃を倒せば奴やつらは何もできない、というキリトの言葉に、いまはしがみつくしかない。いや、言葉ではなく、触ふれ合う仮想の体温に、だろうか。洞どう窟くつを出てキリトと別れ、ひとり狙そ撃げき態勢に入ったら、今の精神状態を維い持じしていられるかどうか判わからない。だからせめて、少しでもアバターの温度を貰もらうべく、シノンは最後にもう一度だけ体を寄せた。

　キリトが、怪け訝げんな呟つぶやきを発したのはその時だった。

「あの……それはそれとして、シノン。さっきから、視界の右下に、へんな赤いマルが点てん滅めつしてるんだけど……」

「え……」

　視線を向けると、確かにそのとおりの表示があった。何だっけこれ、と一いつ瞬しゆん考えてから、弾はじかれたように視線を上向ける。予想どおりのものを洞窟の天てん井じように見つけ、シノンは反射的にキリトの脚あしの上から飛び退のこうとしたが、すぐに今いま更さら無駄だと考えてため息をつくにとどめた。

「ああ……しまった、油断したなあ……」

　上空に浮いているのは──奇き妙みような、水色の同心円だった。実体ではなく、ゲーム的な単色発光オブジェクト。同じものを見つけたらしいキリトが、大きく首を傾かしげる。

「ええと……何だっけ、あれ……」

　肩をすくめ、シノンは答えた。

「ライブ中ちゆう継けいカメラよ。普通は戦せん闘とう中のプレイヤーしか追わないんだけど、残り人数が少なくなってきたからこんなとこまで来たのね」

「えっ……まずい、俺たちの会話を……」

「大丈夫、大声で叫さけばないかぎり音声は拾わないから。──いっそ、手でも振ったら」

　それとも、とことさらクールな声で続ける。

「この映像を見られると困る相手でも、いるの？」

　するとキリトはちらりと真剣に怯おびえた顔を見せたが、すぐに強こわ張ばった笑みで誤ご魔ま化かした。

「あー……いや……その……そりゃ君のほうだろう。だいたい、これ見てる人は、両方女の子だと思う可能性が高いんじゃないか？」

「う……」

　確かに言われればそのとおりで、いずれシノンは厄やつ介かいな弁明を強しいられることになりそうだった。だが──全ては、無事にこの状じよう況きようを乗り切ってからだ。

　シノンは、ふん、と短く鼻を鳴らして言った。

「──カメラに気付いてジタバタ取り乱すほうがかっこ悪いわ。いいわよ別に、その……そういうシュミの持ち主っていう噂うわさでも立てば、面めん倒どうなちょっかいも減るだろうし」

「じゃあ、俺おれはずっと女の子で通さないといけないの？」

「忘れたとは言わせないわよ。あんた最初に女のフリして私に街の案内を……あ、消えた」

　外部の観客からは到とう底ていこんな皮ひ肉にくの応おう酬しゆうをしているようには見えないだろうな、とシノンが考えたその時、ライブカメラの視点を現すオブジェクトは、新たなターゲットを求めて旅立っていった。

　シノンはふう、とため息をつくと、今度こそ上体を起こした。

「さ……そろそろ時間だわ。次のサテライト・スキャンまであと二分。私はこのままここにいて、あなただけ洞どう窟くつの外で端たん末まつチェックするのね？」

　言いながらゆっくり立ち上がり、いままでずっと椅い子す代わりにしていたキリトに手を貸して引っ張り上げる。

　一歩後ろに下がると、砂漠の冷気が全身を包み、思わず首を縮ちぢめてしまう。足元から愛銃を拾い上げ、その冷ややかな中にも仄ほのかな温度を秘めた鋼鉄を抱く。

「ああ……。そういえば……」

　そんなキリトの声に顔を上げると、光こう剣けん使いは小さく眉まゆをひそめ、何事か考える様子だった。

「何よ、今いま更さら？　もう作戦変更してる時間はないわよ」

「いや……作戦はそのままだ。そうじゃなくて……結けつ局きよく、死銃の本名っていうか正式なキャラネームは《スティーブン》だったんだな、って思って」

「ああ……そうか、そういうことになるのね。どういう意味でつけた名前なのかな……」

「もし近距離戦になったら、直接訊きいてみるさ。じゃあ、ちょっと、外まで行ってくる」

　そして黒髪の光剣使いは、一度シノンの眼を見て頷うなずくと、細い体を翻ひるがえして洞窟の出口へと歩き始めた。

　ヘカートを抱きしめてもなお去らない肌はだ寒さが、間近に迫せまった最終決戦の緊きん張ちようによるものなのか、現実の自分に迫る危機ゆえか──それとも、キリトと離はなれた心細さのせいなのか、シノンには判わからなかった。

　ぎゅっと肩を縮め、乾いた砂漠の空気を吸い込んで、シノンは遠ざかる背中に向けてそっと言葉を投げ掛けた。

「……気をつけてね」

　返事は、肩越ごしに掲かかげられた右手から、ぴんと直立する親指だった。
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　アスナは、胸の奥でどこまでも膨ふくれ上がろうとする不安感と戦いながら、じっとその時を待ち続けた。

　イグドラシル・シティの部屋から一度現実世界のダイシー・カフェ二階にログアウトし、携帯端たん末まつでとある番号を呼び出したのが三分前。電話に出た相手を問い詰つめ、ＡＬＯにすぐダイブするよう強ごう引いんに要よう請せいしてから皆のところにとんぼ返りしたので、まだ再ダイブからは一分弱しか経たたないのだが、一秒一秒が何倍にも感じられる。

「アスナ、ちょっと落ち着きなよ……って言っても、無駄だよね」

　ソファーの隣となりに座るリズベットがそう言葉を掛けてきたので、ようやく小さく息を吐はき出し、強こわ張ばった声で応じた。

「うん……ごめん。でも、なんだか……嫌いやな予感がするのよ。キリトくんが、わたしたちに《ラフィン・コフィン》のことを言わずにあの世界にコンバートしたのは、きっと何か大変なことが起きてるからだわ。ただの因いん縁ねんとかだけじゃない……現実の危機、みたいなものが……」

「考えすぎ、とはあたしももう言えないな……。さっきのアレを見ちゃったら……」

　リズベットの言うアレとは、ソファー正面の壁に広がる巨大スクリーンに映し出された、異世界《ガンゲイル・オンライン》の大会イベント中に発生した奇怪な出来事のことだ。

　ぼろぼろのマントを着込んだプレイヤーが、対戦相手をちっぽけなピストルで一発だけ撃うった。すると、撃たれた相手が回線切断で消えてしまった。そしてぼろマントは、中ちゆう継けい画面を見ている無数のプレイヤーに向けて言い放った。『まだ終わっていない、何も終わっていない。イッツ・ショウ・タイム』──と。

　それを聞いた途と端たん、バーカウンターに座るクラインが、驚きよう愕がくしつつも断言したのだ。ぼろマントのプレイヤーが、元ＳＡＯのレッドギルド《ラフィン・コフィン》のメンバーであることを。

　あの浮遊城で過ごした二年間で、アスナは幾いくつもの大規き模ぼ戦せん闘とうを体験したが、その中でも最悪の戦いだったと断言できるのが、攻略組合同部隊によるラフコフ討とう伐ばつ戦だ。プレイヤー対プレイヤーの集団戦で、三十人以上の死者が出た例は他にない。

　正直なところ、記き憶おくは細部がかなり欠け落ちている。最も鮮明に覚えているのは、不意打ちを浴あびて一度は崩ほう壊かいしかけた討伐隊の先頭で、鬼神の如ごとく剣を振るい続ける《黒の剣士》の背中だ。彼──キリトのあの奮ふん戦せんがなければ、あるいは討伐隊は全ぜん滅めつしていたかもしれない。

　フロアボス攻略戦に比べれば圧あつ倒とう的てきに短時間の死し闘とうの果てに、討伐隊からは約十名、そしてラフコフからは二十名以上の死者が出た。殺人ギルドの生き残りは全員が黒こく鉄てつ宮きゆうの監かん獄ごくに送られ、戦闘の犠ぎ牲せい者しやはささやかに弔とむらわれ──以降、あの戦いについて語ろうとする者は誰だれもいなかった。アスナも、クラインも、そしてキリトも、皆がそれぞれのやり方で忘れた。全てを。そのはずだった。

　……なのに、まさかＳＡＯのゲームクリアと全プレイヤーの解放から一年も経たって、血濡ぬれた過去がこんな形で蘇よみがえるとは。

　部屋にいるアスナ、クライン、リズベット、シリカ、そして直接の関係はないリーファすらも、それ以上何も喋しやべらずにただ待ち続けた。今何が起きているのか、ある程てい度ど知っているはずの人物の登場を。

　部屋のドアがノックされたのは、アスナの再ログインから約一分後だった。連れん絡らくを受けてから可か及きゆう的速すみやかにＡＬＯにダイブしたのだろうが、ドアが開いた瞬しゆん間かんにリズが叫さけんだ「遅おそーい！」というひと言は、他の四人の内心を代弁したものでもあった。

「……こ、これでもセーブポイントから超特急で飛んで来たんだよ、ＡＬＯに速度制限があったら免停確実だよ」

　開口一番、そんなとぼけた台詞せりふを発したのは、アスナと同じ水妖精族ウンデイーネの魔法使いだ。ひょろりとした長身を簡素なローブに包み、マリンブルーの長髪は飾り気のない片分け、毒気のない細ほそ面おもてに銀ぎん縁ぶちの丸眼鏡めがねを掛けている。

　男のキャラネームは《クリスハイト》。アスナたちの一応仲間としてＡＬＯをプレイし始めてから、すでに四ヶ月近くが経けい過かしている。しかしその名前が、英語で菊きくを意味する《クリサンセマム》と、岡を意味する《ハイト》の合成であることを知っているのはアスナとキリトだけだ。

　現実世界での名は、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう。総務省《仮想課》の職員にして、旧《ＳＡＯ事件対策チーム》のエージェント。現実世界に帰き還かんした後のキリトにあれこれ便べん宜ぎを図り、結果としてアスナの救出にも手を貸してくれた、一応は恩人である。そんな立場の人間がなぜＡＬＯにキャラクターまで作っているのかというと、本人は「ＶＲＭＭＯをプレイすることでキリト君たちともっと仲良くなりたいから」などと殊しゆ勝しようなことを言っていたが、当のキリトは「情報収集活動の一環だろ」とにべもない。しかしアスナとしては、菊岡当人にはどこか胡う散さん臭いものを感じつつも、ことさら拒こばむ理由もないので、頻ひん度どは低いながらも仲間として共に戦ってきたのだ。今日、この時までは。

　クリスハイト、いや菊岡誠二郎は後ろ手にドアを閉めると、四ヶ月前と比べれば随ずい分ぶんとフルダイブ慣なれした歩みで部屋の中ほどまで移動した。

　アスナはブーツの踵かかとを鳴らしながらそのすぐ前に進み出ると、現実世界の菊岡にどこか似ている柔和な眼を凝ぎよう視しし、簡潔に問いただした。

「何が起きてるの？」

　ダイシー・カフェから掛けた電話では、キリトがＧＧＯにコンバートした件について今すぐ訊ききたいことがあるからイグシティの私の家まで来て、としか言っていない。もちろん、今が日曜の夜で菊きく岡おかが独身の公務員だからこそのやや無理矢理な要よう請せいだが、幸い彼は自宅にいたらしく、それ以上強ごう引いんなことは言わずに済んだ。自宅、という割には少々電話が遠く、おまけに声の向こうに妙みような重低音が聞こえた気がしたが、問い質ただしている余よ裕ゆうはなかった。事実彼はこうして二分かからずに飛んできたのだし、むしろ急な呼び出しをひと言謝しや罪ざいするべきかもしれなかったが、胸に詰つまる焦しよう燥そうがそれを省かせた。

　アスナの単刀直入な質問に、クリスハイトはユーモラスな丸いレンズの向こうで、二、三度細い眼を瞬まばたかせた。単に呆あつ気けにとられているわけではなく、その仕草の裏で頭を超高速で回転させているのだ、と判わかるくらいにはアスナも菊岡という人間を知っている。

　ん、ん、と軽く咳せき払いし、教師然としたメイジは言った。

「何から何まで説明すると、ちょっと時間が掛かるかもしれないなぁ。それにそもそも、どこから始めていいものか……」

　誤ご魔ま化かす気、とアスナが迫せまろうとしたその寸前、テーブルに並ぶグラスやカップの陰かげから進み出た小さな人影が、毅き然ぜんと菊岡を見上げて言った。

「なら、その役はわたしが代わります」

　声の主は、無論ユイだ。普段は愛くるしいとしか表現できない顔に、キリトゆずりの厳きびしい色を浮かべ、ピクシーはよく通る鈴の音のような声で語り始めた。

「《ガンゲイル・オンライン》世界に、《死銃》または《デス・ガン》と名乗るプレイヤーが最初に出現したのは、二〇二五年十一月九日の深夜です。彼はＧＧＯ首都《ＳＢＣグロッケン》内の酒場ゾーンで、テレビモニタに向かって銃撃を行い……」

　そのような導入から、約二分をかけてユイが行った状じよう況きよう説明は、あまりにも恐るべきものだった。

　対人攻撃が無効化されている《犯罪防止コード圏けん内ない》に於おける、二回の無意味な銃撃。しかしそれによって引き起こされたとしか思えない、突然の回線切断。撃うたれた二人のプレイヤーが、以降一度もログインしていないこと。そして──銃撃のあった日時と死亡推すい定てい時刻が重なる、二件の変死事例。

「……各社の報道では、死亡者がダイブ中にＶＲＭＭＯをプレイしていたことしか触ふれていないので、そのタイトルがＧＧＯであるか否いなかまでは判断できません。しかし、死亡状況があまりにも酷こく似じしていることから、検案を担当した監察医務院のネットワークに侵入を試こころみずとも、彼らが《ゼクシード》及および《薄塩たらこ》であるとの類るい推すいは可能です。ゆえに私は、六分四十秒前に《死銃》が回線切断させたプレイヤー《ペイルライダー》も、現実世界に於いて既すでに死亡していると判断します」

　そこでユイは口を閉じ、傍らのグラスに寄りかかった。アスナは素早く手を伸ばすと、ピクシーの小さな体を両の掌てのひらに包み込み、胸に抱いた。

　ネットに公開されているマスコミの報道や個人の発信記事から、たちまちこれだけの結論を引き出すユイの情報処理能力と、それを正確な日本語にまとめ上げ言語化するＡＩとしての完成度は圧あつ巻かんのひと言だ。だがその能力に反して、ユイの情緒回路そのものは決して強きよう靱じんとは言えない。ＳＡＯの《メンタルヘルス・カウンセリング・プログラム》だった頃ころは、無数のプレイヤーがシステムに流し込む恐怖や欲望、悪意といった黒い感情を処理しきれず、半なかば以上崩ほう壊かいしてしまったほどなのだ。

　そんな彼女にとって、《死銃》に関係する情報を片端から取り込み、選別することは巨大な負荷だったろう。語られた事柄の重大さに衝しよう撃げきを覚えつつも、アスナは両手の中のユイにそっと唇くちびるを寄せ、「ありがとう」と囁ささやきかけた。

　受けたショックの大きさは、部屋にいるリーファ、リズベット、シリカ、クラインも同様のようで、しばし誰だれも喋しやべろうとしなかった。

　沈ちん黙もくを破ったのは、クリスハイトの穏やかな囁き声だった。

「……これは、まったく驚おどろいたな。そのおちびさんはＡＬＯサブシステムの《ナビゲーション・ピクシー》だと聞いたけど……この短時間にそれだけの情報を集め、その結論を引き出したのか。どうだい君、ラー……いや、《仮想課》でアルバイトする気はないかな？」

　とぼけた事を言う眼鏡めがねのメイジを、アスナはきっと睨にらみ付けた。すると菊きく岡おかはさっと両手を持ち上げ、降参するように口調を変えた。

「いや、済まない。この期に及およんで誤ご魔ま化かす気はないんだ。おちびさんの説明は……事実だよ、全て。《ゼクシード》と《薄塩たらこ》は、《死銃》に撃うたれたその時刻近辺で、急性心不全にて死亡している」

「……おい、クリスの旦だん那なよ。あんたがキリトの奴やつのバイトの依頼主なんだってな？　ってことは手前ェ、その殺人事件のことを知っててキリトをあのゲームにコンバートさせたのか!?」

　バーカウンターから飛び降り、詰つめ寄ろうとしたクラインを、クリスハイトは右手の軽い動きで押しとどめた。眼鏡にきらりと光が反射し、その奥の表情を隠す。

「ちょっと待った、クライン氏うじ。殺人事件ではない。それが、その二件の事例についてたっぷり話し合った、僕とキリト君の結論なんだ」

「ン……だと……？」

「だって、考えてみたまえよ。どうやって殺すんだ？　アミュスフィアはナーヴギアではない。それを最もよく知っているのは君たちだろうに。ありとあらゆるセーフティを設もうけて設計されたアミュスフィアでは、どんな手段を用いようとも脳に毛ほどの傷もつけられないんだ。ましてや、機械と直接リンクしていない心臓を止めるなど不可能だ。僕とキリト君は先週リアルでたっぷり議論し、最終的にそう結論づけた。ゲーム内からの銃撃で、現実の肉体を殺す術は無い、と」

　ヒートアップした生徒を諭さとす教師のような、冷静かつ論理的な菊岡の台詞せりふに、クラインがんぬぬ……と唸うなりながらスツールへと戻る。

　再び訪おとずれた静せい寂じやくを、今度はリーファが掠かすれた声で断ち切った。

「クリスさん。なら、あなたはなんで、お兄ちゃんにＧＧＯに行くように頼んだんですか？」

　若草色のキュロットスカートから伸びるしなやかな脚あしでとんと床を蹴けって立ち上がり、シルフ族一の剣士は、剣道の試合のようにじりっと菊きく岡おかに詰つめ寄る。

「……あなたも感じてた……いえ、今も感じてるんでしょう？　あたしたちと同じに、何かある、って。あの死銃ってプレイヤーは、何か凄すごく恐ろしい秘密を隠してる、って」

「…………」

　ついに黙した菊岡に、アスナはさすがの彼もこれだけは知らないであろう事柄を、そっと投げ掛けた。

「……クリスさん。《死銃》は……私たちと同じ、ＳＡＯ生還者よ。しかも、最悪と言われた殺人レツドギルド、《ラフィン・コフィン》の元メンバーだわ」

　メイジの長身がぴくりと動き、薄い唇くちびるが鋭するどく空気を吸い込んだ。

　さしものキャリア官かん僚りようも今度ばかりは本当に驚おどろいたようで、いつもは柔にゆう和わに細められている眼が一いつ瞬しゆん見開かれた。二秒ほどかけて、秘ひめやかな声が返る。

「……本当かい、それは」

「ええ。名前までは思い出せないけど、わたしとクラインは《ラフコフ討とう伐ばつ戦》に参加して

るから。つまり……死銃がゲームの中で人を殺すのは、今回が初めてじゃないのよ。これでもまだ、全部偶ぐう然ぜんだって言い張るつもり？」

「だ……だが……。ならば、アスナ君は、こう主張するのかい？　超能力や呪のろいが実在する、と。死銃はＳＡＯ時代に何らかの超常の力を身につけ、そのパワーで今また人を殺しているんだ、と」

「……それは……」

　即そく座ざに頷うなずくこともできず、アスナは唇くちびるを嚙かんだ。

　一いつ瞬しゆんの間に、今度はリズベットの声が割り込んだ。

「ね……ねえアスナ、クリスハイトって、ＳＡＯのこと知ってるの？　確か、リアルでは何かネットワーク関連の仕事してる公務員さんで、ＶＲＭＭＯの研究がてらＡＬＯやってるって話だったけど……」

　意外にも、真っ先に頷いたのは菊岡当人だった。もともと厳げん密みつに伏ふせる気もなかったのか、滑なめらかに己おのれの立場を説明する。

「リズベット君、それはその通りなんだが、昔は別の仕事をしていたんだよ。僕は、総務省の《ＳＡＯ事件対策チーム》の一員だったんだ。……と言っても、対策らしい対策なんて何もできない、名ばかりの組織だったが……」

　それを聞いたリズベットは、軽く眼を瞠みはったあと、どこか複雑そうな表情を作った。

　クリスハイトの言葉は自じ嘲ちよう的てきだったが、それは事実ではない。《対策チーム》は、二〇二二年十一月のＳＡＯ事件勃ぼつ発ぱつ直後から積極的に動き、被害者一万人を速すみやかに全国の病院へと移送してのけた。ベッドや予算の確保は当初難なん航こうしたらしいが、硬軟併あわせ持ったタフな交渉で関係各省を動かした、その中心人物こそが目の前の菊きく岡おかだったとアスナはキリトから聞いている。現在では、ＳＡＯ生還者の全員が《対策チーム》の奮ふん闘とうを知っており、感謝こそすれ恨うらんでいる者はいないはずだ。

　キリトに危険な依頼をした怒りと、助けられたという事実の板いた挟ばさみで黙だまり込こんでしまったリズやクラインたちに代わり、アスナは静かに菊岡へと語りかけた。

「……クリスハイト。わたしにも、死銃がどうやって人を殺しているのかは解わからない。でも、だからと言って、キリトくん一人が過去の因いん縁ねんと戦おうとしているのをただ見ているわけにはいかないの。あなたなら、死銃を名乗るプレイヤーの、現実世界での住所や名前を突き止められるんじゃないの？　簡単じゃないだろうけど、《ラフィン・コフィン》に所しよ属ぞくしてた生還者を全員リストアップして、今自宅からＧＧＯサーバーに接続しているか、契約プロバイダに照会すれば……」

「ま、待ってくれ。そんなことをしようと思ったら裁判所の令状が必要だし、捜そう査さ当局に事情を説明するのに何時間かかるか……」

　アスナをなだめるように両手を持ち上げた菊岡は、改めて何かに気付いたように瞬まばたきすると、いっそう強く首を振った。

「いや、それ以前に不可能だよ。仮想課にあるＳＡＯプレイヤー諸君のデータは、本名とキャラクターネーム、それに最終レベルだけなんだ。所属ギルド名や、その……殺人の回数は一切判わからない。だから、元《ラフィン・コフィン》という情報だけで、現実の住所氏名までは突き止められないんだ」

「…………」

　アスナは強く唇くちびるを嚙かんだ。《死銃》の喋しやべり方や仕草には確かに憶おぼえがある。討とう伐ばつ戦とその戦後処理の間に顔を突き合わせているのは間ま違ちがいないだろう。だが、どうしても名前を思い出せない。いや、そもそも最初から知ろうとすらしなかったのかもしれない。あの集団にまつわる記き憶おくの全てを、なるべく早く消し去るために……。

「──お兄ちゃんは、きっと、その名前を思い出すために、今あの戦場にいるんだと思います」

　不意に、リーファがそう呟つぶやいた。

　ある意味で、この場の誰だれよりも現実世界のキリト──和かず人とと近しいところにいる少女は、体の前で両手を強く握にぎり合わせて続けた。

「ゆうべ帰ってきた時、お兄ちゃん、凄すごく怖い顔してた。たぶん、昨日の予選の時点で気付いてたんです。ＧＧＯに、《ラフィン・コフィン》に入ってた人がいること。そしてその人が、どうやってか本当にまた人を殺してるかもしれないこと。……だからきっと、決着をつけにいったんです。昔の名前を突き止めて、《ＰＫ》をやめさせるために」

　それを聞いた途と端たん、アスナは小さく息を吞のんでいた。

　少しだけ悔くやしかったが、リーファの推すい測そくはきっと正しい。いや、キリトは《自分の責任だ》とすら感じたはずだ。ラフコフ討とう伐ばつ隊の一員として、彼らの凶行を今度こそ完全に終わらせることが、自分の義務なのだと。

　──キリトくん。あなたは……あなたって人は、いつも、いつだって、そうやって……

「バッ……カ野郎がぁ……!!」

　クラインが、叫さけびながら左手を力任せにカウンターへ叩たたき付けた。無ぶ精しようひげの浮いた口もとを歪ゆがめ、尚なおも喚わめく。

「水くせぇんだよ！　言ってくれりゃ……ひとこと言ってくれりゃあ、行き先がどこだろうとオレもコンバートしたのによう……」

「そうですね……。でも、キリトさんは言わないです。少しでも危険があると思ったなら、私たちを巻き込もうとするわけない。そういう人です……」

　泣き笑いのような顔でそう呟つぶやいたシリカに、隣となりに立つリズベットが、微笑ほほえみながら頷うなずきかけた。

「……そう、よね。昔っから、そういう奴やつよね……。それどころか、今の大会中にも、敵のはずの誰だれかを守ったりとかしてそうだしね」

　その言葉を聞き、全員が吸い寄せられるように壁の大スクリーンを見た。

　マルチ画面のそこかしこで、銃口が眩まばゆいエフェクトフラッシュを迸ほとばしらせている。しかし相変わらずキリトの名前は映らないし、あれ以降《死銃》を名乗るぼろマントも姿を現わしていない。

　考えてみれば、この場も誰だれもキリトのＧＧＯに於おけるアバターの外見を知らないので、仮にどこかの画面に、名前つきの主観キャラではなく対戦相手として表示されてもそうとは判わからないわけだ。しかしとにかく、画面右端のプレイヤーリストにはＫｉｒｉｔｏの名があり、他の出場者たちが凄すごい勢いで【ＤＥＡＤ】ステータスに変わっていっているのに彼は【ＡＬＩＶＥ】のまま。ということは、戦場となっている広大な島のどこかで、きっと《死銃》と秘ひめやかな戦いを繰くり広げているのだろう。

　仮に今、アスナがＧＧＯにコンバートしたところで、大会には出られないのだからキリトの手助けはできない。でも、何かしたい。せめて彼を支え、守り、励はげましたい。

　胸いっぱいに広がるその気持ちに押されるように、アスナはまずリーファに向けて訊たずねた。

「リーファちゃん。キリトくんは、自分の部屋からダイブしてるんじゃないのよね？」

「ええ、そうです。でもあたしも、都心のどこかから、とだけしか知らないんです」

　そこまでは、アスナもすでに聞いている。だから、大会終了後にすぐキリトと合流できるよう、世田谷の自宅ではなく御お徒かち町まちのダイシー・カフェからＡＬＯにダイブさせてもらっているのだ。ひとつ頷うなずき、今度は菊きく岡おかに向き直る。

「……クリスハイト。あなたは知ってるはずよね。キリト君が、どこからダイブしているのか」

「あー……それは、まあ……」

　ローブ姿の魔道師は、海の色の髪を微び妙みような角度で揺ゆらしつつ口ごもった。しかしアスナが一歩踏ふみ出すと、すぐに今度こそこくりと頷うなずく。

「──ああ、知っている。というか、僕が用意したんだ。セキュリティは鉄板、モニタリングも盤ばん石じやくだよ。すぐそばに人もいるし、キリト君の現実身体に危険がないのは、責任をもって保証……」

「どこなんですか」

「…………えー、それはつまり……千代田区お茶ちやの水みずの病院なんだが……でも病院だからって不安がらないでくれたまえよ、心しん拍ぱくモニター装そう置ちを用意するためにそうなったのであって、身体の異常を予想したからということは一いつ切さい……」

　菊岡は言い訳わけめいた台詞せりふを連つらねようとしたが、アスナは手の一振りでそれを遮さえぎり、更さらに問い詰つめた。

「千代田区の病院!?　それってもしかして、キリトくんがリハビリで入院してたっていう!?」

「ああ、そうだが……」

　──近い。御お徒かち町まちのダイシー・カフェとお茶ちやの水みずは、末すえ広ひろ町ちようを挟はさむだけで目と鼻の先だ。タクシーを拾えば五分とかかるまい。

　そうと気付いた直後、アスナはきっぱりと言っていた。

「わたし、行きます。現実世界の、キリトくんのところに」
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　シノンと別れてひとり洞どう窟くつから出ると、空からは夕焼けの赤はほぼ消え去り、最後の残照が仄ほのかな紫を一筆、さっと流すのみだった。

　ＧＧＯ世界は常つねに黄昏たそがれ時なのだと思い込んでいた俺おれは、この世界にも夜が来るのかと少しばかり驚おどろき、天頂をふり仰あおいだ。しかし考えてみれば現実世界時間ではもう夜十時近いので、むしろ暗くて当然だ。

　空に、ほとんど星はなかった。この世界では、ずっと昔に大規き模ぼな宇宙戦争が起きて文明が衰すい退たい、人類は過去の技術遺産に頼って生存しているのだという。まさか銀河の星々をごっそり破は壊かいしてしまったわけではなかろうが、そう疑いたくなるほど空くう疎そな夜空だ。

　そんな無限の暗くら闇やみを、南西方向から高速で切り裂さく小さな光があった。

　流れ星──ではない。人工衛星だ。前文明によって打ち上げられ、運用する者がいなくなっても愚ぐ直ちよくに情報を送り続けている。

　午後九時四十五分。第三回バレット・オブ・バレッツ本大会が開始されてから、七回目の《サテライト・スキャン》が行われる時間。

　俺は夜空から顔を戻すと、ベルトポーチから薄型の端たん末まつを取り出し、表面に触ふれた。パネルが点灯し、周囲のマップが表示される。大会フィールドとなっている島の北部はほぼ全体が砂漠になっているようで、あちこちに岩山やオアシスが点在する他にはのっぺりと変化のない地形だ。狙そ撃げき向きとは言い難い──はずだ。

　出てきたばかりの岩山の壁に背中をくっつけ、極力姿を隠すよう留意しながら、俺おれは端たん末まつを睨にらみ続けた。数秒後、マップ中央に音もなく一つの光点が浮かび上がった。触ふれるまでもなく、俺──キリトのものだ。すぐ傍そばの洞どう窟くつの中で待たい機きしているシノンの位置は、当然ながら表示されていない。

　そして意外にも、周囲の砂漠地帯半径五キロ以内には、他の生存プレイヤーの光点は存そん在ざいしなかった。《光歪曲迷彩》でスキャンを回かい避ひできる《死銃》こと《スティーブン》が映っていないのは当然としても、俺とシノンが砂漠の岩山に隠れていると看かん破ぱしたプレイヤーたちが、こぞって洞窟にグレネードを投げ込みに集まってきていると予想していたのだが。

　その代わり──と言ってはなんだが、砂漠地帯のそこかしこに、濃いグレーに沈しずむドットが散らばっている。既すでに退場した者たちのはずだが、これほど沢たく山さん《死体》があるわりには、先刻から戦せん闘とう音がまるで聞こえていなかったのが不思議と言えば不思議だ。

　急いで端末の倍率を下げる。すると、南西に六キロほど離はなれた場所に明るい光が一つ。指先で触れると、表示された名前は《闇ヤミ風カゼ》だ。聞き覚えがある。

　更さらに南、都市廃はい墟きよエリアにも、近接する二つの光点と幾いくつもの暗点。生存者は《Ｎｏ─Ｎｏ》と《フェルネィ》。続けて倍率を下げ、島全体をパネルに表示させる。だが──驚おどろいたことに、他にはもう光点は存在しなかった。大会開始直後から南端の岩山の頂上に陣取り、シノンが《立てこもリッチー》なるあだ名をつけていたプレイヤーもいつの間にかドットの色をグレーに変えている。近くに同じ色の点が二つあり、集団で攻略されてしまったようだ。

　つまり現在、この広大なバトルフィールドに残っているのは、画面に映らないシノンと死銃を入れてもたった六人ということになる。

　もちろん他にも洞窟や水底に隠れているプレイヤーがいる可能性は否ひ定ていできないが、死銃のように特とく殊しゆなアビリティがない限り衛星情報を受け取ることもできなくなるわけで、この大詰づめにきて進行状じよう況きようを知らずにいられる者はそうそう……

「…………あっ」

　端末を睨にらみながらそこまで考えた時、画面に大きな変化が発生し、俺は小さく声を上げた。

　光点が増えたのではない。その逆だ。廃墟で密接していた二人のドットが、いきなり暗転したのだ。

　恐らく、衛星スキャンが開始されるまで、二人とも相手の存在に気付いていなかったのだろう。画面を見て初めて、すぐ近く、たとえば壁一枚隔へだてた隣となりの部屋に敵がいることを知り、互たがいに泡あわを食ってグレネードなりを投げ合い相討うち──ということではあるまいか。だとしたら、こんな上位まで勝ち残ってきた猛も者さたちとしては、甚はなはだ不本意な退場だろう。思わず「南な無む」と口走りそうになるのを堪こらえる。

　ともかく──これでもう、三十人から開始されたバトルロイヤルは、残り四人。しかも表示されているのは俺おれと闇ヤミ風カゼの二人だけだ。

　最後に俺は、島全体に散らばる光点と暗点の合計数を、素早く数えた。

　そして、今度こそ低く声を漏もらした。

「え…………」

　慌あわてて数え直す。もう一度。しかし何度チェックしても数は変わらない。端たん末まつに表示されているドットの数は、生存者の白が二。敗退者の灰が──二十四。

　数が合わない。映っていないシノンと死銃を合わせても、二十八人しかいないことになる。すでに死銃の黒い拳銃に撃うたれ、回線切断で消えた《ペイルライダー》を足して、二十九。ひとり、足りない。

　俺の推すい測そくを裏切り、誰だれかが洞どう窟くつか川底に隠れているのか、それとも。

　死銃が、あれから更さらにもう一人を《消した》か、だ。

　いや、後者の可能性は低い。なぜなら、死銃の分身、現実世界に於おける共犯者は、今シノンの家の中あるいはその周辺で待たい機きしているはずだからだ。シノンを囮おとりにしているつもりはないが、死銃が彼女を狙ねらっている限り、共犯者は他のターゲットのところに移動できない道理ではないか。

　──いや。いや、もしかしたら……俺は何か、大きな見落としを……。

　駄目だ。今は迷っている場合ではない。俺はぎゅっと一度眼をつぶり、這はい寄りかけた寒気を振り払った。

　瞼まぶたを開けると、画面に表示されるドットたちが点てん滅めつし始めたところだった。上空の衛星が飛び去りつつあるのだ。もしかしたら、いや恐らく、次のスキャンはもう必要とされないだろう。衛星にも胸中でおつかれさん、と声を掛けてから、さっと周囲に視線を払う。薄うす闇やみに沈しずむ砂漠に、動くもの、光るものはない。情報の消えた端末をポーチに戻し、ひとまず洞窟の中へと引き返す。

　巨大なライフルを抱えた狙そ撃げき手しゆの少女は、バギーを隠した最さい奥おう部ではなく、角を少し曲がったところで俺を待っていた。

「どうだった!?　状じよう況きようは!?」

　顔の両サイドで結わえた水色のショートヘアを揺ゆらし、急せき込んで訊たずねてくるシノンに、簡潔かつ丁てい寧ねいな説明を試みる。

「スキャンの最中にも二人相討うちで退場して、残りは恐らく四人だ。君、俺、《闇風》、そして画面に映らない《死銃》。闇風は、ここから六キロ南西。死銃もこの砂漠のどこかにいて、この場所へと向かっているはずだ。それと、もしかしたらあと一人、俺たちと同じように洞窟に隠れてるかもしれない」

　その一人が、もしかしたら死銃の二人目の犠ぎ牲せい者しやかもしれないという推すい測そくは、どうしても口に出せなかった。シノンもそれには気付かなかったようで、少し意外そうに呟つぶやいただけだった。

「……あと、たった四、五人……」

　しかしすぐに軽く頷うなずく。

「でも、もう一時間四十五分も経たってるしね。前回が二時間ちょいで決着だったのを考えれば、ペースはだいたい同じだわ。誰だれもここにグレネードを投げ込みにこなかったのが不思議だけど……」

「ああ……。もしかしたら、俺たちを捜さがしてうろついてた死銃が、片端からあのライフルで倒してしまったのかもな。砂漠全体に、グレーの点が幾いくつもあった」

「……だとしたら、マックス・キル賞は間ま違ちがいなくあいつね」

　複雑そうな顔で肩をすくめてから、シノンは切り替えるように言った。

「それはそうと、問題は《闇ヤミ風カゼ》よ。彼の端たん末まつに表示された生存者はあなた一人なんだから、間違いなく接近してくるわ」

「聞き覚えある名前だけど……強いの？」

　訊たずねると、シノンは呆あきれ顔で答えた。

「前回の準優勝者。ばりばりのＡＧＩ一極ビルドで、《ランガンの鬼》とか呼ばれてる」

「ら……らんがん？」

「《Ｒラｕンｎ・＆アンド・Ｇｕｎガン》、走って撃うってまた走るスタイル。武装は超軽量短機関銃《キャリコ・Ｍ９００Ａ》。この前はゼクシードのレア銃とレア防具に競せり負けて二位だったけど、実力プレイヤースキルじゃ闇風のほうが上っていう声もある」

「そ……それってつまり、ＧＧＯ日本サーバーで最強かもってことか……」

　考えてみれば、この最終盤まで勝ち残っているのだから強いのは当然だ。どうしたものかと眉まゆを寄せていると、シノンのどこか決然とした声が耳に届いた。

「あのさ……。実際に人を殺してるのは現実サイドの共犯者だっていうあんたの推すい測そくが正しければ、《死銃》が今殺せるのは私だけってことになるよね。だって共犯者は私の家に貼はり付いてないといけないんだから」

「…………」

　俺は少し、いやかなり驚おどろき、眼前のどこか猫を思わせる小さな顔を見つめた。

　現実世界に置き去りの自分の体を、見知らぬ殺人者が狙ねらっている。その状じよう況きようの恐ろしさは、ある意味では、俺が体験したナーヴギアとデスゲーム・ルールによる拘こう束そく以上だ。しかしシノンの藍色の瞳ひとみには、もちろん恐怖はあるにせよ、それに立ち向かおうとする意思の光もまた見て取れる。

　絶句する俺に向かって、シノンは落ち着いた声で先を続けた。

「つまり、闇風が死銃に本当に殺される心配はないってことになる。なら、闇風には悪いけど、この際彼にも囮おとりになってもらう手もあるんじゃない？　死銃がＬ１１５で闇ヤミ風カゼを撃うてば位置が判わかる。あんた一人が囮役をするより確実だわ。……それに、考えようによっては、私だって似たようなことやってるわけだし」

　最後のひと言は、現実世界の自分が死銃の共犯者を引きつけていることを指しているのだろう。語尾がかすかに震ふるえたものの、そう言ってのけた精神力はまったく見事なものだ。

「……強いな、シノンは」

　俺おれが呟つぶやくと、スナイパーの少女はぱちぱちと瞬まばたきしてから、唇くちびるをほんの少しだけ緩ゆるめた。

「……別に、ただ考えないようにしてるだけ。怖いことに眼をつぶるのは昔から得意だから」

　どこか自じ嘲ちよう的てきな台詞せりふを、すぐに続く言葉で上書きする。

「ともかく、いまの作戦、どう？　もう使えるものは何でも使うべき状じよう況きようだと思うけど」

「ああ……、そうだな。その通りだ。基本的には俺も賛成……なんだが……」

　短く唇を嚙かんでから、俺は数分前から心の片かた隅すみに引っかかっている懸け念ねんを説明した。

「……ただ、一つだけ気になることがある。さっきのサテライト・スキャンで生存者と退場者を全部数えたら、二十八人しかいなかったんだ。一人はペイル・ライダーとしても、もう一人足りない」

「…………まさか、死銃があれからまた誰だれかを殺したっていうの？」

　シノンは眼を見開き、すぐに首を横に振った。

「そ……そんなの不可能よ！　だって、共犯者は私を狙ねらってるはずでしょ？　仮想世界じゃないんだから、そうそう素早く移動できるわけない。まさか、私と同じアパートに、偶ぐう然ぜんほかの出場者も暮らしてたとでも言うつもり？」

「そう……、その通りなんだけど……。でも、考えてみると、ちょっと不自然なんだ……」

　俺はちらりと時計を眺ながめ、スキャンからすでに二分が経けい過かしていることを確認してから、脳のう裏りに居座る疑念を可能な限りの早口で説明した。

「死銃が鉄橋のところでペイルライダーを撃ってから、次にスタジアムの近くで君を撃とうとするまで、三十分しか経たっていない。つまり、現実世界のペイルライダーの家は、君の家から三十分で移動できる圏けん内ないだってことになる。有り得ないとまでは言えないけど、ちょっと都合が良すぎる気もするんだ」

「……でも、そうとしか考えられないでしょう？」

　眉まゆをひそめるシノンに、俺は衛星スキャンの最中に忍び寄ってきた、ひとつの迷いについて告げた。

「いや、違ちがう。いいか……死銃の共犯者が、一人だけとは限らないんだ。もし複数の《実行部隊》がいるなら、一人が君を狙って待たい機きしているとしても、同時に他の誰かが殺されているってことは有り得る。つまり……闇風もまた死銃のターゲットになっている可能性も、否ひ定ていできない」

「…………っ！」

　シノンは息を吸い込み、巨大な狙そ撃げき銃をいっそう強く抱きしめた。薄うす闇やみの中で仄ほの白く光る顔が、小刻きざみに振られる。

「そ、そんな……。こんな恐ろしい犯罪に、三人以上が関わってるって言うの？」

「……元《ラフィン・コフィン》の生還者は、少なくとも十人以上いる。しかもそいつらは、半年近くも同じ牢ろう獄ごくエリアに閉じ込められてたんだ。現実世界での連れん絡らく手段を相談したり……極きよく論ろん、今回の計画そのものを練ねり上げる時間だって充じゆう分ぶんあったはずだ。まさか十人全員が関わってるとは思わないけど……共犯者が一人だけだと断言する根こん拠きよもない」

「…………そこまで……なぜ、そこまでして《ＰＫ》で居続けなきゃいけないの……せっかく、デスゲームから解放されたのに、どうして……」

　震ふるえる囁ささやき声に、俺おれは乾いた喉のどから苦労して答えを押し出した。

「……もしかしたら、俺が《剣士》であろうとし、君が《狙撃手》であろうとするのと、同じ理由なのかもな……」

「………………」

　怒るかと思ったが、シノンはただ唇くちびるを嚙かんだだけだった。細い体から震えが去り、藍色の瞳ひとみに強い光が戻った。

「……だとしたら、そんな奴やつらには負けられない。私さっき《ＰＫ》って言ったけど取り消すわ。このゲームでもＰＫやってる人は多いし、私もその手のスコードロンに入ってたけど、ＰＫにはＰＫなりの矜きよう持じや覚かく悟ごがあるはず。フルダイブ中の、意識の無い人間を毒薬で殺すだけなんて、そんなのＰＫじゃない。ただの卑ひ劣れつな犯罪……人殺しだわ」

「ああ……、そうだな。これ以上奴らに好き勝手させておくわけにはいかない。この戦場で《死銃》を倒して、現実世界の共犯者ともども、罪つみを償つぐなわせる」

　それは、半なかば自分に向けた言葉だった。

　そう──、それは俺が果たすべき最初の責務だ。俺はそこからもう一度始めねばならない。あの夜、狂きよう乱らんの最中に二人を殺し、のちにもう一人の命を奪うばった俺自身の償いを。

　本来ならば一人で立ち向かうべきその戦いに、すっかり巻き込んでしまったスナイパーの少女を、俺はじっと見つめた。

　彼女の安全を最優先に行動するなら、闇ヤミ風カゼと死銃を戦わせ、どちらかが勝った時点で二人揃そろって自殺、大会を終わらせるという選せん択たく肢しもある。だが最悪なのは、マップに映らなかった一人が、死銃の犠ぎ牲せい者しやではなくやはり川や洞どう窟くつに隠れていただけという場合だ。大会はそこで終わらず、闇風を倒した死銃が現れて、かりそめの死体となって動けないシノンを俺の目の前で撃つかもしれない。それに、闇風が死銃のターゲットだった場合はむざむざ犠牲者を増やしてしまうことにもなる。

　やはり、戦わねばならない。シノンを守り、闇風を排はい除じよし、死銃をも倒す。簡単ではないだろうが、何が何でもやり遂とげねば──

　と、そこまで考えた途と端たん、当のシノンが決然とした声で言った。

「闇ヤミ風カゼは、私が相手する」

「え……」

「あの人は強い。たとえあなたでも瞬しゆん殺さつはできない。戦ってるところを死銃に狙ねらわれるわ」

「そ……それはそうかもだけど……」

　口ごもる俺おれに、シノンは銃から離はなした右手を伸ばし、とん、胸を軽く叩たたいてきた。

「どうせあなたのことだから、私を守らなきゃ、とか考えてたんでしょう」

　図星を突かれ、思わず黙だまり込む。狙そ撃げき手しゆの小さな唇くちびるに笑みが浮かび、次いできゅっと尖とがる。

「冗じよう談だんじゃないわ。私がスナイパーであなたがスポッターなのよ。敵の位置を割る手伝いだけしてくれれば、闇風も死銃も私が始末するわ」

　一部単語の意味が不明だったが、俺は苦笑し、次いで頷うなずいた。

「そっか。じゃあ、任せる。……そろそろ、両方ともかなり接近してるだろう。まず俺がバギーで飛び出すから、君は後からここを出て、狙撃できそうな位置についてくれ」

　結けつ局きよく、先に取り決めたとおりの作戦を告つげると、シノンはこくりと頷き返し。

　真剣さが戻った顔でまっすぐ俺の視線を受け止め、短いひと言だけを口にした。

「よろしく、相棒」




　　　＊＊＊




　暗視モードに変更した愛銃ヘカートⅡのスコープを、シノンは右眼で覗のぞき込んだ。

　広大な砂漠には、今のところ動くものはない。しかし南西からは闇風が、そしていずこからかあのぼろマントが、この場所目指して接近中のはずだ。

　シノンが狙撃位置に選んだのは、ずっと潜せん伏ぷくしていた洞どう窟くつがある、低い岩山の頂上だった。地上からは見つかり難いし、周囲を遠くまで視認できる。しかしもちろん危険もある。低いとはいえ頂上から地面までは十メートル以上あるので、ＶＩＴの低いシノンは気軽に飛び降りるわけにはいかない。上り下りできるルートも一本だけで、もし敵に接近されれば、退避できずに撃うたれるしかない。

　だが、今はもう、ネガティブな想像は捨て去るべき時だ。心をフラットに保たもちながら、そっとライフルを右に旋回させる。

　すると視野の中央、大きな砂丘の天辺に、ひっそりと立つ人影があった。

　時折吹き抜ける風が、背中まで伸びる長い黒髪を揺ゆらしている。細い体を包む黒のファティーグは夜闇に溶け込むようで、その姿は銃を帯おびた兵士と言うよりも、幻想世界の砂漠に佇たたずむ妖よう精せいの剣士のように思えた。

　キリトの向こうには、廃はい墟きよ都市からこの砂漠まで二人を運んできた騎馬──三輪バギーが鎮ちん座ざしている。洞どう窟くつを飛び出た時点でガソリンはほとんど残っていなかったので、おそらくもう動くまい。だがそれでもバギーは、最後の役割を健気けなげに果たしている。大柄な車体が掩えん蔽ぺい物ぶつになっているため、発見は容易でも北側からの狙そ撃げきは困難だ。

　そして南にはシノンが潜せん伏ぷくする岩山があり、こちらも射界は限定される。つまり、死銃がＬ１１５を撃うってくるとすれば、西か東から。更に西からは闇ヤミ風カゼが接近中ということを考こう慮りよし、恐らく東。キリトもそう判断したのだろう、遠目には少女としか見えない顔を、濃い雲の切れ間に昇り始めた青白い月へと向けている。

　死銃はたぶん、キリトを電でん磁じスタン弾でなく実弾──必殺の威い力りよくを秘めた３３８ラプア・マグナムで狙撃するだろう。頭か心臓に命中すればほぼ即そく死し。手足でも、インパクト・ダメージでＨＰを半分は持っていかれる。だが回かい避ひもまた容易ではない。死銃の第一射には弾道予測線が存そん在ざいしない上に、敵は《メタマテリアル光歪曲迷彩》能力によって透明化したまま狙撃態勢に入れるのだ。もちろん、砂の上を歩けば足跡が残るので必中距離までの接近は不可能だが、それでも圧あつ倒とう的てきなアドバンテージを持っていることに疑いはない。

　──でも、あなたなら。

　初見で《アンタッチャブル・ゲーム》をクリアして、目の前から放たれたヘカートの弾たまを斬きってのけたあなたなら、避よけてみせるよね、キリト。

　シノンは胸中でそう囁ささやきかけ、ライフルの向きを戻した。

　自分の役割は、キリトに最大の集中力を与えること。そのために、彼の後背から接近中の最強ＡＧＩ型アタッカー・闇風を、速すみやかに排はい除じよする。

　もし充じゆう分ぶんな時間と安全な状じよう況きようがあれば、闇風に事情を説明し、避難または協力してもらうことも可能かもしれない。しかし、このＢｏＢ本大会を舞台に本物の殺人事件を起こしている奴やつらがいるなどという話を納なつ得とくさせるのは至難だ。シノンとても、死銃と目の前で遭そう遇ぐうし、黒星の銃口を向けられ、あのぞっとするような冷気を感じていなければ、その後キリトに聞かされた話も全て一笑に付していただろう。

　だから、今は撃つしかない。ゼクシードのいないこの大会では、誰だれもが優勝候こう補ほ筆頭と認めているだろう相手を、一撃で仕し留とめねばならない。

　……今の私に、それができるだろうか。

　広大な砂漠をスコープと肉眼の両方で見据すえながら、シノンは忍び寄ろうとする迷いと怖おそれに懸けん命めいに抗あらがった。

　廃墟からの逃走中、バギーの車上で行った狙撃は、実に惨みじめなものだった。ぼろマントを外したのは当然、トラックのガソリンタンクに当たったのも単なる偶ぐう然ぜんだ。今まで積み上げたプライドの全ては、あの瞬しゆん間かんに砕くだけ散った。

　狙撃手シノンとして多くのキルスコアを積み上げ、腕を磨みがき、いつかＢｏＢで優勝できれば、現実世界の朝あさ田だ詩し乃のも本当の強さを手に入れられる。銃への怖おそれも捨て去り、過去の事件を思い出すこともなくなり、普通に暮らせるようになる。新しん川かわ恭きよう二じに誘われてＧＧＯを始めてから、ずっとそう信じてきた。

　でも、多分その願いは、少しだけ照準がずれていたのかもしれない。

　いつしか、《シノン》と《詩乃》を心のどこかで別の存そん在ざいだと考えるようになってしまっていた。強いシノンと弱い詩乃、そんなふうに区別してしまっていた。でもそれは間ま違ちがいだった。シノンの中にも詩乃の弱さはちゃんと残っていた。だから死銃の黒星ヘイシンに怯おびえ、あの狙そ撃げきを外した。

　どちらも、同じ《自分》。キリトという不思議な少年を見ていて、ようやくそれに気付いた。彼はきっと、現実世界でもあのままの人なのだろう。自分の弱さに抗あらがい、強くあらんと日々戦っているのだろう。たとえ腰こしに、光こう剣けんはなくとも。

　ならば、きっと詩乃の中にも、最初からシノンの強さは存そん在ざいしていたのだ。

　──私は、この一弾を、詩乃として撃うつ。五年前の事件の時に、そうしたように。

　ずっと、あの瞬しゆん間かんから逃げ続けてきた。忘れよう、消し去ろうと、ただ眼をつぶり、記き憶おくをひたすらに絵の具で塗ぬり潰つぶそうとしてきた。

　でも、もうやめる。正面から記憶を、罪つみをもう一度見つめる。私はあの時に戻り、そこから歩き始めなきゃいけないんだ。多分、その時が来るのを、私はずっと待ち続けていたんだ。

　ならば──

　今が、今こそが、その時だ。

　シノンの右眼が、スコープの彼方かなたに、高速で移動する影を捉とらえた。《闇ヤミ風カゼ》だ。

　トリガーに指を添そえる。まだ力は掛けない。この狙撃はワンチャンス。再度移動し、位置情報のリセットを待つ余よ裕ゆうはない。

　もし外せば、闇風はまずキリトを強きよう襲しゆうするだろう。いくらキリトでも、死銃と闇風の二人を同時に相手はできまい。どちらかの攻撃によって倒れざるを得ない。その後、死銃が闇風を倒せば、あの死神は満を持してシノンにもう一度黒星を向けるはずだ。仮想の七・六二ミリ弾がシノンを捉え、その光景が外部に中ちゆう継けいされた瞬間、現実世界の共犯者が詩乃に致ち死しの薬液を注射し、心臓を止める。

　つまりこの一弾には、詩乃の本物の命が懸かかっている。あの時と、同じように。

　しかし、心の中は不思議に静かだった。ただ状じよう況きようを理解しきれていないだけかもしれない。でもそれだけじゃない。何かが、誰だれかが力を貸してくれている。凍こごえ、痺しびれようとする右手の指先を仄ほのかに温めるこの熱は──……

　ヘカートⅡ。数多あまたの戦場を共に駆かけ抜けてきた、無二の分身。

　…………ああ、そうか。お前はずっと、そこにいてくれたんだね。シノンの腕の中だけじゃなく……詩乃の傍そばにも、いつも、ずっと。姿は見えなくても、私を励はげましてくれていた。

　…………お願い。弱い私に、力を貸して。ここからもう一度立って、歩き出すための力を。
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　今はなき浮遊城アインクラッドに於おける戦いの日々のなかで、攻略組の剣士たちは、様々な《システム外スキル》を編あみだし修しゆう練れんした。

　デュエルに於いて、剣の位置やアバターの重心から相手の出方を予想する《先読み》。遠距離型モンスター、時として人間の視線から攻撃軌き道どうを推すい測そくする《見切り》。環境音から敵由来のＳＥだけを切り分け位置を探る《聴音》。モンスターのＡＩ学習を誘ゆう導どうし、急激な負荷を与えて隙すきを作る《ミスリード》。複数人でそれをやり、同時にＨＰ回復も行う《スイッチ》。

　それらステータスウインドウには載のっていないスキルの中でも、最も習得困難な奥おう義ぎとされ、人によってはオカルト扱あつかいしていたのが《気を感じる》技──その名も《超感覚ハイパーセンス》だ。

　自分を狙ねらう敵の存そん在ざいを、眼で見、耳で聞くより早く感じ取る。《殺気に気付く》ための技術、と言い換かえてもいい。

　存在否ひ定てい派に言わせれば、殺気などというものは、仮想世界では原理的に有り得ないということになる。なぜなら、フルダイブ環境下の人間は、ナーヴギアが脳に送り込んでくるデジタルデータのみによって世界を認識するのだから。あらゆる情報はコードに置換可能でなくてはならず、そこには殺気だの第六感だのといったあいまいな代しろ物ものが存在する余地はない。

　彼らの主張はまさに正論だった。俺おれとても、《超感覚》スキルを積極的に肯こう定ていしていたわけではない。

　しかし、二年に及およんだ浮遊城での戦いの間に、俺は何度か、殺気を感じた──としか言いようのない経験をしたことがある。何を見たり聞いたりしたわけでもないのに、誰だれかに狙われていると直感したり、ダンジョンで先に進むのを躊躇ためらったり。結果、それで命を拾ったことだってなくはない。

　今年に入ってから、俺は一度、《娘》のユイとその件について話してみた。ユイはかつて、ＳＡＯを動かす《カーディナル・システム》の下位プログラムだったのだ。彼女は、ＳＡＯとその複製システムである《ザ・シード》に、他のプレイヤーやモンスターの存在を五感情報以外で知らせる仕組みはないと断言した。

　──だから、視線の通らない場所に、完全に無音で待ち伏ぶせている敵に気付く方法はないはずですが、と首を傾かしげる彼女に、俺は長年こっそり抱えていたとある想像を語ってみた。

　ＶＲＭＭＯにダイブ中のプレイヤーは、遠く離はなれたゲームサーバーに存在する《自分》のステータスデータと常つねに通信している。荒こう野ややダンジョンに一人でいるときは、そのデータを参照するのは自分だけだ。だが、仮に何者かが待ち伏せを試こころみた場合、ステータスデータへのアクセスは二倍かそれ以上になる。そのぶん処理が重くなり、結果発生する極微少な通信ラグを、《殺気》として感じるのではないか──。

　俺おれの仮説を聞いたユイはとてつもなく懐疑的な表情を作り、その程度の負荷で処理落ちするようなサーバーは漬け物石にしたほうがいいですと言ったあと、あくまで可能性の話としてなら絶対に百パーセント有り得ないとは断言できないかもしれないと付け足した。

　結けつ局きよくのところは、オカルト説のほうがまだしも説得力があるのかもしれない。

　しかし事ここに至いたっては、理屈などどうでもいいのだ。

　俺は今、全ＶＲＭＭＯプレイ歴を通して初めて、《超感覚》スキル以外に頼れるもののない状じよう況きように立たされているのだから。




　最後の残照が仄ほのかに残る空の彼方かなたに、朧おぼろな青白色の円盤が浮かんでいる。満月だ。しかし分厚い雲に遮さえぎられてか、アルヴヘイムの月夜に比べるとかなり暗い。砂丘の稜りよう線せんは半なかば夜空に溶け、所々に突き出す影がサボテンなのか岩がん塊かいなのかを判別するのも困難だ。

　もし、それらの根元に誰だれかが身を潜ひそめ、俺に必殺の銃口を向けたとしても、その動きに眼では気づけないかもしれない。なのに、いま俺を狙ねらっているはずの敵は、体を透明化するというとてつもないアドバンテージをも備えているのだ。視覚情報として期待できるのは、砂上に刻きざまれる足跡のみ。一キロも離はなれれば、そんなもの描画すらされないかもしれない。見ようとするだけ無駄だ。同様に、移動に伴ともなうノイズも、風音に紛まぎれて届くまい。

　──ならばいっそ、眼をつぶれ。耳を閉ざせ。

　恐れを振り払い、俺は瞼まぶたを降ろす。風鳴りを、乾いた冷気を、足元の砂の軋きしみを、意識から排除する。

　すると、遥はるか彼方から届く、微少な振動。誰だれかが物凄すごい速度で走っている。死銃──ではない。方向は南西。これはきっと《闇ヤミ風カゼ》だ。

　振り向き、その姿を確認したいという衝しよう動どうを俺は堪こらえた。闇風はシノンのターゲットだ。彼女が止めてくれる。意識から、背後の足音までも消し去る。全感覚を前方にフォーカスし、なんらかの《変化》を受け取るためだけに集中力を振り絞しぼる。

　ああ……、そうだ。俺は今になって思い出す。あのラフコフ討とう伐ばつ戦の夜も、奴やつらの不意打ちを最初に気付かせたのは動きでも音でもなかった。単なる《嫌いやな感じ》だった。俺は直感に従って振り向き、洞どう窟くつの枝道から無音で忍び寄る影を見つけたのだ。

　待ち伏ぶせの先陣を切って襲おそいかかってきた、あの男の名前は何だったろう。ラフコフの首領《ＰｏＨ》ではない。奴は恐らくあの場にはいなかった。だから、幹部級の誰かだ。針のように細長い剣《エストック》が男の得物だった。刃やいばを持たず、貫つらぬくことに特化した武器。しなりながら襲ってくる鋭えい利りな切っ先の、極小の煌きらめき……。

　俺は、あいつを殺したのだったか？　いや、違ちがう。ＨＰを半減させたところで、あいつは仲間にスイッチさせ、するすると後ろに引っ込んでしまったのだ。

　去り際ぎわ、俺おれに何かを囁ささやいていったはずだ。威い勢せいのいい捨て台詞ぜりふではない。しゅうしゅうと耳障ざわりな、ぶつ切りの単語たち。

『……キリト。お前は、あとで、ちゃんと殺す』

　──その口調。その気配。フードの奥で光っていた、やけに赤い二つの眼────。

　ちりり、と何かが眉み間けんに触ふれた。

　あの感じ。俺を狙ねらう、無機質な、それでいて粘ねばつくような冷たい──殺気。

　俺は両眼を見開いた。

　砂漠の彼方かなた、真東からやや北にずれたサボテンの下で、小さな光が瞬またたいた。

　エストックの切っ先。あるいは、ライフルの発射炎。

　体を右に傾かたむける。いや、傾けようとした時にはもう、凄すさまじい密度で凝ぎよう縮しゆくした攻撃力の塊かたまりが、俺の額ひたいのすぐ傍そばまで迫せまっている。時間の流れが変わる。重く、重く、空気さえも凍こおり付き──。

　高速で回転する銃弾の先端が、顔をわずかに倒した俺のこめかみを掠かすめ、髪を引きちぎって、背後に抜けた。

「お……おおおっ!!」

　一束の黒髪を空中に置き去りにし、咆ほう哮こうとともに俺は砂を蹴けった。




　　　＊＊＊




　────速い!!

　ついにスコープに捉とらえた《闇ヤミ風カゼ》だが、その疾しつ駆くはシノンの予想を超えたスピードだった。カンストしたＡＧＩと、極きわめたダッシュスキルによる支援が、まさしく闇やみ色の風と言うべき強きよう烈れつな移動速度を実現している。

　小柄な体を包むのは、最低限のプロテクターだけを備えたダークブルーのコンバットスーツ。サイドアームは持たず、腰こしにプラズマグレネードを一つ装そう着ちやくしているだけだ。ヘルメットすら被かぶらずに、厳いかつく尖とがった顔を晒さらしている。細身のＭ９００Ａを携たずさえた両腕と、前ぜん傾けいした上体は、ダッシュ中にもかかわらずほとんど揺ゆれない。両脚あしだけを霞かすむほどの勢いで動かすその姿は、兵士というより、まるで《忍者》だ。そのうえ──一いつ切さい止まらない。

　どれほどスピード自じ慢まんのプレイヤーでも、普通は少し走って物もの陰かげで止まり、様子をうかがってからまた走るものだ。シノンのような狙そ撃げき手しゆにとっては、その停止時間が最大のチャンスとなる。

　しかし闇風は、サボテンや岩といったオブジェクトを掩えん体たいに利用しつつも、一いつ瞬しゆんたりとも速度を緩ゆるめないのだ。速度が身上のＡＧＩ型にとっては、ダッシュ中が最も安全なことを知っている。

　……どうする。動きを予測し、先読みで撃うつか。だが、闇ヤミ風カゼのダッシュは一直線ではない。砂丘を迂う回かいし、時として駆かけ登るそのランダムな軌き道どうを読み切ることは不可能だ。あるいは一発目はわざと足元に外し、敵が慌あわてて伏ふせた所を仕し留とめるという手もなくはない。しかし彼ほどのベテランプレイヤーに、そんな使い古されたテクニックが通用するかどうか。それに何より、二発目以降の狙そ撃げきは敵に《弾道予測線》を与えてしまうのだ。狙撃手最大の武器である予測線なしの第一射を、そんなふうに使い捨てていいのか──。

　シノンは迷った。だがその迷いは、バギーの車上で感じたような、恐れと躊躇ためらいにまみれたものではなかった。頭は冷たく澄すんでいる。頰ほおを付けたヘカートの滑なめらかなウッドストックの感かん触しよくと、シノンをただ信じ、闇風に背を向けたまま立っているはずの少年が、力をくれている。

　……ダッシュ中の闇風を、いちかばちかで撃つべきじゃない。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんにそう結論を出し、シノンは人差し指をわずかに緩ゆるめた。

　そんなものは狙撃じゃない。撃つ時は、絶対の確信がなければならない。闇風は、キリトをＭ９００Ａの射程に収める前にたった一度止まる。その可能性がある。ならばそれを、ぎりぎりまで待つのだ。

　藍色の忍者は、すでにキリトから一キロ以内にまで接近している。だがキリトが背中を見せたまま動かなければ、自分に気付いていないと判断し、ＡＧＩ型の得意とする百メートルレンジまで近づこうとするだろう。

　──そこまでは、私も我が慢まんする。だからあなたも耐たえて、キリト。私を信じて。

　通信機アイテムの使えないバトルロイヤル・フィールドゆえに、シノンはただそう念じるしかなかった。しかし、何かが届いたような、そんな気がした。それを最後に、思考を完全に止める。自分の全存そん在ざいがヘカートと一体化し、視覚はスコープと、触覚はトリガーと融とけ合う。呼吸や心しん拍ぱくすら遠ざかる。知覚されるのは、疾しつ駆くするターゲットと、その心臓を追い続ける十字のレティクルのみ。

　その状態で、どれだけの時間が経けい過かしたのかさえ解わからなかった。

　そして、その瞬しゆん間かんが訪れた。

　視野の端はしを、白い光が右下から左上へと横切った。銃弾。無論ヘカートのものではない。砂漠の東側から死銃が発射した３３８ラプア弾だ。それをキリトが回かい避ひし、Ｌ１１５の長射程ゆえに、西側から接近する闇風の近くにまで到達したのだ。

　己おのれに気付いていないと思っていたキリトの向こうから、突如巨大な弾丸が飛来するとまでは、さしもの闇風も予想していなかったようだった。その場で腹ばいにこそならなかったが、身を屈かがめて制動をかけ、次いで近くの岩いわ陰かげへと方向転換しようとした。

　最初で最後の狙撃機会。

　半なかばヘカート自身の意思に従うかのように、指がトリガーを引き始める。視界に薄緑色の《着弾予測円》が表示され、それは一いつ瞬しゆんで極小のドットにまで収しゆう縮しゆくする。ポイントするのは胸の中央。トリガーが引き切られ、ハンマーが撃針を叩たたき、50ＢＭＧ弾の装薬がチャンバー内で炸さく裂れつ、巨大な弾頭を瞬しゆん時じに超音速まで加速させ──。

　ヘカートのマズルフラッシュに気付いた闇ヤミ風カゼの両眼と、シノンの右の瞳ひとみが、スコープ越ごしに衝しよう突とつした。そこに驚おどろきと悔くやしさ、それに確かな賞賛の色を見た気がした、直後。

　優勝候こう補ほ筆頭の忍者の胸に、ぱっと眩まばゆいライトエフェクトが弾はじけた。アバターは数メートル以上も吹き飛ばされ、砂の上を数度転がり、仰あお向けになって止まった。傍かたわらに、右手から離はなれたＭ９００Ａと腰こしから外れたグレネードが落下。腹の上に浮き出た【ＤＥＡＤ】タグが回転を始め──ようとした時には、シノンはもうヘカートごと体の向きを百八十度変えていた。

　────キリト!!

　無音の叫さけびでその名を呼ぶ。

　黒衣の剣士は、地平線の向こうに昇りはじめた青白い月を目指して、一直線に走っていた。

　闇風のコンパクトな走行フォームとは大きく異なる。胸を張り、顎あごを引き、広いストライドで駆かけるその姿はまるで踊おどるようだ。右手が閃ひらめき、腰から光こう剣けんを外す。瞬時に伸びたバイオレット・ブルーの刃やいばが、薄うす闇やみを鮮あざやかに染め上げる。

　キリトの行く先で、ちかっとオレンジ色の光が瞬またたいた。発射炎。

　飛来した弾丸を、光剣の描く円弧が弾き飛ばす。もう一度。さらにもう一度。初弾を回かい避ひしたキリトにはもう予測線が見えている。ボルトアクションのライフルを何発連射しようと、光剣使いの超反はん応のう力を貫つらぬくことはできない。

　シノンはスコープの暗視モードを切ると同時に倍率を限界まで上げ、銃弾の発射位置を捉とらえた。

　────いた。大きなサボテンの下。ぼろぼろの布地の下から突き出す特徴的な減音器サプレツサーと、バレルに後付けされたクリーニング・ロッド。Ｌ１１５Ａ３《サイレント・アサシン》の使い手にして真の殺人者、《死銃》。

　その姿を見た途と端たん湧わき上がろうとする恐怖に、シノンは右眼を見開いたまま抗あらがった。

　……お前は亡霊じゃない。《ソードアート・オンライン》の中で沢たく山さんの人を殺し、現実世界に戻ってきてからもこんな恐ろしい計画を企たくらむような精神の持ち主ではあっても、生きて、呼吸し、心臓を脈みやく打たせている人間だ。ならば、戦うことはできる。私とヘカートの力が、お前とＬ１１５の力を上回ると、信じることはできる。

　ボルトハンドルを引き、次弾を装そう塡てんした愛銃の照準を、シノンはうずくまるぼろマントのフードの奥へと向けた。

　暗闇に、ちらちらと瞬く赤い眼が見える。だがそれも決して死者の鬼火ではない。フルフェイス型ゴーグルのレンズだ。その向こうに存そん在ざいするのは、まったくノーマルなアバターの顔でしかない。

　トリガーに触ふれ、わずかに絞しぼる。

　瞬しゆん間かん、死銃の頭がぴくりと動いた。弾道予測線を見たのだ。先の闇ヤミ風カゼへの銃撃により、シノンの位置ももう露ろ見けんしている。だが、これで条件は対等だ。さあ────

　勝負!!

　死銃が、スコープの中でＬ１１５を動かし、シノンに銃口を向けた。その黒いあぎとから伸びる、血の色のラインが額ひたいをひやりと撫なでた。シノンは、予測円の収束を待たず、トリガーを引いた。

　轟ごう音おん。同時に、死銃のライフルも小さな火炎を迸ほとばしらせる。シノンはスコープから顔を離はなし、自分の放った弾丸と、飛来する敵弾を肉眼で捉とらえる。双方の軌き道どうは、完全に同一線分上にあるように見える。

　弾たま同士が衝しよう突とつする、と一いつ瞬しゆん予感したが、さすがにそこまでの奇き跡せきは起きなかった。だがほとんど触ふれ合うほどの間かん隔かくですれ違ちがい、双方が、ごくわずかに互たがいの軌道を逸そらした。
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　くわぁん！　というような甲かん高い衝しよう撃げき音が耳のすぐ傍そばで響ひびき──ヘカートに装そう着ちやくした大型スコープが、跡形もなく吹き飛んだ。右眼をつけたままだったら即死していただろう。死銃の３３８ラプア弾はそのままシノンの右肩を擦かすり、背後へと消えた。

　そして、ヘカートの放った50ＢＭＧ弾は、こちらも狙ねらいを逸らし、Ｌ１１５のレシーバーへと命中した。

　ＧＧＯ内の銃器群は、おおまかなパーツごとの耐久度が設定されている。通常の使用では損そん耗もうするのは銃身だけで、それもメンテナンスすれば回復できるが、弾たまの直撃を受けたりするとその部位に大ダメージを受ける。それでもそうそうゼロにはならず、ＨＰが残ってさえいれば修理は可能だが──脆ぜい弱じやくな機関部に大口径弾の直撃を受ければ、その限りではない。たとえば、今のように。

　死銃の腕の中で小型の火球が輝かがやき、Ｌ１１５の中心部がポリゴンの欠片かけらとなって吹き飛んだ。ストックやスコープ、バレルといったパーツがばらばらと砂に落下する。あれらの部品は再使用が可能だが、失われた機関部を再生することはできない。つまり、この瞬しゆん間かん、《サイレント・アサシン》は死んだのだ。

　…………ごめんね。

　所有者にではなく、稀き少しようかつ高性能な銃のために頭の片かた隅すみで弔とむらいの言葉を呟つぶやきながら、シノンは再度ボルトハンドルを引いた。頼もしい金属音とともに次弾が装そう塡てんされるが、スコープが破は壊かいされてしまった今、もう遠距離の狙そ撃げきはできない。

「あとは任せたわよ、キリト」

　疾しつ駆くする光こう剣けん使いの背中に、そう囁ささやきかける。

　キリトと死銃の距離は、もう二百メートルを切っている。たとえ光歪曲迷彩を発動させても、この地形では離脱は不可能だ。砂の上にくっきりと足跡が残ってしまう。

　足あ搔がくつもりはないのか、サボテンの下から這はい出たぼろマントは、ゆらりと立ち上がった。右手にＬ１１５の遺のこした長大なバレルをぶら下げたまま、滑すべるように前に進み始める。まさか、あの金棒で戦うつもりなのだろうか。ヘカートの弾すら斬きったキリトの光剣に一撃で真っ二つにされるのは疑いようもないのに。

　両者の距離は凄すさまじい勢いで減少していく。高く砂さ塵じんを蹴けり上げて突進するキリト。引きずるような足跡を刻きざんで歩く死銃。スコープなしでも、遠視スキルを持つシノンの眼には、両者の姿がくっきりと見える。

　キリトが、走りながら右手の光剣を大きく肩の上に引き絞しぼる。同時に左手を前にかざす。予選トーナメントで何度か見せた、強きよう烈れつ極きわまる突き技の構えだ。

　対する死銃は、黒光りするバレルを左手に移す。次いで右手で銃口のあたりに触ふれる。交こう錯さくまであと五秒。二人の後方には、中ちゆう継けいカメラの光が一つずつ浮いている。ＧＧＯ内の酒場や外部世界のストリーム動画でライブ映像を観みている視聴者たちは、もちろん死銃の犯罪もキリトの目的も知らないはずだが、それでも今は手に汗あせを握にぎり息を詰つめているだろう。シノンとても今だけは全てを忘れ、ただただ眼を見開く以外に何もできない。

　キリトが、砂漠を突き破らんばかりに踏ふみ込む。

　死銃が、両手でバレルを水平に掲かかげる。

　その手元に、ぎらりと鋭するどい光が生まれた瞬間────

「あっ……!!」

　シノンは鋭するどく喘あえいだ。

　死銃が両手を大きく左右に開く。左手から銃身が離はなれ、回転しながら後方に飛んでいく。

　そして右手には──銃身の下から抜き出した、細い金属棒。クリーニング・ロッドだ。まさか、あれが最後の武器だというのか。ロッドは単なるメンテナンスツールなのに。それ自体は攻撃力すら持たず、仮に誰だれかを殴なくってもＨＰは一ドットたりとも減らせない…………

　────いや。

　違ちがう。あれは銃身清掃用の棒などではない。膨ふくらみ、孔あなが開いているはずの先端が、まるで針のように鋭するどく尖とがっている。剣？　でも、直径は根元でも一センチ程度しかない。あんなものでダメージを与えられるのか。それ以前に、ＧＧＯ世界には、コンバットナイフ以外の金属剣は存そん在ざいしないはず。

　呆ぼう然ぜんと瞠みはったシノンの瞳ひとみに映るキリトの背中が、一いつ瞬しゆん強こわ張ばったように感じられた。

　だが光こう剣けん使いは動きを止めず、右手に輝かがやくエネルギーの刃やいばをまっすぐ前方に突き出す。ジェットエンジンのような金属質のサウンドが、シノンのいる岩山の上まで届いてくる。必殺の威い力りよくを秘めた切っ先が、ぼろマントの胸に吸い込まれていく。近づき、触ふれようとし──だが、届かない。死銃が、上体を思い切り後ろに傾かたむけたからだ。まるでキリトの技を、そのタイミングを、完かん璧ぺきに読んでいたかのような回かい避ひ。

　キリトの片手突きの威い力りよくが、空気のみを焼き焦こがし、後方へと抜けた。

　大技を回避されたせいか、光剣使いの体が再び刹せつ那なのフリーズ。すぐに動きだし、右前方に跳とぼうとするが、その時には体を傾けたままの死銃の右手が、独自の生物でもあるかのようにぬるりと前に伸びていた。握にぎられた、長さ八十センチほどの細い金属針の尖せん端たんが──。

　黒いファティーグの左肩を、深々と貫つらぬいた。

「…………キリト!!」

　シノンの声と同時に、真しん紅くのライトエフェクトが、まるで血のように薄うす闇やみに散った。




　　　＊＊＊




　携帯端たん末まつを支払いパッドに押し当て、精算サウンドが響ひびいた一秒後にはもう、結ゆう城き明あ日す奈なは「ありがとう！」と叫さけんでタクシーを飛び降りていた。

　ロータリーの正面には、夜十時少し前のこの時間でもまだ照明を一部灯している大きなエントランスがある。さすがに自動ドアは電源が落ちているようだが、その脇わきに設もうけられた、夜間面会口の表示があるガラス戸に迷わず突進する。

　押し開け、消毒薬の匂においのする冷たい空気の中を、まず面会受付カウンターに向かう。すでに菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうから病院へ連れん絡らくが入っているはずなので、顔を上げた女性看護師に、用意していた文言をまくし立てる。

「七〇二五号室に面会の予約がある結ゆう城きです！」

　同時に、ポケットから取り出した学生証をカウンターへ。看護師が取り上げ、写真と明あ日す奈なの顔を照合する間に、正面の壁の館内見取り図を頭に叩たたき込む。

「はい、結城明日奈さんね。こちらが面会者パスです。帰りに忘れずに返へん却きやくしてください。病室へは、右手のエレベータから……」

「解わかります、ありがとうございます！」

　差し出されたパスカードを受け取るものもどかしく一礼し、呆あつ気けに取られた顔の看護師さんを後に、早足と小走りの中間でエレベータを目指す。病院のシステム上では、キリト──桐きりヶが谷や和かず人とは治ち療りようや入院ではなくただの検査となっているはずなので、明日奈の焦あせり方は不自然だろうが、この際気にしていられない。

　エレベータの手前には、駅の自動改札に似たゲートがあった。パスカードをかざし、金属バーが開くや否いなや通つう過か。上へのボタンを押し、開いたドアの中に飛び込んで、ようやく一息つく。

　──きっと、一年前、ＡＬＯ内の鳥かごから解放された明日奈の元に走った和人もこんな気持ちだったに違ちがいない。無事なはず。何もないはず。理性ではそう確信しているのに、急せく心を抑おさえられない。

　ぽーん。ぽーん。エレベータが階を通つう過かするごとに、穏やかな電子音が響く。たった七階ぶんの上昇が、とてつもなく遅おそい気がする。

『だいじょうぶです、ママ』

　不意に、両手で握にぎりしめたままの携帯端たん末まつのスピーカーから、幼い声が聞こえた。

　和人と明日奈の《娘》であるＡＩ・ユイだ。そのコアプログラムは和人の自室に設置された専用据すえ置き機の中にあり、必要に応じてＡＬＯにナビゲーション・ピクシーとしてダイブしたり、現実世界でもこのように端末越しに会話もできる。バッテリー容量に限界があるので常時接続はしていられないが、今だけはダイシー・カフェを出た時から繫つなぎっぱなしだ。

『パパは、どんなに強い敵が来ても負けません。だって、パパですから』

「……うん、そうだよね」

　端末のマイクに唇くちびるをつけるようにして、そう囁ささやき返す。冷たく痺しびれていた指先がようやく溶け始めた気がするが、緊きん張ちようが完全に去ったわけではない。

　菊きく岡おかの依頼でキリトがＧＧＯまで調べに行った、奇怪なプレイヤー《死銃》。そのアバターを操るのは、かつてＳＡＯで殺人ギルド《ラフィン・コフィン》に属していた誰だれかだった。そして──死銃にゲーム内で撃うたれた二人は、現実世界で変死していた。

　何かが起きている。それは間ま違ちがいない。ダイブ中の和人に一いつ切さいの危険はないと菊岡は断言したが、彼だって二件の変死が単なる偶ぐう然ぜんだと信じ切ってはいないのだ。

　ぽーん。エレベータが六階を通過し、穏やかな減速を経へて、最後の電子音とともに七階で停とまった。ドアが開くと同時に、ユイが『右に十五メートル、角を左に曲がって八メートルです』とナビする。それに従って、無人の廊ろう下かを今度こそ全力でダッシュする。

　等間かん隔かくに並ぶスライドドアの脇わきの金属プレートを、眼の端はしでチェック。七〇二三……二四……二五！　プレートにパスカードを押し当て、赤のインジケータが青に変わった瞬しゆん間かん、ドアを引き開ける。

　オフホワイト基調の部屋は個室だった。ほぼ中央に、かつて明あ日す奈なも大いに世話になった密度自動調節型ジェルベッド。周囲のカーテンは開けられている。手前には、いかめしいモニター機械。接続されたコードが幾いくつにも枝分かれして、ベッドに横たわる少年の、剝むき出しの胸に貼はり付けられている。少年の頭には、見慣なれたシルバーの円冠──アミュスフィア。

　──キリトくん！

　と叫さけぶべく、明日奈はかなり高めに暖房の効きいた空気を大きく吸った。だがそれより一いつ瞬しゆん早く。

「……桐きりヶが谷や君!?」

　という誰だれかの声が個室に響ひびき、軽くつんのめりかける。首を右に伸ばすと、いままでモニター装そう置ちに隠れて見えなかったベッドの奥側にパイプ椅い子すが置かれ、そこに人が腰こし掛けているのが眼に入った。

　白衣にナースキャップ。三つ編みにまとめられた髪と、洒落しやれたデザインの眼鏡めがね。看護師だ。思い返せば菊きく岡おかも、和かず人との傍そばには人がついていると言っていた。

　だがそれが妙みよう齢れいの、しかも相当に美人の女性で、しかも上半身裸はだかの和人に被かぶさるように身を乗り出しているとなると「むむっ」と思ってしまうのは避さけられない。だがそれも一瞬のことだった。明日奈の入室に気付き、顔を上げた看護師の表情が、ことのほか緊きん迫ぱくしていたからだ。

「あ、結ゆう城きさんね？　お話うかがってます、こちらにどうぞ」

　腰を浮かせ、ややハスキーな早口でそう言った看護師は、左手でベッドの傍かたわらを示した。言われるまでもなく駆かけ寄り、ぺこりと会え釈しやくしてから改めて和人の顔を見る。

　無論、瞼まぶたは閉じられている。だが眠っているのでも、気絶しているのでもない。彼の五感は今、アミュスフィアによって現実世界から遮しや断だんされ、遥はるかな異世界へと導みちびかれている。同時に脳から肉体へと伝わる運動信号も回収されるので、顔や体は一いつ切さい動かない。そのはずなのだが、しかし明日奈は和人の顔を見た途と端たん、その内面が静せい穏おんとはかけ離はなれた状じよう況きようであることをまざまざと感じた。

「キ……和人くん、どうかしたんですか!?」

　顔を上げた明日奈の問いに、胸に《安あ岐き》というネームプレートをつけた看護師は、眉まゆを寄せたまま小刻きざみに首を振った。

「大丈夫、身体的に危険ということではないわ。でも、さっき急に心しん拍ぱくが百三十まで上がって……」

「心拍……」

　呟つぶやき、隣となりのモニター装そう置ちを覗のぞき込む。液晶画面には、よくドラマなどで見る波形グラフと、【１３２ｂｐｍ】という数字が表示されている。明あ日す奈なの視線の先で、グラフは鋭するどいピークを次々に刻きざむ。

　ＶＲＭＭＯのプレイ中に心拍が上昇すること自体は、異常でもなんでもない。フルダイブ環境で恐ろしげなモンスターと戦えば当然緊きん張ちようし、脈みやくも速くなる。むしろその状じよう況きようを楽しむためのゲームだとすら言える。

　だが──和かず人とは、あのキリトなのだ。浮遊城アインクラッドで、攻略組ソロプレイヤーとして恐らく誰だれよりも死線を潜くぐり、死地を駆かけ抜けた人。そんな彼が、今いま更さらノーマルなゲームの中でここまで緊張せねばならないのだろうか？　事実、この一年ＡＬＯを共にプレイしてきて、アスナはキリトが余よ裕ゆうを失ったシーンを見たことはただの一度もない。

　──いったい、何が起きてるの。

　和人の額ひたいに薄く浮かぶ汗あせの雫しずくを指先でぬぐいながら、明日奈は唇くちびるを嚙かんだ。

　その時、左手に握にぎった携帯端たん末まつから、再びユイの声がした。

『ママ、壁のパネルＰＣを観みてください！　回線を、《ＭＭＯストリーム》のライブ映像に繫つなぎます！』

　はっ、と顔を上げる。ベッドの足元側の壁には、四十インチ程の薄型モニタが設置されている。ユイが携帯端末から無線で接続したのだろう、ブラックアウトしていた画面が勝手に点灯、即座にブラウザがフルスクリーンで起動する。

　表示された映像は、ＡＬＯ内の部屋で観ていた中ちゆう継けいとまったく同じものだった。

　上部左に、ガンゲイル・オンラインの無ぶ骨こつなロゴ。その隣となりに細長く、第三回バレット・オブ・バレッツ本戦バトルロイヤル！　独占生中継！　の文字。

　画面右側には、出場プレイヤー名一覧の柱。そして面積の大部分を占しめるのが、マルチ視点の多元中継画面。しかし今は、大きな窓が横に二つ並んでいるだけだ。

　どちらの画面も、青白い月明かりに照らされた夜の砂漠。どうやら一つの接近戦を、それぞれの背後から撮影しているようだ。左の窓に映るのは、全身を闇やみより深い黒の戦闘服に包み、長い髪を風になびかせる小柄なアバター。青紫に発光する刃やいばを持つ剣を右手で構え、左腕はだらりと下げている。その肩口からは、真しん紅くのダメージエフェクトが絶え間なく零こぼれる。足元に、小さなフォントで、プレイヤー名の表示。【Ｋｉｒｉｔｏ】。

「あれが……キリトくん……」

　アバターの印いん象しようは、ＳＡＯ時代の《黒の剣士》とも、ＡＬＯで使っているスプリガンともかけ離はなれている。華きや奢しやな後ろ姿は少女としか思えない。しかしその構えと重心は、間ま違ちがいなくキリトのものだ。

　ベッドの反対側で、同じくモニタに見入った安あ岐き看護師が、やや途と惑まどったように口を開いた。

「あそこに映ってるのが、桐きりヶが谷や君のアバターってこと？　いま、ここにいる桐ヶ谷君が、リアルタイムであれを動かしてるのね？」

「そうです。戦せん闘とう中ちゆうで……だから心しん拍ぱくが上がってんるだと思います」

　明あ日す奈なはすぐにそう答えた。しかし、簡単には説明できないことがある。キリトが、すでに左肩にかなりのダメージを受けていて──しかもその相手は恐らく、同じＳＡＯ生還者サバイバーにして殺レ人ツ者ド。なおかつ、このＧＧＯでも、二人のプレイヤーを実際に殺したかもしれない存そん在ざい。

　おそるおそる、視線を右側の窓に移す。

　同じく背中を向けて立つのは、予想どおり、あのぼろマントのプレイヤーだった。生気のない、弛し緩かんした後ろ姿。だが明日奈には解わかる。あれは、完全に仮想世界慣なれした者の立ち方だ。息を詰つめながら、ぼろマントから小さく突き出す右手を見る。

「え…………」

　そして、思わず声を漏もらした。

　握にぎられているのは、以前鉄橋のあるフィールドで使った大きなライフルでも、黒い拳銃でもなかった。ただの細い金属棒────

　いや。いや、違ちがう。根元から緩ゆるやかにテーパーがかかり、尖せん端たんではまるで針のように鋭するどくなっているあれは、剣だ。アスナの得意とする細剣レイピアとは似て非なる、刃やいばを廃して突き技にのみ特化した武器。

「刺剣エストツク……？　あ……あっ……」

　自分がそう声を漏もらしたことにも、明日奈は気付かなかった。遠い記き憶おくが、まるで画面中のエストックで突かれたかのようにきりきりと疼うずく。いた。確かにいた。《ラフィン・コフィン》の幹部に、エストックの達人が。名前──名前は何だったか──。

　もちろん、ぼろマントはキリトと違ってＳＡＯ時代と同じ名前を使っているはずはないのだが、それでも明日奈は吸い寄せられるようにアバターの足元を見つめた。

　表示されているプレイヤーネームは、こちらもアルファベットだった。

　【Ｓｔｅｒｂｅｎ】。

　すぐには読めず、明日奈はぎこちなく呟つぶやいた。

「すて……スティー……ベン？　Ｓスｔテｅイｖーｅブｎンのスペルミス……？」

『いいえ……違います、ママ』

　とユイが端たん末まつから答えるのと、安岐看護師が「違うわ」と声を漏らしたのはほぼ同時だった。明日奈が眼を向けると、看護師は形のいい眉まゆをきつく寄せ、今まで以上に張り詰つめた顔で続けた。

「あれはドイツ語よ。同時に、医い療りよう関係の用語でもある。読み方は……《ステルベン》」

「ステル……ベン」

　聞いたことのない単語だった。首を傾かしげる明あ日す奈なに、安あ岐き看護師は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったあと、やや掠かすれた声で告つげた。

「意味は……《死》。病院では……患かん者じやさんが、亡くなった時に使う言葉……」

　両腕から背筋までが一気に総毛立ち、明日奈は画面から眼を引き剝はがして、すぐ隣となりに横たわる少年の顔を見つめた。

「キリト……くん」

　零こぼれたその声は、自分のものとは思えないほど震ふるえていた。




　　　＊＊＊




　ＧＧＯは、完全利用料フリーのＶＲＭＭＯ開発支し援えんパッケージ《ザ・シード》を使用して構築・運営されている。

　ザ・シードは非常に汎はん用よう性せいの高いシステムだが、運営者でも手を加えられない、いわばブラックボックスも存そん在ざいする。オープンから三ヶ月が経けい過かしたタイトルは、世界の壁を越こえてキャラクターを移動する《コンバート》機能を常時ＯＮにしなくてはならないし、プレイヤーに仮想の痛覚を与えることを禁止し錯さつ覚かくによる痛みまでも消去する《ペイン・アブソーバ》機能も、レベル調節はできても完全オフにはできない。

　つまり、ＧＧＯ世界では、何発銃弾を撃うち込まれようと──たとえ腕や脚あしを吹き飛ばされようとも、プレイヤーは痺しびれを超える痛みは感じないはずなのだ。

　だから、いま俺おれの左肩を疼うずかせている、氷の針で貫つらぬかれたかの如ごとき苦痛は錯さつ覚かくだ。いや、ペイン・アブソーバは錯覚をもキャンセルするのだから、これは本物の痛みではない。記き憶おくだ。かつてここではない世界で、同じ武器に同じ場所を貫かれた時の感覚が蘇よみがえっているのだ。

　五メートルほど離はなれた場所に立つぼろマント──《死銃》は、右手にぶら下げた黒光りする刺剣エストツクの尖せん端たんを、まるで何かの拍ひよう子しを取るかのようにゆらゆらさせている。奴やつはあの体勢から、ノーモーションで突きを繰くり出してくる。剣を見ていたのでは避よけられない。

　そう、《ラフコフ》のアジトだった洞どう窟くつの中で、俺はこれと同じことを考えたはずだ。続いて、珍しい武器を使う奴だと感じた。しかし激戦の最中で、とても声を出す余よ裕ゆうはなかった。

　あの時言えなかったことを、一年半の時を経へて、俺は口にした。

「……珍しい武器だな。というより……ＧＧＯの中に金属剣があるなんて、聞いてないぞ」

　すると死銃は、深く被かぶったフードの奥で、しゅうしゅうと掠かすれた笑いを漏もらした。続けて、切れ切れの声。

「お前と、したことが、不勉強だったな、《黒の剣士》。《ナイフ作製》スキルの、上位派生、《銃剣作製》スキルで、作れる。長さや、重さは、このへんが、限界だが」

「……なら、残念だけど俺の好みの剣は作れそうにないな」

　そう応じると、再びの笑い声。

「相変わらず、ＳＴＲ要求の、高い剣が、好みなのか。なら、そんなオモチャは、さぞかし、不本意、だろう」

　俺おれの右手で低く唸うなる光こう剣けん《カゲミツ》は、オモチャ呼ばわりされたのが不満だったようで、ぱちぱちっと細いスパークを散らした。肩をすくめ、愛剣の声を代だい弁べんする。

「そう腐くさしたもんじゃないさ。一度こういうのを使ってみたいと思ってたしな。それに……」

　ぶんっ、と振動音を響ひびかせ、低く下げていた切っ先を中段に据すえる。

「剣は剣だ。お前を斬きり、ＨＰゲージを吹っ飛ばせれば、それで充じゆう分ぶんさ」

「ク、ク、ク。威い勢せいが、いいな。できるのか、お前に」

　フードの奥で、赤い眼光が不規則に瞬またたく。スカルフェイス状に造形された金属マスクが、気のせいかニヤリと嗤わらう。

「《黒の剣士》、お前は、現実世界の、腐った空気を、吸い過ぎた。さっきの、なまくらな《ヴォーパル・ストライク》を、昔のお前が見たら、失望するぞ」

「…………かも、な。でもそれはお前も同じだろう。それとも、お前だけはまだ《ラフィン・コフィン》のメンバーでいるつもりなのか？」

「ほう、そこまでは、思い出せたか」

　しゅうしゅう。死銃は軋きしむような呼吸音を漏もらしながら、拍手するように両手を緩ゆるく動かす。右手の、腐った包帯を巻き付けたようなグローブがずれ、手首の内側にちらちらと《笑う棺桶》のエンブレムが見え隠れする。

「……なら、もう、理解している、だろう。オレと、お前の、違ちがいを。オレは、本物の、殺レ人ツ者ドだが、お前は、違う。お前は、恐怖に駆かられて、ただ生き残るために、殺しただけだ。その意味を、考えもせず、何もかもを、忘れようとした、卑ひ怯きよう者ものだ」

「…………!!」

　その、あまりにも正せい鵠こくを射た言葉に、俺は瞬しゆん間かん言葉を失った。

　──なぜ。なぜそんなことが言える。あのラフコフ討とう伐ばつ戦の夜に剣を交まじえてから、昨日待たい機きドームで再会するまで、俺はこの男と一度たりとも接せつ触しよくしていないのに。

　──まさか……まさか、本当に、こいつは何か超常の力を持っているのか？　殺人方法を暴いたと思ったのは、俺の浅知恵だったのか……？

　ぐにゃりと歪ゆがみかけた視界を、全精神力を振り絞しぼって立て直す。光剣の先を震ふるわせずに済んだのは奇き跡せきだ。もしそんな隙すきを見せていたら、死銃は再びモーションなしのスラスト技で、今度は俺の胴を貫つらぬいていたに違いない。

　軽く嚙かみ締しめた歯の間から息を吸い込み、俺は低く応じた。

「……そうかもしれない。だが、お前ももう殺人者なんかじゃない。お前がどうやって《ゼクシード》と《薄塩たらこ》、そして《ペイルライダー》ともしかしたらもう一人を殺したのかは、もう見当がついている。あの黒い拳銃の力でも、ましてやお前自身の能力でもない」

「ほう？　なら、なんだ。言ってみろ」

　ここが正念場だ。

　あらん限りの力を込めた両眼で相手の眼を睨にらみ──俺おれが真相と信じることの全てを言葉にする。

「……お前はその光迷彩マントを使い、総そう督とく府ふの端たん末まつでＢｏＢ出場者の住所を調べた。部屋にあらかじめ共犯者を侵入させ、銃撃にタイミングを合わせて薬品を注射し、心不全による変死を演出した。これが事実だ」

「……………………」

　ここでついに、死銃は沈ちん黙もくした。

　フードの中の暗くら闇やみで、赤い両眼がすっと細められる。その反はん応のうからは、推すい察さつの正誤までは判断できない。放射される濃密な殺意を受け止めながら、更さらに口を動かす。

「お前は知らないかもしれないが、総務省には、全ＳＡＯプレイヤーの、キャラクターネームと本名の照合データがある。お前の昔の名前が判わかれば、今の本名も、住所も、お前が行った犯罪の手口も、何もかも明らかになる。もう終わりにしろ。ログアウトして、最寄りの警察に自首するんだ」

　尚なおも──沈黙。

　乾いた夜風を受け、ぼろマントの表面が小生物の群体ででもあるかのようにさわさわと蠢うごめく。ＲＥＣマークを点てん滅めつさせる中ちゆう継けいカメラが、焦じれたように高度を上げる。俺と死銃が対たい峙じして、すでに三分近くが経けい過かしている。観客には俺たちの会話は聞こえないはずなので、彼らの途と惑まどいと苛いら立だちは最高潮に達しているだろう。だが、今は言葉による戦いを続けるしかない。死銃が俺の推すい察さつを肯こう定ていすれば、もう剣を交まじえる意味もなくなる。

　だが────。

　数秒後、フードの下から漏もれたのは、これまでと何ら変わらないしゅうしゅうという嗤わらい声だった。

「……なるほど、面白い、想像だ。でも、惜おしいな、《黒の剣士》。お前は、オレを、止められない。なぜなら、お前は、オレの昔の名前を、絶対に思い出せない、からだ」

「なん……だと。なぜそんなことが言える」

「ク、ク。お前は、自分がそれを忘れた理由さえ、忘れている。いいか……あの戦いが終わり、ポータルで牢ろう獄ごくに送られる前に、オレはお前に名乗ろうとした。だが、お前はこう言った。『名前なんか、知りたくないし、知る意味もない。あんたと会うことは、もう二度とないんだから』と」

「────!!」

　言葉を失い、ただ眼を見開く俺に、死銃は嘲あざ笑わらうように囁ささやきかけた。

「お前は、オレの名前を、知らない。だから、思い出せない。お前は、何もできない。ここでオレに倒され、無ぶ様ざまに転がって──オレがあの女を殺すのを、ただ見ていること以外には……」

　ぴうっ、と何かが空気を斬きる音。薄うす闇やみに煌きらめく銀色の円弧。

「何も、できない!!」

　バネ仕掛けの人形のように唐とう突とつな動きで、死銃は右手のエストックを突き出した。

　正確に心臓を狙ねらって伸びてくるその針を、俺おれは無意識のうちに光こう剣けんで迎げい撃げきしようとした。

　ぶんっ、とエネルギーの刃やいばが唸うなり、切っ先がぎりぎりの所でエストックの軌き道どうに割り込んだ。金属剣の横腹に、青白いプラズマが食い込む。

　断ち切った。そのはずだった。光剣カゲミツは、シノンのライフルが放った銃弾すら切断したのだ。あんな華きや奢しやな棒を斬れないわけがない。俺はそのまま剣を振り上げ、死銃の左肩口を袈け裟さ斬りにしようと────

　嫌いやな、とてつもなく嫌な音が、アバターの内部から響ひびいた。

　俺は呆ぼう然ぜんと眼を見開き、自分のみぞおちを貫つらぬく金属の輝かがやきを眺ながめた。

　死銃のエストックは、一部を黒く焦こがしているだけで、完全に形を保たもっている。絶対の威い力りよくを持つはずのエネルギーブレードをすり抜けたのだ。なぜ──そんなことが。

　死銃はなおも深く踏ふみ込み、エストックを根元まで埋うめ込もうとする。金属が動くに従って、俺のＨＰゲージも恐ろしい勢いで減少する。歯を食い縛しばり、右足にありったけの力を込めて後方に跳とぶ。刃やいばが抜け、ダメージエフェクトの光こう芒ぼうが空中に真しん紅くのラインを描く。

　二歩、三歩とバックジャンプし、再び距離を取った俺に、死銃はエストックの刀身を舐なめるかの如ごとくぬらりと口元で動かして見せた。

「……ク、ク。こいつの、素材は、このゲームで手に入る、最高級の金属、だ。宇宙戦せん艦かんの、装甲板、なんだそうだ。クク、ク」

　そして、もうこれ以上会話をする気はないというように、死銃はマントを大きくなびかせて一直線に突っ込んできた。右手が霞かすむほどの速度で動き、切っ先の光が空中に無数の残ざん像ぞうを描く。これまで見せなかった連続突き。スラスト系上位ソードスキル、《スター・スプラッシュ》八連撃──。

　剣によるパリィを封じられ、足元が砂地ゆえにステップもままならない俺の全身を、鋭えい利りな針が次々に抉えぐった。
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　────キリト！

　シノンは、喉のどから迸ほとばしろうとする絶ぜつ叫きようと、トリガーに指を掛けようとする衝しよう動どうの双方を懸けん命めいに堪こらえた。

　約七百メートル離はなれた戦場では、黒衣の光こう剣けん使いが、全身からダメージエフェクトの光を零こぼしながら吹き飛ばされたところだ。その傷を作った死銃の剣さばきは、銃以外の武器に触ふれたこともないシノンの眼から見ても凄すさまじいものだった。まさかあの連続攻撃でＨＰを全ぜん損そんしてしまったのでは、と息を詰つめるが、幸いキリトはＤＥＡＤタグを抱えることなく砂漠を一度蹴けって後方に宙返りし、いっそう大きく距離を取った。

　しかし死銃にはもう仕切り直すつもりはないのか、幽鬼のようにざわざわとマントをなびかせながら間合いを詰つめる。自動制せい御ぎよの中ちゆう継けいカメラが、決着を予感したかのように次々と数を増やす。たちまち十個近くも出現したカメラ群は、二人を全方位から円を描いて囲み、砂漠の一角をコロセウムへと変える。

　ヘカートのスコープさえ無ぶ事じなら、狙そ撃げきでキリトを支し援えんすることもできただろうが、この距離を肉眼ではさしものシノンも予測円を収束できない。闇雲に撃うてば、最悪キリトに当たってしまうことも有り得る。

　────がんばれ。頑がん張ばって、キリト。

　現実の自分に差し迫せまる危険も忘れ、シノンは岩山の上で膝ひざ立ちになったまま、両手を握にぎり締しめてそう念じた。

　キリトはかつて、伝説のデスゲーム《ソードアート・オンライン》の中で、自分や他の誰だれかを守るためとはいえ人を殺した。その経験は、詩し乃のの背せ負おった過去と驚おどろくほどよく似ている。ならば彼の苦悩も、ある程てい度どは詩乃のそれの相そう似じ形けいなのだろう。

　辛つらい記き憶おくを乗り越こえ、どこかに片付けてしまうことはできないとキリトは言った。これからずっとそれを見据すえ、受け止め、考えるしかないのだと。

　キリトは今、自分の言葉を行動に変えようとしている。ＳＡＯ世界の闇やみを引きずる死銃という名の犯罪者を、自分の手で止めようとしている。

　それができるのは、キリトが強いからではない。強くあろうとしているからだ。自分の弱さを受け入れ、悩み、苦しみ、しかしそれでもなお前を向こうとする人間だからだ。強さというのは多分──結果ではなく、何かを目指そうとする過程そのものなのだ。

　──今すぐ、あなたと話したい。私の気付いたこと、感じたものを、あなたに伝えたい。

　──何か、私にできることがまだ何かないか。岩山から降り、接近するのは逆効果だ。私に黒星ヘイシンを向けられた瞬しゆん間かん、キリトは動けなくなる。といって、スコープなしでの狙撃はただのギャンブルだ。サイドアームのＭＰ７では、射程がまったく足りない。他に……他に何か、支援する手段がないのか…………

「…………！」

　瞬間、シノンはぴくりと全身を震ふるわせた。

　ある。たった一つ、今の自分がアクティブに行える《攻撃》が。どこまで効果があるかは判わからないけれど──でも、やってみる価値はある。

　大きく息を吸い、ぐっと奥歯を嚙かみ締しめて、シノンは彼方かなたの戦場を見据すえた。
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　────キリトくん!!

　明あ日す奈なは、悲ひ鳴めいを危うく喉のどの手前で押しとどめた。

　ライトエフェクトこそ伴ともなわなかったが、死銃が放った技は、間ま違ちがいなく《スター・スプラッシュ》八連撃。かつての《閃光》アスナも得意としていた上位ソードスキルだ。基本的には《細剣レイピア》カテゴリの剣技だが、斬撃スラツシユの動作が含ふくまれないので、派生武器である《刺剣エストツク》でも使用できる。

　壁掛けパネルの中で、連続技に全身を穿うがたれたキリトは、何度もバックダッシュして距離を取ろうとした。しかし右画面のぼろマントが、滑すべるような異様な動きでぴたりと追つい随ずいする。エストックの間合いぎりぎりを、キリトは懸けん命めいに下がり続ける。

　すぐ傍そばのモニター装そう置ちが刻きざむ電子音のテンポが上がり、アスナはちらりと眼を走らせた。心しん拍ぱくはすでに１６０ｂｐｍまで上昇している。画面から眼を引き剝はがし、ベッドに横たわる和かず人との顔を見る。

　額ひたいには珠たまのように汗あせが滲にじみ、心なしか表情も苦しそうだ。わずかに開いた口が、せわしない呼吸を繰くり返している。安あ岐き看護師もその様子に気付くと、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに懸け念ねんの色を浮かべた。

「……フルダイブ前に多めに水分を取ってもらってるけど……もう四時間以上経たつし、こんなに汗をかくと脱水の危険があるわ。一度ログアウトしてもらうことは……できないのよね？」

　看護師の言葉に、明日奈は唇くちびるを嚙かみながら頷うなずく。

「ここで何を言ってもキリトくんには聞こえませんし……そもそもＰｖＰ大会中ですから、ログアウト機能が有効かどうか……」

　ＡＬＯの大会イベントでも、形勢不利なプレイヤーの《投げ落ち》を防止するために──ＶＲＭＭＯであれをやられると場が白けること夥おびただしい──自発的ログアウトを一時的に禁止することはある。

「……一応、アミュスフィアが脳内血流を監視してて、危険なほど脱水する前に自動カットオフするはずなんですが……」

　明日奈がそう付け加えると、看護師は軽く頷き、言った。

「解わかりました。もう少し様子を見るわ。まさか患かん者じやさんでもないのに、輸液で水分補ほ給きゆうするわけにもいかないし」

「そう……ですね」

　声が思わず強こわ張ばる。この状態で点滴までしたら、まるでＳＡＯ時代に逆戻りだ。

　いや──。あの頃ころとは大きな違ちがいがひとつある。いま和かず人とが使用しているのは、死の罠わなが仕掛けられたナーヴギアではなく、安全性を保証されたアミュスフィアだ。だからここで、明あ日す奈なが和人の頭に被かぶさる銀色のリングを無理矢理取り外しても、なんの危険もないはずだ。中ちゆう継けい画面の砂漠からキリトは消え去り、即座にベッドの上に──明日奈の傍そばに戻ってきてくれる。《死ステルベン》の名を持つ恐ろしい敵の剣は、もう決して和人には届かない。

　そうしたい、という衝しよう動どうを明日奈は懸けん命めいに押しとどめた。

　キリト／和人は今、剣士として己おのれの全てを賭かけて戦っているのだ。それを明日奈が邪じや魔ますることはできない。

　でも、何か──せめて何か、できることはないか。すぐ隣となりにいながら、遥はるかな異世界で戦う彼に、何かを届けることはできないのか。

『ママ、手を』

　不意に、携帯端たん末まつから小さな声が聞こえた。ユイだ。

『パパの手を握にぎってください。アミュスフィアの体感覚インタラプトは、ナーヴギアほど完全ではありません。ママの手の温かさなら、きっとパパに届きます。わたしの手は、そちらの世界に触ふれられませんが……わたしの……わたしのぶんも……』

　言葉の後半は、大きく震ふるえ、揺ゆれていた。明日奈は胸を衝つかれ、激しく首を振りながら答えていた。

「ううん……そんなことない、ユイちゃんの手もきっと届くよ。一いつ緒しよにパパを……キリトくんを応おう援えんしよう」

　ベッドに力なく投げ出された和人の左手に、携帯端末を握らせ、その上から両手で包み込む。

　和人の手は、暑いほど暖房が効きいているのに、氷のように冷え切っている。あまり強く握ると自動カットオフ機能が働いてしまうので、そっと、しかしありったけの体温と気持ちを集めて温めようとする。

　明日奈はもう中ちゆう継けい画面を観みることもなく、眼を閉じ、ただ念じた。

　──がんばって、キリトくん。あなたの信じるもののために。わたしはいつだって傍にいるから。ずっとあなたの背中を守り、支え続けるから。

　和人の冷たい左手が、かすかに、しかし確かにぴくりと震えた。
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　強い。

　スピード、バランス、そしてタイミング。全てが完成されている。攻略組にも、ここまでの技を持つ剣士はそうはいなかったはずだ。

　しかし、なぜ。この《死銃》アバターに宿る元《ラフィン・コフィン》の幹部プレイヤーは、あの討とう伐ばつ戦の時には俺おれの剣が見えていなかったはずだ。そう苦労もせずにＨＰを半減させ、戦線の後方へと退ひかせたはずなのだ。

　つまり、その後にこの男は変わったのだろう。恐らくは、黒こく鉄てつ宮きゆうの牢ろう獄ごくに閉じ込められていた半年の間に。ラフコフを壊かい滅めつさせた攻略組への──その一員たる俺への復ふく讐しゆう心しんをエネルギーに、技を磨みがいた。たとえ金コルや経験値は加算されなくとも、ソードスキルの反復練習だけで得られる強さも確かに存そん在ざいする。薄暗く、肌はだ寒い牢獄の中で、こいつは何千回──何万回、同じ動作を繰くり返したのだろうか。この男の神経回路には、エストックという武器から繰り出す技の動きが完全に焼き付けられているのだ。

　剣を振った回数では、俺も後れを取るつもりはない。だが、今俺の手に握にぎられているのは、往時の愛剣と比べれば遥はるかに軽いフォトン・ソードだ。動きの感覚がまるで異なる。《ヴォーパル・ストライク》のような単発技ならともかく、連続技を再現することは極きわめて困難だ。そして死銃はもう、俺に大技を繰り出させる隙すきを一いつ切さい見せないだろう。近接状態を保たもち、次々に多彩な突き技を繰り出してくる。懸けん命めいに回かい避ひするものの、時折鋭するどい切っ先にアバターの各所を嚙かまれ、ＨＰがじりじりと減少する。ゲージはすでに残り三割に近づいている。

　仮に、このままあの鋭えい利りな刃やいばにＨＰを削けずり切られ、倒れたところを黒い拳銃で撃うたれようとも、死銃は俺を本当に殺すことはできない。なぜなら俺は総そう督とく府ふの端たん末まつに住所氏名を入力しておらず、俺の現実身体の位置を探り出すすべは奴やつにはないからだ。

　俺は、その事実──《安全圏にいる》という認識に、どこか寄りかかっていたのではないか。黒い拳銃に眼を奪うばわれるあまり、それを握るプレイヤーの強さが真には見えていなかったのではないか。だとすれば、この状じよう況きようは当然の帰結だ。奴はまだあのデスゲームの中にいるのに、俺は身も心も遠く離はなれてしまったのだから。

　いまそれに気づいても、あまりに遅おそすぎる。

　しかし、だからといってこのまま敗れることは許されない。俺は確かに、現実身体には一筋の傷も受けないだろう。しかし、奴が先刻口にしたとおり、後方の岩山に待たい機きしているシノンはあの黒い銃の射程距離に入っているのだ。俺が倒れれば、死銃はシノンを襲おそう。戦いの中で、一発でも黒い銃に撃たれれば、死銃の共犯者が現実のシノンをその手に掛ける。

　一いつ瞬しゆん。ほんの一瞬でいい。

　このラッシュを、一瞬だけブレイクできれば。

　武器の威い力りよくそのものでは、極細のエストックより光こう剣けんのほうが遥かに上だ。重い単発技をクリティカルヒットさせれば、死銃のＨＰを吹き飛ばせる確信がある。だがその間合いを作れない。生なま半なかなフェイントは通用しないだろうし、光剣のエネルギーブレードを敵のエストックがすり抜けてしまうので、剣を強振してブレイクポイントを作ることもできない。どうする。どうすれば──。

　キュキュキュン、と唸うなった三連続技のラスト一撃が俺おれの右頰ほおを切り裂さき、ＨＰゲージがついに赤く染まった。

　俺の頰から流れた光こう芒ぼうが、視界を赤く照らした。

　勝利を確信してか、死銃の赤い両眼がいっそう激しく点てん滅めつした。

　赤──。《ラフコフ》のエストック使いも、アイカラーを赤くしていた。記き憶おくが激しく軋きしむ。硬かたく重い蓋ふたに亀き裂れつが走る。

　そうだ……、俺は確かに、こいつの名を聞くのを拒きよ否ひした。二度と関わりたくないと思った。あの狂きよう気きと鮮血、悲ひ鳴めいと怨えん嗟さに彩いろどられた夜を、一秒でも早く忘れたかった。

　でも、本当は、そんなことできるはずがなかったのだ。

　俺は全てを忘れたのではない。忘れたふりをしていただけだ。自分自身を騙だましていただけだ。一塊かたまりの記憶との回路だけを遮しや断だんし、確かにそこに存そん在ざいするものを、見えないと信じ込んでいただけなのだ……。

　俺に止とどめを刺さすべく、死銃がエストックを鋭するどく引き絞しぼる。その切っ先に宿る冷光が、ブロックされた記憶を断片的にフラッシュさせる。

　討とう伐ばつ隊が出発する直前、ギルド《聖竜連合》の本部で、最後のミーティングが行われた。

　その席上では、《ラフィン・コフィン》の陣容に関する情報が改めて周知された。首領たる《ＰｏＨ》の戦せん闘とう能力。奴やつの脇わきを固める幹部たちの武装とスキル。外見と──名前。

　幹部の中に、イメージカラーを固定している奴が二人いるという話が出た。一人は、黒。毒ナイフを好んで用いる男で、名前は……そう、《ジョニー・ブラック》だ。クラインが俺に向かって、『お前ぇはそいつと戦うなよ。どっちを掩えん護ごしていいか解わからなくなっからな』と真顔で言った。

　そしてもう一人が、赤。と言っても全身ではない。眼と髪を真しん紅くにカスタマイズし、灰色のフードマントにも赤の逆十字を染め抜いた刺剣エストツク使い──。ギルド《血盟騎士団》のカラーと紋章を揶や揄ゆするような出で立ちに、ＫｏＢサブリーダーの《閃光》アスナが嫌いやな顔をしていた。俺が開戦直後に剣を交まじえたのはそいつだ。後方に引く間際に『いつか、殺す』と言い残し、戦後処理中に俺に名前を教えようとしたのはそいつだ。

　そして、一年半の時間と異世界の壁を隔へだててついに俺の前に現れ、宣せん言げんどおりにエストックを突き立てようとしているこのぼろマント──《死銃》こそがそいつなのだ。名前は────…………

「《ザＸａザＸａ》」

　俺の口から零こぼれたその短い音が、今まさに俺の心臓を貫つらぬかんとしていた鋼鉄の軌き道どうを狂わせた。

　胸を浅く抉えぐり、後方に抜けていく刃やいばの感かん触しよくを意識することなく、俺は続けて言った。

「《赤アカ眼メのザザ》。それがお前の名前だ」

　直後──。幾いくつかのことが、立て続けに起きた。

　俺おれの後方から飛来した一条の赤いラインが、死銃のフードの中央を音もなく突き刺さした。

　実弾──ではなく、照準予測線。シノンだ。刹せつ那な、俺は彼女の意図を悟さとる。これは予測線そのものによる攻撃だ。彼女が、その経験と閃ひらめき、そして闘とう志しのあらん限りをつぎ込んで放ったラストアタック。幻影の一弾フアントム・バレツト。

　死銃が、強大な捕食者の殺気を感じた獣の如ごとき本能的な動きで、大きく後方に跳とんだ。

　スカルマスクの下から、低く怒りの声が漏もれる。奴やつもすぐに、シノンが俺を誤射する危険を犯おかしてまで撃うつはずがないことに気付いたのだろう。だが、おそらくは名前を呼ばれたことに動どう揺ようし、判断が遅おくれた。結果、体が勝手に幻影の弾たまに反はん応のうし、回かい避ひ行動を取った。

　これがラストチャンス。もう二度と予測線のフェイントは通用しない。シノンがくれたこの機を無駄にはできない。俺は大きく踏ふみ込み、死銃を追おうとする。

　ああ──、だが、何たることか。奴の姿が消えていく。《光歪曲迷彩》。足跡は残るので見失いはしないが、光こう剣けんを正確にクリティカルポイントへと叩たたき込むための狙ねらいがつけられない。一撃で決めねば、カウンターでこちらのＨＰが吹き飛ぶ。

　その時、更さらなる、いっそう驚おどろくべき現象。

　俺の左手が、何者かに操あやつられるように、ひとりでに動いた。緊きん張ちように冷え切った手を、誰だれかが──よく知った誰かの手が包み、温め、導みちびく。左腰こしへと移動させ、何かをしっかりと摑つかませる。俺自身もその存そん在ざいを忘れていた、二つ目の武器。ハンドガン──《ファイブセブン》。ホルスターから滑なめらかに引き抜かれたその重みを腕に感じた途と端たん、俺の意識に刻きざまれた一つの回路が、焼き切れんばかりに発火した。

「う……おおおお────ッ!!」

　咆ほう哮こう。踏み込み。一度強く左に捻ひねった全身を、弾丸のように螺ら旋せん回転させつつ突進する。

　行く手では、死銃が完全にその姿を消しよう滅めつさせつつある。揺ゆらめくシルエットの輪りん郭かくに向け、まず左手を大きく振り出す。

　本来のこの二刀剣技なら、最初に左手の剣が地面すれすれから跳はね上がり敵の防ぼう御ぎよを崩くずすのだが、いま俺の手に握にぎられているのは剣ではなく拳銃だ。しかし、ソードスキルに銃を使ってはいけないと誰が決めた？　左の剣で斬きり上げるイメージのままに、トリガーを立て続けに引き絞しぼる。

　宙に斜ななめのラインを描いて飛ひ翔しようした弾丸たちが、不可視の何かに命中し、激しくスパークを散らした。電光の奥から、死銃の体が再度出現する。光迷彩を破られ、引きずり出されたそのアバターに──。

　俺は、時計回りに旋転する体の慣性と重量を余あまさず乗せた右手の光剣を、左上から叩たたき付けた。

　二刀流重突進技、《ダブル・サーキュラー》。
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　エネルギーの刃やいばは、死銃の右肩口を深々と切り裂さき、そのまま胴を斜ななめに断ち割り、左脇わき腹から抜けた。そこに装そう着ちやくされたホルスターの中にはあの《黒い拳銃》が収まっていたが、それもまた光こう剣けんに半なかばから切断され、鮮やかなオレンジの閃せん光こうを放って爆ばく発はつした。

　分断されたアバターと、引きちぎられたぼろマント、そして炎の弧が青白い満月の中をゆっくりと舞う。

　長い、長い飛ひ翔しようもやがて終わり──。

　どどうっ、と重い音を順に放って、死銃の上半身と下半身は少し離はなれた場所に落下した。わずかに遅おくれて、二つのアバターの中央に、細長い金属針──エストックが突き立った。

　すぐ傍そばに、がくりと膝ひざを突いた俺おれの耳が、ごくかすかな囁ささやき声を捉とらえた。

「…………まだ、終わら……ない。終わらせ……ない……。あの人が……お前を……」

　しかし、分断されたアバターの間かん隙げき内に浮き上がった【ＤＥＡＤ】タグが、死銃というプレイヤーの活動を完全に停止させ、言葉を遮さえぎった。俺はゆっくり体を起こし、横たわる《死体》を見下ろした。

　ある意味ではアバターの本体ですらあったぼろマントを失った死銃は、髑どく髏ろを模もしたゴーグルマスク以外にはさして特とく徴ちようのない出で立ちだった。赤い光を失ったレンズを見つめ、俺は低く答えた。

「いや……、終わりだ、ザザ。共犯者もすぐに割り出される。《ラフィン・コフィン》の殺人は、これで完全に終わったんだ」

　そして身を翻ひるがえし、俺おれは満身創そう痍いの体を引きずりながら、砂漠を西に歩き始めた。

　何百歩、何百メートル進んだだろうか。やがて、俯うつむけた視界に小さなブーツの両脚あしが入り、顔を上げる。

　そこには、スコープの失われた大型ライフルを抱えた狙そ撃げき手しゆの少女が、穏やかに微笑ほほえみながら立っていた。




　　　＊＊＊




　シノンは、何かを言おうと唇くちびるを開いたが、すぐには言葉が見つからなかった。

　自分が今どのような感情を抱いているのかも、はっきりとは自覚できない。ただ、熱いうねりが次々胸に込み上げて、ヘカートをいっそう強く抱きしめる。

　立ち尽つくすシノンに向かって、キリトは初めて見せる穏やかな微び笑しようを浮かべた。左手のファイブセブンをホルスターに戻すと拳こぶしを握にぎり、まっすぐ突き出してくる。

　シノンも右拳を持ち上げて、キリトの手にこつんとぶつけた。

「……終わったな」

　光こう剣けん使いは拳を降ろし、そう短く呟つぶやくと、まっすぐ頭上をふり仰あおいだ。つられて、シノンも視線を上げる。

　いつの間にか大きく雲が切れ、その向こうで満天の星々が競きそうように光を振りまいていた。考えてみれば、この世界で星を見たのは、これが初めてのことだった。

　ＧＧＯ世界の空は、かつての最終戦争の影えい響きようで、常つねに厚い雲に覆おおわれている。日中は憂ゆう鬱うつな黄昏たそがれの色が消えず、夜空でさえどこか濁にごった血の赤が残っている。

　しかし、街の長老ＮＰＣが語る予言の一説によれば、いつか地の毒が浄化され、白い砂へと還かえるとき、雲は消え去り、星と星船の光が夜空に戻るという。もちろん、そんな定型台詞せりふをまともに聞くプレイヤーはいなかったのだが、あるいはこの砂漠は、普段プレイヤー達が彷徨さまよっている荒こう野やではなく、遥はるか未来の約束の地であるのかもしれなかった。

　シノンはしばし言葉を失い、透すき通るような夜空を彩いろどるさまざまなスペクトルの光たちと、その間を川のように流れる宇宙船の残ざん骸がいの煌きらめきに見入った。

　やがて、キリトが言った。

「……そろそろ、大会のほうも終わらせないとな。ギャラリーが怒ってるだろうし」

「……うん。そうだね」

　夜空のあちこちでは、水色の中ちゆう継けいカメラたちが、心なしか苛いら立だったようにＲＥＣマークを点てん滅めつさせている。同じくそれに気付いたのだろう、キリトはかすかに苦笑したが、すぐに表情を改め、一歩近づくと声をいっそう低めて続けた。

「……この大会に於おける危険は、とりあえずは去った。死銃が倒れた今、君を狙ねらっていた共犯者も姿を消しているはずだ。奴やつらが目もく論ろんでいたのは、《ＧＧＯ内であの黒い銃に撃うたれたプレイヤーは現実世界でも死ぬ》という伝説を作ることであって、闇やみ雲くもに殺人を繰くり返すことじゃないからな。だからログアウトしてももう危険はないはずだけど……念のため、すぐに警察を呼んだほうがいい」

「……でも、一一〇番して、何て説明するの？　ＶＲＭＭＯの中と外で同時殺人を企たくらんでる人たちが、なんて言っても絶対すぐには信じてもらえないでしょう？」

　シノンの問いに、キリトも一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かみ、すぐに頷うなずいた。

「それもそうだな……。俺おれの依頼主は一応公務員だから、奴に動いてもらう手もあるけど……まさか、ここで君に住所や名前は訊きけないし……」

　そこで光こう剣けん使いは躊躇ためらうように視線を逸そらす。ＶＲＭＭＯの中で誰だれかのリアル情報を訊たずねるなどという真ま似ねが恐るべきマナー違い反はん行こう為いであることを、彼も当然認識しているのだろう。

　だがシノンは、一瞬考えただけで頷いていた。

「いいわ。教える」

「え……で、でも……」

「何だかもう、今いま更さらって感じするもの。私……自分から、昔の事件のこと誰かに話したの、初めてだったから……」

　呟つぶやくと、キリトは小さく眼を瞠みはったが、すぐに頷きを返した。

「それも……そうだな。考えてみれば、俺もそうかもしれない……」

　ここで少しでも逡しゆん巡じゆんすれば、人見知りな自分が顔を出して「やっぱりやめる」と言いだしそうだったので、シノンはヘカートを肩に掛けると、勢いのままに一歩踏ふみ出した。キリトの耳に唇を寄せて、誰にも聞こえないボリュームで囁ささやく。

「私の名前は──朝あさ田だ詩し乃の。住所は東京都文京区湯ゆ島しま四丁目の……」

　アパート名と部屋番号まで言い終えた瞬しゆん間かん、キリトが驚おどろいたように囁きを返した。

「湯島!?　驚いたな……俺がいまダイブしてるのは、千代田区お茶ちやの水みずだ」

「え……ええ!?　目と鼻の先じゃない」

　これにはシノンも仰ぎよう天てんし、思わず叫さけび声を上げそうになった。詩乃の自宅とは、春かす日が通りと蔵くら前まえ橋ばし通りを挟はさんでいるだけだ。キリトは見開いた眼をすっと細め、ン……、と唸うなってから言った。

「ならいっそ、ログアウトしたら俺がそのまま駆かけつけたほうが早いかもしれないけど……」

「え……、き……」

　来てくれるの、と言いそうになってから、危うく口を噤つぐむ。軽く咳せき払いして言い直す。

「う、ううん、大丈夫。近くに、信用できる友達が住んでるから……」

　シノンをこの世界に誘ったシュピーゲルこと新しん川かわ恭きよう二じは、隣接する本ほん郷ごう四丁目に住む開業医の次男坊だ。電話すればすぐ来てくれるだろうし、そもそも彼はこの大会の中ちゆう継けい映像を最初から最後まで観みているはずで、こうやってキリトと何度も接近していることの説明というか言い訳わけもしておかねばならない。

「……それにその人、お医者さんちの子だから、いざってときはお世話になれるし」

　照れ隠しにそう付け足すと、キリトは真剣な顔で言い返した。

「おい、それはあんま洒落しやれにならないぞ。でもまあ、そういうことなら大丈夫か……。じゃあ俺おれは、ログアウトしたらすぐ依頼主に連れん絡らくして、警察に状じよう況きようを説明させるよ。どんなに遅おそくても、十五……いや十分でパトカーが行くようにしてもらうから」

「ん、解わかった。それで共犯者が捕まればいいけど……」

「ああ……」

　気がかりそうに頷うなずくキリトを、シノンは軽く睨にらんだ。

「それはそうと、私にだけ個人情報開示させて終わり？」

「え、あ、ご……ごめん。俺の名前は桐きりヶが谷や和かず人と。ダイブしてるのはお茶ちやの水みずだけど、家は埼玉県川かわ越ごえ市」

　慌あわて顔でまくし立てた光こう剣けん使いの言葉を吟ぎん味みし、シノンは緊きん迫ぱくした状況にもかかわらず軽く吹き出してしまった。

「キリガヤカズト、でキリトね。確かに安あん易いなネーミングだわ」

「き……君に言われたくないな」

　同時に仄ほのかな笑みを浮かべる。キリトは再び頭上のカメラに視線を投げてから、さて、と語調を変えた。

「……ログアウトするには、ともあれＢｏＢを決着させないとな……。どうする、シノン？　もう一度、昨日みたいに決けつ闘とうで勝負をつけるか？」

　そう問われてから、シノンは自分があれほど拘こだわり続けていたキリトとの再戦を綺き麗れいに忘れていたことに気付いた。すぐ近くの美しい顔を見ながら、一いつ瞬しゆん考え、呟つぶやく。

「…………強さは、結果じゃなく……そこを目指す過程の中にこそ……」

「え？　何て言った？」

「ううん、なんでもない。──あのね、あなた、全身ぼろぼろじゃないの。そんな人に勝っても全然自じ慢まんにならないわ。次のＢｏＢ本大会まで、勝負は預あずけておいてあげる」

　シノンが言うと、キリトは驚おどろいたように眉まゆを動かし、すぐに大きく苦笑した。

「それって、第四回があるまで元のゲームに再コンバートするなって意味？」

「別に再々コンバートしてきてもいいけど、そんなんで次も勝てると思わないでよね。……さ、それじゃ、そろそろこの第三回を終わらせよう」

「でも、どうやって？　バトルロイヤルなんだから、どっちかのＨＰが全ぜん損そんしないと、勝者は決まらないだろ？」

「レアケースだけど、北米サーバーの第一回ＢｏＢは、二人同時優勝だったんだって。理由は、優勝するはずだった人が油断して、《お土産グレネード》なんていうケチ臭くさい手にひっかかったから」

「オミヤゲグレネード？　それ、何？」

「負けそうな人が、巻き添ぞえ狙ねらいで死にぎわにグレネード転がすこと。──ん、ほら、これあげる」

　シノンはポーチに手をやり、取り出した黒い球体を、キリトが反射的に差し出した右手に乗せた。上部から果物のヘタのように突き出た雷管のタイマーノブを、きりきりと五秒分ほど捻ひねる。

　それは、キリトが死銃を倒すのを確認したのち、岩山の西側に倒れる闇ヤミ風カゼの傍そばから急いで回収してきたプラズマ・グレネードだった。その時点で、シノンはもうこの幕引きを決めていたのだ。

　自分が何を持たされているのかようやく気付いたらしいキリトは、ぎょっと眼を見開き、反射的に放り捨てようとした。

　それを阻そ止しするため、シノンは両腕をキリトの背中に回すと、強く固定した。

　二人のアバターの間に、眼も眩くらむほど強きよう烈れつな光が生まれ、キリトの苦笑いとシノンの微び笑しようを純白のスクリーンに溶かした。




　試合時間、二時間四分三十七秒。

　第三回バレット・オブ・バレッツ本大会バトルロイヤル、終了。

　リザルト──【Ｓｉｎｏｎ】及び【Ｋｉｒｉｔｏ】同時優勝。
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　ＢｏＢ本大会の戦場となった孤島《ＩＳＬラグナロク》から転送され、一度待たい機き空間に戻されたシノンは、眼前に浮かぶリザルト表とログアウトまでのカウントダウンを眺ながめながら、懸けん命めいに思考をクールダウンしようとした。

　ついに大会は終了したが、《死銃》事件そのものはまだ終わっていない。現実世界の詩し乃のの周辺には、まだ死銃の共犯者が残っている可能性があるのだ。キリトはすぐ警察が駆かけつけるよう手配してくれると言ったが、彼もログアウトするのはシノンと同時であり、そこから依頼人とやらに連れん絡らくしていてはやはり十分以上はかかるだろう。その間は、自分で自分を守らねばならない。

　まずは部屋の安全を確認し、次に新しん川かわ恭きよう二じに連絡して家まで来てもらう。彼が共犯者と鉢はち合わせる可能性はあるが、死銃たちが使っている武器は銃やナイフではなく毒薬を満たした注射器──というのがキリトの見立てだ──なので、よもや意識のある人間に路上でいきなり毒を注射しようとはするまい。無論、電話で道中に気をつけるように言うつもりだ。

　大きなフォントのカウントダウンは、恐ろしい勢いで数字を減らしていき、ついにログアウトまで十秒となった。

　最後にもう一度、リザルト画面を眺める。

　最上部に、同時優勝したシノンとキリトの名前が煌こう々こうと輝かがやいている。そこに名を載のせるのがＧＧＯをプレイする上での究極の目標だったわけだが、残念ながら今回はノーカウントにしなければならないだろう。あまりにも状じよう況きようがイレギュラーすぎた。目標は、第四回大会まで持ち越こしだ。

　準優勝なしの三位に、死銃の登録名である《スティーブン》。実際にはアルファベットで《Ｓｔｅｒｂｅｎ》と表記されており、もしかしたら読み方が微び妙みように違ちがうのかもしれないが、あのぼろマントにとっては《死銃デス・ガン》の名こそが本名だったのであり、登録名は迷彩カモフラージユ以上の意味はないはずだ。

　四位には《闇ヤミ風カゼ》。優勝候こう補ほ筆頭だった彼に賭かけていたプレイヤーは多いはずで、今回の公式トトカルチョは大荒れだろう。五位以下にも有名プレイヤーたちがずらりと並び、《ダイン》や《夏カ侯コウ惇トン》の名前を経へて──リストは二十八位で終わる。

　一番下に、回線切断者二名。《ペイルライダー》と《ギャレット》。

　やはり、死銃の被害者は、今大会中に二人出ていたのだ。つまり共犯者も二人いる、ということになるのだろう。いったいＶＲＭＭＯの中でどのような集団に属ぞくし、どのような経験をすれば、三人もの人間がこんな恐ろしい犯罪を企むようになるのか……。

　カウントダウンがゼロになった瞬しゆん間かんにシノンが感じていたのは、勝利の高揚ではなく、深く冷たい戦せん慄りつだった。




　一いつ瞬しゆんの浮遊感覚が訪れ、消えた時にはもう、シノンは詩し乃のとなり現実世界の自室のベッドにひとり横たわっていた。

　いや──ひとり、とはまだ限らない。すぐに眼を開けちゃだめ、動くのもだめ、と自分に言い聞かせる。

　身動きひとつせず、瞼まぶたをしっかり閉じたまま、詩乃はそっと周囲の気配を探った。

　耳には、かすかに幾いくつかの音が届いてくる。まず、自分の呼吸音。それに、とくとくと早いペースを刻きざむ心臓の鼓動。

　天てん井じようの近くで低く唸うなっているのは、暖房運転中のエアコンの作動音。こぽ、こぽと泡だつような加湿器の音。窓の外、表通りから遠く響ひびいてくる自動車の走行音。同じアパートの、どこかの部屋で鳴っているらしいステレオのウーファー。

　──それだけだ。部屋のなかに異質な音を立てるものは、無い。

　今度はゆっくりと、細く長く空気を吸い込む。鼻び腔こうが捉とらえた匂においの粒りゆう子しは、これも、芳ほう香こう剤がわりにチェストの上に置いたハーブ石せつ鹼けんの、穏やかな香りだけだった。

　部屋には私以外、誰だれもいない。

　そう思っても、詩乃はなかなか目を開けられなかった。ベッドの左横に、ぬうっと立って自分を覗のぞき込んでいる何者かがいるのではないか──という恐怖は、一向に去ろうとしない。

　いや、たとえ部屋のなかに居なくても、キッチン、あるいはユニットバス……ベランダ……狭い１Ｋのアパートでも、その気になれば、姿を隠せる場所はたくさんある。ことによると、ベッドの下、という可能性だってあるではないか。嫌いやだ。動きたくない。

　今いま頃ごろ、キリト──キリガヤカズトが関係者を通して警察に連れん絡らくしてくれているはずだ。きっとあと十五分もすれば、パトカーのサイレンが聞こえてくる。であれば、それまでこのまま動かずに待っていたほうが賢けん明めいかもしれない。

　そう考え、ぎゅっと両眼をつぶりなおしたその時──

　旧式のエアコンが息切れを起こし、吐はき出された加熱されていない空気の塊かたまりが、詩乃の剝むき出しの太ふと股ももを撫なでた。寒気が肌はだを駆かけ上り、不意に、鼻の奥に不穏な気配。

　抵てい抗こうできたのは、わずか二秒ほどだった。眉み間けんと鼻筋がきゅっと収しゆう縮しゆくし、次いで裏切り者の呼吸器官が、小さく、しかしはっきりとした音を──くしゅん！　と炸さく裂れつさせた。詩乃は体を固くして、部屋の何処いずこかから、何らかの反はん応のうが返ってくるのを待った。

　しかし、相変わらず、動くものはなかった。

　詩乃はそっと、ごく薄く、右の瞼を持ち上げた。

　照明の落ちた室内は、カーテンの隙すき間まから侵入する街灯あかりによってぼんやりと照らし出されていた。まず眼球の動く範囲、次いで首をじわじわと傾かたむけて、部屋の様子を探る。

　とりあえず、視界内に人影は無いようだった。今いま更さらながら、音がしないように注意して頭からアミュスフィアを外し、枕まくらの横に置く。腹筋の力だけで上体を持ち上げ、素早く、もう一度部屋の中を見渡す。

　──何もかも、数時間前にフルダイブしたときのまま、のように思えた。

　テーブルの上の、ミネラルウォーターのボトル。その横に置かれた、やや大型のステレオ。床に放り出された、通学鞄かばん。どれも動かされた様子はない。

　詩し乃のはシーツに手をついてベッドの端はしまで移動すると、ごくりと一回喉のどを鳴らしてから、体を乗り出して床とベッドの隙すき間まを覗のぞき込んだ。当然ながら、何一つありはしない。

　顔を上げ、カーテンの隙間から見えるアルミサッシのクレセント錠じようが、しっかりと降りているのを確認する。

　素足を床に下ろし、限界まで首を伸ばして、今度はキッチンの様子を探る。と言っても、わずか三畳ほどのスペースには、人が隠れられるような場所はない。

　立ち上げると、意識せずに足音を殺しながら壁かべ際ぎわまで歩き、照明のスイッチを入れた。たちまち白い光が部屋に溢あふれ、キッチンの向こうにある玄関までも照らし出す。

　眼を凝こらすと、ドアのロックノブも水平に寝たままなのが見えた。詩乃はしばらくそこに立ったまま、壁一枚隔へだてた場所──ユニットバスの気配を探った。やはり、妙みような音がする様子はない。再び爪先立ちになり、六畳間からキッチンへと移動する。

　シンクの反対側にあるユニットバスのドアは、しっかりと閉められていた。鍵かぎは掛かっておらず、照明も落ちている。

　冷や汗あせで濡ぬれた右手で、アルミのノブを握にぎり──。

　大きく息を吸って、ぐっと止めてから、左手で灯あかりのスイッチを入れざま、一気にドアを引きあけた。

「…………」

　詩乃はしばし無む言ごんで内部を凝ぎよう視ししてから、

「……馬ッ鹿みたい」

　ぽつりと呟つぶやいた。樹じゆ脂しのベージュ色で統一されたバスの中は、もちろん、無人だった。

　ようやく、今度こそ、首筋、両肩から体の下方へ向かって、ふうーっと力が抜けていった。詩乃は半回転すると、壁に背中を預あずけ、ずるずると座り込んだ。

　部屋には、誰だれも居なかった。侵入された形けい跡せきすらも、今のところは見つからなかった。

　もちろん、旧式の電子ロックを破って入り込んだ何者かが、部屋の中で携帯端たん末まつを利用してＧＧＯの中ちゆう継けい動画を視聴し、死銃の敗北と同時に立ち去った──という可能性はまだある。

　そうであるなら、侵入者はまだこのアパートの付近にいるはずだ。引き返してくる可能性がゼロではない以上、早く新しん川かわ恭きよう二じに連れん絡らくして助けを求めたほうがいいと思いながらも、立ち上がる気力はなかなか湧わいてこなかった。

　ちらりと、冷蔵庫の上に置いてあるキッチンアラームを見上げた。時計機能もあるそのデジタル数字は、午後十時七分過ぎを示している。

　──何と長い三時間だったことだろう。ダイブ前に、目の前のゴミ袋に捨ててあるヨーグルト容器の中身を食べたことなど、遥はるか昔の出来事のようだ。

　自分の何かが変わった気もしたし、何も変わっていないようにも思える。

　でも、少なくとも、詩し乃のの心の中に長いこと居座っていた焦しよう燥そう感かんを今は遠く感じる。強くなりたい、強くならなきゃ、と焦あせることの空むなしさだけは学べたのかもしれない。全ては、足元の一歩から。

「よっ……しょ！」

　小さくかけ声を発して立ち上がると、今いま更さらのように激しい喉のどの乾きを意識した。シンクに歩み寄り、浄水器から出る水をグラスに注そそいで、一息に飲み干ほす。

　更にもう一杯注つぎ足そう、としたその時──。

　キンコーン、と古めかしい音で、玄関のチャイムが鳴り響ひびいた。

　詩乃は反射的にびくりと体をすくませ、ドアを凝ぎよう視しした。今にも、勝手にロックが回転し始めるのではないか、と思うと息が詰つまる。

　あるいはもう警察が来たのか、と思って時計を振り返るが、ログアウトしてからまだ三分と経たってはいるまい。いかにも早すぎる。

　立ち尽つくしていると、再びチャイムが鳴った。詩乃は息を殺して、足音を立てないようにドアに歩み寄った。

　まずはドアチェーンを掛けよう、そう思って恐る恐る左手を伸ばしたが、指先が触ふれる前に──

「朝あさ田ださん、居る？　僕だよ、朝田さん！」

　インターホン機能つきの電子ロックから、聞き慣なれた、やや高めの少年の声がした。

　詩乃は、ふううっと肩から力を抜いた。サンダルを踏ふみ石がわりにドアに顔を近づけ、念のためにレンズを覗のぞく。魚眼効果で歪ゆがんだ廊ろう下かに立っているのは、間ま違ちがいなく、これから電話して来てもらおうと思っていたその当人──元のクラスメイトにして詩乃をＧＧＯに誘った新しん川かわ恭きよう二じだった。

「新川くん……？」

　それでも一応インターホン越ごしにそう呼びかけると、すぐに躊躇ためらいがちな声が返る。

「あの……どうしても、優勝のお祝いが言いたくて……。これ、コンビニので悪いけど、買ってきたんだ」

　その言葉にもう一度レンズを覗くと、恭二はケーキが入っているらしい小箱を掲かかげてみせた。

「は……早いね、ずいぶん」

　思わずそう声に出してしまう。待たい機き空間での待ち時間を入れても、まだ大会が終わって五分弱だ。ことによると、自宅ではなく近所の公園あたりで中ちゆう継けいを観みていて、決着するや否いなやコンビニ経由で駆かけつけたのかもしれない。その先走りっぷりが、ＡＧＩ型のシュピーゲルらしいと言えば言えるが。

　しかし、こちらから連れん絡らくして来てもらう手間が省はぶけたのは確かだ。ほっと息をつきながら、ロックノブに手を伸ばす。

「ちょっと待って、今開けるね」

　言いつつふと自分の体を見下ろすと、上はだぶっとしたトレーナー、下は素足にショートパンツというやや頼りない格かつ好こうだったが、まあいいか、と肩をすくめて詩し乃のはノブを九十度回転させた。

　ドアを押し開けると、そこには、はにかんだような笑みを浮かべた新しん川かわ恭きよう二じが立っていた。ジーンズの上に、ボアつきのミリタリージャケットという重装そう備びだが、外気はそれでも足り無そうなほどの冷たさだった。

　素足にまとわりつく冷気に首を縮ちぢめながら、詩乃は言った。

「うわ、凄すごく寒いね。早く入って」

「う、うん。お邪じや魔まします」

　恭二はぺこりと首を縮めると、三た和た土きに足を踏ふみ入れ、詩乃を見て眩まぶしそうに眼を細めた。

「……な、なによ。……部屋が寒くなっちゃうから、早く上がってドア閉めて。あ、鍵かぎもかけてね」

　恭二の視線に気恥はずかしさを覚え、詩乃は照れ隠しに捲まくし立てると、振り向いて部屋に向かった。がちん、とドアをロックする金属音が背後で響ひびく。六畳間に戻った詩乃は、テーブルからリモコンを拾い上げ、暖房を強くした。大儀そうな唸うなりとともに、ひときわ温かい空気が噴ふき出して、寒気を追い払っていく。

　勢い良くベッドに腰こし掛け、見上げると、恭二は所在なさそうに部屋の入り口に立っていた。

「どこでも、そのへんに座って。あ……何か、飲む？」

「う、ううん、お構いなく」

「疲つかれてるから、そんな事言うとほんとに何も出ないよ」

　冗じよう談だんめかして言うと、恭二もようやくかすかな笑みを浮かべ、ケーキの小箱をティーテーブルに置いて傍かたわらのクッションに腰を降ろした。

「……ごめんね朝田さん、急に押しかけて。でも……さっきも言ったけど、少しでも早くお祝いを言いたくて」

　子供のように膝ひざを抱えて、上目づかいに詩乃を見上げてくる。

「あの……ＢｏＢ優勝、ほんとうにおめでとう。凄いよ、朝田さん……シノン。とうとう、ＧＧＯ最強のガンナーになっちゃったね。でも……僕にはわかってたよ。朝田さんなら、いつかそうなるって。朝田さんには、誰だれも持ってない、本当の強さがあるんだから」

「……ありがと」

　詩し乃のはくすぐったさを感じて、縮ちぢめた首を小刻きざみに動かした。

「でも、優勝って言っても一位タイだし……それに、中ちゆう継けい観みてたなら気付いたと思うけど、今回の大会は、ちょっと色々変なことがあって……もしかしたら、大会そのものが無効扱あつかいになるかもしれない……」

「え……？」

「あのね……ええと……」

　首を傾かしげる恭きよう二じに、《死銃》のことをどう説明したものか、詩乃は迷った。論理立てて話せるほどには詩乃も事件について知っているわけではないし、それに──今となっては、まるであの出来事自体が、幻まぼろしだったような気すらしていた。

　ひょっとしたら……。

　やっぱり、何もかもが偶ぐう然ぜんの産物だったのではないだろうか……？　仮想世界で銃撃した相手を、現実に於おいて同時に毒殺するなどということが本当に可能なのかどうか。実際に詩乃が見たのは、ペイルライダーが回線切断で消えるシーンだけだ。彼ともう一人の切断者が本当に死んでいれば、やはり死銃とその犯罪は実在するのだろうが、それが判明するまでは確実なことは何もないのだ。

　どちらにせよ、あと十分もすれば警察が来る。恭二に事情を説明するのは、その時でもいいだろう。詩乃はそう考え、話題を変えた。

「ううん……、なんでもない。ちょっと変なプレイヤーがいたってだけ。それにしても、君、うちに来るのずいぶん早かったね。まだ、大会が終わって五分くらいだったのに」

「あ、その……実は、近くまで来て、携帯で中継観てたんだ。すぐに、おめでとうが言えるように」

　慌あわてたようにそう言う恭二に、詩乃は小さく微笑ほほえんだ。

「そうじゃないかと思ってた。寒いのに、風邪引いちゃうよ。やっぱり、お茶淹いれたほうがいいかな」

　しかし、恭二は首を振って詩乃を止めた。その顔から笑みが薄れ、かわりに切せつ羽ぱ詰つまったような表情が浮かぶのを見て、詩乃はぱちくりと瞬まばたきした。

「あの……朝あさ田ださん……」

「な、なに？」

「中継で……砂漠の、洞どう窟くつの中が映ってたんだけど……」

　その言葉と恭二の顔つきで、詩乃はすぐに彼が言わんとしていることを察した。あの洞窟での出来事を思い出し、抑おさえようもなく、頰ほおから耳までがかあっと熱くなる。

「あ……あの、あれは……」

　今まですっかり──あるいは意識的に忘れていたが、岩壁に寄りかかって座るキリトの膝ひざの上に乗り、散々泣いたり喚わめいたりしてしまったのだった。あのシーンを、恭きよう二じも見ていたのだ。そのことにまるで思い至いたらなかったのは、迂う闊かつと言うしかない。

　気恥はずかしさのあまり俯うつむいた詩し乃のに向かって、更さらに恭二の言葉が飛んだ。てっきり関係を聞かれるものと思ったが、その内容は詩乃の予想を裏切るものだった。

「あれは……あいつに脅おどされたんだよね？　何か弱みを握にぎられて、仕方なくあんなことしたんだよね？」

「は、はあ？」

　啞あ然ぜんとして顔を上げる。

　どこか奇き妙みような光を両眼に浮かべ、恭二は中ちゆう腰ごしになって身を乗り出していた。不規則に震ふるえる唇くちびるから、掠かすれた声が次々に零こぼれる。

「脅きよう迫はくされて、あいつの戦ってる相手を狙そ撃げきまでさせられて……でも、最後にはあいつを油断させて、グレネードに巻き込んで倒したよね。だけど……それだけじゃ足りないよ、朝あさ田ださん。前にも言ったけど……もっと、ちゃんと思い知らせてやらないと……」

「あ……ええと……」

　詩乃は絶句してから、どう言ったものか、懸けん命めいに言葉を探した。

「あのね……ううん、脅迫とか、そういうんじゃないの。大会中に、あんなことしてたのは不ふ謹きん慎しんだと思うけど……私、ダイブ中に、例の発ほつ作さが起きそうになって……。それで取り乱して、キリト……あいつに当たっちゃってさ。いろいろ、酷ひどいこと言ったのは私のほう」

「…………」

　恭二は眼をじっと見開き、無む言ごんで詩乃の言葉を聞いている。

「でも……あいつ、ムカつく奴やつだけど、でもね、何だか……お母さんに似てた。そのせいかな、子供みたいにすごく泣いちゃって……恥ずかしいよね」

「……朝田さん……でも……それは、発作で、仕方なくなんだよね？　あいつのこと……別に、なんとも思ってないんだよね？」

「え……？」

「朝田さん、僕に言ったよね。待ってて、って」

　膝ひざ立ちになり、いっそう身を乗り出す恭二の両眼に、どこか張り詰つめた光が滲にじむ。

「言ったよね。待ってれば、いつか僕のものになってくれるって。だから……だから僕……」

「……新しん川かわくん……」

「言ってよ。あいつのことは、なんでもないって。嫌いだって」

「ど……どうしたのよ……急に……」

　大会前、近所の公園で、恭二に向かって「待ってて」と言ったことは憶おぼえていた。

　しかし、それは、いつか自分を縛しばるものを乗り越こえてみせる、という意味だったはずだ。それができたとき、ようやく普通の女の子に戻れるのだ、と。

「あ……朝あさ田ださんは、優勝したんだから、もう充じゆう分ぶん強くなれたよ。もう、発ほつ作さなんて起きない。だから、あんな奴やつ、必要ないんだ。僕が、ずっといっしょにいてあげる。僕がずっと……一生、君を守ってあげるから」

　うわ言のように呟つぶやきながら、恭きよう二じは立ち上がった。そのままふらりと二歩、三歩詩し乃のに歩み寄り──突然両腕を広げると、容よう赦しやのない強さで詩乃を抱きすくめた。

「っ……!?」

　詩乃は驚きよう愕がくのあまり、全身をすくませた。両腕とわき腹の骨が軋きしみ、肺から空気が追い出される。

「……し……かわ……く……」

　ショックと、圧力のせいで息が詰つまった。しかし恭二は、なおも腕に力を込め、ベッドに押し倒さんばかりに体重を預あずけてくる。

「朝田さん……好きだよ。愛してる。僕の、朝田さん……僕の、シノン」

　嗄かれ、ひび割れた恭二の声は、愛の告白には程ほど遠く、むしろ呪じゆ詛そのように部屋に響ひびいた。

「や……め……っ……！」

　詩乃は必死に両腕をベッド突っ張り、体を支えた。脚あしに力を込め、右肩を恭二の胸に押し当て──

「……やめてっ!!」

　声は掠かすれた囁ささやきでしかなかったが、どうにか恭二の体を押し返すことができた。喘あえぐように空気を吸い込む。

　たたらを踏ふんだ恭二は、床のクッションに脚を取られ、尻しり餅もちをついた。はずみでテーブルからケーキの小箱が落下し、湿しめった音を立てる。

　しかし恭二はそれに気づく様子もなく、ただ詩乃を凝ぎよう視しし続けた。その顔には、詩乃の拒きよ絶ぜつが信じられない、と言わんばかりの純じゆん粋すいな驚おどろきの色が浮かんでいた。

　丸く見開かれた眼から、やがてすうっと光が薄れ──いっそう激しく痙けい攣れんし始めた唇くちびるから、虚うつろな声が漏もれた。

「だめだよ、朝田さん。朝田さんは、僕を裏切っちゃだめだ。僕だけが朝田さんを助けてあげられるのに、他の男なんか見ちゃだめだよ」

　再び、のろりと立ち上がり、歩み寄ってくる。

「……し、新しん川かわくん……」

　いまだ衝しよう撃げきが去らず、詩乃は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　確かに、以前この部屋に招いて手料理を振舞ったとき、あるいは公園で抱きしめられたとき、恭二の中にちらりと見えた衝しよう動どうに、どこか危ういものを感じないではなかった。だが、男の子なんだから、ある程てい度どは当たり前のことだと思ったし、おとなしく気の弱いところのある恭二は、自制を失うような真ま似ねはするまいと信じてもいた。

　しかし、ベッドに腰こし掛けたまま動けない詩し乃のの前に立ち、無む言ごんで見下ろしてくる恭きよう二じの眼には、かつて見たことのない逸いつ脱だつした光が渦うず巻いていた。

　まさか、新しん川かわくん、ここで、私を……。

　思考の断片が切れ切れに脳のう裏りを横切り、ようやく、詩乃の中に衝しよう撃げきを上回る恐怖が滲にじみ出した。

　だが──。

　詩乃の想像は、方向に於おいて正しく、しかし質量に於いては大いに誤っていた。

　唇くちびるをわずかに開き、せわしない呼吸音を漏もらしながら、恭二はミリタリージャケットの前ポケットに右手を差し込んだ。なにかを握にぎるような動き。

　抜き出された手のなかにあったのは、奇き妙みようなモノだった。

　全体は二十センチほど。艶つやのある、クリーム色のプラスチックで出来ている。

　先細りのテーパーがついた、平均すれば太さ三センチ程てい度どの円筒から、斜ななめにグリップ状の突起が伸び、恭二の右手がそれを握る。グリップと円筒の接合部には緑色のボタンが突き出していて、人差し指が添そえられている。

　円筒の先端だけは銀色の金属パーツが取り付けられ、やや尖とがったその先端には細い孔あなが空あいているようだ。全体としては、子供が遊ぶおもちゃの光線銃といった趣おもむきだが、一いつ切さいの飾りのないのっぺりとしたその姿には、明確な目的のための機能性が感じられた。

　恭二はそれを握った右手をのろりと動かすと、先端を無む造ぞう作さに詩乃の首筋へと押し当てた。ひやりと氷のように冷たい感かん触しよくに、全身が総毛立った。

「しん……わ……くん……？」

　強こわ張ばった唇を動かし、どうにか声を出したが、その言葉が終わらないうちに、恭二が低い囁ささやき声で言った。




「動いちゃだめだよ、朝あさ田ださん。声も出しちゃいけない。……これはね、無針高圧注射器、って言うんだ。中身は、《サクシニルコリン》っていう薬。これが体に入ると筋肉が動かなくなってね、すぐに肺と心臓が止まっちゃうんだよ」




　精神の外がい殻かくなるものが頭のどこかにあるとして、それの底が抜けるような衝撃を味わうのが今日で何度目のことなのか、もう詩乃には判わからなかった。

　うなじから広がった冷たさが手足の末端にまで浸しん透とうし、そこがジンジンと痺しびれ始めるのを意識しながら、詩乃は恭二の言葉をどうにか意味あるかたちに処理しようと、必死に脳を働かせた。

　つまり──恭二は、詩乃を、殺すと言っているのだ。言うことを聞かなければ、手に持った玩がん具ぐめいた注射器から長い名前の薬を注入し、詩乃の心臓を止めると。

　そう考えるのと平行して、ぜんぶ冗じよう談だんだよね？　新しん川かわくんがそんなことするはずないよね？という自分の声も頭の片かた隅すみで繰くり返し聞こえた。しかし実際には、詩し乃のの口は乾いた木か何かに変わりでもしたかのように動こうとしなかった。それに、首筋──正確には左耳の五センチほど下に押し当てられた金属円えん錐すいの感かん触しよくは、これが何らかのジョークであるという可能性を砂すな粒つぶほどにも許容しない、冷れい酷こくな硬こう度どと温度を持っていた。

　逆光のせいでよく表情の見えない恭きよう二じの顔を、詩乃はただ呆ぼう然ぜんと見つめ続けた。幼さを残す、丸みを帯おびた顎あごがわずかに動き、抑よく揚ようのない声が流れ出した。

「大丈夫だよ、朝あさ田ださん、怖がらなくていいよ。これから僕たちは……ひとつになるんだ。僕が、出会ってからずーっと貯ためてきた気持ちを、いま朝田さんに全部あげる。そうっと、優しく注射してあげるから……だから、何にも痛いことなんてないよ。心配しなくていいんだ。僕に、任せてくれればいい」

　言葉の意味は、詩乃にはまったく理解できなかった。日本語に似た響ひびきを持つ、どこか異国の言語であるようにすら思えた。ただ、耳の奥に、二つのフレーズだけが、何度も何度もこだましていた。

　ムシンコウアツ注射器ッテイウンダ。心臓ガトマッチャウンダヨ。

　注射器。心臓。その二つの言葉を……ごく最近、どこかで聞いたのではなかったか。

　今となっては遥はるかな幻げん想そうの中の出来事とも思える。月夜の砂漠、小さな洞どう窟くつの中で、少女めいた顔立ちの少年が確かに言ったはずだ。《ゼクシード》と《薄塩たらこ》は、何らかの薬品を注射されて心臓が止まり、死んだ……と。

　それでは──まさか──まさか。

　自分の唇くちびるが痙けい攣れんするように動き、掠かすれた声が漏もれるのを、詩乃は聞いた。

「じゃあ……君が……君が、もう一人の、《死銃》なの？」

　首筋に押し当てられた注射器が、ぴくりと震ふるえた。恭二の口もとに、いつも詩乃と話すときに浮かべていたような、憧あこがれを潜ひそませた笑みが滲にじんだ。

「……へえ、凄すごいね、さすが朝田さんだ……《死銃》の秘密を見破ったんだね。そうだよ、僕が《死銃》の片手だよ。と言っても、今回のＢｏＢの前までは僕が《ステルベン》を動かしてたんだけどね。グロッケンの酒場でゼクシードを撃うったときの動画、見てくれてたら嬉うれしいな。でも、今日だけは、僕に現実側の役をやらせてもらったんだ。だって、朝田さんを、他の男に触さわらせるわけにはいかないもんね。いくら兄弟って言ってもね」

　何度目かの驚おどろきに、詩乃は体を強こわ張ばらせた。

　恭二に兄がいる、という話は一度ちらりと聞いたことがあった。しかし、小さい頃ころから病気がちでずっと入退院を繰くり返していた、という以上のことを恭二は語ろうとせず、詩乃もあえて訊きこうとはしなかった。

「き……きょう……だい？　……昔ＳＡＯで殺人ギルドに入ってたっていうのは……君の……お兄さん、なの？」

　今度こそ、恭きよう二じの眼は驚おどろきに見開かれた。

「へえ、そんなことまで知ってるんだ。大会中に、ショウイチ兄さんが、そこまで喋しやべったのか。ひょっとしたら、兄さんも朝あさ田ださんのことを気に入ったのかもね。でも、安心して、朝田さんは、誰だれにも触さわらせないから。ほんとは……今日、朝田さんにこれを注射するのはやめよう、って思ってたんだよ。兄さんは怒っただろうけど……でも、朝田さんが、公園で、僕のものになってくれる、って言ったからさ」

　そこで恭二は口を止めた。唇くちびるに浮かんでいた陶とう酔すいしたような笑みが薄れ、再び表情が虚うつろになる。

「……なのに……朝田さん、あんな男と……。騙だまされてるんだよ、朝田さん。あいつが何を言ったのか知らないけど、すぐに僕が追い出してあげる。忘れさせてあげるからね」

　注射器を押し付けたまま、恭二は左手で詩乃の右肩を強く摑つかんだ。そのまま、力任せにシーツの上に押し倒すと、自身もベッドに乗り、詩乃の太ふと腿ももに跨またがる。その間も、うわ言のように呟つぶやきつづけていた。

「……安心して、朝田さんを独ひとりにはしないから。僕もすぐに行くよ。二人でさ、ＧＧＯみたいな……ううん、もっとファンタジーっぽいやつでもいいや、そういう世界に生まれ変わってさ、夫婦になって、一いつ緒しよに暮らそうよ。一緒に冒険して……子供も作ってさ、楽しいよ、きっと」

　完全に常じよう軌きを逸いつした恭二の言葉を聞きながら、詩乃は麻ま痺ひした思考の一部で、それでもどうにか二つのことだけを考えつづけていた。──もうすぐ、警察がくる。だから、何か喋しやべり続けなくては。

「でも……パートナーの君がいなくなったら、お兄さん困るよ……。そ……それに、私、向こうで死銃に撃うたれなかった。なのに私が死んだら、せっかく作った死銃の伝説を、みんな疑うよ」

　完全に乾ききった舌をどうにか動かし、詩乃は言った。恭二は右手の注射器を、トレーナーの襟えりぐりから覗のぞいた詩乃の鎖さ骨こつの下に押し当てながら、引き攣つるような笑みを浮かべた。

「大丈夫だよ。今日は、ターゲットが三人もいたからさ。兄さんが、実行役をもうひとり連れてきたんだ。ＳＡＯ時代のギルドメンバーなんだって。これからは、その人が僕のかわりになればいい。それに……朝田さんを、あんなゼクシードやたらこみたいなクズと一緒にするわけないじゃない。朝田さんは、死銃じゃなく、この僕だけのものだよ。朝田さんが……旅だったら、どこか遠い……人のいない、山の中とかに運んでさ、そこで僕もすぐに追いかけるよ。だから、途と中ちゆうで待っててね」

　恭二の左手が、まるで恐れているかのように、こわごわとトレーナーの上から詩乃の腹部に触ふれた。二、三度指先を下ろしてから、次し第だいに手のひら全体で撫なでさすりはじめる。

　嫌けん悪おと恐怖に肌はだが粟あわ立だつのを感じながら、詩し乃のは懸けん命めいに語りかけを続けようとした。急に動いたり、大声を出せば、目の前の無害そうに見える少年は、躊躇ためらわずに注射器のボタンを押すだろう。残念ながら、恭きよう二じの声や表情には、そう確信させるだけの何かがある。そっと、極力穏やかに、言葉を発する。

「……じゃ、じゃあ……君はまだ、現実世界で、その注射器を使ったことはないんだね……？　なら、まだ……まだ、間に合うよ。やり直せるよ。だめだよ、死のうなんて思ったら……。高認試験、受けるんでしょ？　予備校行ってるんでしょう？　お医者様に、なるんでしょう……？」

「コウニン……？」

　恭二は首を傾かしげ、知らない単語を聞いたかのように繰くり返した。やがて、その口から「ああ……」という声が漏もれ、左手が詩乃から離はなれてジャケットのポケットの差し込まれた。

　摑つかみ出されたのは、細長い紙切れだった。

「見る？」

　どこか自じ嘲ちよう気味な笑みとともに、それを詩乃の眼前に突き出してくる。

　何らかのプリントアウトと思しき紙片は、詩乃にとっても見慣なれたもの──模も擬ぎ試験の成績票だった。しかし、並んだ得点と偏へん差さ値ちは、どの教科も目を疑うほどの、惨さん憺たんたる数字だった。

「し……新しん川かわくん……これ……」

「笑っちゃうよね。偏差値って、こんな数字が有り得るんだね」

「でも……ご、ご両親は……」

　この成績を見せられて、恭二の親はよくアミュスフィアの使用を許可しつづけているものだ、という意味で口にしたひと言を、恭二は敏びん感かんに理解したようだった。

「ふふ、こんな用紙なんて……プリンタでいくらでも作れるよ。大体、親にはアミュスフィアで遠えん隔かく指導受けてるって言ってあるしさ。さすがにＧＧＯの接続料の引き落としはさせてくれなかったけど、それくらい、ゲームの中で幾いくらでも稼かせげた……稼げたのに……」

　不意に、恭二の顔から笑みが消えた。鼻筋に皺しわが刻きざまれ、食い縛しばった歯が剝むき出される。

「……もう、こんな下らない現実なんて、どうでも良かったんだ。親も……学校の奴やつらも……どうしようもない愚おろか者ばっかりだ。ＧＧＯで最強になれれば……それで、僕は満足だったんだ。そうなれた……《シュピーゲル》は、そうなれたはずなのに……」

　押し当てられた注射器から、ぶるぶると恭二の手の震ふるえが伝わり、今にもそのボタンを押してしまうのではないかと詩乃は息を詰つめた。

「なのに……あのゼクシードの屑くずが……ＡＧＩ型最強なんて噓うそを……あの卑ひ怯きよう者もののせいで、シュピーゲルはＭ16もろくに装そう備びできないんだ……畜ちく生しようッ……畜生ッ……」

　恭二の声に含ふくまれた怨えん嗟さの響ひびきは、それがあくまでゲームの話である、という事実を遥はるかに超ちよう越えつしたものだった。

「今じゃ……接続料すらも稼かせげない……ＧＧＯは……僕の全てだったのに……現実をみんな犠ぎ牲せいにしたのに……」

「……だから……だから、ゼクシードを殺したの……？」

　まさか、そんな──そんなことで、と思いながら、詩し乃のは訊きいた。恭きよう二じはぎゅっと一度瞬まばたきしてから、再び陶とう酔すいしたように笑った。

「そうだよ。《死銃》で、今度こそＧＧＯ……いいや、全ＶＲＭＭＯで最強の伝説を作るための生いけ贄にえに、あいつほど相応ふさわしい奴やつはいないだろ？　ゼクシードとたらこ、それに今日の大会でペイルライダーとギャレットを殺したから、いくらプレイヤー共が馬鹿でも、もう死銃の力は本物だと気付いたはずだ。最強……僕が、最強なんだ……」

　抑おさえがたい快感のせいだろうか、恭二の全身がぶるりと震ふるえた。

「……これでもう、こんな下らない現実に用はないよ。さあ……朝あさ田ださん、一いつ緒しよに《次》に行こう」

「し……新しん川かわくん」

　詩乃は必死に首を振り、訴えた。

「だめだよ。まだ……まだ引き返せる。君はまだ、やり直せるよ。私と一緒に、警察に……」

「…………」

　しかし恭二はどこか遠くを見るような目つきで、首を横に振るだけだった。

「……もう、現実なんてどうでもいいよ。さあ、僕とひとつになろう、朝田さん……」

　虚うつろな声とともに左手が動き、詩乃の頰ほおを撫なで、髪を指に絡からめる。

「ああ……朝田さん……きれいだ……凄すごくきれいだよ……」

　恭二の指先はかさかさに乾いていた。耳の傍そばの柔らかい皮ひ膚ふに、指のささくれが引っかかるたび小さく鋭するどい痛みが走る。だが詩乃の表情にも気付く様子はなく、恭二はうわごとのように喋しやべり続ける。

「朝田さん……僕の、朝田さん……ずっと、好きだったんだよ……学校で……朝田さんの、あの事件の話を……聞いたときから……ずっと……」

「……え……」

　恭二のその言葉が、わずかなタイムラグを伴ともなって意識に届いた瞬しゆん間かん、詩乃は思わず眼を見開いていた。

「そ……それって……どういう……」

「好きだった……憧あこがれてたんだ……ずっと……」

「……じゃあ……君は……」

　そんな、まさか、と心のなかで呟つぶやきながら、詩乃は消え入るような声で訊たずねた。

「君は……あの事件のことが、あったから……私に、声を掛けたの……？」

「そうだよ、もちろん」

　恭きよう二じは左手で、まるで子供にするように詩し乃のの頭を撫なでながら、何度も熱っぽく頷うなずいた。

「本物のハンドガンで、悪人を射殺したことのある女の子なんて、日本中探しても朝あさ田ださんしかいないよ。ほんとに凄すごいよ。言ったでしょ、朝田さんには本物の力がある、って。だから僕は、《死銃》の伝説を作る武器に《五四式》を選んだんだ。朝田さんは、僕の憧あこがれなんだ。愛してる……愛してるよ……誰だれよりも……」

「……そん……な……」

　──なんという乖かい離り。なんという隔かく絶ぜつだろう。

　眼前の少年のことを、一度は、この現実世界で肉親を除のぞいて唯ただ一人心を許せる存そん在ざいとも信じたのだ。しかし──彼の精神は、詩乃と同一の世界にあるものではなかった。そもそもの最初から、遠く、恐ろしく遠く隔へだたっていたのだ。

　ついに、詩乃の心を黒く深い絶望の水が満たした。視覚、聴覚、五感のすべてが意味を喪うしない、世界が遠ざかっていった。

　詩乃は、全身の力を抜いた。

　焦しよう点てんを失ってぼやけた視界のなかに、覆おおいかぶさる恭二の両の目だけが、黒い穴のように浮かんでいた。まったく光のない、闇やみの世界に繫つながった通路にも似たその眼は──

　あの男の眼だ。

　ついに戻ってきたのだ。夜道の物もの陰かげ、戸と棚だなの隙すき間ま、そして《死銃》のフードの奥、あらゆる暗がりに隠れて機会を窺うかがっていたあの男が。

　指先が、すうっと冷たくなる。末まつ端たんから、体と意識の接続が切れていく。魂たましいが縮しゆく小しようしていく。

　肉体という殻からの最さい奥おう、暖かく狭せまい暗くら闇やみのなかで幼い子供に戻った詩乃は、ぎゅっと手足を縮ちぢめて丸くなった。もう、なにも見たくなかった。感じたくなかった。

　いままで十六年を過ごしてきた、あまりに冷たく、過か酷こくな世界。それは、顔も知らない父親を奪うばい、母親の心を奪い、更さらなる悪意を差し向けて詩乃の魂の一部を連れ去った。

　珍しい動物に向けるような興味と、それを上回る嫌けん悪おを隠した大人たちの視線。同年代の子供たちの、容よう赦しやない悪あく罵ば。

　それに飽あき足らず、この上なおも詩乃から奪い去ろうとするこの世界を、もう唯ゆい一いつの《現実》とは認めたくなかった。

　そう──これは現実ではない。無数に重なった世界の、たったひとつの相で起きている取るに足らない出来事でしかない。きっと、それらの世界のうちには、《全てが起きなかった世界》もあるはずだ。

　新しん川かわ恭二と知り合わず、郵便局の事件も起きず、父を殺した交通事故も起きずに、平へい凡ぼんだが幸せな暮らしを送っている朝田詩乃も、どこかの世界にはいるに違ちがいない。闇のなかでぎゅっと手足を縮め、小さく凝ぎよう固こした無機物へと変化しながら、詩乃の魂はひたすら暖かい光のなかで笑っている自分の姿を追い求めた。

　残されたわずかな理性のなかで、詩し乃のはふと、微わずかなアイロニーを感じた。

　現実の過か酷こくさに耐たえ切れず、夢想のなかに逃げ込もうとしている自分は、ある意味では新しん川かわ恭きよう二じの相そう似じ形けいだ。

　学校での苛いじめ、両親の期待、受験の重圧、そのような《現実》を放ほう棄きして、恭二は仮想世界に救済を求めた。仮想世界において最強という称号を手にすることができれば、それは現実世界における自分という虚うつろな穴を埋うめてあまりある価値を持つと信じた。しかし、その望みすらも絶たれて、彼は、壊こわれた。

　詩乃も、ガンゲイル・オンラインという名の世界で、恭二と同じく強さを求めた。そして、一度は何かに気づき、道を見つけたと思えた。

　しかし、記き憶おくの沼から伸びた冷たい手が今ついに詩乃を捕らえ、連れ去ろうとしているのに、それに対して何一つ抵てい抗こうできない。眼を開けることすらできない。すべては、無駄だったのだ。

　深い水底から浮かび上がる小さな泡あわのように途と切ぎれ途切れの思考のなかで、ふと思う。

　あの少年は、どうなのだろうか。

　二年間ものあいだ仮想の牢ろう獄ごくに捕えられ、そこで数人の命を奪うばうことになったというあの少年。長い戦いの中で、大事な人を失うこともあっただろう。彼も、悔くいているのだろうか。自分から多くのものを奪った仮想世界を、憎んでいるのだろうか。

　いや、そうではあるまい。彼はたとえどのような逆ぎやつ境きようがやってこようと、自分の背せ負おったものを放り出そうとはしないだろう。そんな人間だからこそ、あの死銃との絶望的な戦いにも勝利できたのだ。

　──君は強いね、キリト。

　深い闇やみの底で、詩乃はぽつりと呟つぶやいた。

　──せっかく助けてもらったのに……無駄にしちゃって、ごめんね……。

　キリトは、ログアウトしたらすぐに警察を寄よ越こすよう手配すると言っていた。あれから何分経たったかはわからないが、どうやら間に合いそうになかった。詩乃が殺されたことを知ったら、彼はどう感じるだろうか。それだけが少しだけ気がかり……

　そこまで考えたとき、連れん鎖さ反はん応のうのように、ある危き惧ぐがかすかな灯ともしびとなって闇を照らした。

　キリトは──あの光こう剣けん使いは、依頼者への連れん絡らくを済ませてそれで終わりにするだろうか？もしかしたら、自分も詩乃のアパートに急行しようとするのではないか？　だとしてももう詩乃を救うには遅おそすぎるだろうが、この部屋でキリトと新川恭二が鉢はち合わせしたら、恭二はどうするだろう。逃げるか、諦あきらめるか……それとも、手に持った注射器を、彼にも向けるだろうか。先刻恭二が漲みなぎらせたキリトへの憎ぞう悪おを考えれば、充じゆう分ぶんに有り得ることだ。

　自分がここで死ぬのは、定められた運命として受けいれなくてはならないのかもしれない。

　しかし──あの少年を巻き添ぞえにするのは──それは──。

　それは、別の問題だ。




　……だからってもう、どうにもならないよ。

　横たわって手足を縮ちぢめ、目と耳を塞ふさいだ幼い詩し乃のが呟つぶやく。その傍かたわらにひざまずき、細い肩に手を置きながら、サンドイエローのマフラーを巻いたシノンが囁ささやきかける。

　……私たちはいままでずっと、自分しか見てこなかった。自分のためにしか戦わなかった。だから、新しん川かわ君の心の声にも気付くことができなかった。でも──もう、遅おそすぎるかもしれないけれど、せめて最後に一度だけ、誰だれかのために戦おうよ。

　詩乃は闇やみの底でゆっくり瞼まぶたを開けた。目の前に、白く、華きや奢しやで、しかしどこか力強い手が差し出されていた。恐る恐る手を伸ばし、その手を握にぎる。

　シノンはにこりと笑うと、詩乃を助け起こした。色の薄い唇くちびるが動き、短く、はっきりとした言葉が響ひびいた。

　さあ、行こう。

　二人は闇の底を蹴けり、遥はるか水面に揺ゆれる光を目指して上昇し始めた。




　一度強く眼をしばたくと同時に、詩乃は現実世界と再接続を果たした。

　恭きよう二じは、右手の注射器を詩乃の首に押し当てたまま、上半身からトレーナーを引き抜こうと試こころみているようだ。しかし片手ではうまくいかず、顔に苛いら立だちの色が見える。やがて引きちぎらんばかりに布地をぐいぐいと引っ張り始める。

　その動きに合わせ、引き摺ずられたように装よそおって、詩乃は体を左に傾かたむけた。途と端たん、ずるりと注射器の先端が滑すべり、詩乃の体から離はなれてシーツの上に突き立った。

　その瞬しゆん間かんを逃さず、詩乃は左手で注射器のシリンダー部を強く握り、同時に右の掌てのひらで恭二の顎あごを強く突き上げた。

　ぐう、と潰つぶれたような声を発して、恭二は仰のけ反ぞった。体を押さえつけていた重さが消えた。詩乃は何度も右掌を突き出しながら、必死に注射器を引っ張った。このチャンスにこれを奪うばえなければ、望みは潰ついえる。

　だが、利き手でグリップを握る恭二と、滑すべりやすい胴どうを左手で握る詩乃との綱つな引きは、いかにも分が悪かった。体勢を立て直した恭二は、強ごう引いんに右手を引っ張りながら、奇声を上げつつ左手を振り回した。

「っ……!!」

　その拳こぶしが、強く詩乃の右肩を打った。左手からずるっと注射器が抜けると同時に、詩乃はベッドの頭側から転がり落ちて、背中をライティングデスクに衝しよう突とつさせた。はずみで抽斗ひきだしが一つ抜け落ち、中身を床に撒まき散らす。

　背中を強く打った詩乃は息を詰つまらせ、空気を求めて喘あえいだ。恭二も、ベッドの上で突き上げられた顎を押さえていたが、すぐに顔を上げると詩乃を凝ぎよう視しした。

　恭きよう二じの両眼は大きく見開かれ、唾だ液えきで光る唇くちびるが大きく痙けい攣れんしていた。舌を嚙かんだらしく、小さく血の筋が見える。やがてその口から、嗄かれた声が漏もれ出た。

「なんで……？」

　信じられない、と言わんがばかりに、ゆっくり左右に首を振る。

「なんで、こんなことするの……？　朝あさ田ださんには、僕しかいないんだよ。朝田さんのこと解わかってあげられるのは、僕だけなんだよ。ずっと、助けてあげたのに……見守ってあげたのに……」

　その言葉を聞いて、詩し乃のは数日前のことを思い出していた。学校の帰りに、遠えん藤どうたちに待ち伏ぶせされ、金銭を要求されたとき、通りがかった恭二が助けてくれた──

　それでは、あれは、偶ぐう然ぜんではなかったのだ。

　恐らく恭二は連日、下校する詩乃の後を付け、帰宅するのを見届け、その後家に取って返してＧＧＯにログインし、シノンを待っていたのだ。

　妄もう執しつ──としか言いようがない。彼の危うさをかすかには感じながらも、その本質にはまるで気付かなかった。人と正面から向き合おうとしなかった報むくいなのか、と、この状じよう況きようにありながらも詩乃は苦いものを感じていた。

「……新しん川かわくん」

　強こわ張ばった唇を動かして、詩乃は言った。

「……辛つらいことばっかりだったけど……それでも、私、この世界が好き。これからは、もっと好きになれると思う。だから……君と一いつ緒しよには、行けない」

　立ち上がろうとして、右手を床に突くと、その指先が何か重く、冷たいものに触ふれた。

　詩乃は瞬しゆん時じにその正体を察した。先ほど抜け落ちた抽斗ひきだしの奥に、ずっと隠していたもの。現実世界における、すべての恐怖の象しよう徴ちよう。第二回ＢｏＢの参加賞として送られてきたモデルガン──《プロキオンＳＬ》。

　手探りでそのグリップを握にぎると、詩乃はゆっくりと重いハンドガンを持ち上げ、銃口で恭二を照準した。

　銃は、まるで氷の塊かたまりから削けずり出されたかのように、とてつもなく冷たかった。たちまち右手の感覚が鈍にぶくなり、痺しびれが腕を這はい登ってくる。

　それが現実の冷感でないのは、詩乃にも解わかっていた。心理的な拒きよ否ひ反はん応のうがそう感じさせているのだと、解ってはいても抗あらがうことができない。名状しがたい恐怖が、黒い水のように胸の奥に広がっていく。

　染しみひとつない白い壁紙が、ゆらゆらと水たまりのように揺ゆらいで、その奥からヒビの入った灰色のコンクリートが浮き上がってくる。フローリング調の床は色褪あせたグリーンのリノリウムに、出窓は木製のカウンターにそれぞれ変へん貌ぼうし、気付けば詩乃は古びた郵便局の中にいる。

　照星の中央に捉とらえた恭二の顔も、突然ぐにゃりと溶け崩くずれる。肌はだが脂あぶらじみた土気色になり、深い皺しわが刻きざまれ、罅ひび割れた唇くちびるのあいだから黄ばんだ乱らん杭ぐい歯ばが剝むき出される。右手に握にぎられていた注射器は、いつしか鈍にぶく黒光りする旧式の自動拳銃へと変化している。そして──詩し乃のの手にある銃も、また。

　このあと出現するであろう光景を予想し、詩乃はすくんだ。突き上げられるように胃が収しゆう縮しゆくし、背中の筋が固くこわばる。

　嫌いやだ。見たくない。今すぐ、右手の黒星ヘイシンを投げ捨て、逃げ出したい。

　でも、ここで逃げたら、何もかもが無駄になる。命と同時に、同じくらい大切なものも無くしてしまう。

　詩乃として発作の恐怖と戦い、シノンとして幾いく多たの強敵と戦ったことが、結果をもたらす時は永遠に来ないのかもしれない。しかし──

　あらゆる強さは、ただ過程の中にこそ。

　詩乃は軋きしむほどに奥歯を嚙かみ締しめ、親指で銃のハンマーを起こした。硬かたく、密度のある音に切り裂さかれるように、全ての幻まぼろしは一いつ瞬しゆんにして消え去った。

　ベッドの上で膝ひざ立ちになった恭きよう二じは、向けられたプロキオンＳＬを凝ぎよう視ししながら、わずかに後退じさった。怯ひるみのせいか、激しく瞬まばたきを繰くり返す。

　その唇が動き、掠かすれた声が流れた。

「……何のつもりなの、朝あさ田ださん。それは……それは、モデルガンじゃないか。そんなもので、僕を、止められると思うの？」

　詩乃は左手をデスクの縁ふちにかけ、ふらつく脚あしに力を込めて立ち上がりながら、答えた。

「君は、言ったよね。私には、本当の力がある、って。拳銃で誰だれかを撃うったことのある女の子なんか他にいない、って」

「…………」

　恭二は紙のように白くなった顔を強こわ張ばらせながら、更さらに退さがる。

「だから、これはもうモデルガンじゃない。トリガーを引けば実弾が出て、君を殺す」

　恭二をポイントしたまま、じりじりと足を動かし、床を横切ってキッチンへと向かう。

「ぼ……僕を……ぼくを、ころす……？」

　うわ言のように呟つぶやきながら、恭二はのろのろと首を振った。

「朝田さんが、ぼくを……ころす……？」

「そう。次の世界に行くのは、君ひとりだけ」

「やだ……嫌いやだ……そんなの……嫌だ……」

　恭二の眼から、すうっと意思の色が抜け落ちた。ぼんやりとした顔で宙を見つめながら、ぺたんとベッドの上に正座するように座り込む。

　右手も弛ゆるみ、高圧注射器が半なかば滑すべり落ちているのを見て、詩乃は一いつ瞬しゆん、この機会にそれを奪うばうべきか迷った。しかし、刺し激げきすると今度こそ理性をかなぐり捨てて襲おそい掛かってくるような気がしたので、そのままゆっくりと移動を続け、キッチンへと踏ふみ込んだ。

　視界から恭きよう二じの姿が消えた途と端たん、詩し乃のは床を蹴けり、ドアへと走った。

　わずか五メートルほどの距離が、とてつもなく長かった。極きよく力りよく足音を立てないよう、しかし限界まで大おお股またでキッチンを走り抜けて、上がり框かまちに達したその時。

　踏んだマットが勢い良く滑すべり、詩乃は体勢を崩くずした。バランスを取ろうと振り回した右手からモデルガンが飛んで、シンクの中に落下して派手な音を立てた。

　どうにか倒れるのは堪こらえたものの、左膝ひざを床に打ち付け、激痛が走った。それでも、一杯に体を伸ばし、右手でドアノブを握にぎった。

　しかし、ドアは開かなかった。ロックノブが横に倒れているのに気付き、歯嚙がみをしながらそれを垂すい直ちよくに戻す。

　カチリという解かい錠じよう音おんが指先に伝わったのと、ほとんど同時に──

　後ろに投げ出していた右足の踝くるぶしを、冷たい手がぐっと握った。

「…………!!」

　息を吞のみながら振り向くと、四つん這ばいになった恭二が、魂たましいの抜け落ちた顔のまま、両手で詩乃の足を捕らえていた。注射器は見当たらない。

　振りほどこうと無茶苦茶に足を動かしながら、詩乃は必死に手を伸ばし、ドアを開けようとした。だが、指先はノブに触ふれたものの、それを摑つかむことはかなわなかった。恭二が凄すさまじい力で詩乃の足を引っ張ったのだ。

　ずるりと数十センチもキッチンに引き込まれたが、詩乃は左手で上がり框の段差を摑つかみ、抵てい抗こうした。

　ここからなら外に声が届く、そう思って叫さけぼうとしたが、喉のどの奥が塞ふさがってろくに空気を吸い込めず、出たのは頼りない掠かすれ声だけだった。

　恭二の力は常じよう軌きを逸いつしていた。詩乃とほとんど背の違ちがわない、細いその体のどこに、と思うほどの膂りよ力りよくで引き摺ずられ、左手が外れた。その途と端たん、詩乃は勢い良くキッチンの奥に引き戻された。

　たちまち、恭二の体が圧のし掛かってきた。右手を握り、再び顎あごを狙ねらって突き上げたが、わずかに掠ったところを恭二の左手に摑まれた。万まん力りきのような締しめ付けに手首が軋きしみ、激痛が頭の奥で火花を散らす。

「アサダサンアサダサンアサダサン」

　その奇き妙みような音が、恭二の口から漏もれる自分の名前だとはしばらく気付かなかった。唇くちびるの端はしから白く泡あわ立った唾だ液えきを垂たらし、両眼の焦しよう点てんを失った恭二の顔がゆらりと降りてくる。口が大きく開き、むき出された上下の歯が、詩乃の肌はだを嚙かみ裂さこうとするかのように近づく。左手で退しりぞけようとするが、その手首をも恭二の右手に捕らえられてしまう。

　両手をがっちりと押さえられたものの、あと少し恭二の顔が近づいたら、逆に首筋に嚙み付こうと、詩し乃のが口もとを緊きん張ちようさせた──その刹せつ那な。

　冷たい空気の流れが、詩乃の肩を撫なでた。恭きよう二じがさっと顔を上げ、詩乃の後方を見やった。その眼と口が、ぽかんと丸く広がった。

　と思った次の瞬しゆん間かん、いつドアが開いたのか、黒い突風のように走り込んできた何か──誰だれかが、恭二の顔面に膝ひざをめり込ませた。

　どどっと音を立て、ひとかたまりになって奥の部屋に転がり込んだ恭二と謎なぞの闖ちん入にゆう者しやを、詩乃は啞あ然ぜんとして見つめた。

　鼻と口から血を流して倒れた恭二を、見知らぬ若い男が押さえ込んでいた。

　やや長めの黒い髪。同じく黒のライダージャケット。咄とつ嗟さに、アパートの他の部屋の住人かと思ったが、男──というより少年がわずかに振り返り、叫さけんだ時、詩乃は彼の正体を悟さとった。

「逃げろシノン！　助けを呼ぶんだ！」

「キリ……」
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　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、詩乃は慌あわてて体を起こした。素早く立ち上がろうとしたが、脚あしが言うことを聞かない。

　シンクの縁ふちに手を掛け、どうにか体を引っ張り上げた。やはり彼は、お茶ちやの水みずのダイブ場所からここまで自らやって来たのだ。ということは、すぐに警察も現われるはず。ふらつく脚を叱咤しつたしながら、数歩ドアに向かって走り寄ったところで──

　詩し乃のは重要なことを思い出した。

　恭きよう二じは、致ち命めい的てきな武器を持っている。それをキリトに警けい告こくしなくてはならない。

　振り返り、注射器が、と叫さけぼうとした時。

　押さえ込まれていた恭二が、完全に理性を失った、獣のような咆ほう哮こうを轟とどろかせた。弾はじかれるようにキリトの体が吹き飛び、二人の体勢が入れ替わった。

「お前……おまえだなああああ!!」

　恭二の絶ぜつ叫きようは、巨大なスピーカーがハウリングを起こしたような、鼓こ膜まくを劈つんざくほどの音量だった。

「僕の朝あさ田ださんに近づくなああああああッ!!」

　体を起こそうとしたキリトの頰ほおに、恭二の左拳こぶしが食い込み、鈍にぶい音を立てた。同時に右手がジャケットのポケットに差し込まれ、あの禍まが々まがしい銃型の注射器がつかみ出された。

「キリト──ッ!!」

　詩乃が叫ぶのと、

「死ねええええええッ!!」

　恭二が吠ほえるのは同時だった。

　高圧注射器が、キリトの胸、ライダージャケットの隙すき間まのＴシャツに突き立てられ、

　ブシュッ!!　という、小さく、鋭するどく、しかし聞き逃のがしようのない音が響ひびき渡った。

　それは、恐ろしいことに、高性能の減音器を装そう着ちやくした銃の発射音に酷こく似じしていた。

　もちろん、詩乃が知っているのはあくまでガンゲイル・オンライン内の仮想の銃器が発するサウンドエフェクトであり、実際のサプレッサーがどのような音を立てるものなのかは知る由よしもない。しかし、耳に染しみ付いたその音は、詩乃にとっては立ち向かうべき脅きよう威いをあらわすものだった。気付いたときには、足が床を蹴けっていた。

　数歩でキッチンを横断し、部屋に駆かけ込みざま、無意識のうちにもっとも効果的な武器となりそうなものを探す。テーブルの上のステレオ装そう置ちを選び、右手でそのハンドルを掬すくい上げる。

　詩乃が長年愛用してきたその機械は相当の年代物で、最近の壁掛けステレオと比べればいかにも巨大だった。三キログラムは下るまいという金属の直方体の重量を、腰こしで支えて後方に勢い良く振り回し──

　陶とう酔すいした笑みを口もとに浮かべたまま、ぼんやりと顔を上げた恭二の左側頭部目掛けて、半回転させた体の重さごと、思い切り叩たたきつけた。

　衝しよう突とつの瞬しゆん間かんの音も、手応ごたえも、ほとんど感じなかった。しかし、物凄すごい勢いで吹っ飛ばされた恭二の頭が、ベッドのフレーム角にめり込むときの重い衝しよう撃げき音おんははっきりと耳の底に残った。

　半秒ほどの時間差を置いて頭の左側と右側を強打された恭二は、呻うめき声を上げながらうつ伏ぶせに倒れ込んだ。その右手が緩ゆるみ、高圧注射器が半なかば滑すべり落ちた。

　果たしてその器具が、薬品を連続して発射できるものなのかどうか定かではなかったが、詩乃はとりあえずそれを恭きよう二じの手からもぎ取った。持ち主は白目を剝むき、低い唸うなりを漏もらし続けているが、これ以上動く様子は無い。

　ベルトか何かを使って手を縛しばったりするべきかどうか一いつ瞬しゆん迷ったが、その前にやることがあった。詩し乃のは振り向くと、

「キリトっ……！」

　細く叫さけびながら、床に横たわったままの少年に向かって屈かがみ込んだ。

　どこか、ゲーム内のキャラクターに共通した線の細さを持つ少年は、薄く開けた目で詩乃を認めると、掠かすれた声を漏もらした。

「やられた……まさか、あれが……注射器だったなんて……」

「どこ!?　どこに打たれたの!?」

　注射器を傍かたわらに放り投げ、詩乃はキリトのライダージャケットのジッパーを千ち切ぎるような勢いで引き降ろした。

　救急車を呼ばなければ、その前に応急処置を、でも胸から毒を抜くなんてどうやって──と混こん濁だくした思考が次々と浮かび、指先を震ふるわせる。

　ジャケットの中の、色褪あせたブルーのＴシャツの一部、ちょうど心臓の真上と思おぼしきあたりに、不吉に黒ずんだ染しみがあった。注射器が発射した薬液の《貫通力》がどの程てい度どなのかは分からないが、おそらく薄いシャツの布地で阻はばめるようなものではないと思われた。

「死なないで……こんなふうに死なないでよ!!」

　詩乃は悲ひ鳴めいじみた声を細く漏らしながら、シャツの裾すそをジーンズから引っ張り出して大きく捲まくり上げた。

　男にしては色が白く、削そいだように薄い腹と胸が露あらわになった。その中央やや右寄り、染みがあったまさにその場所に──妙みようなモノが張り付いていた。

「……!?」

　詩乃は啞あ然ぜんとしてそれを凝ぎよう視しした。

　直径三センチほどの円形。薄い銀色の円盤のまわりに、黄色のゴムでできた吸盤のようなものがはみ出している。円盤の縁ふちからソケットらしき突起が伸びているが、そこには何も接続されていない。

　金属円の表面は全体的に濡ぬれ、一筋のしずくが下方に流れていた。透明なその液体が、恐らく恭二の言っていた《サクシニルコリン》なる致ち命めい的てきな薬品なのだろう。

　詩乃は慌あわてて床を見回し、ティッシュのボックスを見つけて二枚抜き取ると、慎しん重ちようにその液体を拭ぬぐった。数センチの距離まで顔を近づけると、謎なぞのパッチの周囲の肌はだを仔し細さいに眺ながめ回し、高圧流が侵入した跡がないか確かめる。

　いくら凝ぎよう視ししても、キリトの胸には傷ひとつ見つからなかった。おそらく高圧注射器の先端は、Ｔシャツ越ごしにこの直径数センチの金属円にあてがわれ、発射された薬品はすべて強固な壁に阻はばまれたらしかった。試ためしにパッチの上から手を当てると、どくんどくんと、速いが力強く動き続ける心臓のビートが伝わってきた。

　詩し乃のはぱちぱちと瞬まばたきし、視線を上げると、相変わらず眼を閉じて呻うめいているキリトの顔を見た。

「ねえ……ちょっと」

「うう……駄目だ……呼吸が……苦しい……」

「ねえ、ちょっとってば」

「……ちくしょう……咄とつ嗟さに遺ゆい言ごんなんて……思いつかないぜ……」

「これ、この貼はり付いてるもの、何なの？」

「……え？」

　キリトは再び瞼まぶたを開けると、自分の胸を見下ろした。訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、持ち上げた右手の指で金属円をなぞる。

「……ひょっとして……注射は、この上に？」

「なんか……そうみたい。何なのよこれは？」

「……ええと……多分、心電モニター装そう置ちの電極……だと思う……」

「は……はあ？　何でそんな……あんた、心臓悪いの……？」

「いや、ぜんぜん……。《死銃》対策でつけてもらってたんだけど……そ、そうか、焦あせって引っ張ったから、コードが抜けて一個残ったのか……」

　キリトはふううっと大きく息を吐はくと、呟つぶやいた。

「まったく……、脅おどかしてくれるなあ」

「そりゃあ……」

　詩乃は両手でぎゅっとキリトの首を摑つかむと、締しめ上げた。

「──こっちの台詞せりふよ！　し……死んじゃうかと思ったんだからね!!」

　叫さけんだ途と端たん、緊きん張ちようが一気に抜けたのか、目の前がすうっと暗くなった。頭をぶんぶんと振ってから、少し離はなれた場所にうつ伏ぶせに倒れたままの恭きよう二じに視線を向ける。

「彼は……大だい丈じよう夫ぶか？」

　キリトに言われ、おそるおそる手を伸ばし、投げ出された恭二の右手首を取った。幸い、こちらもはっきりとした鼓動が伝わってきた。拘こう束そくすべきか、と改めて思ったものの、瞼を閉じるとどこかあどけない恭二の顔をそれ以上見ていることが出来ず、詩乃は顔を背そむけた。彼のことを、今はもう考えたくなかった。怒りも悲しみも感じなかったが、ただ、虚うつろなものが胸に広がっていた。

　ぺたりと床にしゃがみ込んだまま、詩乃は床に転がった無針高圧注射器──あるいは真の《死銃》を数秒間、漠ばく然ぜんと見つめた。やがて口を開き、ぽつりと呟いた。

「とりあえず……来てくれて、ありがとう」

　キリトは、見覚えのある片かた頰ほおだけの笑いをかすかに浮かべると、首を振った。

「いや……結けつ局きよく何もできなかったし……それに、遅おそくなって悪かった。きく……依頼人が、なかなか説明を理解してくれなくて……。ケガは、ない？」

　詩し乃のはこくんと頷うなずく。

　と、突然、両眼から零こぼれるものがあった。

「あ……あれ……」

　頭の中は真綿を詰つめられたようにぼうっとして何も考えられないのに、頰を伝う涙は勢いを増し、次々と滴したたる。

　詩乃は口を閉ざし、身動きもせず、ただ涙が溢あふれるに任せた。何か喋しやべろうとしたら、その途と端たんに大声で泣いてしまうだろうと思った。

　キリトも無言のまま動こうとしなかった。

　やがて、遠くからサイレンの音が近づいてくるのに気付いたが、涙は涸かれる様子もなかった。密ひそやかに、次々と大粒の雫しずくをこぼしながら、詩乃は胸を満たす空くう虚きよさの源が、深い喪そう失しつ感かんであることを強く意識していた。
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　その向こうの宇宙を感じさせるほどに、高い空だった。

　この、《空の高さ》だけはいかなるＶＲ世界でも再現することはできない。過ぎ去った秋が忘れていったような、濃こく澄すんだ青のなかに、小さな羊雲と薄い筋雲が層をなして浮かんでいる。細い電線のうえで雀すずめが二羽肩を寄せ合い、遥はるかな高みを往ゆく軍用機がちかりと陽光を跳はね返す。

　精神が吸い込まれそうな、途と方ほうもない奥行きをもつパースペクティブに、詩乃は飽あくることなく見入りつづけた。

　十二月半ばにしては風も暖かく、放課直後の生徒たちの喧けん騒そうもこの校舎裏にまでは届かない。いつもは薄く灰色がかって見える東京都心の空だが、今日だけは故郷の北の町と似た色に見えた。黒い土が剝むき出しになった殺風景な花か壇だんの端はしに腰こし掛け、膝ひざのうえに通学鞄かばんを抱えて、詩乃はもう十分近くも無限の空間に心を浮遊させている。

　しかしやがて、甲かん高い笑い声とともに複数の足音が近づいてきて、詩乃を空から地上に引き戻した。

　強こわ張ばった首の角度を戻し、白いマフラーをぐいっと引っ張り上げて、闖ちん入にゆう者しやたちを待ちうける。

　校舎の北西端の角と、大型焼しよう却きやく炉ろのあいだの通路から姿を現した遠えん藤どうと二人の仲間たちは、詩し乃のを見つけると一様に唇くちびるを歪ゆがめ、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを形作った。

　鞄かばんを左手で持ち、立ち上がると、詩乃は言った。

「呼び出しておいて待たせないで」

　それを聞いた取り巻きのひとりが、厚ぼったい瞼まぶたを高速でしばたかせてから、笑みを消して喚わめいた。

「朝あさ田ださぁー、最近マジちょっと調子のってない？」

　もうひとりも、似たようなイントネーションで追つい従じゆうする。

「ほんとー、友達に向かってそれちょっとひどくない？」

　詩乃から二メートルほど離はなれた場所に立ち止まった三人は、それぞれが効果的と思っているのであろう角度から、威い圧あつするような視線を向けてきた。詩乃はとりあえず中央に立つ遠藤の、捕ほ食しよく昆こん虫ちゆうじみた細い目をじっと見つめた。

　沈ちん黙もくは数秒しか続かなかった。すぐに遠藤はにいっと笑うと、顎あごを突き出して言った。

「別にいいよ、トモダチなんだから何言っても。そんかしさあ、あたしらが困ってたら助けてくれるよな。つうか今、超困ってんだけど」

　それを聞いて、左右の二人が短く笑う。

「とりあえず、二万でいいや。貸して」

　消しゴム貸して、と言う時のように何気ない調子で、遠藤は要求を口にした。

　詩乃は、度の入っていないＮＸＴポリマーレンズの眼鏡めがねを外すとスカートのポケットに収めた。両眼にありったけの力を込め、一節ずつ区切りながら答える。

「前にも、言ったけど。あなたに、お金を貸す気は、ない」

　途と端たん、遠藤の眼がきゅっと細められ、ほとんど糸のようになった。その隙すき間まから粘ねばり気のある眼光を放射しながら、一段と低い声で言う。

「……いつまでもチョーシくれてんじゃねえぞ。言っとくけどな、今日はマジで兄貴からアレ借りてきてんだからな。泣かすぞ朝田」

「……好きにしたら」

　まさか本当にそこまでの事を、と詩乃は思ったが、驚おどろいたことに遠藤はぎゅっと唇の両端を吊つり上げると、鞄に右手を差し込んだ。

　大量のマスコット類がじゃらじゃらとぶら下がる通学鞄から、唐とう突とつに黒い自動拳銃が出現する光景は、ある種のブラックユーモアを感じさせた。覚おぼ束つかない手つきで大型のモデルガンを引っ張り出した遠藤は、右手に握にぎったそれをぐいっと詩乃に突きつけた。

「これ、段ボールとか穴開けれんだぜ。絶対人に向けんなって言われたけどさぁ、朝田は平気だよな。慣なれてるもんな」

　詩し乃のの目は、自然に黒い銃口に吸い寄せられた。

　たちまち、心臓の鼓こ動どうが跳はね上がる。耳鳴りが周囲の音を遠ざける。呼吸が浅くなり、指先から冷気が這はいのぼる──

　しかし詩乃はぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、全精神力を振り絞しぼって、瞳ひとみを銃内部の闇やみから逸そらした。グリップを握にぎる遠えん藤どうの右手から、その腕へと視線を動かしていく。肩から、色の抜けた髪、そして顔へと辿たどっていく。

　遠藤の目は、興奮のせいか毛細血管が浮き上がり、虹こう彩さいは黒く濁にごっていた。醜みにくい眼の色だった。単に暴力に酔よう者の眼だと思った。

　本当に恐れるべきは、銃ではない。それを持つ人間のほうだ。

　詩乃が期待したような反はん応のうを見せないせいか、遠藤は苛いら立だったように唇くちびるを曲げ、吐はき捨てた。

「泣けよ朝あさ田だ。土下座して謝あやまれよ。ほんとに撃うつぞてめえ」

　直後実際にモデルガンを詩乃の左脚あしに向け、ニヤリと笑う。肩から腕にかけてが小さく震ふるえ、トリガーを引こうとしたのが詩乃には判わかった。しかし、弾たまは出なかった。

「クソッ、何だよこれ」

　二度、三度と撃とうとするが、プラスチックの小さな軋きしみが聞こえるだけだ。

　詩乃は大きく息を吸い、お腹に力を込めると、鞄かばんを足元に落としつつ両手を伸ばした。

　左手の親指で遠藤の右手首を強く押さえ、握あく力りよくが緩ゆるんだところを、右手で銃を奪うばい取る。トリガーガードに人差し指を掛けてくるりと回すと、すぽっとグリップが掌てのひらに収まった。プラスチック製なのだろうが、ずしりと重く感じた。

「１９１１ガバメントか。お兄さん、渋しぶい趣しゆ味みね。私の好みじゃないけど」

　呟つぶやいて、銃の左側面を遠藤に向ける。

「ガバメントは、サムセーフティの他にグリップセーフティもあるから、こことここを解かい除じよしないと撃てないわ」

　カチリ、カチリと音をさせて二箇所の安全装そう置ちを外す。

「それに、シングルアクションだから最初は自分でコッキングしないとだめ」

　親指でハンマーを起こすと、硬かたい音とともにトリガーがわずかに持ち上がった。

　啞あ然ぜんとして眼と口をぽかんと開けている遠藤たちから視線を外し、詩乃は周囲を見回した。六メートルほど離はなれた焼しよう却きやく炉ろの傍かたわらに青いポリバケツが並び、そのうちの一つにジュースの空あき缶が乗っているのが眼に止まった。

　左手をグリップに添そえ、基本的なアイソセレス・スタンスで構える。右眼と照門、照星が作る直線上に空き缶を捉とらえる。少し考えてからわずかに銃を上向け、息を溜ためてからトリガーを絞しぼった。

　ばす、という頼りない音とともに、ささやかなリコイルショックが手に伝わった。感心なことにガバメントはきちんとブローバックし、オレンジ色の小さな弾が発射された。

　銃のクセがわからなかったので初弾は外すものと思ったが、運良く弾たまは空あき缶の上部ぎりぎりの場所に当たって、詩し乃のは内心で少し驚おどろいた。くわん、と高い音を響ひびかせてアルミ缶はくるくるとコマのように回り、やがて倒れて、バケツから転がり落ちた。

　詩乃はふう、と息をつくと銃を下ろした。体の向きを変え、正面から遠えん藤どうを見る。

　嗜し虐ぎやく的てきな笑みは跡形もなく消えていた。遠藤は完全に毒気を抜かれたように呆ぼう然ぜんとしていたが、詩乃がずっとその眼を見つづけていると、怯ひるんだように口もとを強こわ張ばらせ、半歩後あと退じさった。

「や……やめ……」

　上ずった声が漏もれるのを聞いて、詩乃はふっと視線を緩ゆるめた。

「……確かに、人には向けないほうがいいわ、これ」

　言いながらハンマーをデコックし、二つのセーフティを元に戻す。グリップを向けて差し出すと、遠藤はビクリと体を震ふるわせたが、おそるおそるというふうに手を伸ばし、モデルガンを受け取った。

　詩乃は振り向くと鞄かばんを拾い、ぐいっとマフラーを引き上げた。じゃあね、と肩越ごしに言葉を投げ、歩き出したが、遠藤たちは動かなかった。校舎の角を曲がり、視界から姿が消えるまで、三人は無む言ごんのまま立ち尽つくしていた。

　遠藤たちが見えなくなった途と端たん、両りよう脚あしからすうっと力が抜けて、詩乃はその場にへたりこみそうになった。校舎の壁に手をついて、どうにか堪こらえる。

　耳の奥がごうごうと鳴り、こめかみで血流が激しく脈みやく打つのを感じた。込み上げる胃液で、喉のどの奥がつんと痛む。今同じことをもう一度やれと言われても、絶対に出来まい。

　それでも──これが、最初の一歩だ。

　萎なえかけた脚をむち打って、詩乃は無理矢理に歩行を再開した。モデルガンの冷たい重さはしつこく掌てのひらに染しみ付いて去ろうとしなかったが、乾いた寒風にさらしているうちに、少しずつ薄れ始めた。痺しびれの取れた指先で眼鏡めがねを取り出し、そっと顔に掛ける。

　校舎の西昇降口と体育館を繫つなぐ渡り廊ろう下かを横切り、しばらく歩くとグラウンドの端はしに出た。運動部の生徒が掛け声とともにランニングしている横を通り過ぎ、トラック南側の小さな林を通り抜けると、そこがもう正門前の広場だ。

　生徒たちが三々五々連れ立って帰き途とにつく中を、早足で縫ぬいながら校門に向かおうとして、詩乃はふと首を傾かしげた。

　学校の敷地を囲む高い塀へいの内側に、いくつかの女子生徒の集団が足を止め、ちらちらと校門のほうを見ながら顔を寄せ合って何事か話している。

　そのうちの二人が、同じクラスでそこそこ仲の良い生徒たちであるのに気付いて、詩乃は彼女らに歩み寄った。

　黒くろ縁ぶち眼鏡を掛けたロングヘアの生徒が、詩乃に気付き、にこっと笑って手を上げた。

「朝あさ田ださん、今帰り？」

「うん。──何、してるの？」

　聞くと、栗色の髪を二つに束たばねたもう一人が、肩をすくめて笑いながら答えた。

「あのね、校門のとこに、このへんの制服じゃない男の子がいるの。バイク停とめて、ヘルメット二つ持ってるから、ウチの生徒を待ってるんじゃないか、って。お相手の剛ごうの者が誰だれだか、悪趣しゆ味みだけど興味あるじゃない？」

　それを聞いた途と端たん、詩し乃のは自分の顔からサーッと血の気が引くのを意識した。慌あわてて時計を確認し、いやまさか、と内心で必死に否ひ定ていする。

　確かにこの時間に学校を出たところで待ち合わせはしたし、電車代が勿もつ体たい無いのでバイクで送迎しろとも言った。しかしよもや、校門のど真ん前にバイクを停めて待ち構えるような、あまりにも大だい胆たん不ふ敵てきな真ま似ねを──

　……アイツなら、やりかねない。

　おそるおそる塀へいに体を寄せ、校門の向こう側の車回しを覗のぞき見てから、詩乃はがくりと肩を落とした。スタンドを降ろした派手な色の小型バイクに寄りかかり、ヘルメットを両手で抱えて、ぽけーっと空を眺ながめている見知らぬ制服の男子生徒は、間ま違ちがいなく一昨日に会ったばかりのあの少年だった。

　十人以上に注視されている状じよう況きようで自分から声を掛け、バイクの後ろに乗ることを考えると耳の先端までが燃え上がるように熱くなった。この場からログアウトしてしまいたい、と心の中で呟つぶやいてから、詩乃はなけなしの度胸を振り絞しぼり、傍かたわらの同級生に向き直った。

「ええと……あの……アレ、私の……知り合いなの」

　消え入るような声で告げると、女子生徒の眼鏡めがねの奥で目が大きく見開かれた。

「えっ……朝田さんだったの!?」

「ど、どういう知り合い!?」

　もう一人も驚きよう愕がくの叫さけびを上げる。その声に周囲の視線が集まるのを意識して、詩乃は鞄かばんを抱えると限界まで肩を縮ちぢめ、

「ご……ごめんなさいっ」

　何な故ぜか謝あやまりながら小走りに駆かけ出した。

　明日説明しなさいよーという声を背中に受けながら、古めかしいブロンズの校門をくぐり、車回しに出る。

　すぐ傍そばまで接近しても、剛ごう胆たんなる来訪者は、呆ほうけたように青い空に見入っていた。

「……あの」

　声を掛けると、ぱちぱち瞬まばたきしてからようやく視線を戻し、のんびりとした笑顔を浮かべる。

「やあ、こんにちは、シノン」

　こうして明るい陽光の下で改めて見ると、現実世界のキリトは、少々浮世離ばなれした透明な雰ふん囲い気きを持つ少年だった。少し長めの黒い髪と、対照的に色素の薄い肌はだ、びっくりするほど細い体は、どことなく仮想世界で見たバーチャル体と共通する少女っぽさを漂ただよわせている。

　その希き薄はく感かん、言い換かえればどこか病的な気配は、彼が経験した二年間の虜りよ囚しゆう生活をまざまざと思わせて、詩し乃のは思わず浴あびせようとした舌ぜつ鋒ぽうを収めていた。

「……こんにちは。……お待たせ」

「いや、さっき着いたところだよ。──それにしても……なんか……」

　キリトはようやく校門の周囲からこちらを見守る生徒たちに気付いたように、視線を巡めぐらせる。

「……注目されてるような……」

「あ……あのねえ」

　それでも少し呆あきれ声になりながら詩乃は言った。

「校門の真ん前に他校の生徒がバイクで乗りつけたら、目立つのは当たり前だと思う」

「そ……そういうもんか。じゃあ……」

　不意に少年は、仮想世界でよく見せたような、片かた頰ほおだけのシニカルっぽい笑みを浮かべる。

「もう少しここで粘ねばってたら、生活指導の先生とかが飛んできて怒られたりするのかな？　それはちょっと楽しそうだな」

「じょ……冗じよう談だんじゃないわ！」

　実際有り得ないことではない。詩乃は反射的に校門のほうを振り返ってから、声を低くして叫さけんだ。

「さ、さっさと行くわよ！」

「へいへい」

　相変わらず笑みを浮かべたまま、キリトはハンドルに掛けられていたライトグリーンのヘルメットを取ると、詩乃に差し出した。

　コイツの中身は、ＧＧＯ世界でシノンをさんざ翻ほん弄ろうした不敵な皮肉屋と一いつ緒しよなのだ、外見に騙だまされてはいけない──としみじみ思いながら詩乃はヘルメットを受け取った。鞄かばんを斜ななめ掛けして、オープンフェイスタイプのそれをすぽっと被かぶったところで、あご下のハーネスの留とめ方が判わからず手を止める。その途と端たん、

「ちょっと失礼」

　キリトの手が伸びてきて、手早く詩乃の首もとでベルトを固定した。再び顔が熱くなり、慌あわててシールドを降ろす。明日、教室で説明を求められる時のことが思いやられた。

　自分も黒いヘルメットを装そう着ちやくし、ひょいっとシートに跨またがったキリトが、ふと首を傾かしげた。

「……シノン、その……スカートは大丈夫？」

「体育用のスパッツ穿はいてるから」

「そ、そういう問題かなあ」

「別にあんたからは見えないでしょ」

　キリトに一矢報むくいておいて、詩し乃のは勢いよくバイクのリアシートに跨またがった。子供の頃ころによく祖父のおんぼろスーパーカブ90の後ろに乗っていたので、要よう領りようは身についている。

「ほんじゃ、まあ……しっかり摑つかまっててください」

　キリトがキーを捻ひねると、いまどき内燃機関の甲高い爆音が響ひびいて、再び首を縮ちぢめる。しかし、腰こしに伝わる振動と排気の匂においは懐なつかしいもので、思わずバイザーの奥で微笑ほほえみながら、詩乃は骨ばったキリトの体にぎゅっと手を回した。




　学校がある文京区湯ゆ島しまから、目的地の中央区銀ぎん座ざまでは、地下鉄を乗り継つぐと少々大変だが、地上を行くなら案外と近い。

　お茶ちやの水みずから千ち代よ田だ通りを下って皇居に出ると、バイクは安全運転でとろとろとお堀ほり端ばたを走った。小春日和びよりが幸いして、吹き過ぎる風も気持ちいい。大手門前を通過し、内うち堀ぼり通りから晴はる海み通りに左折してＪＲの高架をくぐると、そこはもう銀座四丁目だ。

　三輪バギーで死銃から逃げたときのスピードと比べると亀の歩みだったが、それでもほんの十五分たらずで目的地に到達し、キリトはバイクを停とめた。

　外したヘルメットを手に持ったまま案内された先は、詩乃がかつて足を踏ふみ入れたことがない種類の、いかにも高級そうな喫茶店だった。ドアを押し開けた途と端たん、白シャツに黒蝶タイのウェイターに深々と頭を下げられてわずかに狼ろう狽ばいする。

　お二人様ですか、とウェイターに聞かれて、これではまるで……と更さらに泡あわを食ったところで、店の奥から、シックな雰ふん囲い気きをぶち壊こわす傍ぼう若じやく無ぶ人じんな大声がした。

「おーいキリトくん、こっちこっち！」

「……えーと、アレと待ち合わせです」

　キリトが言うと、ウェイターは表情ひとつ変えずに、かしこまりました、と一礼して歩きはじめた。買い物途と中ちゆうのご婦人たちで溢あふれる店内に制服姿の高校生はいかにも場違ちがいで、詩乃は体を縮めながらぴかぴかに磨みがかれた床板の上を歩いた。

　目指すテーブルの向こうで立ち上がったのは、ダークブルーの高級そうなスーツにレジメンタルタイ、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛けた背の高い男だった。事前に役人と聞かされてはいたが、確かにいかにもホワイトカラーといった雰ふん囲い気きと同時に、どこか学者めいたところもある。

　右手で椅い子すを示す男の仕草に従って向かいの窓まど際ぎわに腰こしを下ろすと、即そく座ざに湯気を立てるお絞しぼりと革張りのメニューが出現した。

「さ、何でも頼んでください」

　という男の声に促うながされるようにメニューを開き、視線を落として、詩乃は啞あ然ぜんとした。サンドイッチやパスタといった軽食類はもちろん、デザートの欄らんにもおしなべて四桁の数字が並んでいる。

　凍こおり付いていると、隣となりでキリトがふんと鼻を鳴らしながら言った。

「ほんとに遠えん慮りよしないほうがいいぞ。どうせ支払いは国民の血税からなんだからな」

　ちらりと視線を上げると、眼鏡めがねの男もにこにこと頷うなずいている。

「じゃ、じゃあ……この、レアチーズケーキ・クランベリーソース……と、アールグレイ」

　うわあ合計二千二百円、と内心で蒼あおざめながら詩し乃のがオーダーすると、続けてキリトが、

「俺おれはりんごのシブーストとモンブランとエスプレッソ」

　などと信じられないことを言った。合計金額はもう想像するのも恐ろしい。

　ウェイターが深々と腰こしを折ってから立ち去ると、眼鏡の男はスーツの内ポケットから黒革のケースを取り出し、一枚抜いた名めい刺しを詩乃に差し出した。

「はじめまして。僕は総務省総合通信基盤局の菊きく岡おかと言います」

　穏やかなテノールで名乗られ、詩乃も慌あわてて名刺を受け取り、会え釈しやくを返す。

「は、はじめまして。朝あさ田だ……詩乃です」

　言った途と端たん、菊岡という男は口もとを引き締しめ、ぐいっと頭を下げた。

「この度は、こちらの不手際で朝田さんを大変な危険に晒さらしてしまい、本当に申し訳わけありませんでした」

「い……いえ、そんな」

　再び慌てて詩乃が頭を下げ返すと、キリトが混ぜ返すように口を挟はさんだ。

「しっかり謝あやまってもらったほうがいいぞ。菊岡サンがもっと真剣に調べてれば、俺もシノンもあんな目には遭あわなかったんだからな」

「……そう言われれば返す言葉もないが」

　菊岡はやり込められた子供のように項垂うなだれながらも、上目遣づかいに続ける。

「しかしキリト君だってまるで予想してなかったわけだろう？　まさか、《死銃》がチームだった、なんてさ」

「そりゃあ……まあ、な」

　キリトは、きい、とアンティークっぽい椅い子すの背もたれを鳴らした。

「……とりあえず、今までに判わかったことを教えてくれよ、菊岡さん」

「と、言っても……まだ彼らの犯罪が明らかになってから二日しか経たっていないのでね。全容解明には程ほど遠いんだが……」

　自分の前のコーヒーカップを持ち上げ、一口含ふくんでから、菊岡は続けた。

「さっきチームと言ったけど、実際には三人いたわけだね。少なくとも、リーダー役だった新しん川かわ昌しよう一いちの供きよう述じゆつでは、三人ということになっている」

「その昌一氏が、俺とシノンをＢｏＢ本大会で襲しゆう撃げきしたあのぼろマントだったんだな？」

　キリトの問いに、菊岡は軽く首しゆ肯こうした。

「それはほぼ間ま違ちがいないね。彼の自宅アパートから押おう収しゆうされたアミュスフィアのログにも、該がい当とうする時刻にガンゲイル・オンラインに接続していたことが記録されている」

「自宅アパート……。新しん川かわ昌しよう一いちというのは、どういう人間だったんだ？　首しゆ謀ぼう者しやは彼ということなのか？」

「……それを説明するためには、二〇二二年のＳＡＯ事件以前から始めなくてはならないようだ。だが、まあ、その前に……」

　ちょうどその時、ウェイターが華きや奢しやなワゴンに大量の皿を載のせて戻ってきた。それらが音も無くテーブルに並べられ、ウェイターが下がるのを待って、菊きく岡おかは手振りで詩し乃のたちに勧すすめた。

　食欲はあまりあるとは言えなかったが、小さなケーキのひとつくらいなら入りそうだった。キリトと同時に戴いただきますを言ってから、金色のフォークを手に取る。

　艶つややかな赤いソースが添そえられた乳白色の矩く形けいの一端を切り取り、口にはこんだ。チーズを更さらに濃のう縮しゆくしたかのような密度のある味が広がり、しかしそのわりには舌の上で滑なめらかに溶け去って驚おどろかされる。レシピを知りたいと一いつ瞬しゆん思ったものの、訊きいても教えてくれるわけはないだろう。

　つい夢中で半分ほど食べてしまってから、フォークを置いて紅茶のカップを持ち上げる。柑かん橘きつの香りが仄ほのかに漂ただよう熱い液体を口に含むと、心の奥の凝こり固まった部分が、少しずつほぐれていくような気がした。

「……おいしいです」

　顔を上げて詩乃が呟つぶやくと、菊岡は嬉うれしそうに笑い、言った。

「おいしいものはもっと楽しい話をしながら食べたいけどね。また今度付き合ってください」

「は、はあ」

　すると、モンブランの金きん褐かつ色しよくの山をみるみる低くしつつあるキリトが笑いを含ふくんだ声で茶々を入れた。

「止やめといたほうがいいぜ。この男の《楽しい話》はクサイかキモイかどっちかだからな」

「し、心外だなあ。東南アジア食べ歩きの話とか自信あるんだが……ま、その前に事件の話をしておこう」

　菊岡は傍かたわらのビジネスバッグからから極薄型のタブレットＰＣを取り出すと、長い指で画面をつつき始めた。

　詩乃はわずかに体を緊きん張ちようさせて、どこか教師めいたところのある男の言葉を待った。

　この《死銃》事件に関する全てを知りたい、という気持ちはもちろんある。しかし同時に、これ以上真実に触ふれたくない、と心の奥で呟つぶやく声もする。

　多分、自分はまだ、ある部分では新川恭きよう二じのことを信じているのだ。あの恐ろしい注射器を向けられた後でも、完全には恭二を憎みきれず、完全には恭二への好意を捨て切れない。あれは彼ではなく、彼の頭のなかに入り込んだ何者かの仕し業わざなのだ──と信じたい自分がいる。そう、詩乃は感じている。




　日曜の深夜に起きたあの事件から、およそ四十時間が経けい過かしていた。

　あの夜──キリトに促うながされ、ユニットバスで顔を洗ってトレーナーを着替えた直後、詩し乃のの部屋に警察が到着した。

　頭を強打されて意識朦もう朧ろうとしていた新しん川かわ恭きよう二じは、その場で逮たい捕ほされ、救急車で警察病院に搬はん送そうされた。

　詩乃とキリトも、念のためということで別の病院に運ばれ、そこでひととおりの検査を受けることになった。いくつかの軽い擦さつ過か傷しようのほかはひとまず異常なし、と当直医師に告つげられた直後、病室で事情聴ちよう取しゆがはじまり、詩乃はぼんやりと紗しやのかかった頭をどうにか回転させて、実際に部屋であった事だけを告げた。

　自覚はなかったが、詩乃の精神的ストレスが限界と見た医師の判断によって、警察の聞き取りは午前二時にいったん終了した。その夜はそのまま病室で一泊し、翌朝六時半に目が覚めた詩乃は、医師の勧すすめを断ってアパートに戻り、登校することにした。

　月曜、つまり昨日の授業はうとうとしながら乗り切った。不登校継けい続ぞく中とは言え立派に学がく籍せきのある恭二の起こした事件は、とっくに学校にも伝わっているものと思っていたが、その噂うわさをしている生徒は一人もいなかった。

　遠えん藤どうらの呼び出しを綺き麗れいに無視してアパートに帰ると、警察の車が待っていた。着替えを持って向かった先は昨日と同じ病院で、医師による簡単な問もん診しんのあと、二回目の事情聴取があった。今度は詩乃のほうからも色々──主に恭二のことを質問したのだが、怪け我がはたいした事はない、警察に対してはほとんど黙もく秘ひしている、という事くらいしか教えてもらえなかった。

《警備上の理由》によって詩乃はその夜も病院に泊まるようにと言われた。食事をし、シャワーを使ったあと、実家の祖父母と母親に短い電話を入れてから、あてがわれた病室のベッドに横になった。その途と端たん泥どろのように眠り込んだらしく、きれいに記き憶おくが途と切ぎれている。なんだか長い夢を見たような気がするが、内容は覚えていない。

　翌火曜──つまり今け朝さ、再び覆ふく面めんパトカーでアパートまで送ってもらい、車から降りたところで刑事に「これで一応聞き取りは終了です」と言われた。それは有り難かったのだが、事件に関することを今後どうやって知ればいいのだろう……と思いながら登校の準備をし、朝食のためにトマトを切っていたところに、携帯電話が鳴った。キリトからだった。開口一番に、今日の放課後は時間あるか、と訊きかれて、反射的にうんと答えていた。

　そして今、詩乃は彼のとなりに座り、キリトの言う《依頼人》であるところの国家公務員の言葉を待っている。




　菊岡は、タブレットから顔を上げると、周囲を気遣づかってか低い声で話し始めた。

「総合病院のオーナー院長の長男である新川昌しよう一いちは、幼い頃ころから病気がちで、中学校を卒業する頃ころまで入退院を繰くり返していたらしい。高校入学も一年遅おくれて……そのせいで、父親は早々に昌しよう一いちを自分の後あと継つぎとすることを諦あきらめて、三つ下の弟の恭きよう二じにその役目を与えたようだ。恭二には小学校の頃から家庭教師を付け、また自ら勉強を教えたりする一方で、昌一のことはほとんど顧かえりみなかった。兄は期待されないことで追い詰つめられ、弟は期待されることでまた追い詰められたのかもしれない……とは、聴取における父親本人の弁だが」

　そこで一度言葉を切り、菊きく岡おかはコーヒーで唇くちびるを湿しめらせた。

　詩し乃のは視線をテーブルに落とし、《親の期待》というものを想像しようとしてみた。しかし、実感することはできそうになかった。

　あれほど近くにいながら、恭二がそのようなプレッシャーに晒さらされていたことにはまるで気付かなかった。自分のことばかりに一いつ生しよう懸けん命めいで、人を本当に見ようとしていなかった──とまたしても意識させられ、詩乃は胸に苦い痛みを感じる。

　菊岡の話は続いた。

「──しかし、そういう境きよう遇ぐうでも、兄弟仲は悪くなかったようだ。昌一は、高校を中退してからは精神の慰い撫ぶをネットワークの中、ことにＭＭＯＲＰＧに求め、その趣しゆ味みはすぐに弟にも伝でん播ぱした。やがて兄は《ソードアート・オンライン》の虜りよ囚しゆうとなり、二年のあいだ父親の病院で昏こん睡すいするのだが、生還してからは、彼は恭二にとってはある種の偶ぐう像ぞう……英雄化、と言ってもいいかな、そういう存そん在ざいになったようだ」

　隣となりに座るキリトの呼吸に、わずかな緊きん張ちようが含ふくまれたのに詩乃は気付いた。しかし菊岡の低く滑なめらかな声は、小さなな間を置いただけで淡たん々たんと続いていく。

「昌一は、生還後しばらくはＳＡＯ時代のことには一いつ切さい触ふれなかったようだが、リハビリが終了し、自宅に戻ってから、恭二にだけ語ったそうだ。自分がいかにあの世界で多くのプレイヤーをその手にかけ、真の殺さつ戮りく者しやとして恐れられたか……ということをね。その頃すでに、成績の低下や上級生からの恐きよう喝かつなどによる重圧を受けていた恭二にとって、昌一の話は嫌けん悪おではなく解放感、爽そう快かい感をもたらすものだったようだね」

「……あの」

　詩乃が小さな声を出すと、菊岡は顔を上げて続きを促うながすように軽く首を傾かたむけた。

「そういうことは……新しん川かわくん、いえ、恭二くんが話したんですか？」

「いや、これらは兄の供きよう述じゆつに基もとづく話です。昌一は、警察の取り調べでは訊きかれたことには全て答えているらしい。弟の心情の推すい測そくも含ふくめてね。しかし恭二のほうは対照的に、完全な黙もく秘ひを続けている」

「……そうですか」

　恭二の魂たましいが、どのような地平を彷徨さまよっているのかは、詩乃にはもう想像のしようもない。そんなわけはないのだが、いまＧＧＯにログインしてみたら、待ち合わせ場所に使っている酒場の隅すみにはちゃんとシュピーゲルが居るのではないか……という気すらする。

「あ、どうぞ……続けてください」

　詩し乃のの言葉に頷うなずき、菊きく岡おかは再びタブレットをちらりと眺ながめた。

「兄弟にとっての《ポイント・オブ・ノーリターン》がどこなのかは、推すい測そくによるしかないのだが……昌しよう一いちがガンゲイル・オンラインを始めたのは、恭きよう二じに誘われたかららしいね。昌一には、他の多くのＳＡＯ生還者に見られたＶＲワールド拒きよ否ひ症しよう状じようは無かったものの、始めの頃ころはそれほど熱心にはプレイしていなかったそうだ。フィールドに出るよりは、街でほかのプレイヤーを観察して、殺し方を想像するのが楽しかった、と彼は言っている。だがそれが変わったのは、リアルマネー取引ＲＭＴで《透明化できるマント》を手に入れてかららしい」

「ＲＭＴ……」

　詩乃は思わず声に出していた。死銃がまとっていた、《メタマテリアル光歪曲迷彩》機能つきのぼろマントは、恐らくボスモンスターだけが超低確率でドロップするレア中のレアアイテムだ。シノンのヘカートⅡ以上のプライスが付くだろうことは想像に難かたくない。

「あの……物凄すごい値段になったと思うんですけど……」

　言うと、菊岡は頷うなずき、信じがたいというふうに首を振りながら答えた。

「日本円で三十万円ちょっと、だったそうだ。しかし昌一は、父親から月に五十万という生活費を与えられていたようだね」

「ってことは……あのでかいライフルや、レア素材のエストックもリアルマネーで買ったのか……。ＳＡＯに、アイテム課金やＲＭＴがなくて良かったよ」

　そう呟つぶやくキリトの顔には、満まん更ざら冗じよう談だんでもなさそうな色が浮かんでいる。菊岡も真顔でもう一度頷くと、先を続けた。

「まったくだ。──昌一は、そのマントで姿を消せるようになってからは、街中で他のプレイヤーに気付かれないようストーキングする技を磨みがいていたそうだ。その時点では、ただ後をつけるのが楽しかっただけらしいが……ある日彼は、総そう督とく府ふホールという所まで尾行した相手が、ゲーム内端たん末まつを操そう作さし始めたのに気付いた。思いつきで双眼鏡を取り出し、柱の陰かげから画面を覗のぞいてみたら、なんとそこには相手の、現実世界に於おける住所本名といった個人情報が並んでいた……」

「……つまり、情報を得るために透明マントを入手したんじゃなくて、その逆……先にマントありきだったのか……」

　ため息混じりに言ったキリトは、背中を深く椅い子すに預あずけた。

「……昔から、どんなＭＭＯでも《隠れ身ハイデイング》ってのは定番スキルなんだ。ないほうが珍しいとさえ言えるかもしれない。でも……ＶＲＭＭＯでの隠れ身は、悪用の余地が大きすぎると俺おれは思う。少なくとも街中では使用禁止にすべきだ……って、今度ザスカーに投書しといてくれよ、シノン」

　いきなり話を振られ、詩乃は慌あわてて言い返した。

「あ、あなたがしなさいよ。……でも、じゃあ、《死銃》が生まれたきっかけそのものがあのぼろマントだったんですね」

　後半は菊きく岡おかに向けた言葉だ。眼鏡めがねの公務員は頷うなずき、タブレットに視線を降ろす。その温和そうな顔を見ていると、あれ、と思うことがあったが今はどうでもいいことなので詩し乃のは何も言わなかった。菊岡の言葉が、夕日を受けたテーブルに低く流れる。

「……そういうことになるね。昌しよう一いちは、盗み見た個人情報を反射的に記き憶おくし、ログアウトして書き留とめたが、その時点では具体的にどうしようとは思っていなかったようだ。プレイヤーのリアル情報を盗むという行こう為いそのものが彼を興こう奮ふんさせ、それ以降、連日何時間もその総そう督とく府ふホールに貼はりついては、住所を打ち込むプレイヤーを待ちつづけた。最終的には、実に十六人もの本名と住所を手に入れたということだ。その……朝あさ田だ詩乃さん、あなたの情報も含ふくめて」

「…………」

　詩乃は小さく頷いた。九月はじめ、ということは第二回ＢｏＢの直前だ。エントリー手続きをしたプレイヤーは少なく見積もっても五百人はいたはずで、そのうちモデルガン目当てに本当の住所氏名を書いた者は半分程てい度どとしても、十六人のリアル情報を盗むことは不可能ではあるまい。

　菊岡の説明は続く。

「十月某日。弟の恭きよう二じは昌一に向かって、自分のキャラクターの育成が行き詰づまっていることを打ち明けた。《ゼクシード》という名のプレイヤーが広めた偽にせ情報のせいだ、と盛さかんに恨うらみを口にしたらしいね。そして、昌一は、そのゼクシードの本名と住所を入手していることを思い出し、恭二にそれを教えた」

　そこだ。おそらくその瞬しゆん間かん、恭二の中の仮想と現実を隔へだてる壁は、少しずつ溶け始めたのだ。

「どちらか一方が考えたことではない、と昌一は言っているね」

　菊岡の声が滑なめらかに詩乃の耳もとを通つう過かしていく。

「二人で、どのようにして個人情報をもとにゼクシードを粛しゆく清せいするか、あれこれ言い合っているうちに、《死銃》計画の骨こつ子しが出来上がったそうだ。しかしそれでも、最初は単なる言葉の遊びだったのだと、彼は説明している。ゲーム内で銃撃すると同時に、現実でプレイヤーを殺す……言うのは簡単だが、実現にはいくつもの困難がともなう。二人は連日のように議論し、ひとつ、またひとつと机上のハードルをクリアしていった。最難関は、電子ロックを解かい錠じようするマスターコードと、注射器と薬品の入手方法だったようだが……」

「大きな病院には、緊急時に患かん者じやの家のドアを解錠するための合法マスターが保管されてるはずだ。おそらく、二人のお父さんの病院にも……」

　キリトの言葉に、菊岡は無音の口笛を吹くが如ごとく唇くちびるを細めてみせた。

「さすがだね。そもそも国が住宅用キーレス錠の普ふ及きゆうを推すい進しんしたのも、長いこと不可侵だった個人住宅への管理力を強化するため……って、これはナイショだけどね。ともかく二人は、マスターコードと高圧注射器、それに劇薬のサクシニルコリンを父親の病院から盗み出す算段をつけた。──そうやって計画を進める、その過程自体がゲームだったと昌しよう一いちは供きよう述じゆつしている。ＳＡＯで、標的パーティーの情報を集め、必要な装そう備びを整え、襲しゆう撃げきを実行したのと何も変わらない、と。自分の供述を取っている刑事に向かって、あんたも同じだろう、とも口にしたようだ。ＮＰＣの話を聞き、情報を集め、賞金首を捕らえて引き渡し、金を得る。警官のやってることだってゲームと一いつ緒しよじゃないか、とね」

「額がく面めんどおり受け取らないほうがいいぜ」

　不意にキリトがぽつりと言った。菊きく岡おかがかすかに眉まゆを動かす。

「そうかい？」

「ああ。その昌一氏はある部分では本当にそう思っているのかもしれないが、《赤アカ眼メのザザ》だったときの奴やつは、これはゲームなんだと自分と周囲に強弁しながらも、プレイヤーの死が現実のものと理解していたからこそあそこまで殺人行こう為いに魅みせられたんだ。仮想世界にいるときも、現実世界にいるときも、自分にとって都合の悪い部分だけはリアルじゃないと信じ込んでいる。ＶＲＭＭＯのダークサイド……なのかもな。現実が、薄くなっていく」

「ふむ。君は……君の現実はどうなんだい？」

　菊岡に問われたキリトは、いつもの皮肉そうな笑みを浮かべるかと思いきや、至し極ごく真剣な顔でじっと宙の一点を見つめた。

「……あの世界に置いてきたものは、確実に存そん在ざいする。だからその分、今の俺おれの質量は減少している、とは思う」

「戻りたい、と思うかね？」

「聞くなよ、そういうことを。悪趣しゆ味みだぜ」

　今度こそキリトは苦笑すると、ちらりと詩し乃のを見た。

「──シノンはどうなんだ、そのへん？」

「え……」

　唐とう突とつに話を振られ、詩乃はしばし途と惑まどった。思考を言葉にする、という行こう為いにはさっぱり慣なれていない。それでもどうにか、感じたことをそのまま口にしようと努力した。

「ええと……キリト、あなた、言ってることがこのあいだと違ちがうわ」

「え……？」

「仮想世界なんかない、ってあなた言った。その人のいる場所が現実なんだ、って。ＶＲＭＭＯゲームはいっぱいあるけど、その世界ごとにプレイヤーが分ぶん割かつされてるわけじゃないでしょ？　いま私のいる、この……」

　右手を伸ばし、指先で軽くキリトの左腕に触ふれる。

「この世界が、唯ゆい一いつの現実だわ。もしここが、実はアミュスフィアの作った仮想世界だったとしても、私にとっては現実……ってことだと思う」

　キリトは眼を見開き、詩し乃のが気恥はずかしくなるほどの時間ずっと視線を合わせていたが、やがて珍めずらしくシニカルさの欠片かけらもない──と見える笑みを唇くちびるに浮かべた。

「……そうか。そうだな」

　ちらりと菊きく岡おかを見やり、

「今のシノンの言葉、ちゃんとメモっとけよ。この事件において唯ゆい一いつの、価値ある真理かもしれないぜ」

「──からかわないで」

　右手を握にぎり、どんとキリトの肩を小突いてから正面を向く。何故か菊岡もじっと詩乃を見ていて、いたたまれなくなって空からになったケーキ皿を凝ぎよう視しする。

「いや、本当に、その通りだね。昌しよう一いちにとっては──それがまったく逆だったのかな。自分のいない場所こそが、現実……」

「あの男は、『まだ終わっていない』という言葉を盛さかんに繰くり返していた。あるいはあいつも、まだアインクラッドから完全には戻っていなかったのかも……。──世界創造、という茅かや場ば晶あき彦ひこの目的は、あの城が崩ほう壊かいしたあとにこそ実現するものだったのかもな」

「怖いことを言うね。彼の死に方にはまだまだ謎なぞが多い……が、今度の事件には関係ないだろう。話を戻すと……昌一には、計画実現のための準備が完了した段階から、実際に目標の部屋に侵入して薬液を注射する段階に移るにあたって、心理的障しよう壁へきはほとんど無かったようだね。最初の犠ぎ牲せい者しや……《ゼクシード》こと茂しげ村むら保たもつ氏に直接手を下したのは昌一のほうだ。十一月九日午後十一時ごろ、マスターコードを使ってドアを解かい錠じようし、アパートに侵入。同三十分、《ＭＭＯストリーム》のインタビュー番組に出演するためアミュスフィア使用中だった茂村氏の顎あごの裏側に、高圧注射器で薬液を注入した。使われたのは塩化スキサメトニウム、またはサクシニルコリンと呼ばれる筋きん弛し緩かん剤で、茂村氏の呼吸と心しん拍ぱくは急激に停止して死に至いたっただろうということだ。つまり、同時刻、ＧＧＯ内でゼクシードを銃撃したのは弟の恭きよう二じだった……ということになる」

　恭二の名を聞いて、詩乃はぴくりと肩を震ふるわせた。一昨日の夜、詩乃の上に跨またがって、ゼクシードに対する怨えん嗟さをぶちまけた彼の声が耳の奥に甦よみがえる。

　ゼクシードの流した情報によってステータスの配分を誤り、《最強》足りえなくなったことが──実際には、極ＡＧＩ型にもかかわらずあれほど強かった《闇ヤミ風カゼ》の存そん在ざいがその思い込みを否ひ定ていしているのだが──、現実世界で彼を苛いじめ、金を脅おどし取った上級生たち以上に許せなかったのだろうか。

　いや──そうではなく……恭二にとっての現実はそのときもう、既すでに……。

「二人目の犠牲者、薄塩たらこ氏のときも、現実世界での実行役は昌一だった。手口はほとんど同一。彼らは標的に、幾いくつかの条件を共有する七人を選び出したんだ。首都圏けん在住、一人暮らしで、ドアの電子錠が解錠ログの残らない旧式、あるいはドア周辺に合あい鍵かぎを隠している……」

「それを調べるだけでも大変な苦労だな」

　キリトの嘆声に、菊きく岡おかも顔をしかめて頷うなずく。

「多大な時間と労力を費ついやしただろうね。──しかし、二人の命を奪うばっても、《死銃》の噂うわさを真剣に受け止めるプレイヤーはほとんど居なかったようなんだ」

「ええ……みんな、下らないデマだと思ってました。──私も」

　詩し乃のが呟つぶやくと、菊岡は大きく首しゆ肯こうした。

「そうだろうね。私とキリトくんも、色々な可能性を考えたんだが、結論としては噂うわさの産物だろう、ということになってしまった。もっとも、推すい測そくのアプローチからして間ま違ちがっていたわけなんだが……」

「せめて……一日だけ早く真実に気付いていれば、本大会での二人の犠ぎ牲せい者しやが出るのは防ふせげたはずだったのに……」

　痛切な響ひびきのあるキリトの言葉に、詩乃は顔を上げないまま呟いていた。

「──でも、私は助けてくれたわ」

「いや、俺おれは何もできなかったよ。君自身の力さ」

　ちらりとキリトに視線を投げてから、そう言えばまだちゃんとお礼を言ってなかったなあ、と考えていると、菊岡が再び口を開いた。

「君たちの頑がん張ばりがなければ、事件が発覚するまでにリストの七人全員が犠牲になっていたことは想像に難かたくない。あまり自らを責めないでくれたまえ」

「別に責めちゃいないけどな……。ただ、これでまたＶＲＭＭＯの評判が悪くなると思うと残念なだけさ」

「それで立ち枯かれるほど、あの《ザ・シード》なる種から出た芽はひ弱じゃないだろう。今や無数の苗なえが寄り集まって、それこそ世界樹の如ごとき様相だよ。まったく、どこの誰だれがあんなものをばら撒まいたのやら」

「……さて、ね。それより、先に進んでくれよ」

　キリトは咳せき払いをすると、菊岡を促うながした。

「ああ……と言っても、あとはもう君たちも知っていることだと思うがね。──死銃の脅きよう威いが一向に広がらないことに業ごうを煮にやした二人は、いっそう派手なデモンストレーションに打って出ることにした。第三回の最強者決定戦、通称バレット・オブ・バレッツ本大会において、一挙に三人を銃撃する計画を立てたんだ。狙ねらわれたのは……プレイヤー名《ペイルライダー》、《ギャレット》、それに《シノン》……あなたです」

「…………」

　詩乃はこくりと頷いた。四人目の犠牲者となったギャレットの名は、もちろん知っていた。アンティークなウィンチェスターライフルを愛用していた洒落しやれ者だ。彼のトレードマークだったテンガロンハットを思い出し、心の中で冥めい福ふくを祈ってから、詩乃はあることに気付いて口を開いた。

「あ……そう言えば、これは偶ぐう然ぜんかもしれないんですけど……」

「なんですか？」

「ターゲットの七人に共通する条件がもうひとつあるかもしれません。私を含ふくめて狙ねらわれたのは全員、ステータスタイプが非ＡＧＩ型なんです」

「ほう……？　それは、どういう……？」

「新しん川かわ君……いえ、恭きよう二じ君は、純じゆん粋すいなＡＧＩ一極ビルドで、そのせいでプレイに行き詰づまっていました。多分、他のタイプ……特にＳＴＲに余よ裕ゆうのあるプレイヤーに対しては複雑な感情があったと思います」

「ふむう……」

　菊きく岡おかは絶句し、しばしタブレットの画面を見つめた。

「つまり……動機は何からなにまでゲーム内に起因するもの……ということですか。これは検察も起訴に苦労するだろうなあ……。しかしなあ……」

　信じられない、というように頭を振る。そこに、キリトが嘆たん息そく気味の言葉を発した。

「いや……有り得ることだよ。ＭＭＯプレイヤーにとって、キャラクターのステータスというのは絶対の価値基準だからな。悪戯いたずらのつもりで、ウインドウ操作中の仲間の腕を押してステータスアップの操作を一ポイント分ミスらせて、そのせいで何ヶ月も殺し合いを続けてる……もちろんゲーム内でだけどさ、それくらいの大喧げん嘩かになった奴やつらを知ってるよ」

　それは詩し乃のにも深く納なつ得とくできる話だった。しかし菊岡は眼を丸くしたあと、再び左右に頭を振った。

「これは検察官と弁護士、それに判事と裁判員もいちどＶＲＭＭＯにダイブする必要がありそうだな。いや──法整備までも考こう慮りよするべき時、なのかな……。ま、それは我々が考えることではないがね。えーと、どこまで話したっけ」

　タブレットを突付き、軽く頷うなずく。

「そうそう、三人を標的に選んだ、ってとこだね。──しかし、前の二件と違ちがって、ＢｏＢ本大会中の計画実行には、大きな障しよう壁へきがあった。ゲーム内の《死銃》と、ゲーム外の実行役との間で連れん絡らくが取れないので、双方の射撃時間を一いつ致ちさせるのが困難だったんだね。それを一応解決したのが、ゲーム外でも視聴可能なライブ中ちゆう継けいだったんだが……」

「それでもまだ難しいよな。移動の問題がある」

　口を挟はさんだキリトは、苦い顔で眉まゆをひそめた。

「俺はそこを見落とした。最初、死銃は二人だと思い込んで……」

「そう、そうなんだ。ターゲットには最も自宅の近い三人を選んだらしいんだが……ペイルライダーの自宅がある大田区大おお森もりと、ギャレットの住む川崎市の武蔵むさし小こ杉すぎはそう遠くないものの、朝あさ田ださんが住んでるのはずっと離はなれた文京区湯ゆ島しまだからね。しかも、今までは死銃役を望んでいた恭きよう二じが、今回に限っては現実での実行役に固こ執しつしたんだそうだ。昌しよう一いちは電気スクーターを持っているが、恭二には運転ができない。──そこで昌一は、新たな仲間を計画に加えることにした。ええと、名前は金カナ本モト敦アツシ、十九歳。昌一の古い友人──というより……」

　ちらりとキリトに視線を投げ、

「ＳＡＯ時代のギルドメンバーだったそうだ。キャラクターネームは……《ジョニー・ブラック》。聞き憶おぼえは……」

「あるよ」

　キリトは瞼まぶたを伏せ、小さく頷うなずいた。

「《ラフィン・コフィン》でザザとコンビを組んでた毒ナイフ使いだ。当時も、二人で何人ものプレイヤーを襲おそい、殺した……。畜ちく生しよう……こんな……こんなことなら、あの時……」

　その先が言葉になる前に、詩し乃のは素早く右手を伸ばし、キリトの左手を強く摑つかんでいた。同時にじっと相手の瞳ひとみを見て、首をゆっくりと左右に振る。

　それだけで、言いたいことは伝わったようだった。

　キリトは一いつ瞬しゆん、幼おさない子供の泣き笑いのような顔を見せると、視線で頷いた。その表情はすぐに消え、いつものポーカーフェイスが取って代わる。ひんやりとした彼の手から指を離はなし、詩乃は前に向き直った。向かいからじっと二人を見ていた菊きく岡おかが、すぐに解説を再開する。

「──このジョニー・ブラックこと金本が、積極的に計画に荷か担たんしたのかどうかは、昌一の供きよう述じゆつからはよく分からない。昌一にとっても、金本というのはどこか理解しがたいところのある人物だったようだね……」

「そんなの、その金本氏本人に訊きけばいいじゃないか」

　キリトの至し極ごくもっともな指し摘てきに、しかし菊岡は短く首を振った。

「彼はまだ逮たい捕ほされていない」

「え……」

「朝あさ田ださんのアパートで新しん川かわ恭二が逮捕され、その四十分後には兄の昌一も自宅で身み柄がらを拘束されたのだが、昌一の供述によって更さらに二時間後、大田区にある金本の自宅アパートに捜査員が急行したところ、部屋は無人だった。今現在も監視中のはずだが、逮捕の知らせは無いね」

「……その彼が、本大会中に《ペイルライダー》と《ギャレット》の殺害を実行したのは確かなのか？」

「ほぼ間ま違ちがいないね。昌一が渡したという、恭二が持っていたものと同型の高圧注射器と薬品のカートリッジはまだ発見されていないが、犠ぎ牲せい者しやの部屋から、金本の自宅で採取したものとＤＮＡが一いつ致ちする毛髪が見つかっている」

「カートリッジ……」

　銃の実包を連想させるその単語に、詩乃はうすら寒いものを感じた。注射器を詩乃に押し付け、これこそが真の死銃なんだ、と囁ささやいた恭きよう二じの言葉が耳に甦よみがえる。

　キリトも同様の感想を持ったらしく、顔をしかめて言った。

「薬品はぜんぶ、二人のターゲットに使って無くなったのか？」

　しかし菊きく岡おかはまたしても首を振り否ひ定ていした。

「いや……カートリッジ一本ぶんのサクシニルコリンでも致ち死し量りようを軽く上回るが、昌しよう一いちは念のために三本渡していたそうだ。もう一本残っている可能性がある。月曜から今朝まで君たち、とくに朝あさ田ださんに警察の警けい護ごがついたのは、それが理由だよ」

「……ジョニー・ブラックが、まだシノンを狙ねらっていると……？」

「いや、あくまで念のためさ。警察もそうは考えていない。だってもう、彼らの死銃計画そのものが崩ほう壊かいしているんだからね。襲おそったところで何のメリットもないし、金かな本もとと朝田さんの間には利害関係も怨えん恨こんも有り得ないわけだし。東京都心では自動識別監視カメラ網もうの試験運用も始まってるからね、そう長時間逃げきれやしないよ」

「……なんだよそりゃ」

「通称Ｓ２システム、カメラが捉とらえた人間の顔をコンピュータが自動解かい析せきして手配犯を発見するという……ま、細かいことは秘密なんだけど」

「ぞっとしない話だな」

　キリトは顔をしかめてコーヒーを啜すすった。

「それは同感だがね。ともかく、金本が逮たい捕ほされるのも時間の問題と思っていいだろう。事件の話に戻ると……」

　菊岡はタブレットに指を走らせ、すぐに肩をすくめつつ顔を上げた。

「あとは、君たちのほうが詳くわしいだろう。新しん川かわ恭二は、本大会終了直後、朝田さんの自宅を襲しゆう撃げきしたものの、幸い目的を果たすことなく逮捕された。直後には新川昌一も逮捕され、残る金本敦あつしは手配中。兄弟の身み柄がらは現在警視庁本もと富ふ士じ署にあり、取り調べが続いている。……長くなったが、以上が事件のあらましだ。僕が手に入れられる情報はこんな所なんだが……何か質問はあるかな？」

「……あの」

　答えられる問いではないかもしれないと思いつつも、詩し乃のは訊きかずにいられなかった。

「新川君……恭二君は、これから、どうなるんですか……？」

「うーん……」

　菊岡は指先で眼鏡めがねを押し上げながら、短く唸うなった。

「昌一は十九歳、恭二は十六歳なので、少年法による審判を受けることになるわけだが……四人も亡くなっている大事件だから、当然家裁から検察へ逆送されることになると思う。そこで恐らく精神鑑かん定ていが行われるだろう。その結果次し第だいだが……彼らの言動を見るかぎりでは、医い療りよう少年院へ収容となる可能性が高いと、僕は思うね。何せ二人とも、現実というものを持っていないわけだし……」

「いえ……そうじゃないと、思います」

　ぽつりと詩し乃のが呟つぶやくと、菊きく岡おかは瞬まばたきし、視線で先を促うながした。

「お兄さんのことは私には解わかりませんけど……恭きよう二じ君は……恭二君にとっての現実は、ガンゲイル・オンラインの中にあったんだと思います。この世界を──」

　掲かかげた右手の指先を伸ばし、すぐに戻す。

「全部捨てて、ＧＧＯの中だけが真の現実と、そう決めたんだと思います。それは単なる逃とう避ひだと……世間の人は思うでしょうけれど、でも……」

　新しん川かわ恭二は、詩乃の命を奪うばおうとした人間だ。彼に与えられた恐怖と絶望の大きさは計り知れない。しかし、それでも、恭二を憎ぞう悪おすることは、何な故ぜか詩乃には出来そうになかった。あるのは、ただただ深いやるせなさだけだ。その哀あい惜せきの痛みが、詩乃の口を動かした。

「でも、ネットゲームというのは、エネルギーをつぎ込むにつれて、ある時点からは娯楽だけの物ではなくなると思うんです。強くなるために、ひたすら経験値とお金を稼かせぎ続けるのは、面めん倒どうだし辛つらいです。……たまに短時間、友達とわいわい遊ぶなら楽しいでしょうけど……恭二君みたいに、最強を目指して毎日何時間も作業みたいなプレイを続けるのは、凄すごいストレスがあったと思います」

「ゲームで……ストレス？　しかし……それは、本末転てん倒とうというものじゃ……」

　啞あ然ぜんとして呟く菊岡に、こくりと頷うなずきかける。

「はい。恭二君は、文字どおり転倒させたんです。この世界と……あの世界を」

「しかし……何な故ぜ？　なぜ、そこまでして最強を目指さなければならないんだろう……？」

「私にも……それはわかりません。さっきも言いましたけど、私にとってはこの世界も、ゲーム世界も、連続したものだったから……。キリト、あなたにはわかる……？」

　視線を右隣どなりに振ると、キリトは椅い子すの背もたれに深く体を預あずけて瞑めい目もくしていたが、やがてぽつりと呟いた。

「強くなりたいから」

　詩乃は唇くちびるを閉じ、しばらくその短い言葉を意味を考えてから、ゆっくり頷いた。

「……そうね。私も、そうだった。ＶＲＭＭＯプレイヤーは、誰だれだって同じなのかもしれない……ただ、強くなりたい」

　体の向きを変え、正面から菊岡を見る。

「あの……恭二君には、いつから面会できるようになるんでしょうか？」

「ええと……送検後もしばらくは拘こう置ちされるだろうから、鑑別所に移されてからになりますね」

「そうですか。──私、彼に会いにいきます。会って、私が今まで何を考えてきたか……今、何を考えているか、話したい」

　たとえ遅おそすぎたのだとしても、たとえ言葉が伝わらなくても、それだけはしなくてはならないと、詩し乃のは思った。菊きく岡おかはわずかに──今度ばかりはおそらく本心からと見える微び笑しようを浮かべると、言った。

「あなたは強い人だ。ええ、ぜひ、そうしてください。今後の日程の詳しよう細さいは後のちほどメールで送ります」

　ちらりと左腕の時計を覗のぞき、

「──申し訳わけないが、そろそろ行かなくては。閑かん職しよくとは言え雑務に追われていてね」

「ああ。悪かったな、手間を取らせて」

　キリトに続いて、ぺこりと頭を下げる。

「あの……ありがとう、ございました」

「いえいえ。君たちを危険な目に遭あわせてしまったのはこちらの落ち度です。これくらいのことはしないと。また、新しい情報があったらお伝えしますよ」

　隣となりの椅い子すのビジネスバッグに手を伸ばし、タブレットＰＣを仕舞うと、菊岡は椅子から腰こしを上げた。テーブル上の伝票に手を伸ばそうとして──そこで動きを止める。

「そうだ、キリト君」

「……何だ？」

「これ、頼まれてたものだ」

　スーツの内ポケットに手をやり、小さな紙片を取り出すと、テーブル越ごしにキリトに渡す。

「死銃……いや、赤アカ眼メのザザこと新しん川かわ昌しよう一いちは、捜査員が君からの質問だと伝えると躊躇ためらわず答えたそうだ。ただ、自分から君への伝言も届けるという条件を出した。もちろん、それを馬鹿正直に君が訊きく必要はないし、そもそも取調べ中の被疑者からのメッセージなど外部に漏もらせるわけもないので公式には警察内で止まるものだが……どうする、聞くかい？」

　キリトは途と方ほうも無く苦いコーヒーを飲んだような顔を作りつつ、小さく頷うなずいた。

「手間を掛けついでだ、聞くよ」

「それでは。えー……」

　菊岡はポケットから二枚目のメモを取り出すと、眼を落とした。

「……『これが終わりじゃない。終わらせる力は、お前にはない。すぐにお前も、それに気付かされる。イッツ・ショウ・タイム』。──以上だ」




「……まったく、食えない奴やつだ」

　菊岡がにこにこと手を振りつつ姿を消してから、およそ十分後。

　喫茶店を出て、停とめたバイクに向かって歩きながら、キリトが低く毒づいた。

「……あの人は、一体何者なの？　総務省の役人、って言ってたけど……なんか……」

　どうにも捉とらえどころのない人物だ、と思いながら詩乃が訊たずねると、キリトは肩をすくめて答えた。

「まあ、総務省のＶＲワールド監視部署に所しよ属ぞくしてるのは間ま違ちがいないんだろう、今はな」

「今は？」

「だってさ、事件からまだたったの二日なんだぜ。それにしちゃ、警察の内部情報に詳くわしすぎると思わないか？　この縦割り行政の日本で、さ」

「……どういうこと？」

「本来の所属は別なんじゃないか、って。警察庁とか……あるいは、まさかと思うけど……」

「……？」

「俺おれ、前にここでアイツと会ったとき、帰りに尾行したんだ」

　詩し乃のはやや呆あきれて横を歩くキリトを見やったが、少年は素知らぬ顔で続けた。

「そしたら、近くの地下駐車場にでっかい黒のクルマが待っててさ。運転手もタダモノじゃなさそうな、短髪のダークスーツで。苦労してバイクで追っかけたんだけど、あれは気付かれたのかもな……。菊きく岡おかは市いちヶが谷や駅前で降りて、バイク停とめる場所探してる間に見失った」

「市ヶ谷？　霞かすみヶが関せきじゃなくて？」

「ああ。総務省は霞ヶ関だけど……市ヶ谷にあるのは、防衛省」

「ぼ……」

　詩乃は絶句し、ぱちくりと瞬まばたきした。

「それって……自衛隊ってこと？」

「だから、まさかの話さ。そもそも警察は自衛隊と、総務省以上に仲悪いはずだし」

　キリトは軽く肩をすくめたが、詩乃はその時ふと思い出したことがあった。

「あ……そう言えば、さっきの菊岡さんの眼鏡めがねだけど……すごく度が弱いか、もしかしたら度なしかも。レンズの屈くつ折せつがほとんどなかった」

「へえ……なるほどね」

　何か得心したように頷うなずく少年をじっと見やり、訊たずねる。

「でも……仮にあの人が自衛隊の関係者だとして、どうしてＶＲＭＭＯの調査なんかしてるの？　まるで縁もゆかりもないでしょ？」

「うーん……。これは米軍の話だけど、フルダイブ技術を軍隊の訓くん練れんに利用する、って計画があるらしい」

「は、はあ!?」

　今度こそ詩乃は驚きよう愕がくし、思わず足を止めた。キリトも立ち止まり、ひょいと右手を動かす。

「たとえば……あ、ええと……銃の話、大丈夫？」

「う、うん……話くらいなら」

「そうか。たとえば、シノンがいま本物のスナイパーライフルを渡されたとして、装弾から発射まで出来ると思う？」

「…………」

　詩し乃のは、数時間前にガバメントのモデルガンを撃うった時のことを思い出しながら、小さく頷うなずいた。

「できる……と思う、撃つとこまでなら。でも、生身じゃリコイルショックを抑おさえられるか判わからないし、もちろん標的に当てるのは無理だと思うけど」

「でも、俺おれは弾たまの込め方すら知らない。兵器の基本的な操作法を仮想世界で訓くん練れんできるなら、それだけでも弾とか燃料とか、どれくらい節約できるか判らないぜ」

「そ……んなこといわれても……」

　思わず自分の右手に視線を落とす。キリトの話はあまりにもスケールが違ちがいすぎて、とても実感できない。

「あくまで可能性の話だけどな。この一年で、フルダイブ技術の新しい利用法は山ほど登場している。今後、何が出てきてもおかしかない。とりあえず──あの男には気をつけておくに越こしたことはないって、ね」

　飄ひよう々ひようとそれだけ口にすると、キリトはバイクに歩み寄り、後輪のＵ字ロックを外した。抱えていたヘルメットの片方を差し出しながら、詩乃に向かって何かを言いかけて、珍めずらしく口ごもった。

「えーと……その」

「……？　何？」

「……シノン、このあと、時間ある……？」

「別に用事はないけど。ＧＧＯにも当分ログインする気ないし」

「そうか。──悪いんだけど、ちょっと、手伝って欲しいことが……」

「なにを？」

「ＢｏＢ本大会ライブ中ちゆう継けいの、あの洞どう窟くつのシーンを、やっぱり昔の……ＳＡＯ時代の馴な染じみ連中に見られててさ。《キリト》が俺だってこともあっさりバレて……その、仲間に、決して俺と君がイチャついてたわけではないと説明するのに手を貸してくれると非常に助かる」

「……へえ」

　詩乃は少しだけ面白くなって、口元を綻ほころばせた。あの時のことを思い出すと相変わらず気恥はずかしくなるが、それ以上に、この常つねにマイペースを崩くずさない少年が、自分との仲を疑われて苦境に立っていると聞くと、してやったり、みたいな気分も湧わいてくる。

「でも、名前だけでよくあんただって判ったね。いくら昔馴染みって言っても」

「ああ……。剣筋でバレた」

「ふ、ふうん。──ま、別にいいけど、貸しだからね。また今度、ケーキでも奢おごってもらうわ」

　それを聞くと、キリトは実に情けない顔をした。

「ま……まさか、さっきの店で……？」

「そこまで無む慈じ悲ひなことは言わないであげる」

「そ、それは助かる。じゃあ……ちょっと御お徒かち町まちまで付き合ってくれ。そんなに時間は取らせない」

「なんだ、湯ゆ島しまの隣となりじゃない。ちょうど帰り道だわ」

　ヘルメットを受け取り、頭を押し込む。再びキリトに首もとの留とめ具を掛けてもらいながら、こんなことならＧＧＯでも毛嫌いせずにヘルメット型防具に慣なれておくんだったかな、と詩し乃のは思った。




　銀ぎん座ざ中央通りから昭しよう和わ通りに出てしばらく北に走ると、秋あき葉は原ばら駅東側の再開発地区に差し掛かる。どこかグロッケン市街に似た銀色の高層ビル群の谷間を抜け、御徒町界かい隈わいに入ると、今度は打って変わってノスタルジックな下町の風情が続く。

　とろとろと低速で走るバイクは、細い路地を右に左に分け入り、やがて一軒の小さな店の前で止まった。

　シートから飛び降り、ヘルメットから頭を抜いて見上げる。黒光りする木造の建物は無ぶ愛あい想そうで、そこが喫茶店だと示しているのは、ドアの上に掲かかげられた、二つのサイコロを組み合わせた意い匠しようの金属板だけだ。下部に、《ＤＩＣＥＹ　ＣＡＦＥ》という文字が打ち抜いてあり、それが店名なのだろうが、無愛想なドアに掛けられたプレートは《ＣＬＯＳＥＤ》側になっている。

「……ここ？」

「うん」

　キリトは頷うなずくと、バイクからキーを抜いて、躊躇ためらいなくドアを押し開けた。かららん、という軽かろやかな鐘かねの音に続いて、スローテンポなジャズが流れ出してくる。

　香ばしいコーヒーの香りに誘さそわれるように、詩乃は店内に足を踏ふみ入れた。オレンジ色の灯あかりに照らされた、艶つややかな板張りの店内は、狭せまいが何ともいえない暖かみに満ちていて、身構えていた肩からすっと力が抜けた。

「いらっしゃい」

　見事なバリトンでそう言ったのは、カウンターの向こうに立つ、チョコレート色の肌はだの巨漢だった。歴戦の兵士といった感じの相そう貌ぼうとつるつるの頭は迫力があるが、真っ白いシャツの襟えり元もとに結んだ小さな蝶ネクタイがユーモラスさを添そえている。

　店内には、二人の先客が居た。カウンターのスツールに、学校の制服を着た女の子が座っている。彼女たちのブレザーがキリトの制服と同じ色なのに、詩乃は気付いた。

「おそーい！」

　一方の、肩までの髪にわずかに内ハネをつけた少女が、スツールから降りながらキリトに向かって言った。

「悪い悪い。クリスハイトの話が長くてさ」

「待ってるあいだにアップルパイ二切れも食べちゃったじゃない。太ったらキリトのせいだからね」

「な、なんでそうなるんだ」

　もう片方、わずかに茶色がかったストレートヘアを背中の中ほどまで伸ばした女の子は、二人のやり取りをにこにこしながら聞いていたが、やがてこちらもすとんと床に降りて、慣なれた様子で割って入った。

「それより、早く紹しよう介かいしてよ、キリトくん」

「あ、ああ……そうだった」

　キリトに背中を押され、詩し乃のは店の中央まで進み出た。初対面の相手と接するときに常つねに這はい出てくる怯おびえの虫を押し殺し、ぺこりと頭を下げる。

「こちら、ガンゲイル・オンラインの三代目チャンピオン、シノンこと朝あさ田だ詩乃さん」

「や、やめてよ」

　思わぬ紹介の仕方をされ、小声で抗こう議ぎするが、キリトは笑いながら言葉を続けた。先ほどまで口論していた、威い勢せいのよさそうな女の子を示し、

「こっちが、ぼったくり鍛か冶じ屋のリズベットこと篠しの崎ざき里り香か」

「このっ……」

　また気け色しきばむ里香という少女の攻撃をするりとかわし、もう一方の女の子に左手を向ける。

「んで、あっちがバーサク治療師ヒーラーのアスナこと結ゆう城き明あ日す奈な」

「ひ、ひどいよー」

　抗こう議ぎしながらも微笑ほほえみを絶やさずに、明日奈は透明感のある綺き麗れいな瞳ひとみでまっすぐに詩乃を見ると、ふわりとした動作で会え釈しやくした。

「そんで、あれが……」

　キリトは最後にカウンター奥のマスターに向かって顎あごをしゃくった。

「壁のエギルことエギル」

「おいおい、オレは壁かよ!?　だいたい、オレにはママにもらった立派な名前があるんだ」

　驚おどろいたことに、マスターまでもがＶＲＭＭＯプレイヤーらしい。巨漢はにやりと笑みを浮かべると、分厚い胸板に右手を当て、言った。

「はじめまして。アンドリュー・ギルバート・ミルズです。今後ともよろしく」

　名前のところだけはネイティブな英語の発音で、あとの部分が完かん璧ぺきな日本語なので、詩乃は思わずぱちくりと瞬まばたきした。慌あわててぺこりと頭を下げる。

「まあ、座って座って」

　キリトは二つある四人掛けテーブルの片方に歩み寄ると、椅い子すを引いた。詩乃と明日奈、里香が腰こしを下ろすのを待って、マスターに向かって指を鳴らす。

「エギル、俺おれはジンジャーエール。シノンは何飲む？」

「あ……じゃあ、同じので」

「ここのはカライぞ」

　にやりと笑ってからキリトはカウンターに「ふたつ！」と言い添そえ、卓たく上じようで両手を組み合わせた。

「さて、それじゃ、日曜に何があったのかを、リズとアスナに簡単に説明するよ」




　ＢｏＢ本大会での出来事プラス菊きく岡おかに聞かされた事件の概がい要ようを、キリトと詩し乃のが互たがいに補ほ塡てんしつつ話し終えるのに、ダイジェスト版でも十分以上を要した。

「──と、まあ、まだマスコミ発表前なんで実名とか細部は伏ふせたけど、そういうことがあったわけなのでした」

　話を締しめくくると、キリトは力尽つきたように椅い子すに沈しずみ込み、二杯目のジンジャーエールを飲み干ほした。

「……あんたって、何て言うか……よくよく巻き込まれ体質ね」

　里り香かが頭を振りながら、ため息混じりの感想を漏もらす。だがキリトは視線を伏ふせると、かすかに頭を振った。

「いや……そうとも言えないよ。この事件は俺おれの因いん縁ねんでもあったわけだからさ」

「……そっか。──あーあ、あたしもその場にいたかったな。死銃って奴やつに、言ってやりたいこと山ほどあるよ」

「あいつが最後のひとり、ってわけでもないだろうしな。ＳＡＯに魂たましいを歪ゆがめられた人間は、恐らくまだまだいるはずだ」

　一いつ瞬しゆん、場に満ちた沈しずんだ空気を、明あ日す奈なが柔らかな微笑ほほえみで打ち消した。

「でも、魂を救われた人だっていっぱいいると思うよ、わたしみたいに。ＳＡＯを……団長のしたことを擁よう護ごするわけじゃないけど……いっぱい、亡くなったわけだし……それでも、わたしはあの二年間を否ひ定ていしたり後こう悔かいしたり、したくないな」

「……ああ、そうだな。死銃との最後の戦いの時、アスナが俺の手を握にぎってくれなければ、俺はあの技を出せてなかったはずだ。ＳＡＯでの二年間があったからこそ届くもの……だったんだろうな……」

　そう呟つぶやいたキリトの言葉を、詩乃は理解できなかった。首を傾かしげると、少し照れたように笑いながら説明する。

「大会の夜、俺がお茶ちやの水みずの病院からダイブしてた話はしたよな？　その場所は誰だれにも教えてなかったんだけど、このアスナがさっきの菊岡を吊つるし上げて吐はかせてさ」

「そ、その言い方はないよー」

　頰ほおを膨ふくらませる明日奈に、キリトはいたずらっぽく笑いかけながら続けた。

「そんで、ダイブ場所だったこの店から俺のいる病院まで駆かけつけて、その……ちょうどあの砂漠で死銃と戦っていた俺おれの手を、現実サイドから握にぎりしめてくれたんだ。不思議なんだけど……俺はその瞬しゆん間かん、確かにアスナの手を感じた。存そん在ざいも忘れてたファイブセブンを抜けたのは、そのお陰かげだと思う」

「…………そうだったの……」

　詩し乃のはそっと頷うなずいた。内心で、この二人は付き合ってるのかな、などと想像してしまうがすぐにその思考をどこかに押しやる。幸いそれに気付いた様子もなく、キリトはゆっくりと話し続ける。

「それだけじゃないんだ。大会が終わって、俺がログアウトしたあと、アスナが教えてくれてさ……死銃の登録名《Ｓｔｅｒｂｅｎ》は、正確には《ステルベン》ていうドイツ語で、意味は《死ぬこと》だって。しかも日本では、主に医者とか看護師しか使わない言葉だっていうから、それで俺……君が、近くに住んでる医者の息子に連れん絡らくするって言ってたの思い出して、もしかしてって嫌いやな予感がしてさ。警察じゃ間に合わないかもと思って湯ゆ島しままでバイクすっ飛ばして……まあ、結けつ局きよく、何もできなかったんだけどな……」

　その話は、詩乃にある種の静かな衝しよう撃げきを与えた。

「……ステルベン。スティーブンじゃなかったのね……」

　囁ささやくように言い、一いつ瞬しゆん眼を閉じてから、考え考え言葉を繫つなげる。

「……病院用語で、死ぬこと……。どういうつもりで、そんな名前をつけたのかな……」

「医者である父親への反発みたいなものも、もしかしたらあったのかもな。──とか、そんな簡単に想像できる理由じゃないとも思うけど……」

　キリトが嘆たん息そくすると、その斜ななめ向かい、詩乃の正面に座る明あ日す奈ながしっかりした声で言った。

「ＶＲＭＭＯのキャラクターネームに、名前以上の意味を探そうとしないほうがいいわ。気付くことより、見失うもののほうがきっと多いから」

　するとすぐに、隣となりの里り香かが笑顔で応じる。

「おー、本名をキャラネームにしてるヒトが言うと、さすが説得力が違ちがうねー」

「もう！」

　すかさず明日奈が右肘ひじで攻撃し、里香が大げさに痛がる。そのやり取りに、詩乃がいつしか微笑ほほえみを浮かべていると、不意に明日奈がまっすぐこちらを見た。その明るい茶色の虹こう彩さいをもつ瞳ひとみは眩まばゆいほどの輝かがやきに満ちていて、控ひかえめな物もの腰ごしの奥にある強さを詩乃に感じさせた。

「あの……朝あさ田ださん」

「は、はい」

「わたしがこんなこと言うのも変かもしれないけど……ごめんなさい、怖い目に遭あわせてしまって」

「いえ……そんな……」

　詩乃は急いで首を振り、次ついでひと言ずつ、ゆっくりと答えた。

「今度の事件は、たぶん、私が呼び寄せてしまったものでもあるんです。私の性格とか、プレイスタイルとか……過去とかが。そのせいで、私、大会中にパニックを起こしてしまって……キリトに落ち着かせてもらったんです。あの、中ちゆう継けいされたシーンはそういうことなので……」

　するとキリトが弾はじかれたように体を起こし、こちらは早口に捲まくし立てた。

「そ、そうだ、肝かん心じんなことを忘れてた。アレはその、緊きん急きゆう避難というか、殺人鬼に追われてる状じよう況きようだったんだからな。妙みような勘かん繰ぐりはするなよ」

「……ま、とりあえず了りよう解かいしたけどね。今後はどうなることやら……」

　里り香かはじとっとした視線をキリトに投げながらぶつぶつ呟つぶやいたが、両手をぽんと打ち合わせると、にっと威い勢せいのいい笑顔を浮かべた。

「ともあれ、女の子のＶＲＭＭＯプレイヤーとリアルで知り合えたのは嬉うれしいな」

「ほんとだね。色々、ＧＧＯの話とかも聞きたいな。友達になってくださいね、朝あさ田ださん」

　明あ日す奈なも穏やかな笑みを見せると、テーブルの上に、真まっ直すぐ右手を差し出した。その、白く、柔らかそうな手を見て──

　突とつ如じよ、詩し乃のはすくんだ。

　友達、という言葉が胸に沁しみ落ちた途と端たん、そこから焼け付くような渇かつ望ぼうが湧わき上がるのを感じた。同時に、鋭するどい痛みを伴ともなう不安も。

　ともだち。あの事件以来、何度となく望み、裏切られ、そして二度と求めるまいと心の底に己への戒いましめを刻きざみ込んだもの。

　友達になりたい。明日奈という、深い慈じ愛あいを感じさせるこの少女の手を取り、その温かさを感じてみたい。一いつ緒しよに遊んだり、他愛も無いことを長話ししたり、普通の女の子がするようなことをしてみたい。

　しかし、そうなれば、いつか彼女も知るだろう。詩乃がかつて人を殺したことを。自分の手が、染しみ付いた血に汚れていることを。

　そのとき、明日奈の瞳ひとみに浮かぶであろう嫌けん悪おの色が恐ろしい。人に触ふれることは──自分には、許されない行こう為いなのだ。恐らく、永遠に。

　詩乃の右手は、テーブルの下で固く凍こおりついたまま動こうとしなかった。明日奈が瞳に問いかけるような光を浮かべ、首をわずかに傾かしげるのを見て、詩乃は目を伏ふせた。

　このまま帰ろう、そう思った。友達になって、というその言葉の温度だけでも、しばらくは胸を温めてくれるだろう。

　ごめんなさい、と言おうとした、その時──。

「シノン」

　ごくごくかすかな囁ささやきが、怯おびえ、縮ちぢこまった詩乃の意識を揺ゆらした。びくりと体を震ふるわせて、左隣どなりに座るキリトを見た。

　視線が合うと、キリトは小さく、しかし確かな動きで頷うなずいた。大丈夫だよ、とその眼が言っていた。促うながされるように、再び明あ日す奈なに視線を向ける。

　少女は微笑ほほえみを消すことなく、右手を小揺ゆるぎもさせずに差し出し続けている。

　詩し乃のの腕は、鉛なまりを括くくりつけたかのように重かった。しかし、詩乃はその枷かせに抗あらがい、ゆっくり、ゆっくりと手を持ち上げた。人を疑い、裏切られることを恐れて遠ざかる苦さよりも、信じて傷つく痛みのほうがいい。事件以来はじめて詩乃はそう思った。

　明日奈の右手までの距離は、途と方ほうもなく長かった。近づくにつれ、空気の壁が密度を増し、詩乃の手を跳はね返そうとしているのように感じた。

　しかし、ついに、指先が触れ合った。

　次の瞬しゆん間かん、詩乃の右手は、明日奈の右手にするりと包み込まれていた。

　その温かさを、言葉にすることはできなかった。柔らかく伝わる熱が、指から腕、肩、全身にしみとおり、凍こおった血を溶かしていく。

「あ…………」

　詩乃は意識せず、かすかな吐と息いきを漏もらした。何という温かさだろうか。人の手というものが、これほど魂たましいを揺さぶる感かん触しよくを持っていることを、詩乃は忘れていた。この瞬間、詩乃は現実を感じていた。全てに怯おびえ、世界から逃げつづけていた自分が、今ついに真の現実とつながっていることを、深く意識していた。

　何秒、いや何十秒そのままでいただろうか。

　その間ずっと優しく微笑ほほえみ続けていた明日奈の口もとに、小さな躊躇ためらいの色が滲にじんだのに詩乃は気付いた。反射的に手を引っ込めかけたが、逆にいっそう強く握にぎられる。途と惑まどう詩乃に向かって、明日奈はひと言ひと言を探すように、ゆっくりと喋しやべり始めた。

「……あのね、朝あさ田ださん……詩乃さん。今日、この店に来てもらったのには、もう一つ理由があるの。もしかしたら詩乃さんは不ふ愉ゆ快かいに感じたり……怒ったりするかもしれないと思ったけど、私たちは、どうしても……どうしてもあなたに伝えたいことがあるんです」

「理由……？　私が、怒る……？」

　ますます意味が解わからない。と、その時、左隣どなりに座るキリトが、こちらもどこか張り詰つめた声を出した。

「シノン。まず、君に謝あやまらなきゃならない」

　そこで本当に深く頭を下げてから、少年は長めの前髪の奥から、あの少女型アバターと共通した漆しつ黒こくの瞳ひとみでじっと詩乃を凝ぎよう視しした。

「……俺、君の昔の事件のこと、アスナとリズに話した。どうしても、彼女たちの協力が必要だったんだ」

「えっ……!?」

　キリトの言葉の後半は、詩乃の意識には届かなかった。

　────知っている!?　あの郵便局の事件のことを……十一歳の詩乃が何をしたのかを、明日奈も、里り香かももう、知っている……!?

　詩し乃のは今度こそ、全身の力で明あ日す奈なの手から自分の手を引き抜こうとした。

　だが、できなかった。この華きや奢しやな少女のどこに、と思えるほどの力で明日奈は詩乃の右手を握にぎり続ける。少女の瞳ひとみが、表情が、そして伝わる体温が、詩乃に何かを語りかけようとしている。だが──何を？　この手がぬぐえない血に汚れていると知った上で、何を伝えることがあるというのか？

「詩乃さん。実は、私とリズとキリトくんは、昨日の月曜日に学校を休んで、……市に行ってきたんです」

「──────!!」

　驚おどろき──などというものではない。詩乃は数秒間、明日奈が何を言ったのか理解できなかった。

　少女の、ふっくらと艶つややかな唇くちびるから出た地名。それは間ま違ちがいなく、詩乃が中学卒業まで暮らしていた街の名だ。つまり、あの事件のあった土地。忘れたい、二度と帰りたくない場所。

　なぜ。どうして。どうして。

　そんな疑問だけが頭の中に渦うず巻き、ついに唇をついて出た。

「なんで……そんな……ことを…………」

　何度も首を左右に振りながら、詩乃はこの場所から逃げ出すために立ち上がろうとした。

　だがその寸前、キリトの手が左肩を押さえる。同時に、どこか必死な響ひびきのある声が耳に届く。

「それは、シノン、君が会うべき人に会っていない……聞くべき言葉を聞いていないと思ったからだ。君を傷つけるかもしれない、きっとそうだろうと思ったけど……でも俺おれは、どうしてもそのままにしておけなかった。だから、新聞社のデータベースで事件のことを調べて……電話じゃ解わかってもらえないと思ったから、直接事件のあった郵便局まで行って、お願いしたんだ。ある人の連れん絡らく先を教えて欲しい、と」

「会うべき……ひと……？　聞くべきことば…………？」

　呆ぼう然ぜんと繰くり返す詩乃の斜ななめ前で、キリトと眼で合図しあった里香が立ち上がり、店の奥に見えるドアへと歩いていった。ＰＲＩＶＡＴＥの札が下がるドアが開けられると、その奥から、人がひとり姿を現わした。

　女性──三十歳くらいだろうか。髪はセミロング、化け粧しようは薄めで、服装も落ち着いている。ＯＬというよりは主婦のイメージのほうが強い。

　その印象を裏付ける、小さな足音が続けて響いた。女性の後ろから、まだ小学校前だと思われる女の子が走り出てきたのだ。顔立ちがよく似ている。きっと親子だろう。

　しかし、それらのことを見て取っても、詩乃の途と惑まどいは深まるばかりだ。なぜなら、親子が誰だれなのか、まるで解らない。東京に来てからはもちろん、故郷の街でも会ったことはないと思える。

　女性は、呆ぼう然ぜんと座ったままの詩し乃のを見ると、なぜか泣き笑いを思わせる表情を浮かべて深々と一礼した。隣となりの女の子もぺこりと頭を下げる。

　ずいぶん長いことそのままでいたが、やがて里り香かに促うながされ、親子は店内を横切って詩乃の座るテーブルの前までやってきた。明あ日す奈なが立ち上がり、正面に女性を、その隣に女の子を掛けさせる。カウンターの奥から、今まで沈ちん黙もくを守っていたマスターが無音の歩行でやってきて、母親の前にカフェオレを、女の子の前にはミルクのグラスを置いて戻る。

　こうして間近で見ても、やはり誰だれだか解わからない。なぜキリトは、この女性が詩乃の《会うべき人》だなどと言うのだろうか。彼は何かを勘かん違ちがいしているのではないか……。

　────いや。

　いや、どこか……記き憶おくのずっと深いところで、ちりっと小さな火花が弾はじけている。そんな気がする。赤の他人のはずなのに、どうして──。

　と、女性が再び深々と一礼した。続けて、かすかに震ふるえを帯おびた声で名乗る。

「はじめまして。朝あさ田だ……詩乃さん、ですね？　私は、大おお澤さわ祥さち恵えと申します。この子は瑞みず恵え、四歳です」

　名前にも、やはりまるで聞き覚えはなかった。そもそも詩乃と、この年代の親子の間には何らの接点もないはずなのだ。なのに、記憶は相変わらずちりちりと疼うずき続ける。

　挨あい拶さつを返すこともできず、ただ眼を見開き続ける詩乃に向かって、祥恵という母親は大きく一度息を吸ってから、はっきりした声で言った。

「……私が東京に越こしてきたのは、この子が産まれてからです。それまでは、……市で働いていました。職場は……」

　続くひと言を聞いた瞬しゆん間かん、詩乃は全てを理解した。

「……町三丁目郵便局です」

「あ…………」

　自分の唇くちびるから、かすかな声が漏もれた。それは──その郵便局は、まさしくあの場所だ。五年前、詩乃が母親とともに訪れ、そこで人生を大きく変えてしまうことになる事件に遭そう遇ぐうした、あの小さな、何の変へん哲てつもない、町の郵便局。

　最初に窓口の男性を射殺した拳銃強ごう盗とうの男は、次にカウンターの奥にいた女性職員二人か、詩乃の母親のどちらを撃うつか迷う素振りを見せた。しかし詩乃が無む我が夢む中ちゆうで男に飛びかかり、拳銃を奪うばって──引き金を引いた。

　そうだ……この祥恵という母親は、間ま違ちがいなく、あの時居合わせた女性職員のひとりだ。

　つまり、こういうことなのか。キリトは昨日、明日奈、里香と一いつ緒しよにわざわざあの郵便局に行った。そして、すでに職を辞し東京に引っ越していたこの女性の現住所を調べ、連れん絡らくし、今日この場所で詩乃と引き合わせた。

　そこまでは、どうにか理解できた。しかし最大の疑問はまだ残っている。

　なぜ？　なぜキリトたちは、学校を休んでまでそんなことを？

「……ごめんなさい。ごめんなさいね、詩し乃のさん」

　不意に、正面の祥さち恵えが、目め尻じりに涙を滲にじませながらそう言った。

　何を謝あやまられているのか解わからず、呆ぼう然ぜんとしたままの詩乃に向けて、祥恵は尚なおもわななく声を絞しぼり出した。

「本当に、ごめんなさい。私……もっと早く、あなたにお会いしなきゃいけなかったのに……あの事件のこと、忘れたくて……夫が転勤になったのをいいことに、そのまま東京に出てきてしまって……。あなたが、ずっと苦しんでらしてるなんて、少し想像すれば解ったことなのに……謝しや罪ざいも……お礼すら言わずに…………」

　目尻の涙が、すうっと零こぼれる。隣となりの、瑞みず恵えという名の女の子が、母親を心配するように見上げる。女の子の、三つ編みにした頭を祥恵はそっと撫なでながら続ける。

「……あの事件の時、私、お腹にこの子がいたんです。だから、詩乃さん、あなたは私だけでなく……この子の命も救ってくれたの。本当に……本当に、ありがとう。ありがとう……」

「…………命を…………救った？」

　詩乃は、その二つの言葉を、ただ繰くり返した。

　あの郵便局で、十一歳の詩乃は、拳銃の引き金を三度引き、一つの命を奪うばった。それだけが、詩乃のしたことだった。今までずっとそう思ってきた。でも────、でも。今、眼前の女性は、確かに言った。

　救った、と。

「シノン」

　不意に、隣のキリトが、こちらも震ふるえを帯おびた声で囁ささやいた。

「シノン。君はずっと、自分を責め続けてきた。自分を罰ばつしようとしてきた。それが間ま違ちがいだとは言わない。でも──君には、同時に、自分が救った人のことを考える権利もあるんだ。そう考えて、自分自身を赦ゆるす権利があるんだ。それを……俺おれは、それを君に……」

　そこでキリトは、もう言うべきことを見つけられないかのように、きつく唇くちびるを嚙かんだ。

　少年から視線を外し、詩乃はもう一度祥恵を見た。何か言わなくちゃ、と思ったが言葉が出てこない。それどころか、何を考えていいのかすら解らない……。

　とん。

　と、小さな足音がした。

　四歳だという女の子、瑞恵が椅い子すから飛び降り、とことことテーブルを回り込んで歩いてくる。祥恵が編んだのだろう髪はつやつやと輝かがやき、ピンク色の頰ほおはふっくらとして、大きな瞳ひとみはこの世の何よりも純じゆん粋すいな光を湛たたえている。

　瑞恵は、幼稚園の制服らしいブラウスの上からかけたポシェットに手をやり、ごそごそと何かを引っ張り出した。

　それは、四つ折りにした画用紙だった。不器用な手つきで広げ、詩し乃のに差し出してくる。

　クレヨンで描いたと思おぼしき絵が、眼に飛び込んだ。中央に、髪の長い女性の顔。にこにこと笑うそれは、きっと母親──祥さち恵えだ。右側に、三つ編みの女の子。自分自身だろう。左側の眼鏡めがねをかけた男性は、父親に違ちがいない。

　そして一番上に、覚えたばかりなのだろう平仮名で、《しのおねえさんへ》と記されていた。

　瑞みず恵えが両の手で差し出すその絵を、詩乃は自分も両手を伸ばし、受け取った。すると瑞恵はにこりと笑い、大きく息を吸い。

　一いつ生しよう懸けん命めいに練習してきたらしい、たどたどしい声で、一音一音、はっきりと言った。

「しのおねえさん、ママとみずえを、たすけてくれて、ありがとう」

　視界の全てが──虹にじ色の光に満たされ、にじみ、ぼやけた。

　自分が泣いていると気づくのに、少し時間がかかった。それ以前に、こんなに優しく、清らかで、何もかもを洗い流していくような涙が存そん在ざいするなんて知らなかった。

　大きな画用紙を持ったまま、ただぽろぽろと涙を零こぼし続ける詩乃の右手を。

　火薬の微び粒りゆう子しによって作られた黒子ほくろが残る、まさにその場所を──。

　小さな、柔らかい手が、最初はおそるおそる、しかしすぐにしっかりと握にぎった。










　過去の全てを受け入れられるようになるには、まだまだ長い時間がかかるだろう。それでも私は、私がいま在あるこの世界が好きだ。

　生きることは苦しく、伸びる道は険けわしい。

　それでも、歩き続けることはできる。その確信がある。

　なぜなら、繫つながれた右手も、そして私の頰ほおを流れる涙も、こんなにも温かいのだから。








（終わり）









　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。二〇一〇年最後の一冊、『ソードアート・オンライン６　ファントム・バレット』をお届けします。

　〇九年二月以来、このＳＡＯシリーズともう一つの『アクセル・ワールド』シリーズを隔かく月げつで計十二冊交こう互ご刊行させて頂いただいたわけですが、そんな無む謀ぼう気味な計画をヤレルと思ってしまったのはもちろん《ＳＡＯシリーズはもう原げん稿こうがあるから》でした。ｗｅｂ連れん載さい版をちょこっと軽く手直しするだけなら、作業量的には大したことはあるまいと。

　ところが、改めて原稿を読んでみると、ちょこっとどころかガッツリ直したいところが次々に出てきてしまいまして……それでも一巻二巻のころはまだ《手直し》の範はん疇ちゆうだったんですが、三巻四巻で《書き足し》が始まり、五巻で《書き直し》に近くなり……そしてこの六巻はもうほぼ《書き下ろし》です（笑）。そのうえページ数も既き刊かん中ぶっちぎりで最大という……。本当に、無事（ではまったくないですが）こうしてあとがきを書いているのが軽めの奇き跡せきに思えます。自じ戒かいを込めつつ叫さけばずにはいられません。──なんで！　こんな！　ことに！

　とまあ、そんな意味不明な労力をつぎ込んでどうにか形になった一冊ですので、電撃文庫版からの読者様はもちろん、ｗｅｂ版からの読者様にも新鮮な気持ちで楽しんで頂けたなら嬉うれしいです。次巻は、久々にアスナさんのお話となる予定です。メインヒロインなのに五、六巻ではほとんど出番がなかった彼女の活かつ躍やくを、どうぞお楽しみに！（書き直しはしません、多分）




　そしてここで、今年最後のごめんなさいコーナーを……。

　ご存じの方はご存じと思いますが、私、十月に秋あき葉は原ばらで開かい催さいされた《電撃文庫秋の祭典２０１０》でイラストのａｂｅｃさんと一いつ緒しよにサイン会をやらせて頂いたんですよね。……はい、遅ち刻こくしました！　とてつもなく遅刻しました！　開始時間を三十分遅おくらせてしまいました！　理由は脳内データ欠けつ損そんによって《十二時半》が《二時半》になってしまったからです！

　……なんでも、サイン会そのものを遅らせた作家は、電撃文庫四千年の歴史でも史上初だそうで……当日、会場で長らくお待たせしてしまった、サイン会に応おう募ぼして下さった皆みな様さまにはなんとお詫わびしてよいやら……。本当にすみませんでした。もうしません。（それ以前にもうサイン会やらせてもらえない気もしますけどネ！）




　そんなわけで、遅刻事件の時も、また今巻の原稿の遅れでも大いにご迷めい惑わくをおかけしてしまった担当の三み木きさん、イラストのａｂｅｃさん、来年もどうぞ宜よろしくお願いいたします。そしてここまで読んでくださったあなたも、二〇一一年がいい年になりますように！　あと私、遅刻しませんように！


二〇一〇年一〇月某日　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド７　─災禍の鎧─』発売告知ページのイラストを収録しています。







[image: ]







[image: ]







川かわ原はら 礫れき

考えてみると、ここ数年関東から出た記憶がない気がするのです。たまには遠くまで行ってみたいなあと思うものの脳内計画を立てる段階でめんどくさくなってしまう私……。よしネトゲで旅行する。
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